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復刻版巻
数 巻-号数 発行年月日 角書き 欄 主題 副題 著者名 頁数

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 大阪市内某幼稚園々児の口腔診査をした中
の良い歯と悪い歯の代表者

口絵1

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 大ノ川関に抱かれたる別府優良児 口絵2

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 別府乳児審査会二於ケル最優良児 口絵3

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 大阪児童愛護聯盟趣旨 大阪児童愛護聯盟 (1)

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 イギリスのコドモ虐待防止会 山枡儀重 2

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 親の重荷を負ふ子供 志賀志那人 5

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 野外訓育（一） 野口雄三郎 9

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 所謂脳膜炎の予防法 高洲謙一郎 10

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 育児と「カルシユウム」問題 片瀬淡 14

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 人口問題より見たる児童愛護 友谷常三郎 21

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 コドモの世界を造つて頂戴 阪田十寸象 23

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 賀川豊彦氏を訪ねて 伊藤悌二 28

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 子供の気分はどう取扱ふべきか 土川五郎 32

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 乳児審査会二於ケル優良児 口絵4

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 家庭教育の欠陥 西居霊証 37

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 幼稚園に対する三つの説を考へて 高尾亮雄 39

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 煉乳ノ分析及鑑定 43

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 貧しき子の群（第一篇の下） 生田英 44

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 別府のコドモ愛護デー傍観記 宇奈四又郎 47

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 別府のコドモ愛護デー傍観記 篠崎笹子 47

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 家庭 世界一の捨児国伊太利の性教育 光を避けて母親が説
明役

50

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 乳児審査会二於ケル優良児 口絵5

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 地方だより 51

1
〔第1巻第3号〕
12年7月号

1923(大正12)07.01 編輯の後 54

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 コドモ愛護船宮島に入港 口絵1

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 天然営養 口絵2

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 コドモ世紀の桃太郎 口絵3

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 ニユーヨーク市コドモ救護会が牛乳を児童
に飲ませることを奨励するためにユダヤ人
に配布するビラ

口絵4

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 頭髪の手入れ 口絵5

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 大阪児童愛護聯盟趣旨 大阪児童愛護聯盟 前付1

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 児童愛護の歌 賀川豊彦 前付2

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 『泣く児に乳』は母性愛の標語たり得る乎 飯島貫一 1

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 農村の児童問題 杉山元治郎 3

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 人の子を損ふ教育 加茂正一 8

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 恐ろしい乳児脚気とその注意 三野裕 13

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 化学的方面より視たる体質 池口武夫 17

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 大酒家 22
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1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 紐育市のコドモ愛護会 山桝儀重 23

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 遍路と其の子 志賀志那人 27

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 一人前になつた歓びの記念会 32

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 お伽趣味発達史 大阪を中心として 高尾亮雄 33

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 仏作つて魂入れず 星本清 37

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 煉乳ノ分析及鑑定 45

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 欺かれても（愛護ローマンス） 伊藤悌二 47

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 大阪市立乳児院　乳児審査会ニ於ケル優良
児

口絵6

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 広島の運動に使ひして 阪田桝造 51

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 家庭 子供には立派な絵を見せたい 岸田劉生 54

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 家庭 夏の子供の取り扱ひ（『大阪朝日』より転
載）

54

1
〔第1巻第4号〕
12年8月号

1923(大正12)08.01 編輯の後 雉畔生 56

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 児童愛護運動の発祥地 口絵1

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 保健の道しるべ 口絵2

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 題言 (1)

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 二代目 志賀志那人 2

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 メンタルテストに就て 野上俊夫 5

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 乳児の保育に関する注意 三野裕 9

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 迷信勝つか科学勝つか 飯島貫一 13

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 思はさる子女の虐待 友谷常三郎 17

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 嬰児への讃 宮崎安右衛門 22

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 子煩悩なりし定家卿 川田順 24

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 無慾の愛の努力 伊藤悌二 25

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 気候の児童死亡率に対する影響(承前) 飯島近治 27

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 かあいらしい赤ん坊の口(承前) 向井喜男 31

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 言葉以前の世界 木下乙市 35

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 児童衛生劇 山桝儀重 38

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 本聯盟主脳者の協議会〔写真〕 45

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 創作 生れぬ前から 国司恵子 46

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 子供の世
紀・時潮

貧困児童の学資に 51

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 子供の世
紀・時潮

細民学校の創設 51

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 子供の世
紀・時潮

勤倹な九歳の少年 52

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 聯盟彙報 大阪お伽学園試演会 53

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 聯盟彙報 文化講演会 53

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 聯盟彙報 本聯盟協議会 53

1
〔第2巻第3号〕
大正13年3月号

1924(大正13)03.03 編輯の結び 54

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 梅花咲く頃 口絵1

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 コドモ愛護は禁酒廃娼から 口絵2
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1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 大阪児童愛護聯盟宣言 前付

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 人格の尊敬に着厳せよ 児童愛護の根本精神 伊藤悌二 2

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 年賀状三千の中から 9

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 児童に対する観念の発達 吉田熊治 16

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 結婚座談(第二回) 鳥谷部陽太郎 21

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 偏愛 友谷常三郎 29

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 小供を主題として 木下乙市 33

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 私だつて笑ひたいさ 安藤鼓泉 35

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 お嫁にもらつてくれなかつたら 39

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 ベビローズ 深沢すゑ子 40

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 乳児の為めに守つて欲しい十五ヶ条 矢野雄 44

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 百日咳の症状と予防法 土橋光太郎 45

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 『愛護叢書』発行に就て 伊藤悌二 47

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 家庭訪問事業 48

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 恩愛篇 我が敬慕せる母と懐
しき父

芳尾里能子 51

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 牡牛の独り言 伊藤悌二 54

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 子供の世
紀彙報

職業補導会の玩具講習会 57

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 子供の世
紀彙報

新教育の児童村小学校 57

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 子供の世
紀彙報

愛国婦人会支部の新しい事 58

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 子供の世
紀彙報

大阪こども研究会の新年会 58

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 子供の世
紀彙報

産院は矢張り無料本位 58

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 大正十四年度本聯盟加盟名簿 59

1
〔第3巻第2号〕
第3年第2号

1925(大正14)02.01 事務所の一隅より 60

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 大阪児童愛護聯盟宣言 前付

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 総裁岡田文部大臣の臨場(其の一) 口絵1

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 広井会長と健かなる或る母子(其の二) 口絵2

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 宇上診査主任と小原博士の総評(其の三) 口絵3

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 妹がおとなしく兄は泣きかけてる(其の四) 口絵4

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 大阪赤ん坊審査会の表彰 口絵5

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 全国的運動の序曲 大阪児童愛護聯盟 (1)

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 東京乳幼児健康診査会の展望と感謝 伊藤悌二 2

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 小児の健康と病気について 太田孝之 6

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 育児問題(承前) 三野裕 12

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 労働市場のこども 水野和一 16

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 精神薄弱児とは何ぞや（四） 川田貞次郎 19

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 日本在来の教訓的お伽噺 村島静枝 21

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 健康漫録（一） 安藤皷泉 25

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 乳児と幼児の健康診査会（東京） 29
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1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 めまぐるしい診査の三日間 伊藤悌二 32

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 力行ガレージの御蔭で 審査会前の東奔西走 伊藤悌二 36

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 第一回東京乳幼児健康診査会奉仕芳名録 39

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 童話 『金色の蛇』（二） 井上増吉 42

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 東京愛護運動旅日記 乳幼児審査会の準備
時代

伊藤悌二 44

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 第三回大阪赤ん坊審査会尋問答案調査表
(其一部）

余田忠吾 51

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 幸よしと微笑む母親 大阪朝日新聞記者 55

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 良人が死ねば再婚します 大阪毎日新聞記者 56

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 『健一』の通信（第二信） 村島帰之 57

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 大阪審査会印象 土屋充 61

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 小児歯科医となるまで 久保田正一 64

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 四貫島セツルメント 吉田源治郎 65

1
〔第3巻第11号〕
第3年第11号

1925(大正14)11.01 編輯後記 伊藤悌二 66

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 大阪児童愛護聯盟宣言 前付

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 大阪の優良児 口絵1

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 優良児の再審査 口絵2

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 大阪審査会表彰式の盛況 口絵3

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 東京審査会の現状 口絵4

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 奉祝の準備は成りぬ 大阪児童愛護聯盟 (3)

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 子供の国 志賀志那人 4

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 妊娠分娩及び産後の注意 余田忠吾 15

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 精神薄弱の遺伝はメンデルの法則に従ふも
のなりや

川田貞治郎 22

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 日本在来の教訓的お伽噺（其の二） 村島静枝 25

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 旅に出た父と子 田村克己 29

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 健康漫録（二） 安藤皷泉 34

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 遺伝研究上より観たる文章、詩、歌、俳句
及日誌

余田魁堂 38

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 『健一』の通信（第三信） 村島帰之 45

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 大阪審査会印象（二） 土屋充 49

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 童話劇映画物語ピーター・パン 寺川信 53

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 いやなお話 婦人記者 57

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 古き歌集より目出度き慶びのうた 58

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 少年保護婦人協会大阪支部近況 土屋ナラヱ 59

1
〔第3巻12号〕
第3年第12号

1925(大正14)12.01 編輯後記 伊藤悌二 62

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 大阪児童愛護聯盟宣言 前付

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 幼き奉祝の群れ 口絵1

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 愛児週ラヂオ放送の二博士 口絵2

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 皇孫殿下万歳 口絵3

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 祝皇孫照宮御誕生 渡部正直 (1)
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1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 皇孫殿下の御誕生を祝し奉る 2

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 御勅題『河水清』 余田忠吾 4

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 怖ろしいコドモの結核 酒井幹夫 6

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 教育と医学の連鎖 三田谷啓 9

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 児童愛護週間に奉祝マークを売りて T生 11

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 瑞星一つ、御誕生に因む瑞祥 13

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 貧弱なる日本の童話壇 尾関岩二 14

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 妊娠分娩及び産後の注意(二) 余田忠吾 17

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 主婦講座 若き母親へ 小西正孝 24

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 家庭講座 牛乳殺菌の意義 和久井善一 30

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 ヴアイタリテイ 独身論者の会話 野崎雉郎 36

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 怒らないで育てませう 土屋ナラヱ 41

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 精神薄弱の遺伝はメンデルの法則に従ふも
のなりや(三)

川田貞治郎 45

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 健康漫録(三) 安藤皷泉 49

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 詩 自然の子達 伊藤五郎 53

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 『健一』の通信（第四信） 村島帰之 54

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 愛犬ボスを懐ふ 伊藤悌二 58

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 本聯盟主催の児童愛護運動 61

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 児童愛護週の鳥瞰図 伊藤悌二 66

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 紀念すべき十二月十二日 総動員して大活躍 伊藤悌二 71

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 病児を唄へる 渡部正直 75

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 社会講座 触れ行く少年の群 村島帰之 76

1
〔第4巻1号〕
第4年第1号

1926(大正15)01.01 編輯後記 伊藤悌二 80

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 大阪児童愛護聯盟宣言 前付

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 透明なる瞳 口絵1

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 かよちゃんの誕生日に 口絵2

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 本聯盟役員の面影 口絵3

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 巻頭言 子どもを中心として (1)

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 すべての人に植附けたい動物を愛する心 広井辰太郎 2

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 弱い子供と強い子供（一） 尾関栄 6

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 籐椅子が見た坊ちやんの生活(二) 田村克己 12

1
第4巻第3号 1926(大正15)03.01 母性十字軍 血みどろの世界をよ

みて
志賀志那人 16

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 主婦講座 若き母親達へ(第三講) 小西正孝 18

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 オモチヤの研究(一) 土屋充 22

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 外国人も羨やむ桃の節句の起源 岸辺福雄 26

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 雛絵の話 西沢笛畝 27

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 諸家の子供の誕生日と雛祭観 29

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 遊戯の対照物 小林氏 34
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1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 日本土俗玩具と縁起 川崎巨泉 37

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 こども博覧会の大略 松田芙美子 39

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 憐れな子供を救ふには 川口 42

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 名士講演 少年審判所の保護処分に就て(二) 吉村友次郎 45

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 健康漫録(五) 安藤鼓泉 50

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 梅薫る頃の東京旅日記 伊藤悌二 55

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 童話劇 魔法の鏡(二) 寺川信 62

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 社会講座 蝕れ行く少年の群(三) 子を愛する親に贈る 村島帰之 66

1 第4巻第3号 1926(大正15)03.01 編輯を終りて 72

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 誕生後六日目 口絵1

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 春の日を浴びて 口絵2

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 本誌寄稿家の面影 口絵3

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 題言 大局に立つて公平に正視せよ (1)

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 少年少女の団体とその指導 私の備忘録から 吉田源次郎 2

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 初生児体重の生理的減少に就て(第一講) 余田忠吾 7

1
第4巻第4号 1926(大正15)04.01 児童相談所の必要を痛感 赤ン坊審査会の賜も

の
三野裕 12

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 歯とおもちや 野崎吉郎 13

1
第4巻第4号 1926(大正15)04.01 コーヒーやチヨコレートは子供を神経過敏

に
佐多芳久 16

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 主婦講座 若き母親達へ(第四講) 小西正孝 18

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 お産の時泣く婦人が多くなつた 小畑惟清 22

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 こども五題 安藤鼓泉 24

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 籐椅子が見た坊ちやんの生活(三) 田村克己 27

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 可哀さうな子供の内職 30

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 公園をけがすは子供よりも大人 32

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 前科者と社会奉仕 雉子尾かね子 33

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 童心房の小さき花 宮崎安右衛門 35

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 劇童話 森の家（下） 寺川信 36

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 コドモは神様です 伊藤悌二 41

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 神経衰弱になつた駒鳥 野上弥生子 42

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 子供の読む雑誌 村島帰之 45

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 童話文芸批評論 尾関岩二 52

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 愛児日記(六) 村島健一 54

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 家庭に於ける子供の躾方 川口信教 59

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（四） 子を愛する親に贈る 村島帰之 62

1 第4巻第4号 1926(大正15)04.01 編輯を終りて 68

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 躑躅咲く頃 口絵1

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 表彰されし健児たち 口絵2

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 愛児日記の主人公健一さん 口絵3

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 口腔を清潔になさい 口絵4

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 題言 母親は家庭に還るべし (1)
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1
第4巻第5号 1926(大正15)05.01 子供を社会人として教育せよ 智育は学校で徳育は

家庭で
恩田和子 2

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 弱い子供と強い子供(二) 尾関栄 6

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 生命力 秋岡友次 13

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 初生児体重の生理的減少に就て(第二講) 余田忠吾 15

1
第4巻第5号 1926(大正15)05.01 本聯盟主

催全関西
小学児童
健康診査

良き歯の会と保健問題 高安光三 22

1
第4巻第5号 1926(大正15)05.01 本聯盟主

催全関西
小学児童
健康診査

感想 野崎吉郎 27

1
第4巻第5号 1926(大正15)05.01 本聯盟主

催全関西
小学児童
健康診査

私の娘の口腔衛生 橋本静雄 29

1
第4巻第5号 1926(大正15)05.01 本聯盟主

催全関西
小学児童
健康診査

感じたまゝ 増田博夫 31

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 主婦講座 若き母親達へ（第五講） 小西正孝 33

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 玩具の選択 野上俊夫 37

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 聖書に現れた歯のロマンス 亀島健年 41

1
第4巻第5号 1926(大正15)05.01 ヒトパデサ『忠言』 この一巻を子の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 43

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 三水会大阪に生る 46

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 愛児日記(七) 村島帰之 47

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 貧しさ 西野草人 51

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 をどる子供は光り子 安藤鼓泉 53

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 児童の保健と其の使命 西本三十二 56

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 全関西小学児童健康口腔診査会 58

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 人間冥想 野崎吉郎 59

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 病的神経質の多い保護児童 61

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（五） 子を愛する親に贈る 村島帰之 62

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 小林富次郎氏に感謝します 一婦人記者 67

1 第4巻第5号 1926(大正15)05.01 編輯後記 68

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 児童芸術祭の記念会 口絵1

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 自家紹介(其の一) 口絵2

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 題言 四人の会話 (1)

1
第4巻第6号 1926(大正15)06.01 日本児童

愛護聯盟
の聯絡大
会

全国的愛護事業活躍の第一歩 2

1
第4巻第6号 1926(大正15)06.01 日本児童

愛護聯盟
の聯絡大
会

大阪児童愛護聯盟の起源及び其の発達 六年間の事業 伊藤悌二 3

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 嫁とカルモチン 志賀志那人 9

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 男子の犯罪と婦人の犯罪 どん底生活の研究 余田忠吾 12

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 幼稚園保育について 生田五郎 18

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 新幼稚園令条文 23

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 口腔と保健問題 高安光三 24

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 歯と口もと 安藤皷泉 29

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 愛児日記(九) 村島静枝 31

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 子を失うて父としての愛着 岸辺福雄 36

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 生命と石灰 余田忠吾訳 38
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1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 童謡 砂遊び 犀川天磊 40

1
第4巻第6号 1926(大正15)06.01 ヒトパデサ『忠言』(二) この一篇を子の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 41

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 日本土俗玩具と縁起物 川崎巨泉 46

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 童話 愛子さんと揚羽の蝶(上) 吉田英子 48

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 山陰道への初旅 伊藤悌二 52

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（六） 世の親達に贈る 村島帰之 55

1 第4巻第6号 1926(大正15)06.01 編輯を終りて 62

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 おゝ坊ちやんは重いこと！！ 口絵1

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 東京赤ちやんの審査会の主脳者 口絵2

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 お子様自慢のお母さんはニコニコ 口絵3

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 浜口内相の大阪市立乳児院訪問 (1)

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 東京赤ちやんの審査会を終りて 伊藤悌二 2

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 オモチヤの研究(二) 土屋充 6

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 小学児童に夥しい蛔虫の寄生 15

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 美しい心と醜い心 麻生正蔵 16

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 中学の修業年限を四ヶ年とせよ 山桝儀重 20

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 多く食ふかよく食ふか 高安光三 24

1
第4巻第7号 1926(大正15)07.01 ヒトパデサ『忠言』(三) この一巻を子の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 27

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 愛児日記(一〇) 村島静枝 32

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 童謡 胡麻の歌 土屋充 36

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 海津の湖畔を訪ねて 安藤皷泉 37

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 東京赤ちやんの審査会準備日記 伊藤悌二 39

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 童話 愛子さんと揚羽の蝶(下) 吉田英子 42

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 地理と歴史を取り交ぜた歌 高安光三 45

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 赤ちやんの審査会規定 48

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 二つの嘘 静子 50

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（七） 世の親たちに贈る 村島帰之 52

1 第4巻第7号 1926(大正15)07.01 編輯後記 59

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 東京赤ちやんの審査会に奉仕せる人々 口絵1

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 『竿頭の蛇』の著者北村兼子女史 口絵2

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 短歌 吾児 中村美子 1

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 文字に現はれたるたる婦人の覚悟 余田忠吾 2

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 童謡 夏はすぎゆく 伊藤五郎 6

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 長男や長女が体格が良い（報知新聞より） 7

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 東京赤ちやん審査会概評 8

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 愛児日記(一一) 村島静枝 15

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 留守勝ちな親は子供を誤る 保美 22

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 男子の犯罪と婦人の犯罪（二） 余田忠吾 23

1
第4巻第8号 1926(大正15)08.01 ヒトパデサ『忠言』(四) この一巻を子の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 27

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 生命と石灰(二) 余田忠吾訳 31
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1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 物理的に育てた赤ん坊も出品 葛岡まつ子 35

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 ほんとうにあつた二つの哀話 依田壮介 36

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 東京赤ちやんの審査会についての感想 岩鶴俊男 41

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 少年とみつば 土屋ナラヱ 45

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 第二回東京赤ちやん審査会奉仕芳名録 50

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 東京審査会表彰式 52

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 本聯盟創設六週年記念会 53

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 社会講座 蝕れ行く少年の群(八） 世の親たちに贈る 村島帰之 54

1 第4巻第8号 1926(大正15)08.01 編輯後記 59

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 夏休みを終りて 口絵1

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 第三回石橋待兼山の林間学園 口絵2

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 林間学園に酒井博士を迎えて 口絵3

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 大阪動物愛護会事業の一部 口絵4

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 幼き運動家 口絵5

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 題言 更に新方面を開拓せよ (1)

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 童聖宮崎安右衛門君の近業 伊藤悌二 2

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 春秋の情調 安藤皷泉 7

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 文字に現はれたるたる婦人の覚悟(二) 余田忠吾 9

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 詩数篇 渡部正直 14

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 愛児二人をくらべつゝ 土屋ナラヱ 22

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 授乳婦人の衛生上の注意 矢野雄 30

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 男子の犯罪と婦人の犯罪（三） 余田忠吾 32

1
第4巻第9号 1926(大正15)09.01 ヒトパデサ『忠言』(五) この一巻を子の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 35

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 第四回あかんぼ審査会規定 46

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 愛児日記(一二) 村島静枝 48

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 生命と石灰(三) 余田忠吾訳 54

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 地理と歴史を取り交ぜた歌(二) 高安光三 57

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 オモチヤの研究余録 土屋充 59

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 オモチヤの研究を読みて(通信) 関寛之 62

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（九） 世の親たちに贈る 村島帰之 63

1 第4巻第9号 1926(大正15)09.01 編輯後記 67

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 本聯盟主催第四回大阪赤ん坊審査会 口絵1

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 御愛児の体重と座高は？ 口絵2

1
第4巻第10号 1926(大正15)10.01 懇切を極めた大勢の係員によつて厳粛に審

査は進行した
口絵3

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 坊ちやんは偉いこと！！こはくないでせう 口絵4

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 巻頭言 コドモ虐待と云ふこと (1)

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 第四回赤ん坊審査会を終りて 伊藤悌二 2

1
第4巻第10号 1926(大正15)10.01 文字に現はれたるたる婦人の覚悟(三) 第三回赤ん坊審査会

に於ける調査
余田忠吾 7

1
第4巻第10号 1926(大正15)10.01 人間植物の教育 ルーサー・バーバン

グを憶ふ
赤井米吉 13

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 慈光を仰ぎて 吉田庄七 20
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1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 愛児二人をくらべつゝ 土屋ナラヱ 22

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 卵巣の排卵作用 余田忠吾 29

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 あかんぼ審査会規定 36

1
第4巻第10号 1926(大正15)10.01 ヒトパデサ『忠言』(六) この一巻を子の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 37

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 愛児日記(終) 村島静枝 45

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 林間学園の印象 土屋充 49

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 竜野行 伊藤悌二 55

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 湖北の空を望んで 再び三羊舘夫人へ 安藤皷泉 59

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 地理と歴史を取り交ぜた歌(三) 高安光三 62

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 年齢と口腔(一) 増山博夫 64

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 各紙の審査会評 69

1 第4巻第10号 1926(大正15)10.01 編輯を終りて 72

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 まどかなるねむり 口絵1

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 関会長より表彰されんとする最優良児 口絵2

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 表彰式日のにぎはひ 口絵3

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 体量機上の元気な赤ちやん 口絵4

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 審査会表彰式々辞 関一 1

1
第4巻第11号 1926(大正15)11.01 離乳期を失したくない 第四回赤ん坊審査会

を終つて
三野裕 2

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 第四回赤ん坊審査会に於ける調査 余田忠吾 5

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 文字に現はれたる婦人の覚悟(四) 余田忠吾 10

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 詩 愛の神秘 田中竜夫 14

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 饗庭野に立ちて 安藤皷泉 17

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 詩 猿の修業 田中竜夫 21

1
第4巻第11号 1926(大正15)11.01 ヒトパデサ『忠言』(七) この一巻を子の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 25

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 大島藤倉学園へ 伊藤悌二 31

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 汗を感謝する人々の日記 間所兼次 35

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 愛児二人をくらべつゝ 土屋ナラヱ 40

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 二愛児の追悼 伊藤悌二 47

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 興津の二日間 伊藤悌二 51

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 胎児性『ホルモン』 余田忠吾 55

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 年齢と口腔(二) 増山博夫 56

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 赤ん坊審査会表彰式 一記者 60

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 表彰者出生郡市別一覧表 62

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 第三回待兼山林間学園日記 悌二生 65

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（十） 世の親たちに贈る 村島帰之 71

1 第4巻第11号 1926(大正15)11.01 編輯後記 悌二生 76

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 伊豆大島藤倉学園 口絵1

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 大阪赤ん坊審査会に奉仕せる人々 口絵2

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 題言 フインランド児童の絵画をみて (1)

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 我国に於ける医療機関の分布状態督見 山口蓼夫 2
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1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 素質と環境とに対する所感 余田魁堂 5

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 満二歳迄の児童の結膜濾胞に就て 湖崎清一 9

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 本邦幼児の下眼瞼内飜症に就て 橋本瑳太郎 12

1
第4巻第12号 1926(大正15)12.01 ヒトパデサ『忠言』(八) この一巻を子の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 15

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 幼児の教育に就て 森正雄 26

1
第4巻第12号 1926(大正15)12.01 啼叫児に対する母親の注意 赤ん坊審査会に於け

る答案
余田忠吾 33

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 年齢と口腔(三) 増山博夫 41

1
第4巻第12号 1926(大正15)12.01 童話劇集 原作エリナ・スキ

ンナー/訳喜多文子
44

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 離乳期の食物 鎮目専之助 51

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 雑念一筆 寂しき晩秋 安藤皷泉 52

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 不良児に関する文献 村島帰之 55

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 わくりちやん 返らぬ過去の一節 伊藤悌二 56

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 弘済会保育部子供会だより 田村克己 61

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 普通でないお子さんを持てる御家庭へ 川田とく子 63

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（十一） 世の親たちに贈る 村島帰之 66

1 第4巻第12号 1926(大正15)12.01 編輯後記 72

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 海上波静 口絵1

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 第一回全国児童保護事業会議実況 口絵2

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 愛らしき群 口絵3

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 奉悼　今上天皇陛下御踐祚 (1)

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 烏と孔雀 志賀志那人 2

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 縁起に就て 安藤鼓泉 15

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 妊娠中の注意 余田忠吾 22

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 年齢と口腔（四） 増山博夫 32

2
第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 ヒトパデサ『忠言』（九） この一巻を世の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 37

2
第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 童話劇集（その二） 『北風ニツクの悪

戯』
原作エリナ・スキ
ンナー/訳喜多文子

44

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 日本土俗玩具と縁起物 川崎巨泉 53

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 餓鬼大将のころ 返らぬ過去の一節 伊藤悌二 56

2
第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（十二） 子を愛する親達に贈

る
村島帰之 61

2 第5巻第1号 1927(昭和2)01.01 編輯の後 伊藤悌二 68

第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 大阪児童愛護聯盟宣言 前付

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 梅が咲いた 口絵1

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 母性愛 口絵2

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 題言 聖上陛下児童を愛護し給ふ 小笠原長生 1

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 子供の国（続稿） 志賀志那人 2

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 育児用としての粉乳 宮脇富 15

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 詩三篇 田中竜夫 22

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 感冒の予防に就いて 酒井幹夫 24

2
第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 ヒトパデサ『忠言』（十） この一巻を世の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 27

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 日本土俗玩具と縁起物 川崎巨泉 39

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 童話劇 シセリーと二匹の熊 喜多文子訳 42

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 小供の便通と保健 安藤皷泉 56

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 日清役の頃 返らぬ過去の一節 伊藤悌二 59

2
第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（十三） 子を愛する親達に贈

る
村島帰之 63

2 第5巻第2号 1927(昭和2)02.01 編輯者の家の記 67

2
第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 青い眼のお人形を歓迎して日米児童の交歓

会
口絵1

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 お人形のお客さまを迎えて 口絵2

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 小波先生と鄭旭朝嬢を迎えて 口絵3

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 題言 知識階級の精神的破産 (1)

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 童話文学時代 尾関岩二 2

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 児童保護施設 生江孝之 4

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 皇室と児童愛護 一木喜徳郎 10

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 東京の子供と大滝の悪太郎 渡部正直 12

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 小学校に入る学齢児の家庭に 名倉愛吉 18

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 草野の月夜〔詩〕 豊田次雄 20
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2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 保育所から見た幼児の生活 金岡のぶみち 21

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 年に一度の雛祭をしたい 中西芳郎 28

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 駄菓子とあてもの袋 本城道子 30

2
第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 ヒトパデサ『忠言』（十二） この一巻を世の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 33

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 親の不注意から「おし」になる 西川文平 38

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 詩 狐の嫁入り 湯野漱風子 39

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 分娩時に於ける注意 余田忠吾 40

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 幼児と肺炎 豊福環 47

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 赤ん坊から若いお母様へ申上げる十ヶ条 49

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 母と子 山室軍平 50

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 日本の子供さんに交際を求める米国少女 54

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 青い目のお人形歓迎会 55

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 桃の節句のお人形歓迎会 56

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 学校卒業生の職業選択に就て 熊谷直三郎 57

2
第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 社会講座 蝕れ行く少年の群（十四） 子を愛する親達に贈

る
村島帰之 59

2 第5巻第3号 1927(昭和2)03.01 編輯の後 64

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 先生さよなら、皆さんさよなら 口絵1

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 歯磨学校 口絵2

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 巻頭言 全国的愛護運動に先つて (1)

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 児童研究の提唱 今中楓渓 2

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 性愛以上 賀川豊彦 6

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 小学生の学用品携帯に就いて 酒井幹夫 7

2
第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 来る五月五日の乳幼児愛護デーに就て全国

の同志に檄す
11

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 生きる工夫を教へる宗教々育（一） 賀川豊彦 14

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 児童保護施設（二） 生江孝之 19

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 米国に於ける育児法の宣伝振り 世伝生訳 26

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 忌はしき一家情死の頻出に就て 高島米峰 29

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 童話劇 後の日の桃太郎 本山貞子 31

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 親として、子として 清水正雄 38

2
第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 ヒトパデサ『忠言』（十二） この一巻を世の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 41

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 英国では活動写真の後で見物が国家を唱ふ 川村顕雄 47

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 私とお父さま〔詩〕 石丸夏子 48

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 第二の誕生を祝福して 田村克己 49

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 年齢と口腔（五） 増山博夫 53

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 詩二篇 田中竜夫 56

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 低脳児はどうして出来るか 青木誠四郎 58

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 童話劇 幸福な乞食(二幕) 喜多文子訳 60

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 編輯便り 69

2 第5巻第4号 1927(昭和2)04.01 教育上より見たる遊戯(一) 畑歓三訳 付1

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 姉と弟（其の一） 口絵1

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 姉と弟（其の二） 口絵2

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 巻頭言 子供の読みものに就いて (1)

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 復習勤勉の芽生と母親の成長 河野駿郎 2

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 秀才と愚才の教育心理学的考察(一) 堀内竜子 7

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 妊娠より分娩まで 生地憲 12

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 生きる工夫を教へる宗教教育(二) 賀川豊彦 16

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 児童保護施設(三) 生江孝之 21

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 愛児篇 子供の生活から 久我通 27

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 愛児篇 おやぢの微苦笑二篇 村島帰之 30

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 愛児篇 栗鼠と鷽 山口か寿 33

2
第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 ヒトパデサ『忠言』(十三) 此の一巻を世の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 37

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 欧州より帰りて 川村顕雄 43

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 詩二篇 田中竜夫 47

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 私の考へた『いろはかるた』 石丸夏子 49

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 童謡の作り方 葛原しげる 51

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 子供の性格に就いて 宇田川定豊 52

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 川柳に現れた児童 54

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 童話劇 シンデレラ 喜多文子訳 56

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 詩 夢の国 高橋一子訳 61

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 児童愛護週間の諸催 63

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 乳幼児保護の最低標準 64

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 編輯後記 66

2 第5巻第5号 1927(昭和2)05.01 教育上より見たる遊戯(二) 畑歓三訳 付5

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 コドモの天地 口絵1

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 第二回全関西小学児童口腔審査会 口絵2

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 にぎはしい口腔審査の現況 口絵3

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 巻頭言 夏よ来れ (1)

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 胎教の実際と潜在意識への教育 賀川豊彦 2

2
第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 大阪児童

愛護週間
の放送講
演

児童愛護の根本精神 伊藤悌二 8



『子供の世紀』総目次

13

2
第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 大阪児童

愛護週間
の放送講
演

家庭に於ける子供の地位 森下奈良免 12

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 街頭児童愛の講演と其の宣伝(写真） (16)

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 秀才と愚才の教育心理学的考察（二） 堀内竜子 18

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 児童保護施設（四） 生江孝之 25

2
第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 こどもの命名とこどもの読物に就いて諸家

の御回答（六十四名家）
31

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 子供の読み物に就いて 武谷等太郎 47

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 妊娠より分娩まで（下） 生地憲 50

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 生れたばかりの赤ちやんを持つ母さんへ 岡本孝 55

2
第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 ヒトパデサ『忠言』(十四) 此の一巻を世の親達

に捧ぐ
喜多吉哉訳 60

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 童話劇 シンデレラ（下） 喜多文子訳 65

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 保育組合の紹介 70

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 カバン地蔵 岸辺福雄 73

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 編輯後記 76

2 第5巻第6号 1927(昭和2)06.01 教育上より見たる遊戯(三) 畑歓三訳 付9

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 幼なき人の楽しき会話 口絵1

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 全関西小学児童口腔審査会表彰式 口絵2

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 散歩から帰つて 口絵3

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 巻頭言 牛乳を取締れ (1)

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 赤ン坊の人格と生活の宗教化 賀川豊彦 2

2
第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 大阪児童

愛護週間
の放送講
演

小児疾病の予防 森田幸門 11

2
第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 大阪児童

愛護週間
の放送講
演

秀才と愚才の教育心理学的考察（三） 堀内竜子 22

2
第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 大阪児童

愛護週間
の放送講
演

子供の保育場としての建物に就いて 志賀志那人 29

2
第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 大阪児童

愛護週間
の放送講
演

小学児童口腔審査会スケツチ(その一)(その
二)

光三 (38)

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 私の幼少時代（その一） 幼な友達のこと 尾関岩二 40

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 アナ 福鎌恒子 43

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 子供を詠んだ川柳 渡辺虹衣 53

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 子供の休暇をいかに過さすべきか 武谷等太郎 55

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 玩具の話 桑野久任 58

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 玩具の選択について 五代策 64

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 子供に有益な遊び 竹川筆三郎 65

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 歯の衛生に就いて 岡本清纓 66

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 良き歯の会と親達に望む 高安光三 68

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 児童劇 幼い反逆者 喜多文子訳 74

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 編輯を終りて 78

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 教育上より見たる遊戯 畑歓三訳 付13

2 第5巻第7号 1927(昭和2)07.01 橘文策 表紙絵

2
第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 千里山に於ける北市民館保育組合郊外幼稚

園
くすのき画 口絵1

2
第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 温良貞淑の母君をかこみて（広井先生の御

一家）
口絵2

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 麗しき花の日の集ひ 口絵3

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 巻頭題 赤ん坊の審査 志賀志那人 (1)

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 編輯前期 2

2
第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 こどもに成つて 子供の国(六)保育事

項についての序説
志賀志那人 4

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 小学児童の宗教的信念の培養?に就て 二階堂隆正 9

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 自然の聖書による宗教々育（上） 賀川豊彦 14

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 鞄と瓢箪と財布 田村克己 25

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 児童保護施設（五） 生江孝之 32

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 旅の聴覚（東京にて） 伊藤悌二 38

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 震災地の子供 土屋充 40

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 むかし遊んだおもちやの四季(夏) 氏家寿子 46

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 閃光集 橋本静雄 50

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 子供の映画を要望して 小野義夫 52

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 和歌 母の歌へる 高橋一子 55

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 越後雲浦に遊ぶ 久満喜生 57

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 営養不良の小児は精神発育が悪い 時久末熊 59

2
第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 わたし達のみた子供 北市民館保育組の動

き
61

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 幼稚園の歯磨教練に就いて 高安光三 66

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 川柳に現れた子供 猪野燕柳選 69

2 第5巻第8号 1927(昭和2)08.01 教育上より見たる遊戯 畑歓三訳 付17

2
第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 第三回東京赤ちやんの審査会総裁水野錬太

郎氏
口絵1

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 東京赤ちやんの審査会の記者招待会 口絵2



『子供の世紀』総目次

14

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 健康と聡明 口絵3

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 巻頭題 (1)

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 編輯便り 2

2
第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 凝視する小さな眼 子供の国(六)保育事

項の１
6

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 こどもの心に触れるために（上） 児童心理学のこと 青木誠四郎 12

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 自然の聖書による宗教教育（下） 賀川豊彦 16

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 児童保護施設（六） 生江孝之 22

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 私の幼少時代(その二) 私の幼少時代の読書 尾関岩二 26

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 病める父とその子 村島帰之 29

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 幼児のお話に就いて 深沢要 34

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 乳児を生育するために 藤沢誠之助 39

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 小学初級生の算術の導き方 柏木卯馬 44

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 第三回東京乳幼児審査会規定 46

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 第五回あかんぼ審査会規定 48

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 寝冷えと食べ過ぎ 竹野芳次郎 50

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 都会の子と田舎の子 芦沢威夫 54

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 人工栄養で赤ん坊の育て方 藤井利今三 56

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 童話 色ガラスの人形師 宮原無花樹 58

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 川柳に現れた子供 猪野燕柳選 64

2 第5巻第9号 1927(昭和2)09.01 教育上より見たる遊戯 畑歓三訳 付21

2
第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 第三回東京赤ちやんの審査会総裁水野文相

の臨場(其の一)
口絵1

2
第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 身長を計る赤ちやんを見つめる水野文相

(其の二)
口絵2

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 内科審査室前の水野文相(其の三) 口絵3

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 審査主任室に於ける鎮目博士 口絵4

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 内科の審査を待ち居る母子たち 口絵5

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 東京赤ちやん審査会待合室の盛況 口絵6

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 巻頭題 (1)

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 竹の園生の御栄 2

2
第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 久宮内親王殿下御誕生を記念せし『赤ちや

んの審査会』
4

2
第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 神に賜へる 子供の国(六)保育事

項の二
志賀志那人 6

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 こどもの心に触れるために（中） 児童心理学のこと 青木誠四郎 10

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 衛生上より見たる児童保護（上） 大西永次郎 16

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 遊戯による自然への同化 賀川豊彦 22

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 東京赤ちやんの審査会五日間の日記 一記者 27

2
第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 盛況なりし東京赤ちやんの審査会 年毎にお母さんは真

剣になる
真壁光子 30

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 東京大阪審査会前の記 伊藤悌二 31

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 愛児を道連れに死に行く心理 杉田直樹 33

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 幼年者の自殺について 中村古峡 35

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 美が与へる子供への感化 古宇田喜平次 39

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 子供から馬鹿にされる親 大妻良馬 41

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 幼児の住む想像の国 村島静枝 43

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 『まさ』の思ひ出 岩鶴俊男 47

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 こどもを見つめつゝ 畑豊子 50

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 詩のやうな子供の生活 丹羽善次 52

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 紙上マーケツト 55

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 疫痢に罹り易い子供 矢野雄 57

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 秋は郊外へ 竹野芳次郎 58

2
第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 第三回東京乳幼児審査会奉仕芳名簿（その

一）
60

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 両都審査会御礼廻りの記其の他 61

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 川柳 女の子と男の子 猪野燕柳選 62

2 第5巻第10号 1927(昭和2)10.01 教育上より見たる遊戯 畑歓三訳 付27

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 第五回大阪赤ん坊審査会受付 口絵1

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 身長、体重、胸囲、頭囲の測定 口絵2

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 栄養状態を審査する谷口博士 口絵3

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 皮下淋巴腺を審査する大野博士 口絵4

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 「眼の衛生に注意してください」 口絵5

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 「歯はお綺麗ですか」 口絵6

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 審査会上に於ける安達保健部長 口絵7

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 巻頭題 聖旨のまゝに成させ給へ (1)

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 『子ども』と私 子ども愛の運動 石丸喜世子 2

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 こどもの心に触れるために（下の上） 児童心理学のこと 青木誠四郎 4

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 児童保護施設（七） 生地孝之 8

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 第五回大阪赤ん坊審査会状況 宮生増九郎 15

2
第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 審査員の

見たる赤
ん坊審査
会

乳幼児栄養に就て 谷口清一 19

2
第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 審査員の

見たる赤
ん坊審査
会

乳幼児発育状態に就て 生地憲 23
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2
第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 審査員の

見たる赤
ん坊審査
会

赤ん坊の淋巴腺について 大野内記 27

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 第三回東京赤ちやんの審査会所感 内村良二 31

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 第三回東京赤ちやんの審査会成績 35

2
第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 生れ月と学業成績の関係 宮城県金山尋常小

学校調査
39

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 教材映画に就て 斎藤与里 40

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 及第のお母さん　落第のお母さん 芦沢威夫 43

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 育児の栞（上） 鎮目専之助 48

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 『みさ』の思ひ出 岩鶴俊男 54

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 蝕れ行く少年の群（十五） 村島帰之 58

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 第五回大阪赤ん坊審査会奉仕芳名録 65

2
第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 第三回東京乳幼児審査会奉仕芳名録（その

二）
66

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 川柳 こども 猪野燕柳選 67

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 編輯の後 イトウ生 68

2 第5巻第11号 1927(昭和2)11.01 教育上より見たる遊戯 畑歓三訳 付33

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 表彰されし麗しき双子の赤ちやん 口絵1

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 北海道審査会グラフ（その一～その六） 口絵2

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第三回東京赤ちやんの審査会表彰式 口絵3

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第五回大阪赤ん坊審査会表彰式 口絵4

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 巻頭題 永久のこども (1)

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第三回東京赤ちやんの審査会表彰式に於け

る水野総裁の告辞
2

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北海道乳幼児審査会表彰式に於ける

佐藤総裁の式辞
3

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 北海道乳幼児審査会に於ける感想 伊藤悌二 4

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北

海道乳幼
児審査会
を終りて

審査会概評 永井一夫 8

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北

海道乳幼
児審査会
を終りて

注意を要する離乳期児童 大藤昌美 10

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北

海道乳幼
児審査会
を終りて

栄養状態に就いての所感 松田操 12

2
第5巻第13号 1927(昭和2)12.01 第一回北

海道乳幼
児審査会
を終りて

栄養状態に就いての所感 辻茂三 12

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北

海道乳幼
児審査会
を終りて

赤ちやんの扱ひ方について 山形汎 14

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北

海道乳幼
児審査会
を終りて

頭囲胸囲の測定の任に当りて 志田信弥 15

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北

海道乳幼
児審査会
を終りて

札幌児童愛護週間に於ける講演会順序 19

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北

海道乳幼
児審査会
を終りて

第一回北海道乳幼児審査会規定 20

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北

海道乳幼
児審査会
を終りて

北海道赤ん坊の表彰式 22

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 生ける万年健坊 受洗生 23

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 大阪赤ん

坊審査会
をかへり
見て

流産について 余田忠吾 24

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 大阪赤ん

坊審査会
をかへり
見て

歯に関する注意 弓倉繁家 30

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 大阪赤ん

坊審査会
をかへり
見て

眼結膜を診査して 湖崎清一 31

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 育児上心得べき事ども 永井一夫 33

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 季節かまはぬ恐しいヂフテリー 岩井真金 36

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 玩具の選び方 38

2
第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 十年ぶりにて故郷を訪ふの記 此の拙文を叔父上源

也翁と星校長に捧ぐ
伊藤悌二 42

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 蝕れ行く少年の群（十六） 村島帰之 47

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北海道乳幼児審査会奉仕芳名録 50

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 第一回北海道乳幼児審査会表彰者氏名 51

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 川柳 こどもの世界 猪野燕柳選 53

2 第5巻第12号 1927(昭和2)12.01 編輯の後 54

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 盛況なりし堺市赤ちやん審査会 口絵1

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 二万人の入場者を呼んだ展覧会 口絵2

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 大阪府立堺高等女学校に於ける講演会 口絵3

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 山口大蔵参与官の赤ちやん審査会参観 口絵4

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 大毎社長本山氏の審査会参観 口絵5
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2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 田川博士と朝鮮の赤ちやん 口絵6

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 一般市民の為めの講演会 口絵7

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 巻頭題 おめでたう 1

2
第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 堺市児童愛護週間を終りて 堺市産婆会の覚醒を

祝す
伊藤悌二 2

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 堺市見聞録 伊藤悌二 5

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 響天動地の運動 棚橋馨吉 8

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 先天黴毒と小児結核 森田幸門 10

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 妊娠時の摂生 太田鑒吉 16

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 第一回堺市乳幼児審査会規定 19

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 堺市児童愛護週間に於ける講演会順序 20

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 衛生上より見たる児童保護（中） 大西永次郎 21

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 こどもの心に触れるために（下の下） 児童心理学のこと 青木誠四郎 27

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 異常児の定義分類並に其鑑別（A） 熊谷直三郎 32

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 保育所に子供を預ける寡婦たちの生活 37

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 和歌 雪と子供 山県汎 39

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 句 北海道への旅 鉄路奥陸線を経て 余田生 40

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 孤児院をめぐりて 相田良雄 42

2
第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 不良少年を導く奇特な将軍 悪童の慈父橋本中将

のこと
47

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 新時代の親と子 「子ども愛」の運動 石丸喜世子 49

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 少年の魂よ 深沢要 51

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 幼児を持つ母親へ 家庭の童話術 川那部淳 55

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 子供の絵本 57

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 年齢によつて子供に菓子を選べ 64

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 育児の栞（下） 鎮目専之助 66

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 川柳 こども 72

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 堺市第一回乳幼児審査会奉仕者芳名録 74

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 編輯後記 75

2 第6巻第1号 1928(昭和3)01.01 教育上より見たる遊戯 畑歓三訳 付37

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 照宮内親王殿下 口絵1

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 人形より可愛い札幌の優良児 口絵2

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 田辺知事代理の堺審査会参観 口絵3

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 大阪市産婆会の堺児童愛護週間応援 口絵4

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 巻頭題 お父ちやん 川西良三郎 (1)

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 映画と感化問題 中条伊勢吉 2

2
第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 全人生活の喚発による児童の宗教々育

（上）
賀川豊彦 6

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 将来の母性たちへ 余田忠吾 13

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 堺市の乳児死亡率と愛 田川八郎 17

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 正しく愛せよ 原田達三 21

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 全身の健康は歯から 浜野松太郎 26

2
第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 村の牛乳価と都の牛乳価 生産費と消費価の距

離
中沢弁次郎 32

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 衛生上より見たる児童保護（下の上） 大西永次郎 37

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 異常児の定義分類並に其鑑別（B) 熊谷直三郎 41

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 大阪児童愛護聯盟実施事業要目 46

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 幼児に文字を教へる可否 石丸喜世子 47

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 親と子 河野通雄 50

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 小さい床屋さん 西村独協 53

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 大人と童話 深沢要 54

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 童話 丁斑魚と水溜 宮原無花樹 58

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 親の不注意から容貌を醜くする歯 斎藤久 61

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 乳児の育て方 竹内薫兵 65

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 川柳 子供と下駄 猪野燕柳選 72

2
第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 堺市第一回乳幼児審査会奉仕者芳名録（其

の二）
72

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 編輯後記 73

2 第6巻第2号 1928(昭和3)02.01 教育上より見たる遊戯 畑歓三訳 付43

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 北海道札幌の優良児（一） 口絵1

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 北海道札幌の優良児（二） 口絵2

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 巻頭題 国民審判の日 (1)

2
第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 学問と実際に基ける優良コドモ必需品展覧

会の趣旨
2

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 学校の分散 田中貢 4

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 教育映画私見 根岸耕一 8

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 異常児の定義分類並に其鑑別（C) 熊谷直三郎 11

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 相変らす多い乳児の死亡 16

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 衛生上より見たる児童保護（下の下） 大西永次郎 17

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 春と子供と童安 宮崎安右衛門 25

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 童謡 ねんねこ子猫 松本純美 26

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 家庭の母の悩みに就いて 戸川秀子 28

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 初めて子供を学校に送るお母さまへ 田村克己 31

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 児童愛護運動の促進 進昌三 37

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 児童の活動性 倉橋惣三 44
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2
第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 全人生活の喚発による児童の宗教々育

（中）
賀川豊彦 50

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 女子教育に家庭を取入れよ 山内作太郎 55

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 巡回日記の一節 井上松代 57

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 コドモ貸します 59

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 童話 二匹の小兎 林愛子 61

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 乳児の育て方（B） 竹内薫兵 64

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 大阪児童愛護聯盟実施事業要目 70

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 優良コドモ必需品展覧会出品者の注意 72

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 川柳 雛まつりと子供 猪野燕柳 73

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 編輯後記 74

2 第6巻第3号 1928(昭和3)03.01 教育上より見たる遊戯 畑歓三訳 付47

2
第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 堺市第一回乳幼児審査会総裁田辺大阪府知

事の近影
口絵1

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 堺市第一回乳幼児審査会優良児（其の一） 口絵2

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 堺市第一回乳幼児審査会優良児（其の二） 口絵3

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 堺市第一回乳幼児審査会優良児（其の三） 口絵4

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 巻頭題 お喜びとおくやみ (1)

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 奉悼 2

2
第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 学問と実際に基ける優良コドモ必需品展覧

会の趣旨
3

2
第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 『子供の世紀』の創刊当時を追懐して 六週年記念号を発行

するに際し
伊藤悌二 5

2
第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 諸家が大阪児童愛護聯盟の事業をどう観ら

れるか
10

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 綜合的に完成せられるべき教育 佐々木秀一 18

2
第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 映画の興隆によつて脅かさるゝ『子供の

国』
寺川信 21

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 異常児の定義分類並に其鑑別（四） 熊谷直三郎 25

2
第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 全人生活の喚発による児童の宗教々育

（三）
賀川豊彦 30

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 普選は子供の頭にどんな影響を与へたか 樋口紅陽 35

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 大人は大人らしく子供は子供らしく 田中竜夫 38

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 子供の生涯を支配する素質と修養 市川源三 40

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 生長の糧 河野通雄 42

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 家庭の経済的欠陥は不良児を産む 44

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 婦人や子供の好む活動写真とその影響 橘高広 45

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 交通十戒 藤岡長敏 47

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 わけのわかつた母親 平井恒 49

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 子供の詩生活 深沢要 51

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 健一の散髪 育児日記の中から 村島帰之 53

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 お空の運動会 日記の一節 紫津香 56

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 子供展覧会の歌 田中竜夫 57

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 赤ん坊に指を吸はせるな 59

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 乳児の育て方（３） 竹内薫兵 60

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 教育上より見たる遊戯 畑歓三訳 66

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 雑誌生長の記 志賀志那人 70

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 大阪児童愛護聯盟実施事業要目 72

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 優良コドモ必需品展覧会出品者の注意 74

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 川柳 こどもの国 猪野燕柳選 75

2 第6巻第4号 1928(昭和3)04.01 編輯後記 76

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 展覧会々場入口 口絵1

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 コドモの一日 口絵2

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 被服部門の陳列場とコドモ愛護の講演 口絵3

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 ネツスル会社と明治製菓会社の出品 口絵4

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 大川吸引器本舗の出品 口絵5

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 東京テーシー商会の出品 口絵6

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 阪上商店の出品 口絵7

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 市民館幼稚園の卒業記念撮影 口絵8

3
第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 大阪府立泉南高等女学校に於ける児童愛護

講演
口絵9

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 巻頭題 鯉幟り (1)

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 児童映画に就いて 小泉範治 2

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 自動車の悪瓦斯の都市児童に及す影響 有本邦太郎 4

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 異常児の定義の分類並に其鑑別（五） 熊谷直三郎 7

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 端午節句の紀元 有阪与太郎 15

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 端午に因む子供に聞かせる話材 岸辺福雄 18

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 青少年に映画観覧禁止の法令発布に就て 中西一花 20

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 早教育について 井沢恒美 23

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 子供は親の鏡 村木ちか子 27

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 川柳 端午節句 猪野燕柳選 29

3
第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 全人生活の喚発による児童の宗教々育

（完）
賀川豊彦 30

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 教育上より見たる遊戯 長谷川しづ訳 33

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 とんぼの家 国田弥之輔 37

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 童安歌抄 宮崎安右衛門 39
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3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 童話 流れ星 宮原無花樹 45

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 童話 桐の葉の上のかまきり 林愛子 49

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 春の野辺の摘草 野口つた 52

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 新学年に際し児童諸君へ 55

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 算術を子供に面白く教へる法 中沢留 57

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 就学児童をもつ家庭へ 竹野芳次郎 59

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 乳児の育て方（４） 竹内薫兵 62

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 第一回岸和田乳幼児審査会規定 70

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 コドモ必需優良品展覧会出品者名簿 72

3
第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 コドモ必需優良品展覧会に於ける講演と映

画の会
75

3 第6巻第5号 1928(昭和3)05.01 編輯の後 76

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 士族町の一角 口絵1

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 岸和田児童愛護週間に於ける総動員 口絵2

3
第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 岸和田児童愛護週間に於ける諸運動の中心

地
口絵3

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 第一回岸和田赤ん坊審査会（其の一） 口絵4

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 第一回岸和田赤ん坊審査会（其の二） 口絵5

3
第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 岸和田城内小学校に於ける口腔審査の表彰

式
口絵6

第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 コドモ必需優良品展覧会に於ける運動部門
の坂上商店の出品陳列場

口絵7

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 岸和田浜小学校に於ける口腔審査の現状 口絵8

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 育児のための和光堂製品 口絵9

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 巻頭題 絶えざる努力 (1)

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 欧米に於ける児童保護事業輓近の傾向 斎藤潔 2

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 東京市の幼少年保護事業 仲井真一郎 8

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 異常児の定義分類並に其鑑別（六） 熊谷直三郎 14

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 少年少女の科学興味に就て 倉橋惣三 20

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 誤れる芸術教育 北原白秋 23

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 道徳的内省による児童の宗教々育（一） 賀川豊彦 25

3
第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 若しもあなたの子達にこんな癖はありませ

んか
30

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 西洋の子供と日本の子供 川村顕雄 33

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 吾かくのごと幼しと 深沢要 36

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 病人の売るおもちやと紙芝居と子供 横山啓 38

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 映画を児童に見せよ 橘高広 41

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 あぶない道路 石毛利丙 43

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 舜坊と禹彦 伊福部敬子 44

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 乳児の育て方（５） 竹内薫兵 47

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 川柳 子供の国 猪野燕柳選 51

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 コドモ必需優良品展覧会を追懐して 岡さかゑ 52

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 新緑の故郷に帰りて 伊藤悌二 55

3 第6巻第6号 1928(昭和3)06.01 編輯便り 64

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 おしつこ 岡本帰一 口絵1

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 大和国五条町赤ん坊審査会（其の一） 口絵2

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 大和国五条町赤ん坊審査会（其の二） 口絵3

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 大和国五条町赤ん坊審査会（其の三） 口絵4

第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 赤ん坊審査会の好季来る 口絵5

3
第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 奈良県立五条高等女学校に於ける児童愛護

講演
口絵6

第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 東奥の駅路 口絵7

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 二十二年ぶりにて 口絵8

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 三野乳児院長の児童愛護講演 口絵9

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 岸和田市に於けるコドモ健康相談所 口絵10

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 巻頭題 こども屋と云ふ言葉 (1)

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 エミールは不当の利益を喜ぶ 志賀志那人 2

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 コドモ愛護の真精神(一) 川上貫一 4

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 教育上より見たる遊戯 長谷川しづ訳 7

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 幼なき日何によりて感化されしか 12

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 愛児のためにこの夏をどう利用されるか 12

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 幼時を追憶して 秋保孝蔵 30

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 小学校児童の激増 猪間驥一 33

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 和歌 母に捧ぐる 清水嘉門 35

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 子供心 飯原丈頃 37

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 童話 月夜 宮原無花樹 39

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 梅雨期と乳幼児の衛生 竹内薫兵 42

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 乳幼児の睡眠に就いて 三野裕 45

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 東京市設託児所及児童相談所訪問記 村山文子 48

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 大和五条町のコドモ愛護運動 伊藤悌二 52

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 無銭旅行時代 伊藤悌二 57

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 漫画 五月十九日の会合に 59

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 友情通信 星泰三郎 61

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 五条町赤ん坊審査会出席奉仕者 63

3 第6巻第7号 1928(昭和3)07.01 編輯便り 64

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 お月さまさやうなら 川山四郎画 口絵1



『子供の世紀』総目次

19

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 岸和田市お産と育児の展覧会 口絵2

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 いはひげ（高山植物） 口絵3

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 白い壁 口絵4

3
第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 コドモ必需優良品展覧会に於ける運動部門

の坂上商店の出品陳列場
口絵5

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 巻頭題 抵抗力を養へ (1)

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 人間味 河野通雄 2

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 学齢児童夏期聚落の献立に就て 進昌三 4

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 本邦児童青年の死亡率と養護の問題 武政太郎 10

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 作家の立場から見た童話 田中宇一郎 17

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 映画と児童 梅山一郎 21

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 異常児の定義分類並に其鑑別（完） 熊谷直三郎 25

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 道徳的内省による児童の宗教々育（二） 賀川豊彦 31

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 少年団教育について 日曜学校教師に語る 細野浩三 37

3
第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 宗教を消化せよ 不良児はかうして生

れる
古谷新太郎 43

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 浜田広介氏のこと 深沢要 45

3
第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 コドモ愛護哀話 子を捨てた親に執行

猶予を請求
47

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 恵坊の生活 平田のぶ 49

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 流行季節に入つた赤痢と疫痢 内村良二 52

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 夏期児童の食物と避暑に就いて 藤沢好雄 54

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 夏期の児童と「はだか」礼讃 永井一夫 57

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 子供の夏期衛生に関する感想 余田忠吾 59

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 乳児の育て方（六） 竹内薫兵 62

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 五条町赤ん坊審査会を終りて 森田幸門 68

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 五条町第一回乳幼児審査会報告 70

3 第6巻第8号 1928(昭和3)08.01 編輯便り 72

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 第一回京城乳幼児審査会総裁地上政務総監 口絵1

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 京城に児童愛護運動の烽火あがる 口絵2

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 第一回奈良五条町の乳幼児審査会 口絵3

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 奈良五条町の小学児童口腔審査会 口絵4

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 表彰されし岸和田市の優良児 口絵5

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 堺市生れの朝鮮の赤ちやん 口絵6

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 巻頭題 宣言 1

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 調節運動と愛護運動 志賀志那人 2

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 児童の宗教々育 関寛之 5

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 愛の教育 賀川豊彦 11

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 児童の読書指導に就て 畠山花城 12

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 子供の世紀を実現せよ 沖野岩三郎 20

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 幼児のメンタルテスト 本宮弥兵衛 23

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 産児調節に関する諸家の意見 29

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 続柄と学業成績の関係 39

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 道徳的内省による児童の宗教々育（三） 賀川豊彦 40

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 教育上より見たる遊戯 長谷川しづ訳 44

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 黄金線の彼方 伊藤悌二 51

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 ジェンニイの宿 成瀬無極 52

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 少年『三吉』の堕落 木谷蓬吟 57

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 PROSESRYTHMEES 深尾須磨子 60

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 子供を想ふ 深沢要 61

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 童心 高田稔 63

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 赤子塚の話 柳田国男 66

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 家庭愛の欠乏は不良少年を生む 飯島三安 69

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 夏季の牛乳と衛生 和久山善一 71

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 粉乳と煉乳の腐敗したものゝ見方 竹野芳次郎 75

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 母性講座 妊娠とお産の前後 飯島貫一 77

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 小児疾病の予防 森田幸門 82

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 京城の第一回乳幼児審査会 87

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 第一回岸和田市乳幼児審査会 89

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 大阪児童愛護聯盟規約 93

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 大阪児童愛護聯盟実施事業要目 94

3 第6巻第9号 1928(昭和3)09.01 編輯後記 96

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 京城赤ちやん審査会に於ける地上政務総監 口絵1

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 朝鮮気分みなぎる 口絵2

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 盛況なりし京城の審査会 口絵3

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 朝鮮慶州の古蹟 口絵4

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 石窟庵と仏国寺 口絵5

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 巻頭題 宣言 1

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 朝鮮児童に就て（その一） 梶村正義 2

3
第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 福岡地方の乳児審査に於ける母親使用白粉

の検査成績概要
原弘毅 6

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 環境による児童の精神発育の変化 今田恵 12

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 弱い子には学校の掃除免除 15

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 道徳的内省による児童の宗教々育（完） 賀川豊彦 16

3
第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 京城審査会に参加せし乳幼児の親達の職業

別
19
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3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 教育上より見たる遊戯 長谷川しづ訳 20

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 子供の時から職業教育をなせ 西山哲治 24

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 気に病む必要はない 25

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 親としての責任 ホランダー 26

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 乳児のために 小西正孝 29

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 母性講座 妊娠とお産の前後 飯島貫一 35

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 コドモ衛
生講座

小児疾病の予防 森田幸門 40

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 咽喉の病も皮膚の冷から 竹内薫兵 47

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 素人医学の悪流行 伊藤悌二 49

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 赤子塚の話 柳田国男 50

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 健一と蓄音機 村島帰之 55

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 雑誌鵜呑みのモダン、ママ 57

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 おぼれる子供 深沢要 58

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 おしろいの鉛毒は朝鮮婦人に多い 60

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 朝鮮の旅日記 伊藤悌二 61

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 大阪児童愛護聯盟実施事業要目 70

3 第6巻第10号 1928(昭和3)10.01 編輯後記 72

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 赤ん坊審査会に奉仕せる大阪医大学生諸君 口絵1

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 神戸乳幼児審査会の実況（一） 口絵2

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 神戸乳幼児審査会の実況（二） 口絵3

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 神戸乳幼児審査会の実況（三） 口絵4

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 平壌郊外寺洞にて 口絵5

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 巻頭言 御祝の詞 (1)

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 在阪学生諸君の社会事業参加 志賀志那人 2

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 童話 伊作の話 宮原無花樹 11

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 能的か！！ さかえ 13

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 一本の手 深沢要 14

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 祭礼と玩具 尾崎清次 17

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 炬燵と乳児保温の注意 19

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 赤子塚の話 柳田国男 20

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 赤坊の泣声 聞き分け方 26

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 母の日に映る幼などち 氏家寿子 27

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 不良性早期発見法に就いて 古谷新太郎 30

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 教育上より見たる遊戯 長谷川しづ訳 33

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 ストツプウヲツチ 田中政太 38

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 嘘言の癖より 筑紫美千代 40

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 コドモ衛
生講座

小児疾病の予防 森田幸門 42

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 母性講座 妊娠とお産の前後 飯島貫一 49

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 京城に於ける最初の赤ちやん審査会 55

3
第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 異常な効果をもたらしたコドモ必需品展覧

会
57

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 玉の如き愛児に押寄せられて 田中政太 60

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 母親の教育が子に伝はる 統計はかく語る 61

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 最優良児を訪ぬるの記 62

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 第六回大阪赤ん坊審査会審査男女月別表 64

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 大阪赤ん坊審査会の記 山口美弥子 65

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 朝鮮旅日記（二） 伊藤悌二 66

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 平壌の三日間 伊藤悌二 70

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 朝鮮漫録 松田学鷗 75

3 第6巻第11号 1928(昭和3)11.01 編輯後記 80

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 持田卓二 表紙絵

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 鶴舎碧 カット

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 審査会に関市長を迎へて 口絵1

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 可愛いお手々が気になる 口絵2

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 京城乳幼児審査会表彰式 口絵3

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 童顔の朝鮮仏像 口絵4

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 広島放送童話研究会の集ひ、漫画 口絵5

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 「美しき朋輩たち」の一場面 口絵6

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 昭和三年を送る (1)

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 育児智識 早産児に就いて 余田忠吾 2

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 神戸乳幼児審査会概要 小西正孝 10

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 寝方の悪い子は病気を持つ子 広沢興 14

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 粉乳の智識 宇留野勝弥 16

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 教育上より見たる遊戯 長谷川しづ訳 18

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 昔のおもちやと今のおもちや 西沢笛畝 23

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 異常児童の育て方 三宅鉱一 25

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 潜在意識と教育 田中政太 30

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 タゴールの言葉 深沢要 33

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 家庭漫画 上田憲司 36

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 健一の生活調べ 村島静枝 39

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 赤子塚の話（四） 柳田国男 45

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 朝鮮漫録 松田学鷗 48

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 赤ちやん審査会を顧みて 宇賀三郎 51

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 京城赤ちやん審査会表彰式 53
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3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 小波お伽全集の出版をお祝する会 雉川晃彦 54

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 広島みどり幼稚園にて 伊藤悌二 56

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 錦帯橋のある国へ 伊藤悌二 58

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 童話 エミ子さんの不幸 楠晴崖 65

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 童話 蜜柑の実がなる頃 塚本篤夫 68

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 児童劇 行者の降参 沖本白水 75

3 第6巻第12号 1928(昭和3)12.01 編輯後記 80

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 初夢 持田卓二 表紙

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 鶴舎碧 カット

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 我等の照宮殿下 口絵1

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 最優良児の代表 口絵2

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 凧あげ 口絵3

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 大連に於ける最初の乳幼児審査会 口絵4

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 岸和田市の優良児 口絵5

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 巻頭言 人間は数を数へる動物 (1)

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 主張 新春の主張 志賀志那人 2

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 主張 朝鮮児童に就て（その二） 梶村正義 6

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 主張 精神を抜きにした精神的事業 伊藤悌二 9

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭漫画 (６)竹の尺 上田憲司 13

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 時論 我子の学習を如何に指導すべきか 河野駿郎 14

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 時論 興隆の気運にあるこども映画に就て 寺川信 18

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 時論 不言の教育 友谷疎竹 21

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 時論 不思議な石の力 木下乙市 25

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 目高と蛙 西川林之助 30

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭漫画 (７)洋館と羊羹 上田憲司 31

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭 家庭と育児 喜多文子 32

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭 少年の娯楽的犯罪 佐野甚七 35

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭 ある日の少年法廷 川村顕雄 38

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭 吾児四歳の春 村島帰之 41

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭 あまりに暴君的な 深沢要 44

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭漫画 (８)兄さんより上になる 上田憲司 46

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 コドモのための御大典記念事業 47

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 母の講座 妊娠とお産の前後（三） 飯島貫一 57

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 母の講座 小児疾病の予防（四） 森田幸門 61

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 母の講座 嬰児の危険 63

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 母の講座 児童の保育 65

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 児童に関
する芸術

赤子塚の話（五） 柳田国男 68

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 児童に関
する芸術

生命の水 ツルゲーネフ 71

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭漫画 児童に関
する芸術

(９)口から煙が… 上田憲司 73

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 児童に関
する芸術

童謡 楠晴崖画 74

3
第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 児童に関

する芸術
お伽芝居「うかれ胡弓」の脚本を記録して
をくに就て

76

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭漫画 児童に関
する芸術

(10)猫が注射 上田憲司 79

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 児童に関
する芸術

「うかれ胡弓」(脚本) 高尾亮雄 80

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 家庭漫画 児童に関
する芸術

(11)犬と建札 上田憲司 87

3 第7巻第1号 1929(昭和4)01.01 編輯後記 88

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 母性愛 表紙絵

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 とく我が家に帰れ カット

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 飛行機が飛ぶ 口絵1

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 天真 口絵2

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 剛健なる二人の長男 口絵3

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 天野雉彦氏を迎へて 口絵4

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 駄菓子屋の毒味 口絵5

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 巻頭言 工夫と戦ひの二月 志賀生 (1)

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 主張 母親が知つて欲しい興味ある幼稚園の統計 宇留野勝弥 2

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 主張 子供の教育に就いて（一） 竹内綾雄 5

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭の反
省

ある日の少年法廷（二） 川村顕雄 8

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭の反
省

淋しい三つの魂 河野道雄 15

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭の反
省

子供の躾について 布施ムメ 18

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭の反
省

子供の嘘 深沢要 20

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭の反
省

教育上より見たる遊戯 長谷川シヅ訳 22

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 童謡 家庭の反
省

寒い晩 塚本篤夫 27

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭漫画 家庭の反
省

(12)姉の心妹知らず 上田憲司 28

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 母の講座 早産児に就いて（二） 余田忠吾 29

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭漫画 母の講座 (13)三時打たせて 上田憲司 40

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 母の講座 妊娠とお産の前後（四） 飯島貫一 41

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭漫画 母の講座 (14)うまく敵討 上田憲司 44

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 土俗 木のおもちゃの話 尾崎清次 45

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 土俗 赤子塚の話（六） 柳田国男 51

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭漫画 土俗 (15)昨日の今晩 上田憲司 55
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3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 児童に関
する文芸

武雄さんと猫 岸本亮一 56

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 児童に関
する文芸

おはなし二篇 西川林之助 62

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭漫画 児童に関
する文芸

(16)手が長いから 上田憲司 64

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 児童に関
する文芸

浪速少年院のクリスマス K記者 65

3
第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 児童に関

する文芸
お伽芝居「うかれ胡弓」の脚本を記録して
をくに就て

高尾亮雄 68

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 児童に関
する文芸

教育上よりお伽芝居に対する批評(一） 71

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 家庭漫画 児童に関
する文芸

(17)音してへん 上田憲司 75

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 児童に関
する文芸

うかれ胡弓（其の二） 高尾亮雄 76

3 第7巻第2号 1929(昭和4)02.01 編輯後記 伊藤悌二 80

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 母性愛 表紙絵

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 とく我が家に帰れ 鶴舎碧 カット

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 春の野あそび 楠晴崖 扉

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 独楽まわし 口絵1

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 セーラーダンスを終りて 口絵2

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 市民館幼稚園の歯ミガキ教練 口絵3

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 幼稚園児の巣だち 口絵4

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 昭和の足柄山 元吉ゑがく 口絵5

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 巻頭言 入学難？ 志賀生 (1)

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 時論と主
張

サーカスの娘 志賀志那人 2

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 時論と主
張

都市生活と児童保護 芦沢威夫 5

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 時論と主
張

子供の教育に就いて(二) 竹内綾雄 11

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 両親の再
教育

教育上より見たる遊戯 長谷川シヅ訳 15

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 両親の再
教育

風はどこから吹いて来るの 深沢要 22

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 両親の再
教育

子供に聞かせる科学のお話 伊田政俊 26

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 両親の再
教育

学校卒業生の職業選択に就て 熊谷直三郎訳 28

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 両親の再
教育

玩具の選び方 29

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 両親の再
教育

映画の観せ方 30

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 両親の再
教育

歯磨教練を実施するに就て 伊藤英夫 31

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 短歌 両親の再
教育

郊外 浅野静枝 34

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 母の為め
の講座

妊娠とお産の前後（五） 飯島貫一 35

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 母の為め
の講座

小児疾病の予防（五） 森田幸門 43

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 母の為め
の講座

乳児の保育について（上） 小西正孝 48

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 土俗 赤子塚の話（七） 柳田国男 53

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 土俗 祭礼と玩具 尾崎清次 58

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 児童に関
する芸術

音楽と子供（一） 松本純美訳 61

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 児童に関
する芸術

或日の菅公（学校用児童劇） 今村猛男 64

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 児童に関
する芸術

旅に出た親と子 河野通雄 68

3
第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 児童に関

する芸術
お伽芝居『うかれ胡弓』の脚本を記録して
をくに就て

高尾亮雄 71

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 児童に関
する芸術

うかれ胡弓（其の三） 高尾亮雄 73

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 児童に関
する芸術

俳壇 草燈社 78

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 大阪児童愛護聯盟実施事業要目 80

3 第7巻第3号 1929(昭和4)03.01 編輯後記 82

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 母性愛 表紙絵

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 とく我が家に帰れ 鶴舎碧 カット

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 踊る子供は光の子 楠晴崖 扉

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 水のほとり 口絵1

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 双葉幼稚園の遊戯 口絵2

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 これから象見物に 口絵3

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 「家なき子」の舞台面 口絵4

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 故郷の思ひ出 口絵5

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 巻頭言 春によせる 志賀生 (1)

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主
張

行幸を迎へ奉る 志賀志那人 2

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主
張

緑化運動から観た児童保護 河野通雄 5

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主
張

子供党の勝利 岸辺福雄先生の当選 伊藤悌二 9

3
第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主

張
岸辺福雄氏礼讃 お母さん方の責任で

す
山本鼎 14

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主
張

岸辺福雄氏礼讃 子供の為に働く人 市川源三 14

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主
張

岸辺福雄氏礼讃 岸辺のをぢさん 北原白秋 15

3
第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主

張
岸辺福雄氏礼讃 誰を市会に送るべき

か
島崎藤村 15

3
第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主

張
岸辺福雄氏礼讃 神田ツ子は岸辺君を

選挙するだらう
新渡戸稲造 16
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3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主
張

岸辺福雄氏礼讃 子供党の岸辺君 巌谷小波 16

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主
張

岸辺福雄氏礼讃 よき母たちに 北原白秋 16

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 時論と主
張

子供だちを中心に（随感） 矢野雄 17

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 両親の再
教育

教育上より見たる遊戯 長谷川シヅ訳 19

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 両親の再
教育

子供の教育に就いて（三） 竹内綾雄 24

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 両親の再
教育

若いお母様方に 水谷長峰 28

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 両親の再
教育

子供と恐怖 深沢要 33

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 両親の再
教育

入学当時に於ける注意 布施ムメ 36

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 両親の再
教育

少年期に於ける口腔衛生 伊藤英夫 38

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 母の為め
の講座

妊娠とお産の前後（六） 飯島貫一 39

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 母の為め
の講座

小児疾病の予防（六） 森田幸門 42

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 童謡 母の為め
の講座

お山が光る 塚本篤夫 46

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 母の為め
の講座

乳児の保育について（下） 小西正孝 47

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 母の為め
の講座

私生子とその親（一） 前田貞次 49

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 家庭漫画 母の為め
の講座

(18)つけたらよい 上田憲司 53

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 童話 児童に関
する芸術

或るお医者様の話 宮原無花樹 54

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 童話 児童に関
する芸術

赤いまり 楠晴崖 57

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 児童に関
する芸術

ナイヤガラ瀑布見たまゝの記(一) 井上増吉 60

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 児童に関
する芸術

霜月のある日の出来事 須古秀子 62

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 家庭漫画 児童に関
する芸術

(19)やきもち 上田憲司 63

3
第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 児童に関

する芸術
お伽芝居『うかれ胡弓』の脚本を記録して
をくに就て

高尾亮雄 64

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 児童に関
する芸術

その頃の有楽座にて（スケツチ） 高安光三 69

3
第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 児童に関

する芸術
あの時の想ひ出 高尾さんの話を読ん

で
高安光三 70

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 児童に関
する芸術

うかれ胡弓（其の四） 高尾亮雄 73

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 家庭漫画 児童に関
する芸術

(20)熊にやるために 上田憲司 77

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 児童に関
する芸術

俳壇（三月例会） 草燈社 78

3 第7巻第4号 1929(昭和4)04.01 編輯後記 80

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 とく我が家に帰れ 鶴舎碧 カット

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 母子の奉迎 万代比佐志 表紙絵

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 大阪に於ける赤ん坊審査会 口絵1

3
第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 聖上陛下御臨幸の光栄を有する大阪市立北

市民会館
口絵2

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 支那青島国際的児童愛護運動の追懐 口絵3

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 故ニコニコ凡平氏の桃太郎姿 口絵4

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 奉迎奉頌 今中楓渓 (1)

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 大阪府民に告諭 力石雄一郎 2

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 御駐輦中の臨幸先 3

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 奉迎歌決定す 4

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 奉迎歌の曲譜成る 5

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 大阪府、大阪市の献上品 6

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 麗春随想 子供だちを中心に（二） 矢野雄 7

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 麗春随想 わが児の幼稚園入園 八田豊子夫人に捧ぐ 村島帰之 10

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 麗春随想 酒と煙草と婦人 北村兼子 17

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 麗春随想 徳富健次郎氏と木下尚江氏 伊藤悌二 20

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 時論と時
事

生命の浪費 26

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 時論と時
事

時事六号短評 28

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 時論と時
事

中等学校の健康調べ 29

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 時論と時
事

「貧乏人の子沢山」を裏書する研究 30

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 時論と時
事

四畳半の寺子屋犠牲 31

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 時論と時
事

子供が自動車の先生 31

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

教育上より見たる遊戯 長谷川シヅ訳 32

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

妊娠とお産の前後（七） 飯島貫一 37

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

小児疾病の予防（七） 森田幸門 41

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

私生子とその親（二） 前田貞次 46

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

子供の叱りやう 芳川顕雄 50

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

音楽と子供（二） 松本純美訳 52

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

子供のお弁当に就て 藤原九十郎 56

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 家庭漫画 両親の再
教育

(21)仲よし 上田憲司 58

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

尊い祈念 渡部正直 59

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

優良赤ちやん養育日記 野原道子 61

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 両親の再
教育

優良赤ちやん養育日記 谷本輝子 61
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3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 児童に関
する生活
と芸術

白い服・赤いリボン 朝鮮に旅して 深沢要 62

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 児童劇 児童に関
する生活
と芸術

『たしかな保護』 田村克己 65

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 童話 児童に関
する生活
と芸術

三分間の王様 宮崎安右衛門 70

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 童話 児童に関
する生活
と芸術

三郎の出世 今村猛男 72

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 児童に関
する生活
と芸術

「火事にあひて」の中より 須古秀子 75

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 家庭漫画 児童に関
する生活
と芸術

(22)赤い帽子 上田憲司 76

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 児童に関
する生活
と芸術

赤ちやんの誕生とその前後 吉田源治郎 77

3
第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 児童に関

する生活
と芸術

お伽芝居『うかれ胡弓』の脚本を記録して
をくに就て

高尾亮雄 79

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 童謡 児童に関
する生活
と芸術

汽車の旅 西川林之助 84

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 児童に関
する生活
と芸術

うかれ胡弓（其の五） 高尾亮雄 85

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 家庭漫画 児童に関
する生活
と芸術

(23)私にも 上田憲司 87

3 第7巻第5号 1929(昭和4)05.01 編輯後記 伊藤悌二 88

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 母子の奉迎 万代比佐志 表紙絵

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 海水浴 カット・扉

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 待兼山児童理化林間学園 口絵1

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 東京に於ける全国的運動の序曲 口絵2

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 第三回大阪赤ん坊審査会表彰式 口絵3

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 支那と日本の優良児 口絵4

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 青島にて国際児童愛護運動の火蓋を切る 口絵5

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 巻頭言 児童愛にもえ給ふ大御心 (1)

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 緑蔭随想 子供だちを中心に（三） 矢野雄 2

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 緑蔭随想 我児を中心に 小田切 7

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 緑蔭随想 武蔵野の誘惑(二) 野の聖者江渡秋嶺氏 伊藤悌二 12

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 両親の再
教育

教育上より見たる遊戯 長谷川シヅ訳 19

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 両親の再
教育

子供の教育に就いて（四） 竹内綾雄 23

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 両親の再
教育

子供の対抗競争性について 河野通雄 29

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 両親の再
教育

不良青少年に就いて 和田信義 32

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 保健篇 理想的な乳児栄養法 上村雄 36

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 保健篇 妊娠とお産の前後（八） 飯島貫一 39

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 保健篇 小児疾病の予防（七） 森田幸門 43

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 保健篇 胎教とつはり病 森種太郎 47

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 事実篇 育児日記から 沖野岩三郎 51

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 事実篇 子供はいらんとか 朝鮮より九州への旅 深沢要 55

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 事実篇 苗売り 西川林之助 58

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 事実篇 英国人の見たる日本の子供 高田稔 59

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 事実篇 父を奪還した子と其の母 田村克己 65

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 文芸篇 自然童話に観る詩の流（一） 藤沢衛彦 68

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 文芸篇 名歌註釈　父性愛母性愛 停城二郎 73

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 文芸篇 渡欧の途上より 余田忠吾 78

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 童話 文芸篇 変な乞食 宮原無花樹 79

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 俳壇 文芸篇 草燈吟 夢一選 81

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 大阪市立六甲郊外学園学則 83

3 第7巻第6号 1929(昭和4)06.01 編輯後記 伊藤悌二 87

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 海水浴 村上大宙 表紙

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 高橋春佳 カット・扉

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 お寿司を食べつゝ 口絵1

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 天覧遊戯「千代田のお城」 口絵2

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 五条赤ん坊審査会画報（その一） 口絵3

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 五条赤ん坊審査会画報（その二） 口絵4

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 五条赤ん坊審査会画報（その三） 口絵5

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 巻頭言 自然教育 (1)

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 天子さまの前で踊る子は一生懸命 2

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 学園より
家庭へ

家庭教育に就いて 江口照造 4

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 学園より
家庭へ

学園からの感想 辰己てい子 7

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 学園より
家庭へ

園からの願 八木カネ子 10

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 学園より
家庭へ

魂の教育 八田豊子 12

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 学園より
家庭へ

子供と遊戯 谷口義一 15

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 緑蔭随想 小学校児童の夏休みに就いて 藤原九十郎 18

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 緑蔭随想 子供への冒瀆 丹羽善次 22

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 緑蔭随想 お母さまの童話 深沢要 25

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 研究篇 子供の教育に就いて（六） 竹内綾雄 27

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 研究篇 不良青少年に就いて 和田信義 31

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 研究篇 教育上より見たる遊戯 長谷川シヅ訳 34
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4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 研究篇 妊娠とお産の前後（九） 飯島貫一 38

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 研究篇 小児疾病の予防（八） 森田幸門 42

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 研究篇 子供のニュース 子供の世紀放送室 46

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 文芸篇 自然童話に観る詩の流（二） 藤沢衛彦 49

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 漫画 文芸篇 赤ちやんの泣顔 楠晴崖 54

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 文芸篇 宮城野の誘惑（一） 伊藤悌二 56

4
第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 文芸篇 貧児の母 富田愛染園長夫人の

ことども
高田稔 60

4 第7巻第7号 1929(昭和4)07.01 編輯後記 伊藤生 68

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 海水浴 村上大宙 表紙

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 高橋春佳 扉・カット

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 北市民館にお成りの東久邇宮殿下 口絵1

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 赤ちやんの友となれる浜口首相 口絵2

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 栄山寺に天平の昔をしのぶ 口絵3

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 東北の名勝青根温泉と松島 口絵4

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 はぐゝみ 口絵5

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 巻頭言 裸体の嬰児 (1)

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 緑蔭随筆 私の見た欧米の子供 生田五郎 2

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 緑蔭随筆 貧児の心の征服 賀川豊彦 4

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 緑蔭随筆 子供だちを中心に（四） 矢野雄 6

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 緑蔭随筆 私の育児談 岡本佐俊 8

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 緑蔭随筆 外国の小説ではあるが 深沢要 11

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 緑蔭随筆 閑人閑語 越川嶺虹子 13

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 緑蔭随筆 別荘さがし 志賀志那人 15

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 緑蔭随筆 ナイヤガラ瀑布見たまゝの記（二） 井上増吉 17

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 緑蔭随筆 幼児の悦ぶお伽噺 村島静枝 21

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 家庭と趣
味

新ベビー服の作り方 山本ヒデ 24

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 家庭と趣
味

衛生的なお菓子の作り方 水谷幸子 27

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 童話 文芸編 汽車と子供 松尾春樹 29

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 童話 文芸編 夜店 宮原無花樹 33

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 紀行随筆 宮城野の誘惑 陸前、磐城の旅日記 伊藤悌二 35

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 紀行随筆 死児を抱きて 高田稔 39

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 子供の講
座

小児疾病の予防（九） 森田幸門 43

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 家庭への
警告

私生子とその親（承前） 前田貞次 48

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 家庭への
警告

少年審判所より一般家庭へ（その一） 古谷新太郎 50

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 家庭への
警告

こどもの大敵疫痢がはやる！ 酒井幹夫 52

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 童謡 夕べの浜 西川林之助 52

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 夏期の子
供と衛生

乳幼児のカロリーに就いて 前田伊三次郎 53

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 漫画 夏期の子
供と衛生

五条第二回乳幼児審査会 楠晴崖 56

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 夏期の子
供と衛生

お乳(牛乳)の薄め方 藤井正太郎 58

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 夏期の子
供と衛生

海水浴と病弱者 長谷川卯三郎 60

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 夏期の子
供と衛生

夏季期間中の乳幼児の飲物 原田達三 64

4 第7巻第8号 1929(昭和4)08.01 編輯後記 高田稔 68

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 海水浴 村上大宙 表紙

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 五条乳幼児審査会表彰式 口絵1

4
第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 夏期休暇中を大阪三越に働く女専の学生さ

ん達
口絵2

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 鬼形山より見たる磐城北端の平原 口絵3

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 赤ちやんの写真展覧会受賞者 口絵4

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 母性愛 口絵5

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 巻頭言 児童と文学 志賀志那人 (1)

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 明治天皇御製 2

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 夏から秋にかけての小児病と母親の注意 原弘毅 4

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 少年の不良化は信仰の欠陥から 芳川顕雄 8

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 随筆 子供だちを中心に（五） 矢野雄 12

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 子供も困つている 深沢要 14

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 閑人閑語(その二) 越川嶺虹子 14

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 時々の感想 国田弥之輔 16

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 子供に還れ 森種太郎 18

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 まつ毛の長いこどもは弱い 20

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 私の「読書少年」時代 村島帰之 21

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 洗髪の度数と洗ひ方 高島屋美粧部 21

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 通学用サンドウヰツチの作り方 青池武子 23

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 瓜や茄子の浅漬シーズン 婦人記者 26

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 学生さんたちの職業婦人観 一記者 27

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 白昼現像室 高田稔 28

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 私生子とその親（承前） 前田貞次 31

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 育児三則 森田幸門 33

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 雉子尾川の岸辺にて 伊藤悌二 34

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 太陽と子供 沢田暁夢 40

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 児童文学よ何処へ行く 43

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 プロレタリア童話について 藤浦洸 55
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4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 児童文学はどうなるか？ 畑喜代司 57

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 月夜の洗たく 浜田広介 59

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 迷子の十姉妹 河井醉茖 60

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 山のてつぺん 白鳥省吾 61

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 夕立のあと 清水暉吉 62

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 坊やの唄 西川林之助 63

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 蜻蛉さん 丹羽善次 65

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 俳壇 草燈社六月例会 草燈社同人 66

4 第7巻第9号 1929(昭和4)09.01 編輯後記 高田生 68

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 高橋春佳 扉・カット

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 大阪の赤んぼ審査会 口絵1

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 大阪の優良児（其の一） 口絵2

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 大阪の優良児（其の二） 口絵3

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 降誕の釈迦 口絵4

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 巻頭言 託児所と幼稚園 志賀志那人 (1)

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 子供と教
育

少年裁判所より一般家庭へ（その二） 古谷新太郎 2

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 子供と教
育

子供の教育に就いて（完） 竹内綾雄 8

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 子供と教
育

子供の立場から 湯川晃子 11

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 子供と教
育

吾が聯盟より表彰された優良児の死を悼む 14

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 子供と衛
生

子供の間食に就いて（上） 生地憲 15

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 子供と衛
生

秋口の小児病 藤沢好雄 20

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 子供と衛
生

離乳期の赤ん坊に就いて 三野裕 22

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 秋窓随筆 子供を愛した大杉栄氏 深沢要 26

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 秋窓随筆 白昼現像室（一） 喜多吉哉 26

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 秋窓随筆 子供の世界 藤田秀夫 31

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 秋窓随筆 美人となるには 桜井富美子 31

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 秋窓随筆 見へぬ洋服 高田稔 33

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 秋窓随筆 ナイヤガラ瀑布見たまゝの記（三） 井上増吉 34

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 本邦煉乳の統計 37

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 秋窓随筆 私の尊敬する人々 伊藤悌二 38

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 手芸の頁 男児服の作り方 山本ヒデ 42

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 コドモ衛
生講座

教育上より見たる遊戯 長谷川シヅ訳 48

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 母性講座 小児疾病の予防（十） 森田幸門 52

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 講座 妊娠とお産の前後（一〇） 飯島貫一 56

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 童話 馬の天国 賀川豊彦 61

4 第7巻第10号 1929(昭和4)10.01 編輯後記 高田稔 68

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 楠晴崖 扉・カット

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 安達内相と赤ん坊審査会 口絵1

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 斯く秩序整然と審査は進行した 口絵2

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 再審査の受附雑踏す 口絵3

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 堺市立高等女学校の講演会 口絵4

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 孝宮内親王殿下にあやかりて 口絵5

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 巻頭言 君達の仕事は？ (1)

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 評論と随
筆

一農村が立派なこの児童施設を 南崎雄七 2

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 評論と随
筆

山羊臭い児 志賀志那人 5

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 評論と随
筆

欧米児ども漫談 北村兼子 8

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 評論と随
筆

子に甘い親 芦谷芦村 12

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 評論と随
筆

学生教護調査研究の実際に就いて 東まさ 15

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 評論と随
筆

第七回赤ん坊審査会日誌 一記者 18

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 子供と衛
生

重湯について 前田伊三次郎 19

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 評論と随
筆

真の人間を作る努力 前田夢一 22

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 子供と衛
生

子供に与へるお菓子は 竹内薫兵 24

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 子供と衛
生

子供の間食に就いて（下） 生地憲 27

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

とんぼ座人形芝居 国田弥之輔 30

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

閑人閑語（其の二） 喜多吉哉 30

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

子供に関係のある「川柳」 竹内綾雄 33

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

子守唄を尋ねて 西川林之助 35

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

ふるさとの歌 浅野静枝 35

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

赤ん坊審査会漫語 ゴシツプ子 37

4
第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随

想
北村兼子さんの「酒と煙草と婦人」を読み
て

江藤源九郎 38

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

再び「酒と煙草と婦人」 北村兼子 40

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

健康こども船にて旅立ちし子を思ひて 須古秀子 42

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

堺の女学校に講演して 旧友隈川幾久君へ 伊藤悌二 43

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 文芸と随
想

太陽光線の神秘的霊効 沢田暁夢 46

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 母性講座 妊娠とお産の前後（二） 飯島貫一 48

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 母性講座 をさなともだち（上） 貧民窟児童は何処へ 丹羽善次 52

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 母性講座 虚弱小学児童に施せる「AO」 有馬頼吉 56

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 第七回赤
ん坊審査
会

各新聞に表れたる赤ん坊審査会 58

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 第七回赤
ん坊審査
会

社会的同情の結晶 伊藤悌二 61

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 第七回赤
ん坊審査
会

無心に暴れるコドモ 松倉豊治 63

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 第七回赤
ん坊審査
会

赤ん坊に引きつけられて 吉川清流 65
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4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 第七回赤
ん坊審査
会

赤ん坊より真理を学ぶ 弓場靖 66

4 第7巻第11号 1929(昭和4)11.01 編輯後記 高田稔 68

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 松田三郎 扉・カット

4
第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 優良児の代表（米沢史郎君と杉山さち子さ

ん）
口絵1

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 堺赤ん坊審査会に於ける関大阪市長 口絵2

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 堺赤ん坊審査会に奉仕せる人々 口絵3

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 故北村鈴菜氏とその墓地 口絵4

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 幼なき姉妹（帝展出品） 口絵5

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 巻頭言 送歳回顧の辞 志賀志那人 (1)

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

昭和四年歳暮の所懐 きよはうへん語録 伊藤悌二 2

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

大阪市と児童 5

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

小橋文相の小学校巡り 6

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

火傷の処置 6

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

赤ん坊審査会の恩人北村鈴菜氏の墓前に 伊藤悌二 7

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

子供の精神に及ぼす悪影響 島田牛稚 10

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

百日咳の治療と予防 12

4
第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随

筆
「童心の小窓」と「六畳王宮」とをもらつ
て

高尾亮雄 13

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

子供だちを中心に 矢野雄 16

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

名付親の心理（一） 村島帰之 20

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 評論と随
筆

愛児を失つた親の心 深沢要 22

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 子供と衛
生

等閑にされ易い小児伝染病に就て 酒井幹夫 25

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 子供と衛
生

赤ちやんの便秘に就いて 竹野芳次郎 28

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 子供と衛
生

虚弱児童に施せる「AO」（二） 有馬頼吉 30

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 母性講座 妊娠とお産の前後（一二） 飯島貫一 32

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 母性講座 教育上より見たる遊戯（終） 長谷川シヅ訳 36

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 母性講座 乳幼児の保護 41

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 母性講座 乳幼児の審査と大阪児童愛護聯盟 46

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 母性講座 大阪市現在の乳幼児の保護 46

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 母性講座 第七回大阪赤ん坊審査会の漫画 楠晴崖 48

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 母性講座 第七回大阪赤ん坊審査会結果表 50

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 母性講座 オーツとヴイタミン 縄田晃章 52

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 文芸と随
想

孤児の母ペスタロツチ夫人 高田稔 55

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 俳句 文芸と随
想

晩秋洛外の旅 58

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 文芸と随
想

をさなともだち（下） 貧民窟児童は何処へ 丹羽善次 60

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 文芸と随
想

リツキ・チツキ・タヴイ（一） 喜多吉哉訳 64

4 第7巻第12号 1929(昭和4)12.01 編輯後記 高田生 68

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 松田三郎 扉・カット

4
第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 第四回御誕辰を迎へさせられた皇女照宮成

子内親王殿下
口絵1

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 聖上陛下北市民会館へ行幸遊ばさる 口絵2

4
第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 最優良児の代表米沢史郎君と杉山さち子さ

ん
口絵3

4
第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 日本のために全生涯を捧げたブカナン師の

一家
口絵4

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 巻頭言 五万人を審査して 伊藤悌二 (1)

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 麗奇随想 恩寵の生活に徹して 伊藤悌二 2

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 麗奇随想 馬琴が綜合改作した日本古典童話 寺川信 8

4
第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 第七回赤

ん坊審査
会に就い
て

健康は歯から 弓倉繁家 16

4
第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 第七回赤

ん坊審査
会に就い
て

日光と子供の健康 前田伊三次郎 18

4
第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 第七回赤

ん坊審査
会に就い
て

赤ん坊審査会の感想 谷口清一 20

4
第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 第七回赤

ん坊審査
会に就い
て

優良児を再審査して 三野裕 22

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 時論と時
事

産児制限を論ず 石原有鄰 24

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 時論と時
事

『山羊臭い児』を読みて ＯＰＱ生 29

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 時論と時
事

赤ん坊審査会に永続性ありや（一） 伊藤悌二 32

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 母と子 乳児を育てる母へ（一） 伊藤謙吉 34

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 母と子 きものと婦人病 鈴木甚吉 38

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 母と子 表彰された赤ちやん 守屋東 40

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 母と子 子供は太陽の子 沢田暁夢 43

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 母と子 躾方一覧表 46

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 母と子 虚弱小学児童に施せる「AO」 有馬頼吉 48

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 母と子 厚着の癖 50

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 文芸と随
筆

子供に関係のある川柳（二） 竹内綾雄 51

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 文芸と随
筆

暮の浜道 西川林之助 51

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 文芸と随
筆

明日の日曜 塚本篤夫 52

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 文芸と随
筆

こゝの子供たち 冬木雄 53

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 文芸と随
筆

子供の喧嘩をどう裁く 一記者 54
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4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 児童劇 文芸と随
筆

勧進帳 56

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 文芸と随
筆

高松と丸亀の旅日記 伊藤悌二 60

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 文芸と随
筆

四国に於ける講演日程 伊藤悌二 65

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 本誌不用の匿名読者に一言す 一記者 67

4 第8巻第1号 1930(昭和5)01.01 編輯後記 イトウ生 68

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 松田三郎 表紙・扉・
カット

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 姉様学校と幼稚園の新年会 口絵1

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 外遊中の余田医学博士 口絵2

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 久留島先生の歓迎会 口絵3

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 岸辺先生歓迎会のその夜の催し 口絵4

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 巻頭言 聖なる事件 高田稔 (1)

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 評論 童話の教育上に於ける地位 竹内綾雄 2

4
第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 評論 産児制限を論ず（二） 人口の減少は個人所

得を増加せず
石原有鄰 5

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 育児知識 乳児を育てる母へ（二） 伊藤謙吉 7

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 育児知識 重要小児疾患に就て 中鉢不二郎 12

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 育児知識 どんな子供が風邪をひき易いか 田村均 18

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 育児知識 虚弱児童に施せる「AO」（三） 有馬頼吉 22

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 最優良児
訪問記

杉山幸子さんを訪ねて 伊藤悌二 28

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 愛護編 愛児の脳を賢くせん為め 岡忍 31

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 愛護編 家庭と禁酒 守屋東 40

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 愛護編 幼児いろは訓 田村克己 44

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 途上所観 えらい迷惑でしたね 深沢要 45

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 詩 途上所観 朝鮮の少女 浜野千代樹 45

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 詩 途上所観 長屋の子供は春を知らない 46

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 途上所観 白昼現像室 喜多吉哉訳 48

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 途上所観 家庭雑感 安藤鼓泉 49

4
第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 瞑想と文

芸
お正月の日記 岸和田の福島弘兄に

捧ぐ
伊藤悌二 51

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 童話 瞑想と文
芸

リツキ、チツキ、タヴイ（二） 喜多吉哉 55

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 瞑想と文
芸

トム少年とリンゼー判事 芳川顕雄 59

4 第8巻第2号 1930(昭和5)02.01 編輯後記 イトウ生 68

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 松田三郎 表紙・扉・
カット

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 第三皇女孝宮和子内親王殿下 口絵1

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 フランスの名画より 口絵2

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 森田医学博士とその御一家 口絵3

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 桃ノ花ノ咲イテル家 口絵4

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 巻頭言 桃の花見 西川林之助 (1)

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 聖語 回心の一考察 伊藤悌二 2

4
第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 児童愛護 家庭生活に就いての断想 水上生活者の児童よ

いづくに行く
吉田源治郎 7

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 児童愛護 児童の精神的危険の防止 平林治徳 10

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 育児の智
識

母乳栄養 田村均 14

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 育児の智
識

肺炎はどうして防ぐ 小西正孝 17

4
第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 育児の智

識
実際的家庭食餌療法 ミス・ボイニス・

バセツト
20

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 育児の智
識

産児制限研究座談会 25

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 育児の智
識

虚弱児童に施せる「AO」（四） 有馬頼吉 28

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 陽春と子
供

家庭に子供の遊び場を 久留島武彦 31

4
第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 陽春と子

供
春と子供 春陽の中に子供の生

命は踊る
沢田暁夢 33

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 陽春と子
供

子育て呑竜「由来記」 37

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 陽春と子
供

産婆のなき島より 沖本滋虎 39

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 街頭素描 月並の上と下 高田生 39

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 陽春と子
供

近詠 沖田滋虎 41

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 街頭素描 親と子 安藤皷泉 42

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 詩 街頭素描 野中道 西川林之助 44

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 童謡 街頭素描 火の用心/銀の玉 塚本篤夫 45

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 街頭素描 独逸は違ふ子供の心も 伊藤ヱイ 46

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 街頭素描 子供の口の形に就いて 喜多見行正 47

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 街頭素描 風邪の予防法は 広瀬興 48

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 街頭素描 世流に迷はされ将来を誤るな 50

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 街頭素描 子供の国をめぐりて（A) 須古清 51

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 児童文芸 健一が母の追憶 村島静枝 54

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 児童文芸 幼稚園噺し 倉田三朗 59

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 童話 児童文芸 リツキ、チツキ、タヴイ（三） 喜多吉哉訳 64

4 第8巻第3号 1930(昭和5)03.01 編輯後記 イトウ生 68

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 松田三郎 表紙・扉・
カット

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 大阪三越に御成りの高松宮同妃両殿下 口絵1

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 本聯盟理事余田博士の帰朝 口絵2

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 最優良児米沢史郎さん 口絵3

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 故郷の生家に於ける岡田播陽氏 口絵4

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 巻頭言 中途退学 伊藤悌二 (1)
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4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 評論 放送童話劇の問題 尾関岩二 2

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 評論 入学と卒業の更新期に当つて家庭に望む 田中政太 5

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 随想 岡田播陽氏の故郷を訪ねて 伊藤悌二 8

4
第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 両親の再

教育
家庭娯楽の価値（1） ヂユヌヴイエヴ・

デヴィス・オール
ヅ／古川督子訳

13

4
第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 両親の再

教育
実際的家庭食餌療法 ミス・ボイニス・

バセツト
17

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 両親の再
教育

腺病質Skrofulaseに就いて 渡辺凞 22

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 両親の再
教育

母乳の栄養（二） 田村均 26

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 時論と時
事

栄養の足らぬ小学生の弁当 下田吉人 31

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 時論と時
事

産児制限 川口信教 32

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 時論と時
事

産制に就いて 東政子 33

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 時論と時
事

親の欲目 安藤皷泉 34

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 時論と時
事

父の死 須古秀子 36

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 時論と時
事

名付親の心理（二） 村島帰之 37

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 時論と時
事

子供の教育の諸問題（一） 竹内綾雄 43

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 時論と時
事

世間の狭い話 高橋皐三 47

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 最優良児
訪問記

米沢史郎さんの御両親と語る 伊藤悌二 50

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 童話研究 実演童話を志す人へ 深沢要 55

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 童話研究 灰皿の煙 喜多吉哉 55

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 童話研究 こどもの国を巡りて（B) 須古清 58

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 童話研究 健一が母の追憶（二） 村島静枝 60

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 童話 童話研究 リツキ・チツキ・タヴイ（四） 喜多吉哉訳 64

4 第8巻第4号 1930(昭和5)04.01 近江の旅（編輯後記） イトウ生 68

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 松田三郎 表紙・扉・
カット

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 選ばれた優良健康児 口絵1

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 弘済会の保育終了式 口絵2

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 大阪こども研究会の府立修徳館見学 口絵3

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 巻頭言 母権拡張私生児廃止 (1)

4
第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 理論と随

想
童心を基調とする児童中心社会の建設
（上）

大井蝶五郎 2

4
第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 理論と随

想
若葉の頃の追懐 内村鑑三氏の霊に捧

ぐ
伊藤悌二 7

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 理論と随
想

社会問題としての産児制限 安部磯雄 11

4
第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 家庭娯楽の価値（二） ヂュヌヴィエヴ・

デヴィス・オール
ヅ／古川督子訳

13

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 子供の疫痢に就いての警告（一） 杉山仲 17

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 乳児と離乳後の食物 矢野雄 21

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 愛育十訓 川島富太郎 21

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 童謡 育児智識 つばくら 西川林之助 24

4
第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 美しい子供は母より父に 余田医学博士の研究

から
婦人記者 25

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 子供の偏食は虚弱の第一歩 上村進 27

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 類焼一週年謝恩お伽会 須古秀子 28

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 子供の教育の諸問題（二） 竹内綾雄 29

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 脈で脊椎を診る 森田幸門 32

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 時評 学校を嫌ふ子供をどう導くか 言葉が禍する 河原田住江 34

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 時評 学校を嫌ふ子供をどう導くか 準備も必要 英子 35

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 時評 産児調節をどう取扱ふ？ 産児制限の常識 飯島貫一 36

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 時評 産児調節をどう取扱ふ？ 米国の産児制限 余田忠吾 38

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 時評 『優生学』の主筆　後藤竜吉氏に呈す 高尾亮雄 40

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 時評 こどもの国をめぐりて（C) 須古清 42

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 時評 悲歌哀誦 今中楓渓 44

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 偶感雑語 先づ健康 安藤皷泉 45

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 偶感雑語 閑日漫談 深沢要 45

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 偶感雑語 親馬鹿 川口信教 47

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 育児智識 結核病対策 太縄寿郎 49

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 児童文芸 猫十題 愛児にきかす話 村島静枝 50

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 童話 児童文芸 正札付の眼鏡 宮原無花樹 56

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 児童文芸 我が子の病床日記 岡田播陽 59

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 児童文芸 面白いカメルソン宣教師 摂津昭三 64

4 第8巻第5号 1930(昭和5)05.01 編輯後記 イトウ生 68

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 松田三郎 表紙・扉・
カット

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 蒲郡だより 口絵1

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 山本有三氏作の『盲目の弟』 口絵2

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 故青木律彦師の御一家 口絵3

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 巻頭言 鳥類の母性愛 (1)

4
第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 評論と随

想
童心を基調とする児童中心社会の建設
（中）

大井蝶五郎 2

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 評論と随
想

教育を聖者に聴く 福場隆治郎 6
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4
第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 評論と随

想
市川女史を訪ねて 知多半島の一角緒川

の緑邱に
伊藤悌二 8

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 評論と随
想

修徳館内隈なく家庭見学す 須古秀子 11

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

合理的な審査の方針 大西永次郎 12

4
第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛

生とその
教育

家庭娯楽の価値（三） ヂユヌヴィエヴ・
デヴィス・オール
ヅ／古川督子訳

15

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

飲食物に対する家庭の心得 河本敏 17

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

子供の疫痢に就いての警告（二） 杉山仲 22

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

離乳期の栄養法に就て 生地憲 24

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

結核菌と撲滅法 太縄寿郎 28

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

どうしたら母乳が充分に出るか 矢野雄 30

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

よい子供を作りませう 30

4
第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛

生とその
教育

幼児の日常教養法 ジヨン・ビー・ワ
ツトソン／田中政
太郎訳

33

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

子供の教育の諸問題（三） 竹内綾雄 37

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

『盲目の弟』を観て 岡鬼太郎 41

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供の衛
生とその
教育

武蔵境より 丸山鋭雄 42

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 旅する心 産褥忌避の伊吹島 高安光三 45

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 短歌 旅する心 修徳館見学 須古秀子 48

4
第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 旅する心 街頭に出た今良寛 故青木律彦師のこと

ども
伊藤悌二 49

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 良き雑感 児童愛護運動の新方面を開拓せよ 生江孝之 52

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 良き雑感 不遇児童監護事業の計画 53

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 良き雑感 夫婦の年齢の差が生む悲劇 川口信教 54

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 良き雑感 時世は移る 喜多吉哉 54

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 良き雑感 生々と踊る私 久留島武彦 56

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供に関
する文芸

『猫十題』（続） 愛児にきかす話 村島静枝 58

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 子供に関
する文芸

或る一少女とリンゼー判事 芳川顕雄 63

4 第8巻第6号 1930(昭和5)06.01 編輯後記 イトウ生 68

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 松田三郎 表紙・扉・
カット

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供たちにかこまれたる東郷大将 口絵1

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 本聯盟顧問飯島医学博士の御一家 口絵2

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 東京盈進学園小学校 口絵3

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 巻頭言 津田克太郎先生 (1)

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 評論と主
張

児童愛護運動の二方面 生江孝之 2

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 評論と主
張

幼児の教養について 青木誠四郎 4

4
第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 評論と主

張
童心を基調とする児童中心社会の建設
（下）

大井蝶五郎 9

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 児童の夏
期衛生

離乳期の栄養法に就いて（二） 生地憲 13

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 児童の夏
期衛生

乳母選択上の注意 矢野雄 18

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 児童の夏
期衛生

乳児の病気 18

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 児童の夏
期衛生

感冒に罹り易い子供をこしらへる原因 19

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 児童の夏
期衛生

子供の服装は子供本位であれ 20

4
第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 児童の夏

期衛生
家庭に於ける児童の芸術教育 ジエー・ウインス

ロツプ・アンドユ
ルース

21

4
第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 児童の夏

期衛生
梅雨期から夏にかけて子供の健康はなぜ悪
いか

酒井幹夫 26

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

幼児の間食問題に就いて語る 武安初枝 32

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

婦人公民権を前に彼女等は語る 井出菊江 32

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

苦悩が産んだ英国の産児制限 山田やす子 35

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

乳児の歯が黒ずんだ時 35

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

赤ちやんの乳壜や眼耳の洗ひ方 36

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

こどもの教育の諸問題（四） 竹内綾雄 39
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4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

理想的な小学児童のお弁当 藤原九十郎 42

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

こどもの国をめぐりて（D） 須古清 46

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

託児所の社会的機能 川上貫一 48

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供教育
の随想

母となる人々に 高野三六 50

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 爽風追憶 ブラウニング夫人のことゞも 高橋荒村 53

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 爽風追憶 夏宵起居 浅野静枝 56

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 爽風追憶 子供に代つて叫ぶ 高安光三 56

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 爽風追憶 昭和五十年 喜多吉哉 58

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 爽風追憶 富士男のふた誕生 安藤皷泉 60

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供に関
する文芸

幼なき日の環境 道の芽生え 伊藤悌二 62

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 子供に関
する文芸

盗みする子 清水桂一 66

4 第8巻第7号 1930(昭和5)07.01 編輯後記 イトウ生 68

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 松田三郎 表紙・扉・
カット

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 東京、大阪及び京城に於ける審査会 口絵1

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 前田、大野、生地三博士の講演 口絵2

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 奈良五条町の児童愛護運動 口絵3

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 大川銀三郎氏邸を訪ねて 口絵4

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 巻頭言 不合理な一等賞 (1)

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 評論と主
張

盈進の教育 丸山鋭雄 2

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 小児医学 乳幼児育児上の注意（一） 肥爪貫三郎 5

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 小児医学 母親の含鉛白粉から子供が重病 平井毓太郎 13

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 小児医学 何が人間を丈夫にするか 原田達三 14

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 評論と主
張

全国民の力 歯科医と幼児 野崎吉郎 16

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 小児医学 結婚 三野裕 20

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 小児医学 子供は強く愛らしく 伊藤謙吉 20

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 小児医学 妊娠中 三野裕 21

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 小児医学 初生児の注意 三野裕 23

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 小児医学 分娩 三野裕 23

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 緑蔭随想 尊い矛盾 高橋皐三 26

4
第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 緑蔭随想 『わが子の歴史』の再版を見て出産の家庭

にすゝむ
本誌記者 28の次

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 緑蔭随想 朝鮮に旅立つ夫を見送りて 須古秀子 29

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 緑蔭随想 子供の教育の諸問題（五） 竹内綾雄 30

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 緑蔭随想 朝鮮へ（E) 須古清 34

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 緑蔭随想 モガ受難 喜多吉哉 36

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 緑蔭随想 子供に代つて叫ぶ 高安光三 38

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 童謡 雑草苑 かへり道 西川林之助 39

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 評論と主
張

児童保護の国家的施設は如何に 46

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 爽風追憶 野営生活の味 細野浩三 50

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 愛児にき
かす話

『猫十題』 愛児にきかす話 村島静枝 54

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 雑草苑 四十コドモの漫談会 西牧恭平 62

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 雑草苑 野球しにゆく 高橋一子 63

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 童謡 雑草苑 雀 塚本篤夫 63

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 雑草苑 余田博士歓迎句会記 64

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 漫画 雑草苑 弱くなつたドロボー 上田憲司 67

4 第8巻第8号 1930(昭和5)08.01 編輯後記 イトウ生 68

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 松田三郎 表紙・扉

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 房州保田の海浜にて 口絵1

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 安房保田の海岸 口絵2

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 敏和の日記より（明治神宮） 口絵3

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 巻頭言 子を失へる親人に対し (1)

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 小児医学 乳幼児育児上の注意（二） 肥爪貫三郎 2

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 小児医学 疫痢とは何か 岡本孝 8

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 小児医学 乳児の栄養（その一）(その二）(その三) 三野裕 13

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 小児医学 子供は強く愛らしく（二） 伊藤謙吉 13

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 小児医学 第八回あかんぼ審査会規定 18

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 海と山の
修養生活

全気、全念、全力の訓練 盈進の夏季修養 丸山鋭雄 20

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 海と山の
修養生活

房州の海浜修養塾へ 丸山先生を慕ふて 伊藤悌二 30

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 海と山の
修養生活

夏期修養を終へて 阿部黒洋 34

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 海と山の
修養生活

出席児童―日記から 36

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 海と山の
修養生活

六甲山上少年キヤンプを訪ねて 須古秀子 40

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 如是我観 プロレタリア童話への苦言 深沢要 42

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 如是我観 子供に代つて叫ぶ 高安光三 46

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 静思余沫 茄子の涙 安藤皷泉 49

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 静思余沫 父の違約 村島帰之 52

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 雑草苑 二宮尊徳翁 報徳記を読んで 白井聖麓 58
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4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 雑草苑 街の子供組合 61

4
第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 雑草苑 子供を叱る工夫 自由教育では足りな

い
賀川豊彦 62

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 雑草苑 朝鮮へ（F） 須古清 63

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 雑草苑 銀座ナンセンス 喜多吉哉 65

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 笑話 雑草苑 独りよがりの天狗 桃里生 67

4 第8巻第9号 1930(昭和5)09.01 編輯後記 イトウ生 68

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 松田三郎 表紙・扉

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 赤ん坊審査会の開会を待つて 口絵1

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 名士の参観 口絵2

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 審査員の奮闘振り 口絵3

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 唾液による血液型の審査その他 口絵4

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 巻頭言 警戒せよ (1)

4
第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 大阪市の乳児死亡率遞減と乳児家庭訪問制

度
生地憲 2

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 童謡 虫の子 塚本篤夫 4

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 子供と読物 深沢要 5

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 匂フ松脂 西川林之助 7

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 小児医学 衛生漫言 太縄寿郎 8

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 小児医学 乳幼児育児上の注意（三） 肥爪貫三郎 12

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 小児医学 小児の発育（その三） 三野裕 18

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 小児医学 子供は強く愛らしく（三） 伊藤謙吉 18

4
第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 各紙の赤

ん坊審査
会報

母親と赤ちやんに試みる三つの研究（大阪
毎日新聞）

24

4
第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 各紙の赤

ん坊審査
会報

赤ん坊の耳の型で体質を調べる（大阪朝日
新聞）

25

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 各紙の赤
ん坊審査
会報

曲馬団事件から赤ん坊の指紋（関西日報） 25

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 各紙の赤
ん坊審査
会報

室一ぱいの赤ん坊（関西中央新聞） 25

4
第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 両親の再

教育
子供を叱る工夫（二） 自由教育では足りな

い
賀川豊彦 27

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 両親の再
教育

子供の教育の諸問題（六） 竹内綾雄 32

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 碧空清話 児のお供で淡路島へ（上） 村島帰之 35

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 碧空清話 ある母の死 安藤皷泉 38

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 碧空清話 とりとめもなく 須古秀子 42

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 雑草苑 二宮尊徳翁（二） 報徳記を読んで 白井聖麓 47

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 雑草苑 嫁と姑に関する道話 高島平三郎 52

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 童謡 雑草苑 影芝居 塚本篤夫 56

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 雑草苑 母ちやん、めんちやい フカザワ・カナメ 57

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 雑草苑 赤ん坊審査会をみて 生地憲 58

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 雑草苑 子供に代つて叫ぶ 高安光三 59

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 雑草苑 エロ時代其他 喜多吉哉 60

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 雑草苑 農村より 谷中泰輔 64

4 第8巻第10号 1930(昭和5)10.01 編輯後記 イトウ・テイ二 66

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 松田三郎 表紙・扉

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 あゝ三野乳児院長 口絵1

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 大阪医大学生諸君の奉仕 口絵2

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 母親と赤ちやんに試みた新研究 口絵3

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 第八回の審査会を終りて 口絵4

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 三野乳児院長の追懐 口絵5

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 巻頭言 現代の求むる人 (1)

5
第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 児童愛護運動と映画 欧米各国最近の一現

象
寺川信 2

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 少年少女諸君のための健康の規則 矢野雄 6

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 小児医学 優良児の見方 酒井幹夫 11

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 小児医学 小児の発育（その四） 三野裕 16

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 小児医学 子供は強く愛らしく(四） 伊藤謙吉 16

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 両親の再
教育

子供を育つることの注意 賀川豊彦 21

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 両親の再
教育

乳児院とは何ぞ 生地憲 24

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 両親の再
教育

秋と幼児 どんな注意がいるか 上村雄 28

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 短歌 両親の再
教育

旅に出て 山中歌津秋 30

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 碧空清話 児のお供で淡路島へ（下） 村島帰之 32

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 碧空清話 秋二題 安藤皷泉 39

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 碧空清話 子の光 須古秀子 42

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 童謡 碧空清話 鉛の兵隊 深沢要 45

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 碧空清話 漫画として見た第八回あかんぼ審査会 楠晴崖 46

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 童謡 碧空清話 赤ん坊審査会を見て 須古秀子 47

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 雑草苑 二宮尊徳翁（三） 報徳記を読んで 白井聖麓 49

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 雑草苑 秋の句 須古秀子 53

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 雑草苑 エロ時代（二） 喜多吉哉 54

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 雑草苑 華かな大都会の裏の捨子時代 55

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 雑草苑 中年者は唯驚く 56

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 雑草苑 農村より（二） 谷中泰輔 57

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 農村童話 雑草苑 元気な村 谷中泰輔 58
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5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 三野乳児
院長追悼

三野裕君追悼 中田篤郎 61

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 三野乳児
院長追悼

故三野裕君を追悼す 余田忠吾 64

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 三野乳児
院長追悼

はかない三野さんの死 上村雄 69

5 第8巻第11号 1930(昭和5)11.01 三野乳児
院長追悼

なつかしき三野先生(編輯後記) 伊藤悌二 70

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 松田三郎 表紙・扉

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 盛況を極めた大阪赤ん坊審査会 口絵1

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 日なたぼつこ 口絵2

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 大阪児童愛護聯盟創設第五周年記念会 口絵3

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 故三野乳児院長の追憶 口絵4

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 支那青島に於ける故三野院長 口絵5

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 巻頭言 スタンフオード大学の由来 (1)

5
第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 映画は子供の眼を害するか 世界眼科大会は斯く

説く
寺川信 2

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 農村教育の諸問題 谷中泰輔 7

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 栄山寺にて 西川林之助 10

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 小児医学 これから多い小児の肺炎（一） 谷口清一 11

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 朝の海 西川林之助 15

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 小児医学 小児の教育（その五） 三野裕 16

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 小児医学 子供は強く愛らしく（五） 伊藤謙吉 16

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 新婦人講
座

操 河野風藻 20

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに 土肥衛 24

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 両親の再
教育

嫁と姑の衝突と原因及調和法 高島平三郎 27

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 両親の再
教育

子供を叱る工夫 賀川豊彦 33

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 両親の再
教育

子供の教育の諸問題（七） 竹内綾雄 35

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 父性愛母
性愛

だしぬかれてばかり 安藤皷泉 38

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 父性愛母
性愛

母性愛三題 須古秀子 41

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 短歌 父性愛母
性愛

小雀の死 山中歌津秋 44

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 碧空清話 二宮尊徳翁（四） 報徳記を読みて 白井聖麓 46

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 碧空清話 故三野君の遺骸を迎へて 酒井幹夫 53

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 雑草苑 童話に現はれた魚について 深沢要 56

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 雑草苑 怪気焔 喜多吉哉 63

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 雑草苑 農村より（三） 谷中泰輔 66

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 雑草苑 託児所の歌 中河幹子 67

5 第8巻第12号 1930(昭和5)12.01 全国児童保護事業大会その他（編輯後記） 伊藤悌二 68

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 松田三郎 表紙・カッ
ト

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 佐野友章 扉・カット

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 初詣で 口絵1

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 光栄ある最優良児の代表 口絵2

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 巌谷先生の還暦祝賀会 口絵3

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 センチメンタル親爺訪問その他 口絵4

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 羊の年に因みて (1)

5
第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 牛の如き歩みを続けて 本聯盟創設満十年の

回顧
2

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 大阪児童愛護聯盟創設満十年を祝して 中田篤郎 4

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 児童崇拝論 大井蝶五郎 7

5
第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 お伽の小父さんの歌 高尾亮雄詞／水野

康孝曲
11

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 乳を売り血を売りて 野崎吉郎 12

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 小児医学 小児とむしの話 小県誠治 16

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 小児医学 これから多い小児の肺炎（二） 谷口清一 19

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 童謡 北国の正月 藤野福雄 24

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（二） 土肥衛 25

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 新婦人講
座

過去の価値 高島平三郎 30

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 父性愛母
性愛

センチメンタル親爺 村島帰之 32

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 父性愛母
性愛

隣家の子たちの母ともなりて 須古秀子 36

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 短歌 父性愛母
性愛

朝日 山中歌津秋 40

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 巌谷小波
先生

少年文学の流れ 木村小舟 42

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 巌谷小波
先生

巌谷小波先生 藤野福雄 44

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 巌谷小波
先生

巌谷小波の還暦お祝ひ 46

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 童話篇 親が愛児に読みきかせる童話『真珠』 沖本白水 48

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 童話篇 こんこん小雪 西川林之助 54

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 童話篇 農村童話『よしの権さん』 谷中泰輔 55

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 碧空清話 ふるさとの山ふるさとの川 伊藤悌二 57

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 碧空清話 二宮尊徳翁(五) 報徳記を読むで 白井聖麓 63

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 碧空清話 書物狂の言葉 深沢要 68

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 雑草苑 大和五条に残る子守唄其他に就いて 西川林之助 70

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 雑草苑 銀座風景 喜多吉哉 73

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 本年のあかんぼ審査会の成績 75

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 子供の世界の昭和五年の回顧 高尾亮雄 77

5 第9巻第1号 1931(昭和6)01.01 編輯後記 伊藤悌二 78

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 松田三郎 表紙・目次
扉
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5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 佐野友章 扉・カット

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 照宮孝宮両内親王殿下御近影 口絵1

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 第八回赤ん坊審査会表彰式 口絵2

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 賀川氏の恩人マイヤス博士と其の同窓 口絵3

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 巻頭言 こどもの愛護 森田幸門 1

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 児童の性格転換法 賀川豊彦 2

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 生活問題よりの産児制限 安部磯雄 5

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 愛児を殺して死ぬるまで 原泰一 10

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（三） 土肥衛 14

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 新婦人講
座

血液型と英雄 鑑定法とその応用 浅田一 19

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 両親への
警告

都会は蝕ばむ子の塊（一） 田村克己 22

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 両親への
警告

小児とむしの話（二） 小県誠治 26

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 育児知識 米国のサンシヤイン・スクール 余田忠吾 30

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 育児知識 不良化と環境 五万の保護少年から 37

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 短歌 育児知識 病み籠りて 須古秀子 39

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 お母様と
童話

お母様の御話の種 芦谷芦村 41

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 お母様と
童話

お母さまにお成りになる方へ 藤野福雄 45

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 童話 お母様と
童話

花のお蒲団 47

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 童話 お母様と
童話

鱮のお産 沖本白水 48

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 碧空清話 二宮尊徳翁（六） 報徳記を読んで 白井聖麓 51

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 碧空清話 私の新宗教観 伊藤悌二氏に贈る 喜多吉哉 56

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 碧空清話 愛児を尋ねて山路五里 谷中泰輔 58

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 雑草苑 二度逃げた豊彦君 沖野岩三郎 61

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 雑草苑 昨今銀座風景 喜多吉哉 62

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 雑草苑 嬰児虐待 喜多吉哉 63

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 雑草苑 第八回赤ん坊審査会表彰式の記 64

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 雑草苑 あゝ本聯盟顧問飯島貫一先生 伊藤悌二 66

5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 雑草苑 世界を巡りて（一） 余田忠吾
5 第9巻第2号 1931(昭和6)02.01 旅で書いた編輯後記 伊藤悌二 72

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 松田三郎 表紙・目次
扉

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 佐野友章 扉・カット

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 富士は春めく 口絵1

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 可愛らしいお人形 口絵2

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 父性愛母性愛 口絵3

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 仲よし三人兄弟 口絵4

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 巻頭言 子供の事業に従事する人に (1)

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 母親のメンタルテスト 伊藤悌二 2

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 母性愛と学童保健 生田五郎 10

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 新時代の農村教育 谷中泰輔 16

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（四） 土肥衛 18

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 新婦人講
座

婦人病治療の秘訣 飯島近治 21

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 両親への
警告

都会は蝕ばむ子の塊（二） 田村克己 25

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 両親への
警告

流行感冒 谷口清一 28

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 育児知識 米国の麻疹予防宣伝 余田忠吾 31

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 育児知識 子供の教育の諸問題（八） 竹内綾雄 37

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 育児知識 子供の着物について 尾崎清次 40

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 短歌 育児知識 白梅の花 沖本白水 42

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 お母様と
童話

幼児へのお噺 世のお母さま達へ 足立勤 44

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 お母様と
童話

岸辺福雄先生作『お人形の遊び』 49

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 お母様と
童話

日本の童話について（一） 沖野岩三郎 52

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 父性愛母
性愛

わが児の就学 村島帰之 54

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 父性愛母
性愛

感冒余話 安藤皷泉 60

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 雑草苑 春になる 深沢要 63

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 雑草苑 日本で最初の動物表彰大会 楠晴崖 65

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 雑草苑 大阪児童愛護聯盟の愛児叢書 67

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 雑草苑 世界を巡りて（二） 余田忠吾 67

5 第9巻第3号 1931(昭和6)03.01 編輯後記 伊藤悌二 72

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 松田三郎 表紙・目次
扉

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 佐野友章 扉・カット

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 ほゝえみ 口絵1

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 春のポーズ 口絵2

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 団欒と愛護 口絵3

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 内親王御生誕を祝ひ奉りて 柳原燁子 (1)

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 夫に対する同情 高島平三郎 2

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 山中鹿之助に学ぶ 賀川豊彦 7

5
第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 米国児童局の児童睡眠に関する宣伝振

（上）
余田忠吾 8

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 新時代の農村教育（二） 谷中泰輔 12

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（五） 土肥衛 15

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 新婦人講
座

婦人病治療の秘訣（二） 飯島近治 21

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 両親への
警告

小学校へはいる子供をもつ親へ 酒井幹夫 26

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 両親への
警告

子供の神経質は食物の贅沢から 田代重護 28

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 育児知識 小児とむしの話（三） 小県誠治 30

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 育児知識 子供は強く愛らしく 伊藤謙吉 33
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5
第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 育児知識 子供達を何う育ませる 日光は保健上なぜ大

切か
沢田暁夢 36

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 童話春秋 日本の童話について（二） 沖野岩三郎 38

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 童話春秋 お伽噺から童話へ 巌谷小波 43

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 童話春秋 模倣ではなく独創的であれ 深沢要 44

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 童話 童話春秋 鰹の話 沖本白水 45

5
第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 童話春秋 お伽芝居「うかれ胡弓」 巌谷小波原作／高

尾亮雄脚色
49

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 童詩と玩
具の研究

文子の童詩に就いて 尾関岩二 53

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 童詩と玩
具の研究

おもちや物語 尾崎清次 57

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 短歌 童詩と玩
具の研究

南海の島より 沖本白水 61

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 雑草苑 断想 中村無外 63

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 雑草苑 カフエーを語る 喜多吉哉 65

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 雑草苑 世界を巡りて（三） 余田忠吾 67

5 第9巻第4号 1931(昭和6)04.01 編輯後記 伊藤悌二 72

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 松田三郎 表紙・目次
扉

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 佐野友章 扉・カット

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 桜樹の蔭の童話会 口絵1

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 たむけ 島成園 口絵2

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 武者人形 口絵3

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 春 渡部正直 (1)

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 教育の社会化 野上俊夫 2

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 お月さんは大将 田村尚子 5

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 主知主義の失敗 芦谷芦村 6

5
第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 米国児童局の児童睡眠に関する宣伝振り

（下）
余田忠吾 10

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 児童の健康は国民の力なり 余田忠吾 13

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（六） 土肥衛 17

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 新婦人講
座

婦人病治療の秘訣（三） 飯島近治 20

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 育児知識 小児とむしの話（四） 小県誠治 25

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 育児知識 神経衰弱と健脳法 三浦岱栄 28

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 両親の再
教育

子供の心理 黒瀬艶子 35

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 両親の再
教育

第一回和歌山乳幼児愛護大会 38

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 両親の再
教育

子供の教育の諸問題（九） 竹内綾雄 40

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 緑蔭随想 人の子の親として 芳川顕雄 43

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 緑蔭随想 動物の母の愛 谷津直秀 46

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 緑蔭随想 宗教から逃げ出す子供 深沢要 48

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 緑蔭随想 涙とむち 谷中泰輔 50

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 童話時代 ソログーブ童話小品 尾関岩二 51

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 童話 童話時代 源爺さん 沖本白水 58

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 雑草苑 現代尖端的世相の批判　潜行するエロ 喜多吉哉 64

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 雑草苑 ノン吉セン子新婚の巻（一） 喜多吉哉 65

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 雑草苑 世界を巡りて（四） 余田忠吾 67

5 第9巻第5号 1931(昭和6)05.01 編輯後記 伊藤悌二 72

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 小野源一 表紙・目次
扉

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 佐野友章 扉・カット

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 第一回和歌山乳幼児愛護大会の総動員 口絵1

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 嬰児の楽園が現出した 口絵2

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 講演会と育児参考品展覧会 口絵3

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 島の童話作家沖本滋虎氏の一家 口絵4

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 太白樹 渡部正直 (1)

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 欧米に於けるこども愛護の実状 余田忠吾 2

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 ルンペン・プロ少年の愛護 芳川顕雄 6

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 六月四日はムシ歯予防デー 野崎吉郎 9

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（七） 土肥衛 13

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 新婦人講
座

婦人病治療の秘訣（四） 飯島近治 17

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 育児知識 梅雨季に於ける児童の衛生 岡田道一 23

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 育児知識 小児とむしの話（五） 小県誠治 27

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 両親の再
教育

親になった記念のひげ 安産を便所に祈る母 31

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 両親の再
教育

青草を食べる子供 岩本勝次郎 36

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 短歌 両親の再
教育

初夏の海 山中歌津秋 38

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 両親の再
教育

子供の心理（一） 黒瀬艶子 40

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 緑蔭随想 何が父の出勤を遅らせるか 村島帰之 45

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 緑蔭随想 伊藤悌二氏の少年時代 後藤亀代 49

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 緑蔭随想 動物の母の愛（二） 子を失つた母ざる 谷津直秀 53

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 友情篇 鵜来島の岸辺より 沖本滋虎 57

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 友情篇 金山城下にて 島崎捨三 58

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 友情篇 死者への鞭撻 野崎吉郎 59

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 友情篇 たゞ感慨無量 浜田清子 59

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 雑草苑 善い人のすることはいつも正しい 尾関岩二 60

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 童話 雑草苑 銀の玉 沖本白水 64

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 雑草苑 子女の勤労貯蓄の実習 白木嘉一郎 67
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5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 雑草苑 ノン吉セン子新婚の巻（二） 喜多吉哉 71

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 和歌山乳幼児愛護講演会次第 75

5 第9巻第6号 1931(昭和6)06.01 和歌山に使ひして（編輯後記） 76

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 小野源一 表紙

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 佐野友章 目次扉・
カット

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 奈良五条愛護大会へ 口絵1

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 五条愛護大会に奉仕せる人々 口絵2

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 和歌山市の愛護大会 口絵3

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 短歌 河鹿の歌 渡部正直 (1)

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 家庭 高島平三郎 2

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 童話の教育的意義 芦谷芦村 6

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 短歌 玉蜀黍の花 山中歌津秋 10

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（八） 土肥衛 12

5
第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 牧童の歌（エスペラントの詩より） 高尾亮雄作家/沢田

柳吉作曲
16

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 新婦人講
座

婦人病治療の秘訣（五） 飯島近治 17

5
第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 育児知識 夏と子供 夏は子供に最も大切

な時
瀬川昌世 23

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 育児知識 子供の皮膚と入浴の注意 岡田道一 25

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 育児知識 神経衰弱と健脳法（二） 三浦岱栄 27

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 雀 西川林之助 30

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 育児知識 小児とむしの話（六） 小県誠治 31

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 両親の再
教育

子供の心理（三） 黒瀬艶子 34

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 両親の再
教育

最善の玩具 賀川豊彦 38

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 両親の再
教育

乳児の栄養 高橋ミチ子 40

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 両親の再
教育

胃腸の弱い子 皇漢薬による療法 森田幸門 42

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 緑蔭随想 母と児 谷津直秀 45

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 緑蔭随想 相聞島之玉姫 沖本白水 50

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 緑蔭随想 黒いた塀のまはつた家 谷中泰輔 52

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 童話 雑草苑 銀の玉（二） 沖本白水 54

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 雑草苑 二宮尊徳翁(七） 報徳記を読んで 白井聖麓 57

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 雑草苑 棄児は七年間に倍加す 女児より男児が多い 60

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 雑草苑 ノン吉セン子新婚の巻（三） 喜多吉哉 61

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 雑草苑 赤ん坊の唇 村島帰之 64

5 第9巻第7号 1931(昭和6)07.01 六月は過ぎ行く（編輯後記） 伊藤悌二 66

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 小野源一 表紙

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 佐野友章 目次扉・
カット

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 松田三郎 扉・カット

5
第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 お子達の健康増進に林間学校を御利用下さ

い
前付

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 霊峰と御花畑に咲く花 口絵1

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 大正池より穂高嶽を望む 口絵2

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 あはたゞしい夏の旅 口絵3

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 短歌 父のこゝろ 渡部正直 (1)

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 日本虚弱児童体質改善協会趣意書 2

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 育ちより氏 川口信教 4

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 家庭（二） 高島平三郎 8

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（九） 土肥衛 11

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 新婦人講
座

婦人病治療の秘訣（六） 飯島近治 17

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 新婦人講
座

赤ちやんのあせも 北川淏 19

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 育児知識 飲食物についての注意（一） 瀬川昌世 21

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 育児知識 神経衰弱と健脳法（三） 三浦岱栄 24

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 短歌 育児知識 茱萸の葉裏 山中歌津秋 28

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 知識 小児とむしの話（七） 小県誠治 32

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 両親の再
教育

子供の心理（四） 黒瀬艶子 35

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 両親の再
教育

童話が子供に与へる喜び 芦谷芦村 38

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 緑陰随想 動物の母の愛（三） 谷津直秀 41

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 童話 緑陰随想 星の国をたづねて（一） 高瀬無絃 44

5
第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 爽風追憶 伊藤悌二先生の青年時代 児童愛護運動着手の

前期
沖本滋虎 49

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 爽風追憶 武蔵野境と丸山鋭雄先生 谷中泰輔 57

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 爽風追憶 吉田松陰先生 暁鳥敏 59

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 雑草苑 現代の世相をどう見る 選手は男マネキン？ 閃々燈子 62

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 雑草苑 現代の世相をどう見る 野球試合課税は当然 閃々燈子 62

5
第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 雑草苑 現代の世相をどう見る 怪物の如き車輪の犠

牲と成る可憐な子供
達

閃々燈子 63

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 雑草苑 現代の世相をどう見る 新時代の女性 喜多吉哉 63

5
第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 創作 雑草苑 三吉と梅子 鬼形沢代作／佐野

友章絵
65

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 雑草苑 ノン吉セン子新婚の巻（四） 喜多吉哉 68

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 日本虚弱児童体質改善協会定款 71

5 第9巻第8号 1931(昭和6)08.01 編輯後記 73

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 小野源一 表紙
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5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 佐野友章 目次扉・
カット

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 松田三郎 扉・カット

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 第九回あかんぼ審査会規定 前付

5
第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 日本虚弱児童体質改善協会の夏期の事業と

役員
口絵1

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 涼しき緑蔭の室生寺林間学園 口絵2

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 伊賀大和の国境なる霊地にて 口絵3

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 巻頭の歌 秋来る 渡部正直 (1)

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 巻頭の歌 上高地高原学園にて 岡田道一 (1)

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 永遠に残さるゝ声 朝倉義 2

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 室生寺に於ける夏期林間学園 植田善蔵 5

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 家庭（三） 高島平三郎 10

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 育児知識 飲食物についての注意（二） 瀬川昌世 15

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 育児知識 健脳法 三浦岱栄 20

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 育児知識 小児とむしの話（八） 小県誠治 24

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（一〇） 土肥衛 28

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 新婦人講
座

子供の偏食の害に就て 上村雄 32

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 両親の再
教育

子供の心理（五） 黒瀬艶子 39

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 両親の再
教育

童話が子供に与へる喜び（二） 芦谷芦村 43

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 短歌 信州上高地にて詠める 岡田道一 46

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 白露静語 動物の母の愛（四） 谷津直秀 48

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 童話 白露静語 星の国をたづねて（二） 高瀬無絃 54

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 爽風追憶 赤ん坊は親を泣かせる 野崎吉郎 59

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 爽風追憶 百日紅の咲く家 鬼泪麓水 63

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 爽風追憶 蛍狩 安藤皷泉 67

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 雑草苑 農村教師をめぐる七十二人の子供たち 谷中泰輔 69

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 雑草苑 ノン吉セン子新婚の巻（五） 喜多吉哉 70

5 第9巻第9号 1931(昭和6)09.01 爽快な九月が来た（編輯後記） 伊藤悌二 74

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 小野源一 表紙

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 佐野友章 目次扉・
カット

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 松田三郎 扉・カット

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 大阪市婦人聯合会その他各団体の応援 口絵1

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 児玉大阪市助役その他各方面の参観 口絵2

5

第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 巻頭の歌 愛児を歌へる 凡河内躬恒／岡本
かの子／与謝野晶
子／窪田空穂／渡
部正直

(1)

5
第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 意義深き大阪恒例年中行事第九回赤ん坊審

査会の記
伊藤悌二 2

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 赤ん坊は全権大使 白井嘉門 6

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 乳幼児軍襲来風景 植田善蔵 7

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 育児知識 健脳法（二） 三浦岱栄 9

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 育児知識 小児とむしの話（九） 小県誠治 15

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 育児知識 ヂフテリヤ通信 桃山病院より 須古秀子 19

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（一一） 土肥衛 22

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 新婦人講
座

家庭（四） 高島平三郎 26

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 両親の再
教育

子供の心理（六） 黒瀬艶子 28

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 両親の再
教育

お母様の童話の必要 芦谷芦村 32

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 両親の再
教育

童話精神について 竹内綾雄 37

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 白露静語 動物の母の愛（五） 谷津直秀 39

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 童話 白露静語 魚の言葉 沖本白水 45

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 短歌 白露静語 夏より秋へ 渡部正直 50

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 白露静語 スケツチブツクより 谷中泰輔 52

5
第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 爽風追憶 かびた帽子を冠つてみる 桐野葉子作／佐野

友章絵
53

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 爽風追憶 太平洋真つ只中から 坊やに送る海洋通信 村島帰之 60

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 雑草苑 ノン吉セン子新婚の巻（六） 喜多吉哉 64

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 雑草苑 世界を巡りて（五） 余田忠吾 67

5 第9巻第10号 1931(昭和6)10.01 身辺雑記（九月二十一日の記） 伊藤悌二 72

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 順子の画像 小野源一 表紙

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 松田三郎 目次扉・
カット

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 佐野友章 カット

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 断じて他の追従を許さぬ大阪赤ん坊審査会 口絵1

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 五健児を誇る桃井家 西牧恭平画 口絵2

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 子供の世紀朗読会の夕 西牧恭平画 口絵3

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 巻頭言 人間小泉八雲 伊藤悌二 1

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 子供論（一） 市川源三 2

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 農村教育の理論と其の実際（一） 谷中泰輔 6

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 育児知識 健脳法（三） 三浦岱栄 9

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 育児知識 初冬の衛生 岡田道一 12

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 育児知識 小児とむしの話（十） 小県誠治 15

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（三） 土肥衛 19

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 新婦人講
座

家庭（五） 高島平三郎 23
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5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 新婦人講
座

少年の眼に映つた大人の世界 志賀志那人 29

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 両親の再
教育

子供の心理（七） 黒瀬艶子 30

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 両親の再
教育

お母様の童話（二） 芦谷芦村 33

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 両親の再
教育

愛隣小学校参観記 暗い街と明るい教育 谷中泰輔 38

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 錦窓静語 動物の母の愛（六） 谷津直秀 40

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 童話 錦窓静語 与市船頭 沖本滋虎 42

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 錦窓静語 妻の助産をするの記 沖本滋虎 46

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 霜暁追憶 公孫樹の葉の散る頃 破壊された私の偶像 桐野葉子 49

5
第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 霜暁追憶 彫刻家須田君と産婦人科医桃井君を訪ねて 話題になった「かび

た帽子」
伊藤悌二 53

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 霜暁追憶 日本を去られた我がシルレル博士 伊藤悌二 57

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 霜暁追憶 一穂ののこした跡 岩村満地恵 58

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 雑草苑 ノン吉セン子新婚の巻（七） 喜多吉哉 61

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 雑草苑 子供の世紀時評 65

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 雑草苑 世界を巡りて（五） 余田忠吾 67

5 第9巻第11号 1931(昭和6)11.01 身辺雑記 伊藤悌二 72

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 順子の画像 小野源一 表紙

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 松田三郎 目次扉・
カット

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 佐野友章 カット

5
第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 第九回あかんぼ審査会審査成績一覧（昭和

六年十一月）
前付

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 兄の誕生日に 口絵1

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 京都太秦日活撮影所にて 口絵2

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 故三野乳児院長の一周年祭 口絵3

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 巻頭言 素因に好刺激を与へよ 久留島武彦 1

5
第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 小泉八雲先生と須春院博士と コドモ党の立場から

観た
高尾亮雄 2

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 果して教師の妻が継子を殺したか 佐野甚七 6

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 生活の断
層

子供と東西の童話を研究する 伊藤悌二 8

5
第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 生活の断

層
今年の審査会に大阪市賞を授与された赤ち
やん達

11

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 生活の断
層

春世が出生の日の記録 伊藤悌二 12

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 アツトホ
ウム篇

我等の最優良児史郎君と秋の京都へ 夏川静枝嬢を訪ふ 伊藤悌二 16

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 アツトホ
ウム篇

郷土史及び郷土芸術研究の参考資料 23

5
第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 アツトホ

ウム篇
十二年前を語る 並山拝石氏と妻吉さ

ん
伊藤悌二 24

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 短歌 アツトホ
ウム篇

冬ながら 山中歌津秋 26

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 アツトホ
ウム篇

山鳩の塒の思ひ出 浅田汎 28

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 両親の再
教育

子供論（二） 市川源三 30

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 両親の再
教育

子供の心理（八） 黒瀬艶子 33

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 両親の再
教育

動物の母の愛（七） 谷津直秀 36

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 各紙の審
査会観

各新聞紙は赤ん坊審査会をどう観たか 41

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 剣山の追
憶

一周年祭に三野君を追憶して 長雄勝馬 44

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 剣山の追
憶

故三野国手一周忌辰悵然賦尊 大橋富蔵 46

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 剣山の追
憶

三野君の一周忌に際して 山田永俊 47

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 剣山の追
憶

剣山三野君の思ひ出 波多野隆助 48

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 新婦人講
座

家庭（六） 高島平三郎 51

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 新婦人講
座

母となるべき婦人の為めに（一三） 土肥衛 55

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 育児知識 襟巻及厚衣不要 岡田道一 58

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 育児知識 小児とむしの話（十一） 小県誠治 63

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 育児知識 医師を迎へるまで 大野潤一郎 66

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 雑草苑 古くして新しき知己 伊藤悌二 69

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 雑草苑 愛生教会に於ける頼山陽の記念会 佐野友章画 73

5 第9巻第12号 1931(昭和6)12.01 働く事が趣味（身辺雑記） 伊藤悌二 74

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 順子の画像 小野源一 表紙

6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 松田三郎 目次扉・

カット

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 佐野友章 カット

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 山本直治 挿絵

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 表彰状を授与さるゝ誉れの最優良児 口絵1

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 最も近代的な美と健康のシンボル 声楽家宮川美子嬢 口絵2

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 時代をあゆむ人々 口絵3

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 巻頭言 大に過去を語れ 伊藤悌二 1

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 昭和七年の元頭を寿き奉る 余田忠吾 2

6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 増上寺を焼いたのは浮浪少年の仕業か 菊五郎一座の「夜」

を観て
伊藤悌二 4

6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 短歌 『子供の

世紀』十
周年

『小供の世紀』十周年をことほきて 今中楓渓 7

6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 『子供の

世紀』十
周年

祝十周年 沖本滋虎 8
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6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 『子供の

世紀』十
周年

初代の編輯者と印刷人 伊藤悌二 12

6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 『子供の

世紀』十
周年

村島さんと賀川さんと恵ちやん 伊藤悌二 14

6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 『子供の

世紀』十
周年

編輯上の恩人有富虎之助氏 伊藤悌二 16

6

第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 子供の生
活と保健

生活と保健とに関する座談会 酒井幹夫／横田群
三／田村克己／伊
藤悌二

18

6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 子供の生

活と保健
子供と生活の訓練 氏家寿子 23

6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 子供の生

活と保健
乳児肺炎の場合に於ける湿布療法に就て 倉矢進 29

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 霜晨閑話 裸童山陽（一） 岡田播陽 33

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 霜晨閑話 十八年前を語る 伊藤悌二 36

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 霜晨閑話 古くして新しき知己 伊藤悌二 43

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 霜晨閑話 父が参るの記 渡部正直 44

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 霜晨閑話 一穂ののこした跡 岩山満地恵 46

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 両親の再
教育

新時代に於ける母性の覚悟 河井やゑ子 47

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 両親の再
教育

児童愛護の第二期 高尾亮雄 49

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 両親の再
教育

恭賦　暁鶏声 大野翠堂 50

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 両親の再
教育

ルンペン児童の感化教育 川口信教 51

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 両親の再
教育

子供論（三） 市川源三 53

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 主婦の講
座

家庭（七） 高島平三郎 56

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（一四） 土肥衛 63

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 問題提唱
篇

『児童と宗教』の童話を読んで 久留島武彦 67

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 問題提唱
篇

宗教々育に就いて 白井嘉門 68

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 問題提唱
篇

郷土教育と宗教教育 沖本滋虎 70

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 雑草苑 つまらザル記 高安光三 71

6
第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 雑草苑 えらく淡い恋 佐野友章作／山本

直治絵
73

6 第10巻第1号 1932(昭和7)01.01 世はさまざま（編輯後記） 伊藤生 75

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 順子の画像 小野源一 表紙

6
第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 松田三郎 目次扉・

カット

6
第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 佐野友章 カット・挿

絵

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 早春の満洲 口絵1

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 すべてを原始に帰せ 口絵2

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 子供を中心に 口絵3

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 巻頭言 純真な良寛 田中竜夫 1

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 親爺の子守 志賀志那人 2

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 太平洋文化と児童愛護 田中竜夫 4

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 一昔を語る 村島帰之 6

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 両親の再
教育

子供論（四） 市川源三 10

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 両親の再
教育

子供の心理（九） 黒瀬艶子 14

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 両親の再
教育

動物の母の愛（八） 谷津直秀 21

6
第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 両親の再

教育
喪はれた名物女 良き母か良き運動家

か
閃々燈子 24

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 育児智識 おもちやと子供の病気 竹内薫兵 25

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 育児智識 家庭常備薬 大野潤一郎 33

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 育児智識 子供は強く愛らしく（六） 伊藤謙吉 37

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 主婦の講
座

人生の幸福と家庭の和楽 高島平三郎 43

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（一五） 土肥衛 47

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 童話篇 お母様の童話（三） 芦谷芦村 51

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 童話 童話篇 音楽家と踊り子 高瀬無絃 53

6
第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 魂に聴く 魂に聴く（一） 伊藤悌二先生の尊き

足跡
谷中泰輔 57

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 随筆 魂に聴く 魂ものがたり 芳川顕雄 59

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 魂に聴く 小学児童の母の心得 小林三郎 62

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 友情篇 初めて東京と大阪を見る 伊藤悌二 63

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 俳句 友情篇 かゞやく銀盤 前田夢一 66

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 短歌 友情篇 わが子の歌 岡田道一 67

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 俳句 友情篇 スキー行 志賀夾竹桃 68

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 友情篇 帰つて来たステツキとシヤツ 伊藤悌二 69

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 友情篇 欧洲より帰りて 沖野岩三郎 71

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 友情篇 種子島より 有富虎之助 71

6 第10巻第2号 1932(昭和7)02.01 私の頁（編輯を終りて） 伊藤生 73

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 順子の運動の図 小野源一 表紙

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 松田三郎 目次扉

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 松田三郎 扉・カット

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 佐野友章 カット

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 新しい雛人形 口絵1

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 名映画『旅愁』の母と子 口絵2

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 柘榴の花咲く頃 佐野友章 口絵3

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 巻頭言 出征軍人見送りの一情景 伊藤悌二 1

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 新入学児童の保健 岡田道一 2
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6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 郷土愛の権化なつかしの我が松崎黄碩翁 伊藤悌二 6

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 郷土教育の情意的方面と宗教的方面 谷中泰輔 9

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 両親の再
教育

我子の心理 黒瀬艶子 11

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 両親の再
教育

動物の母の愛（九） 谷津直秀 17

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 両親の再
教育

妻のお産は自分で為た 沖本滋虎 21

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 育児智識 おもちゃと中毒 竹内薫兵 22

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 育児智識 子供は強く愛らしく(七) 伊藤謙吉 24

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 育児智識 石炭酸とリゾールと消毒法 大野潤一郎 28

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 育児智識 自習を導く母の心得 小林三郎 35

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 主婦の講
座

霊の母 谷津直秀 37

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為に（一六） 土肥衛 40

6
第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 魂に聴く 魂に聴く(ニ) 伊藤悌二先生の尊き

足跡
谷中泰輔 47

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 魂に聴く 裸童山陽(ニ) 岡田播陽 50

6
第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 春光麗日 柘榴の花咲く頃 或る少年と少女の会

話
桐野葉子 54

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 童話 春光麗日 海坊主 沖本滋虎 61

6
第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 友情篇 応大阪児童愛護聯盟主事伊藤悌二氏之芳志

之記
松崎黄碩 66

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 友情篇 恭祭中島恒康君之英霊 松崎黄碩 68

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 友情篇 アツトホウム号の感想 斗倉米子 69

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 友情篇 アツトホウム号の魅力 沖本滋虎 71

6 第10巻第3号 1932(昭和7)03.01 私の頁（編輯後記） 伊藤悌二 72

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 順子運動の図 小野源一 表紙

6
第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 佐野友章 目次扉・

カット

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 松田三郎 扉・カット

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 戦争ごつこ 口絵1

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 大阪最初の文化運動 口絵2

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 雀の御宿 口絵3

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 巻頭言 本誌への厚意 伊藤悌二 1

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 縄飛び 志賀志那人 2

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 小泉八雲先生を新に憶ふ 高尾亮雄 4

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 苦難の中に光明を歌つた須古秀子夫人 伊藤悌二 7

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 両親の再
教育

新入学児童の保健（二） 岡田道一 10

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 両親の再
教育

我子の心理 黒瀬艶子 13

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 育児智識 小児の健康について 太田孝之 21

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 育児智識 家庭常備薬 大野潤一郎 25

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 育児智識 家庭を嫌ふ近代女性の末路 28

6
第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 育児智識 我子の導き方 手を引張るな後から

指示せよ
小林三郎 29

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 育児智識 英国皇太子の歯の演説 野崎吉郎 34

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 主婦の講
座

教養漫録（七） 矢野雄 35

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 主婦の講
座

胎教 嬰児の精神 高島平三郎 39

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（一七） 土肥衛 46

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 俳句 踏青 前田夢一 49

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 明朗な感
想

朗かな感想と追憶 沖本滋虎 50

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 明朗な感
想

純真な素朴美 伊藤悌二氏の横顔 三瓶英太郎 52

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 童話 明朗な感
想

小さな風見の鶏 高瀬嘉男 56

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 春光麗日 伊藤主幹の熱海に於ける講演 宮本忠男 61

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 春光麗日 髯と終列車 伊藤悌二 67

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 春光麗日 我が郷土のほこり（序文） 伊藤悌二 68

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 春光麗日 金山城址之碑（原文） 岡千仭 69

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 春光麗日 金山城址の碑（訳文） 松崎黄碩 70

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 第六回全国乳幼児愛護週間実施要項 73

6 第10巻第4号 1932(昭和7)04.01 片桐教授と中曽根画伯（私の頁） イトウ生 75

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 順子運動の図 小野源一 表紙

6
第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 佐野友章 目次扉・

カット

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 松田三郎 扉・カット

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 酒場の母 口絵1

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 若葉輝く頃 口絵2

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 ロシヤ服を着たる子供 口絵3

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 国民として伊藤主事に感謝す 二荒芳徳 1

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 第一回全関東乳幼児審査会 2

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 翼をなくした天使 村島帰之 5

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 母 市川源三 11

6
第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 宗近の名刀と油絵小春日和 永松海軍大佐と西牧

画伯の友情
伊藤悌二 18

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 両親の再
教育

同感と暗示（児童心理講座） 黒瀬艶子 22

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 両親の再
教育

児童の身体検査とその注意 岡田道一 27

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 両親の再
教育

児童の心身発育に就いて 小林三郎 31

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 主婦の講
座

児童と人生 高島平三郎 36

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（一八） 土肥衛 42

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 主婦の講
座

唱歌と童謡 沖野岩三郎 46

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 短歌 主婦の講
座

五月の太陽 伊藤悌二 49
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6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 育児智識 初生児の育て方 吉岡弥生 50

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 育児智識 小児の食物 高橋ミチ子 54

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 育児智識 小児の健康について（二） 太田孝之 58

6
第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 育児智識 男女学生の性問題 同性愛と異性愛につ

いて
大阪教護聯盟 60

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 育児智識 映画もの語り『酒場の母』 60

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 魂に聴く 『ロ行脚』の父より 田村克巳 63

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 魂に聴く 子の観たる『父浜口雄幸』 北田悌子 67

6
第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 魂に聴く 魂に聴く 伊藤悌二氏の尊き足

跡
谷中泰輔 69

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 新緑随想 初夏の言葉 伊藤悌二 72

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 伊藤悌二後援会設立 73

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 新緑随想 郷土のほこり 星泰三郎 74

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 新緑随想 びんの中の大男 芦谷芦村 77

6 第10巻第5号 1932(昭和7)05.01 私の頁（編輯後記） 伊藤悌二 79

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 手まりを持つ少女の図 小野源一 表紙

6
第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 佐野友章 目次扉・

カット

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 松田三郎 扉・カット

6
第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 第一回全関東乳幼児審査会総裁文部大臣鳩

山一郎氏
口絵1

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 調布多摩川の京王林間学校実況 口絵2

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 童画二葉 口絵3

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 巻頭言 第二次の全国的運動 伊藤悌二 1

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 不良児の知春期 村島帰之 2

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 母（二） 市川源三 7

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 友情篇 仙台より 秋保孝蔵 10

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 友情篇 東京より 三好義春 10

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 友情篇 武蔵境より 丸山鋭雄 11

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 両親の再
教育

幼児の精神 高島平三郎 12

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 両親の再
教育

模倣（児童心理講座） 黒瀬艶子 18

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 両親の再
教育

成功を急いではならぬ 小林三郎 20

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 主婦の講
座

児童と人生 高島平三郎 24

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（一九） 土肥衛 28

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 主婦の講
座

気を失つた場合 大野潤一郎 32

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 主婦の講
座

恐るべき蝿 谷津直秀 36

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 育児智識 初生児の育て方（二） 吉岡弥生 41

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 育児智識 消化吸収及び排泄 高橋ミチ子 45

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 育児智識 家庭常備品 大野潤一郎 49

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 桐の咲く
頃

裸童山陽（三） 岡田播陽 54

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 桐の咲く
頃

愛児の為めの家庭園芸 植田善蔵 58

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 短歌 桐の咲く
頃

桐の花咲く頃 伊藤悌二 60

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 桐の咲く
頃

悲しき親の口真似 浅田兼松 62

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 童話時代 童話は児童の神話である 沖野岩三郎 64

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 童話 童話時代 槍の穂先 沖本滋虎 68

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 童話時代 山犬と駱駝 芦谷芦村 72

6 第10巻第6号 1932(昭和7)06.01 私の頁（編輯後記） 伊藤悌二 76

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 手まりを持つ少女の図 小野源一 表紙

6
第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 佐野友章 目次扉・

カット

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 松田三郎 扉・カット

6
第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 東都の初夏に光彩を放てる全関東乳幼児審

査会
口絵1

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 審査委員諸博士の熱心な審査ぶり 口絵2

6
第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 ジヤーナリズムやシネマの一番人気をよん

だところ
口絵3

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 鳩山文部大臣夫人とその他各方面の参観 口絵4

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 巻頭言 魂の抜けた社会事業 伊藤悌二 1

6
第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 東京赤ちやん審査会の記 全関東乳幼児審査会

概況
伊藤悌二 2

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 碧空静話 『青空の下の原つぱ』を読む 新叢未明童話（１） 高瀬嘉男 7

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 碧空静話 裸童山陽（四） 岡田播陽 11

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 碧空静話 平田篤胤とその妻 山内秀彦 15

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 両親の再
教育

読物の系統的進路 沖野岩三郎 21

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 両親の再
教育

興味を起させよ 小林三郎 24

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 両親の再
教育

習慣に就て 黒瀬艶子 27

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 主婦の講
座

不良児と娯楽 村島帰之 31

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 主婦の講
座

母（三） 市川源三 37

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（二〇） 土肥衛 41

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 育児智識 初生児の育て方（三） 吉岡弥生 45

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 育児智識 小児の衣服について 高橋ミチ子 49

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 育児智識 家庭常備品 大野潤一郎 52

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 育児智識 牛乳は今頃腐り易い 広瀬興 55

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 育児智識 春草会詠草（浴衣） 56

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 新旧愛郷
篇

ふるさと（一） 桐野葉子 58

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 短歌 新旧愛郷
篇

白日の下に 伊藤悌二 62
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6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 新旧愛郷
篇

西のふるさとさして 伊藤悌二 64

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 童話と実
話

お坊さんの失敗 芦谷芦村 67

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 童話と実
話

火事をのがれて 伊藤悌二 70

6 第10巻第7号 1932(昭和7)07.01 奈良五条の愛護大会（編輯の後） 伊藤悌二 72

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 手まりを持つ少女の図 小野源一 表紙

6
第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 佐野友章 目次扉・

カット

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 松田三郎 扉・カット

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 夏なほ寒し 口絵1

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 最優良児の先輩 口絵2

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 東京審査会後報 口絵3

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 審査主任鎮目博士と鳩山文相夫人 口絵4

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 巻頭言 努力の人たれ 岸辺福雄 1

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 雑誌経営者としての喜び 礼儀を識らぬ日本人 伊藤悌二 2

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 青渓氏の文筆生活五十年祝賀会 伊藤悌二 6

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 爽風閑話 ふるさと（二） 桐野葉子 9

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 爽風閑話 『青空の下の原つぱ』を読む（二） 新叢未明童話（２） 高瀬嘉男 13

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 爽風閑話 裸童山陽（五） 岡田播陽 18

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 短歌 爽風閑話 月見草咲く丘 伊藤悌二 22

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 両親の再
教育

幼児の精神 高島平三郎 24

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 両親の再
教育

自習の方法 小林三郎 30

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 両親の再
教育

子供の想像作用 黒瀬艶子 35

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 主婦の講
座

小学児童の飲酒 村島帰之 39

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（二一） 土肥衛 42

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 主婦の講
座

人生の祝事賀寿 49

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 育児智識 発熱の場合 大野潤一郎 51

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 育児智識 出血の場合 大野潤一郎 53

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 育児智識 居室の注意 高橋ミチ子 57

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 雑草苑 蝿の一代記 谷津直秀 60

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 雑草苑 ジヤツクのおみやげ 芦谷芦村 63

6 第10巻第8号 1932(昭和7)08.01 編輯後記 伊藤悌二 67

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 手まりを持つ少女の図 小野源一 表紙

6
第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 松田三郎 目次扉・

カット

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 佐野友章 カット

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 第十回あかんぼ審査会 前付

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 光栄ある優良児の代表 口絵1

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 第一回全関東乳幼児審査会表彰式 口絵2

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 かんかん蝉のなく故郷 口絵3

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 巻頭言 健康と寿命 伊藤悌二 1

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 桔梗の花咲く故郷へ 盛夏歌の旅日記 伊藤悌二 2

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 子供の躾け方 長崎発生 10

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 新母性読
本

母の不注意子の難儀 土肥衛 14

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 新母性読
本

児童と人生（二） 高島平三郎 17

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 新母性読
本

おもちやの選び方 関寛之 19

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 新母性読
本

子供と夢 黒瀬艶子 24

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 両親の再
教育

少年少女の精神 高島平三郎 28

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 両親の再
教育

国語読方の自習 小林三郎 33

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 両親の再
教育

家庭で出来る人形芝居の作り方 内山憲堂 36

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 主婦の講
座

不良児と読物 村島帰之 39

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（二二） 土肥衛 43

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 主婦の講
座

離乳期の栄養食 中鉢不二郎 49

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 育児智識 気を失つた場合（二） 大野潤一郎 51

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 育児智識 痛の場合 大野潤一郎 55

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 育児智識 小児と室外生活 高橋ミチ子 59

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 碧空爽話 裸童山陽（六） 岡田播陽 62

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 碧空爽話 奥州北磐城への歌行脚 伊藤悌二 64

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 碧空爽話 日本一の「健康児」を生んだ紀州の箕島 石井伝一 67

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 碧空爽話 満洲より帰りて 芳川顕雄 68

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 新聞紙の表彰式報 70

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 メンドリとウスとミツバチの御話 芦谷芦村 72

6 第10巻第9号 1932(昭和7)09.01 編輯後記（旅の報告書） 伊藤悌二 77

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 生命の躍動 小野源一 表紙

6
第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 松田三郎 目次扉・

カット

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 佐野友章 カット

6
第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 第十年記念大阪赤ん坊審査会を参観された

我等の関市長
口絵1

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 さながら子供の楽園を現出 口絵2

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 審査は科学的体系の樹立を目的とする 口絵3

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 十余年前よりの審査会奉仕者 口絵4

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 巻頭句 あかんぼ審査会に臨みて 生地憲 1

6
第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 全国に範を垂れたる第十年記念大阪赤ん坊

審査会の記
伊藤悌二 2

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 曲芸・待の流し・待合奉公も厳禁 9

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 短歌 吾子の日記 前田夕暮 10
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6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 新母性読
本

母の不注意子の難儀（二） 土肥衛 11

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 新母性読
本

おもちやの選び方 関寛之 15

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 新母性読
本

子供と夢（二） 黒瀬艶子 18

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 新母性読
本

国語読方の自習 小林三郎 21

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 主婦の講
座

児童の貧血 岡田道一 23

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 主婦の講
座

堕落少年 村島帰之 25

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（二三） 土肥衛 27

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 審査会評
判記

赤ん坊の秋・恒例大阪の審査会 33

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 育児智識 火傷及中毒の場合 大野潤一郎 38

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 育児智識 子供の抱き方及身体の清潔汗の処置 高橋ミチ子 41

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 育児智識 鉛毒から起る乳児の脳膜炎 京都市児童院 45

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 育児智識 玩具を与へるにもこの注意を 京都市児童院 46

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 俳句 あかかゝち 前田夢一 49

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 碧空爽話 青木律彦先生を追憶して 沖本滋虎 50

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 碧空爽話 阿波紀行 前田夢一 58

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 短歌 碧空爽話 初秋の歌 伊藤悌二 60

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 童話 童話時代 巨男は見つからなかつたら 高瀬嘉男 62

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 童話 童話時代 百地蔵 沖本白水 66

6
第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 子供の世

紀時評
子供の銭を捲上げる遊戯 69

6
第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 子供の世

紀時評
昔から変化を見ぬ玩具の世界 69

6
第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 子供の世

紀時評
親子心中の犠牲幼児八百余名 70

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 第十回大阪赤ん坊審査会奉仕者芳名 71

6 第10巻第10号 1932(昭和7)10.01 審査会を終つて（編輯の後） 伊藤悌二 73

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 生命の躍動 小野源一 表紙

6
第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 松田三郎 目次扉・

カット

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 佐野友章 カット

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 大岩名古屋市長の第一回中京審査会参観 口絵1

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 本年掉尾の中部日本に於ける愛護運動 口絵2

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 意義ある名古屋の年中行事の第一歩 口絵3

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 祖母性愛（帝展出品の二作） 口絵4

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 巻頭言 先学者よ言を慎め！ 伊藤悌二 1

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 第一回名古屋赤ん坊審査会 伊藤悌二 2

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 第一回中京乳幼児審査会要旨 9

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 教養漫録（八） 矢野雄 10

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 新母性読
本

母の不注意子の難儀（三） 土肥衛 13

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 新母性読
本

おもちやの選び方 関寛之 17

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 新母性読
本

夜の夢 黒瀬艶子 20

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 新母性読
本

国語読方の自習 小林三郎 24

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 主婦の講
座

宗教と社会改善 賀川豊彦 31

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 主婦の講
座

硬派不良少年 村島帰之 35

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（二四） 土肥衛 37

6
第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 第一回名古屋赤ん坊審査会評判記（名古屋

新聞）
41

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 育児智識 咬傷の場合と刺傷の場合 大野潤一郎 45

6
第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 育児智識 小児受診時に於ける附添人及び看護婦の注

意
高橋ミチ子 49

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 育児智識 感冒がはやる子供にはこの御用心 55

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 碧空爽話 樺太物語（一） 松本かづ子 56

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 碧空爽話 日本ライン清遊の歌 伊藤悌二 60

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 碧空爽話 伊藤悌二氏の短歌 人間が動いてゐる 渡部正直 62

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 碧空爽話 伊藤悌二氏の短歌 本心の声をきく 斗倉米子 63

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 碧空爽話 伊藤悌二氏の短歌 真実の流露 今中楓渓 64

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 碧空爽話 伊藤悌二氏の短歌 自然に涙がこぼれる 桐野葉子 65

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 童話時代 童話で手工を教授 内山憲堂 66

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 童話時代 ハンスの帽子（メエルヘン） 芦谷芦村 68

6
第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 子供の世

紀時評
通学と誘惑 72

6
第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 子供の世

紀時評
欠食児潤はせる栄養給食の運動 73

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 俳壇（高梁） 草燈社 74

6 第10巻第11号 1932(昭和7)11.01 名古屋の事業がすんだ（編輯後記） 伊藤悌二 75

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 生命の躍動 小野源一 表紙

6
第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 松田三郎 目次扉・

カット

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 佐野友章 カット

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 大阪審査会々長関市長と同会の幹部 口絵1

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 人気者ロバート・クーガンの表情 口絵2

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 演劇に於ける親子 口絵3

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 巻頭言 時潮時論 平凡人の勝利 伊藤悌二 1

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 時潮時論 興行映画と小供 寺川信 2

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 時潮時論 乳児死亡率低減に関する一方策 佐野寅一 7

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 時潮時論 危険なる童話の悪用 藤野福雄 10

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 短歌 時潮時論 茅海の朝明 寺川信 11
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6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 新母性読
本

母の不注意子の難儀（四） 土肥衛 13

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 新母性読
本

子供と嘘言 黒瀬艶子 16

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 新母性読
本

友情 田中竜夫 23

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 主婦の講
座

宗教と人生 賀川豊彦 27

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 主婦の講
座

婦人と俳句 前田夢一 33

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 主婦の講
座

堕落少年 村島帰之 37

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 主婦の講
座

母となるべき婦人の為めに（二五） 土肥衛 40

6
第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 感化教育

の体験
社会が恐るゝ人 川口信教 43

6
第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 感化教育

の体験
彼の女は何処へ行く 川口信教 48

6
第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 感化教育

の体験
姉の犠牲となつて 川口信教 49

6
第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 育児智識 小児受診時に於ける附添人及び看護婦の注

意（二）
高橋ミチ子 52

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 育児智識 妊娠中の婦人の心得 56

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 育児智識 乳離れ時の栄養 京都市児童院 59

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 碧空爽話 児童と文学 松村武雄 60

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 碧空爽話 子を持つて知る子の恩 村島帰之 65

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 短歌 碧空爽話 孫隆一を歌へる 今中楓渓 68

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 碧空爽話 樺太物語（二） 松本かづ子 69

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 碧空爽話 旅中吟二十首 沖本滋虎 74

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 俳壇（霧、焚火、小六月、冬桜） 草燈社 76

6 第10巻第12号 1932(昭和7)12.01 編輯後記 伊藤悌二 78

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 梅林のおてだま（順子像） 小野源一 表紙

6
第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 松田三郎 目次扉・

カット

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 佐野友章 カット

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 第十回あかんぼ審査会審査成績一覧 前付

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 朝海 寺川信 口絵1

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 第十回記念大阪あかんぼ審査会表彰式 口絵2

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 優良児とその家庭 口絵3

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 とり年に因みて 口絵4

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 巻頭言 時潮時論 要領ではない努力だ 伊藤悌二 1

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 時潮時論 子供の世紀十周年 志賀志那人 2

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 時潮時論 母親のメンタルテスト 伊藤悌二 3

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 時潮時論 ドン底のこども 村島帰之 8

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 時潮時論 興業映画と子供（二） 寺川信 14

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 俳句 井華水 前田夢一 19

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 時潮時論 不生産的な結婚の調度 20

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 育児智識 所謂脳膜炎 佐野寅一 23

6
第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 育児智識 冬に起る子供の病気（一） 家庭に於ける主婦へ

の警告
生地憲 27

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 俳句 冬隣 生地夢草 29

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 育児智識 血液循環（一） 高橋ミチ子 30

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 最優良児
表彰

可愛い手に表彰状（大阪朝日新聞） 32

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 最優良児
表彰

会長関大阪市長の式辞 関一 33

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 最優良児
表彰

県大阪府知事の祝辞 県忍 34

6
第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 最優良児

表彰
働く階級に最優良児が多い（大阪朝日新
聞）

35

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 最優良児
表彰

第十回大阪あかんぼ審査会大阪市賞受領者 36

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 最優良児
表彰

第十回大阪あかんぼ審査会聯盟賞受領者 37

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 新春随想 よい正月を迎へに 川口信教 41

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 新春随想 子ゆゑに 高瀬嘉男 46

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 新春随想 みそこしのたび 関西旅行の断想 沖本滋虎 48

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 主婦の講
座

児童と文学（二） 松村武雄 55

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 主婦の講
座

思想作用 高島平三郎 59

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 主婦の講
座

お乳の話 佐野寅一 63

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 主婦の講
座

玩具による教育の実験 今村幾太 66

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 霜晨爽話 瓢箪山上より 喜多吉哉 69

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 短歌 霜晨爽話 独楽と戯る 伊藤悌二 72

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 霜晨爽話 樺太物語（三） 松本かづ子 74

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 霜晨爽話 女性徒の行方 川口信教 77

6 第11巻第1号 1933(昭和8)01.01 編輯の後 伊藤悌二 79

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 梅林のおてだま（順子像） 小野源一 表紙

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 松田三郎 目次扉・
カット

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 佐野友章 カット

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 若き母美しい子 口絵1

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 ありし日の本山大毎、東日社長 口絵2

6
第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 破壊された私の偶像 桐野葉子文／西牧

恭平画
口絵3

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 日本に珍らしい少女消防隊 口絵4

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 巻頭言 研究と随
感

小事に忠なりし本山翁 伊藤悌二 1

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 研究と随
感

梅と和泉式部及びその時代 寺川信 2

6
第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 研究と随

感
教育を売る者と教育に死する者 此の旅中感想文を谷

中泰輔兄に捧ぐ
沖本滋虎 6
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6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 研究と随
感

白梅は微笑む 四十年前の追憶 伊藤悌二 12

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 両親の再
教育

不良学生 村島帰之 16

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 両親の再
教育

子供の思考作用（一） 黒瀬艶子 23

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 両親の再
教育

感情 高島平三郎 28

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 両親の再
教育

形式方面の練習 小林三郎 32

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 雪の中禅寺湖へ 伊藤悌二 35

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 短歌 雨の道頓堀に 寺川信 36

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 舳乗の宗さん 沖本滋虎 38

6
第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 童話と実

話
父が発狂するまで 母の罪より父は精神

病
川口信教 44

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 懐炉、温室の花（俳壇） 草燈社 52

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 六号活字
時代

野の開拓者 泉冬彦 55

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 六号活字
時代

瓢箪山上より 喜多吉哉 58

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 六号活字
時代

旧き恩人を訪ふ 正月の日記 伊藤悌二 62

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 時評 六号活字
時代

子供の結核と日光浴 65

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 愛児礼讃 愛児歌唱 中河幹子 66

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 愛児礼讃 伸びゆく子 若山喜志子 66

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 愛児礼讃 子を歌へる 中原綾子 67

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 愛児礼讃 ほしき吾子 清水乙女 67

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 愛児礼讃 破魔弓 伊藤悌二 68

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 育児智識 血液循環（二） 高橋ミチ子 70

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 育児智識 坪井内科院の復興を祝して 河合栄治 74

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 育児智識 日本土俗玩具目録（一） 尾崎清次 75

6 第11巻第2号 1933(昭和8)02.01 同郷人会と小糸行（編輯の後） 伊藤悌二 79

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 梅林のおてだま（順子像） 小野源一 表紙

7
第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 佐野友章 カット

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 第一回中京乳幼児審査会表彰式 口絵1

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 郷土を誇れ 口絵2

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 伊豆伊東の旅 口絵3

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 陽なたぼつこり 口絵4

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 鬼怒川のはざまに光る高原山 西牧恭平画 口絵5

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 巻頭言 母性講座 非常時日本への貢献 伊藤悌二 1

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 母性講座 将来の母たる人々へ（一）（講演） 土肥衛 2

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 母性講座 母親のメンタルテスト（二） 伊藤悌二 6

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 時評 母性講座 近来流行の母子心中 10

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 時評 母性講座 父母の外出好きと影響 10

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 春日麗想 雪は花か・毛氈か 村島帰之 11

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 春日麗想 雛におもふこと 寺川信 14

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 春日麗想 撞かぬ鐘の音 前田夢一 20

7
第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 育児知識 冬から春に起る子供の病気 家庭に於ける主婦へ

の警告
生地憲 24

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 育児知識 お乳の話（二） 佐野寅一 28

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 育児知識 児童と文学（三） 松村武雄 33

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 短歌 桜木冬 寺川信 35

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 童心飛躍 瓢箪山上より 喜多吉哉 36

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 童心飛躍 みそこしのたび 沖本滋虎 43

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 童心飛躍 樺太物語（三） 松本かづ子 47

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 童心飛躍 伊豆早春 鈴木恒雄 49

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 童心飛躍 谿泉集 伊藤悌二 50

7
第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 中京審査

会表彰式
表彰式祝辞 遠藤柳作 52

7
第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 中京審査

会表彰式
丸々肥えた赤ちやんに御褒美（名古屋新
聞）

53

7
第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 中京審査

会表彰式
乳幼児審査会の入選幼児表彰式（新愛知） 53

7
第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 中京審査

会表彰式
厳重審査の結果最優良児決る（名古屋） 54

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 碧空爽話 梅と和泉式部及びその時代（二） 寺川信 55

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 碧空爽話 野の開拓者（二） 泉冬彦 59

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 碧空爽話 伊藤悌二氏の功績を思ふ 橋詰せみ郎 63

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 俳壇（氷、避寒、雪折） 草燈社 64

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 研究と標
幟

悪化の径路 村島帰之 66

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 研究と標
幟

日本土俗玩具目録（二） 尾崎清次 71

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 「大阪自然保姆学校要項」 76

7 第11巻第3号 1933(昭和8)03.01 名古屋、東京、伊東の旅（編輯の後） 伊藤悌二 79

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 フランス人形 山本直治 表紙

7
第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 佐野友章 カット

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 溢るゝ母性愛 口絵1

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 童心の独占者榎本健一君の孫悟空 伊藤悌二文 口絵2

7
第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 今はなき沢田正二郎氏と若かりし賀川豊彦

氏
伊藤悌二文 口絵3

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 広島に津田先生を訪ねて 口絵4

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 巻頭言 両親の再
教育

東北地方大異変 伊藤悌二 1
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7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 両親の再
教育

非常時日本と忍の一字 田中竜夫 2

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 両親の再
教育

将来の母たる人々へ（二）（講演） 土肥衛 5

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 両親の再
教育

無理とは 塚田喜太郎 10

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 随筆 同人の領
域

父の春・子の春 尾関岩二 13

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 詩 同人の領
域

四つの春 渡部正直 16

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 同人の領
域

読物から、街頭から 藤野福雄 18

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 同人の領
域

面疔を克復する 沖本滋虎 20

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 育児知識 怖ろしい先天梅毒のお話 宇留野勝弥 26

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 育児知識 脳味噌の話 川上漸 31

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 育児知識 体温（一） 高橋ミチ子 34

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 育児知識 春先きに多い麻疹衛生 福井繁 38

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 時論と創
作

瓢箪山上より 喜多吉哉 41

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 時論と創
作

明日の映画としての新形式『さくらの春』 寺川信 45

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 時論と創
作

野の開拓者（三） 泉冬彦 49

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 研究と標
幟

日本土俗玩具目録（三） 尾崎清次 53

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 研究と標
幟

子供の判断と推理 黒瀬艶子 56

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 研究と標
幟

母親のメンタルテスト（三） 伊藤悌二 60

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 春日麗想 中学時代の恩師津田克太郎先生 伊藤悌二 63

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 春日麗想 伊藤悌二氏の短歌 寺川信 69

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 短歌 春日麗想 鶺鴒の飛ぶ渚 伊藤悌二 72

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 春日麗想 悲しき少年の実話 川口信教 74

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 春日麗想 俳壇（梅・初午・残雪） 草燈社 77

7 第11巻第4号 1933(昭和8)04.01 編輯余録 伊藤悌二 78

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 フランス人形 山本直治 表紙

7
第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 佐野友章 カット

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 五月人形 口絵1

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 待たるゝ東京三越の赤ちやん審査会 口絵2

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 山室中将と其筆蹟 口絵3

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 教育は永遠なり 口絵4

7
第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 巻頭言 児童愛護

の再吟味
第五回東京乳幼児審査会 伊藤悌二 1

7
第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 児童愛護

の再吟味
種痘の記念日に際して ジエンナーの功績を

偲ぶ
佐野寅一 2

7
第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 児童愛護

の再吟味
怖ろしい先天梅毒のお話（二） 宇留野勝弥 5

7
第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 児童愛護

の再吟味
非常時日本と忍の一字（二） 田中竜夫 9

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 読書余録 その頃の絵と本と話 尾関岩二 12

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 読書余録 『草笛吹けば』を読む（一） 高瀬嘉男 17

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 読書余録 寺川氏の『和泉式部とその時代』を読みて 沖本滋虎 21

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 両親の反
省

仕事の指導順序 小林三郎 25

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 両親の反
省

子供の判断と推理（二） 黒瀬艶子 29

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 両親の反
省

不良児団 村島帰之 33

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 両親の反
省

体温の変化に就て（一） 高橋ミチ子 37

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 子煩悩礼
讃

郵便切手と子供 木下乙市 40

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 子煩悩礼
讃

子供三人 橋本静雄 45

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 俳壇 草燈社 46

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 緑蔭清話 あしびの奈良 寺川信 48

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 緑蔭清話 瓢箪山上より 喜多吉哉 52

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 緑蔭清話 故朝倉義先生を憶ふ 竹内綾雄 57

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 緑蔭清話 子供の世紀三月号読後の感 沖本滋虎 60

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 創作と童
話

野の開拓者（四） 泉冬彦 62

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 童話 創作と童
話

岡漁師の吉さん 沖本滋虎 65

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 短歌 創作と童
話

浜木棉の花 寺川信 70

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 創作と童
話

奈良撮影行 71

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 吾等の領
域

日本土俗玩具目録（四） 尾崎清次 72

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 吾等の領
域

或る夜の一とき 前田夢一 74

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 短歌 吾等の領
域

豊旗の雲 伊藤悌二 76

7 第11巻第5号 1933(昭和8)05.01 武蔵野、山室中将（余録） 伊藤悌二 79

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 フランス人形 山本直治 表紙

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 松田三郎 目次扉・
カット

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 佐野友章 カット

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 御揃ひの内親王殿下御三方 口絵1

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 総裁鳩山文部大臣の御一家 口絵2

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 岸辺のおぢさんの還暦祝ひ 口絵3

7
第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 巻頭言 母性愛の

再考察
東京審査会の準備成る 伊藤悌二 1

7
第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 母性愛の

再考察
母性愛に生きた藤原時代の一女性 寺川信 2

7
第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 母性愛の

再考察
この頃の社会相を観る 前田夢一 7

7
第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 母性愛の

再考察
誤親切 塚田喜太郎 11

7
第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 母性愛の

再考察
第五回全東京乳幼児審査会規定 14
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7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 六月の太
陽

分教場時代 尾関岩二 17

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 六月の太
陽

瓢箪山上より 喜多吉哉 19

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 六月の太
陽

樺太物語 松本かづ子 25

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 六月の太
陽

なつかしい鶏の鳴き声 沖本滋虎 27

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 両親の再
教育

特に訓育上より見たる子供の心理 黒瀬艶子 28

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 両親の再
教育

児童と文学（四） 松村武雄 33

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 両親の再
教育

算術の自習 小林三郎 36

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 両親の再
教育

一年生の児を持つ親に語る 楠晴崖 38

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 童話 童話と訓
話

杉村直衛門 沖本白水 42

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 童話と訓
話

あなたの眼球 川上漸 47

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 童話と訓
話

千鳥のおゆめを読む（二） 高瀬嘉男 50

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 育児知識 小児疾病の予防（一） 森田幸門 52

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 俳壇（桜鯛、菊の苗、春の蚊） 草燈社 56

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 育児知識 初生児の取扱法及び治療介助 高橋ミチ子 58

7
第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 どん底描

写
ドン底の母子（１） 方面委員のカードか

ら
村島帰之 61

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 どん底描
写

鉄路の錆と消えた父を待って 川口信教 64

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 どん底描
写

不良児団 村島帰之 66

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 緑野渺茫 伊藤悌二氏のふるさとを語る 桐野葉子 70

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 緑野渺茫 伊藤主幹の短歌に答ふ 喜多吉哉 76

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 短歌 緑野渺茫 雨の武蔵野 伊藤悌二 78

7 第11巻第6号 1933(昭和8)06.01 編輯余録 伊藤悌二 80

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 〔若き母に栄光あれ〕 〔中島康博〕 表紙

7
第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 佐野友章 カット

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 李王妃殿下本聯盟の審査会に成らせらる 口絵1

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 総裁代理鳩山文相夫人の参観 口絵2

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 東京の審査会に集まつたママさんたち 口絵3

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 巻頭言 審査会の
光栄

李王妃殿下の台臨を仰ぎて 伊藤悌二 1

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 審査会の
光栄

母親のメンタルテスト（四） 伊藤悌二 2

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 狭育 塚田喜太郎 6

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 盗癖 村島帰之 9

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 霊の記念
塔

瓢箪山上より 喜多吉哉 14

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 霊の記念
塔

寂しき記念塔 谷中泰輔 18

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 霊の記念
塔

樺太物語（四） 松本かづ子 20

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 育児知識 小児疾病の予防（二） 森田幸門 22

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 育児知識 初生児の取扱法及び治療介助（二） 高橋ミチ子 28

7
第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 育児知識 赤痢及疫痢の治療と栄養に関する二三の経

験
鎮目専之助 32

7
第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 育児知識 ビオスメールを以て飼育せる動物の比較実

験
黒須馦 33

7
第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 どん底描

写
ドン底の母子（2） 方面委員のカードか

ら（二）
村島帰之 34

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 どん底描
写

癲癇の父を持つ子 川口信教 37

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 どん底描
写

不良児団 村島帰之 41

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 両親の再
教育

英雄崇拝 高島平三郎 44

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 両親の再
教育

ムシ歯を恐るゝ角度と今日の常識 野崎吉郎 49

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 両親の再
教育

日本土俗玩具目録 尾崎清次 53

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 童話と訓
話

目も鼻も居候者 川上漸 58

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 童話と訓
話

ヒヤシンス（花物語） 瀬尾正夫 61

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 童話と訓
話

かしこいむすめ（メエルヘン） 芦谷芦村 63

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 短歌 雑草苑 親としての歌 山中歌津秋 68

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 短歌 雑草苑 つゝじ咲く頃 伊藤悌二 70

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 雑草苑 俳壇（雞膓草、遍路） 草燈社 72

7 第11巻第7号 1933(昭和8)07.01 東京の審査会を終りて（編輯後記） 伊藤悌二 75

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 若き母に光栄あれ 中島康博 表紙

7
第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 佐野友章 カット

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 李王妃殿下乳幼児を愛撫し給ふ 口絵1

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 未曾有の盛況裡に東京審査会を了へて 口絵2

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 鳩山文相夫人と岸辺福雄翁の参観 口絵3

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 巻頭言 東京審査
会

日本の将来はどうなる 伊藤悌二 1

7
第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 東京審査

会
全日本の各団体に範を垂れたる第五回全東
京乳幼児審査会

伊藤悌二 2

7
第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 東京審査

会
妃殿下のお前で坊ちやんが大活動（東京時
事新報）

9

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 東京審査
会

自慢の赤ちやん較べ（東京日日新聞） 9

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 東京審査
会

運動選手の赤ちゃん大てい落選（東京日日
新聞）

井沢真太郎 10

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 東京審査
会

赤ちやん審査会役附 11

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 東京審査
会

小児保健研究会趣意及規約 12

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 小児医学 小児疾病の予防（三） 森田幸門 14

7
第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 小児医学 乳児重症栄養障碍に於ける濃厚重湯療法に

就て
小山武夫 18
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7
第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 小児医学 東北帝大小児科にて使用しつゝある乳児粘

滑汁の調製法
佐藤彰 19

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 小児医学 乳幼児重症消化不良症の療法 佐藤彰／吉松駿一 20

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 小児医学 乳児の無乳栄養 田村均 20

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 小児医学 初生児の取扱法及び治療介助（三） 高橋ミチ子 23

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 少年少女
物語

含羞草の想 尾関岩二 27

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 少年少女
物語

樺太物語（五） 松本かづ子 31

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 少年少女
物語

忘名草と桜草（花物語） 瀬尾正夫 35

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 父母の反
省

親不幸 塚田喜太郎 41

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 父母の反
省

教養は愛児の環境から（一） 畜犬を大事にせよ 長崎発生 44

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 父母の反
省

瓢箪山上より 喜多吉哉 48

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 主婦の知
識

恐ろしい麻疹がかうして予防出来る 宇留野勝弥 52

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 主婦の知
識

戸籍上の悩みとの解決（講演） 前田貞次 56

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 短歌 主婦の知
識

三歳の吾児 村島帰之 62

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 主婦の知
識

子供の世紀を読んだ感想 谷中泰輔 63

7
第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 夏宵涼話 ふたゝび味はんかな（一） 主観的にみた伊藤悌

二氏の短歌
斗倉米子 64

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 夏宵涼話 故郷にて昔を物語る 伊藤悌二 68

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 短歌 夏宵涼話 緑夏帰郷絵巻 伊藤悌二 73

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 俳壇（麦湯、病葉） 草燈社 76

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 彩管以上の霊感（書簡） 原義朝 77

7 第11巻第8号 1933(昭和8)08.01 夏の身辺雑記（後記） 伊藤悌二 78

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 若き母に光栄あれ 中島康博 表紙

7
第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 佐野友章 カット

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 我等の会長関市長の指紋審査参観 口絵1

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 ありし日の渡部鳳君とその姉弟たち 口絵2

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 夏の高野山風景 口絵3

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 巻頭言 指導者の
糧

巖谷小波先生 伊藤悌二 1

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 指導者の
糧

醜養 塚田喜太郎 2

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 指導者の
糧

瓢箪山上より 喜多吉哉 4

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 指導者の
糧

お子様方の生命保険に就ての話 蓮沼大三 8

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 小児医学 飲食物についての注意 瀬川昌世 11

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 小児医学 手術前後の食慾不振時と『ビオスメール』 芦刈秀蔵 15

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 小児医学 ベツソウ氏所謂濃厚重湯療法並に其批判 小山武夫 15

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 俳壇（滝、夏木立、端午） 草燈社 20

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 両親の再
教育

子供の名誉心と功名心 黒瀬艶子 21

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 所罰の心
理

教養は愛児の環境から（二） 長崎発生 25

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 所罰の心
理

初生児の取扱法及び治療介助（四） 高橋ミチ子 29

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 秋晨爽話 薔薇と鈴蘭（花物語） 瀬尾正夫 35

7
第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 秋晨爽話 ふたゝび味はんかな（二） 主観的にみた伊藤悌

二氏の短歌
斗倉米子 39

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 秋晨爽話 高野山上の収穫 伊藤悌二 44

7
第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 渡部鳳君

の追悼
渡部鳳略歴 付1

7
第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 渡部鳳君

の追悼
鳳を弔ふ 渡部正直 付2

7
第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 渡部鳳君

の追悼
子煩悩の渡部君 村島帰之 付30

7 第11巻第9号 1933(昭和8)09.01 編輯後記 伊藤悌二 付34

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 若き母に光栄あれ 中島康博 表紙

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 佐野友章 カット

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 第五回全東京乳幼児審査会表彰式 口絵1

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 表彰状を手にして喜ぶ親たち 口絵2

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 巌谷小波先生の面影 口絵3

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 文豪八雲の旧居を訪れて小波山人 口絵4

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 巻頭言 小波先生

の追憶
巌谷小波翁 1

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小波先生

の追憶
人としての最後の小波先生に泣く 岸辺福雄 2

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小波先生

の追憶
小波先生を偲ぶ 高尾亮雄 4

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小波先生

の追憶
童話を大衆化 久留島武彦 6

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小波先生

の追憶
杉浦重剛先生との論戦 江見水蔭 7

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小波先生

の追憶
名人巌谷小波先生 塚田喜太郎 8

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小波先生

の追憶
なつかしき巌谷先生追憶の数々 藤野福雄 11

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小波先生

の追憶
われらの慈父を仰ぐ 白名民憲 13

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小児医学 乳児人工栄養法 箕田貢 16

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小児医学 乳幼児栄養療法上一、二の誤解 佐藤彰 16

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小児医学 栄養失調症 矢野雄 16

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小児医学 小児の便秘 豊福環 19
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7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小児医学 平衡失調症 唐沢光徳 20

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 小児医学 鱈肝油と聖魚肝油 横田利邦 21

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 新秋の提
案

童心とは幽霊だ 尾関岩二 25

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 新秋の提
案

「無聊性」 塚田喜太郎 28

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 新秋の提
案

新女性史論 喜多吉哉 30

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 両親の再
教育

結婚と法律（講演） 前田貞次 37

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 詩 両親の再
教育

グースベリー 松本かづ子 39

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 両親の再
教育

浮浪癖 村島帰之 40

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 両親の再
教育

子供の名誉心と功名心（二） 黒瀬艶子 43

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 童話 碧空爽話 炊の正太郎 沖本滋虎 46

7
第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 碧空爽話 ふたゝび味はんかな（三） 主観的にみた伊藤悌

二氏の短歌
斗倉米子 49

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 短歌 碧空爽話 かなしいうつゝ 渡部正直 52

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 碧空爽話 愛する弟、鳳さん 渡部静代 56

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 詩 碧空爽話 悲しい日 渡部静代 57

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 主婦の智
識

小児疾病の予防（四） 森田幸門 58

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 主婦の智
識

小児の立つて歩くまで 川上漸 63

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 主婦の智
識

初生児の取扱法及び治療介助（五） 高橋ミチ子 66

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 主婦の智
識

親から見た性問題の規準 野崎吉郎 70

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 東京の表
彰式

総裁鳩山文部大臣ノ祝辞 73

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 東京の表
彰式

第五回全東京乳幼児審査会表彰式 74

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 沖野岩三郎先生を訪ねて 谷中泰輔 75

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 詩 露助のお家 松本かづ子 77

7 第11巻第10号 1933(昭和8)10.01 編輯後記 伊藤悌二 78

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 優良児の将来に光栄あれ 佐野友章 表紙

7
第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 佐野友章 カット

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 開会の幕は切つた落された 口絵1

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 関市長代理安達保健部長の参観 口絵2

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 血液型と指紋の審査 口絵3

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 歯の審査と最終の夜の感謝会 口絵4

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 巻頭言 大阪審査
会

私は満足して死ねる 伊藤悌二 1

7
第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 大阪審査

会
恒例年中行事として意義ある第十一回大阪
赤ん坊審査会

伊藤悌二 2

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 大阪審査
会

総花式に表彰せよ 岡田一郎 10

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 大阪審査
会

総ての階級を網羅せよ 山本正久 12

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 新人の領
域

食業 塚田喜太郎 13

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 新人の領
域

赤ん坊は豚や金魚ではない 野崎吉郎 15

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 新人の領
域

瓢箪山上より 喜多吉哉 21

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 主婦の智
識

お乳の検査だけで乳児脚気がわかるか 佐野寅一 26

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 主婦の智
識

小児疾病の予防（五） 森田幸門 31

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 主婦の智
識

人間の皮 川上漸 35

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 主婦の智
識

初生児の取扱法及び治療介助（六） 高橋ミチ子 37

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 主婦の智
識

母性の準備と保健婦養成 真島智茂 40

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 両親の再
教育

結婚と法律（講演その二） 前田貞次 41

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 両親の再
教育

児童心理と童心 尾崎岩二 45

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 両親の再
教育

浮浪癖 村島帰之 48

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 両親の再
教育

放火犯を父として 川口信教 51

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 碧空爽話 賀川豊彦氏の少年時代（上） 村島帰之 55

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 童話 碧空爽話 しちすけ 沖本滋虎 59

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 碧空爽話 渡部鳳君の遺稿集 三年生になつてから 62

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 碧空爽話 子供のお供して松茸狩り 肥爪博士の故郷へ 伊藤悌二 65

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 小児医学 我が子が肺炎になったら 宇留野勝弥 69

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 小児医学 モルケ（乳清）療法 竹内薫兵 73

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 小児医学 哺乳児青便下痢療法 山本康裕 73

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 小児医学 小児赤痢 栗山重信 74

7
第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 小児医学 東北帝大にて使用しつゝある乳児の治療食

餌
佐藤彰 75

7 第11巻第11号 1933(昭和8)11.01 編輯を終つて 伊藤悌二 76

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 優良児の将来に光栄あれ 佐野友章 表紙

7
第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 佐野友章 カット

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 母子（帝展より） 熊谷幸太郎作 口絵1

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 前年度の優良児を再び審査する 口絵2

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 健康の診査と健康の相談 口絵3

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 兵庫県六瀬村の松茸山にて 口絵4

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 巻頭言 愛児の洋
裁

無一文の喜び 伊藤悌二 1

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 愛児の洋
裁

よちよち歩きの幼児服の作り方 大島淳子 2

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 愛児の洋
裁

原型の作り方と標準寸法 7

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 両親への
警鐘

厚着の弊害 岡田道一 9

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 両親への
警鐘

蛔虫の話 広瀬興 17

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 両親への
警鐘

小児疾病の予防（六） 森田幸門 22

7
第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 食慾・離

乳・間食
小児の食慾と栄養 中鉢不二郎 26
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7
第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 食慾・離

乳・間食
離乳を正しく行ふために！ 西川為雄 28

7
第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 食慾・離

乳・間食
子供の間食（一） 田村克己 31

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 新人の領
域

男女狂学 塚田喜太郎 38

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 新人の領
域

瓢箪山上より 喜多吉哉 40

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 新人の領
域

私は大国主命が好き 野崎吉郎 45

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 雪峰錦野 舌をぬかれぬやうに 川上漸 49

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 雪峰錦野 年齢による童心の成長 尾関岩二 51

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 雪峰錦野 与太もん夜話 津久戸太郎 55

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 短歌 雪峰錦野 子等と見る富士 岡田道一 58

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 短歌 雪峰錦野 銀色の焰 伊藤悌二 59

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 雪峰錦野 『わが子の歴史』を愛児へ 62

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 赤ちやんの口腔を審査して（第一回報告） 日置清雄 64

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 健康な子供の母親は何がお好き？ 余田忠吾 68

7
第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 肝臓抽出物質のリポイドネフローゼルに対

する作用
柳川華吉 70

7
第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 ネフローゼ患者に粉末肝臓エキスを応用し

た一例
田崎勇三 70

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 肺結核治療法としての肝臓製剤 小田俊三 70

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 結核熱と肝臓製剤の応用 祖父江勘文 71

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 肝臓製剤の胃液分泌催進作用 渡辺貞恵 72

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 腸チブス患者に肝臓製剤の応用に就いて 小島克巳 72

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 東京に於ける優良児の再審査会 伊藤悌二 73

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 研究報告 児童栄養週間 76

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 俳壇 草燈社 77

7 第11巻第12号 1933(昭和8)12.01 産育院と育児会（後記） 伊藤悌二 78

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 優良児の将来に光栄あれ 佐野友章 表紙

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 佐野友章 カット

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 奉祝 口絵1

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 産めよ殖えよ 口絵2

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 未来を祝福された赤ちやんの群 口絵3

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 輝く非常時の最優良児 口絵4

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 聯盟創設

第十四年
賀詞 1

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 聯盟創設

第十四年
一年の計は元旦にありや 塚田喜太郎 2

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 聯盟創設

第十四年
児童愛護の事業を真に国家の事業とせよ 余田忠吾 4

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 聯盟創設

第十四年
偉人の出現と母の一念 児童愛護運動に光輝

あれ
田中竜夫 10

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 審査会第

十三年
いのち伸びやかに優良児・創造（大阪毎日
新聞）

15

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 審査会第

十三年
県大阪府知事祝辞 17

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 審査会第

十三年
審査会長関大阪市長式辞 18

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 審査会第

十三年
第十一回大阪あかんぼ審査会大阪市賞受領
者

19

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 審査会第

十三年
第十一回大阪あかんぼ審査会聯盟賞受領者 19

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 短歌 子供の世

紀第十二
年

寿子供の世紀第十二年 岡田道一 21

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 子供の世

紀第十二
年

継続は実に力だ 第十二巻の発行を祝
して

沖本滋虎 22

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 子供の世

紀第十二
年

子供の世紀の第十二年 谷中泰輔 24

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 子供の世

紀第十二
年

『子供の世紀』第十二巻の改巻を祝して 中田篤郎 26

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 育児知識 小児疾病の予防（七） 森田幸門 27

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 育児知識 離乳食餌の調理の仕方 西川為雄 33

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 育児知識 子供の間食（二） 田村克己 37

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 育児知識 赤ちやんの為めの洋裁研究 大島淳子 41

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 新春の海
山

野狐の宣託 喜多吉哉 47

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 新春の海

山
感性の自然へ 万葉集防人の歌につ

いて
寺川信 51

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 短歌 新春の海
山

後楽園にてよめる 今中楓渓 54

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 短歌 新春の海
山

初春の海 山中歌津秋 55

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 短歌 新春の海
山

初雪の山 伊藤悌二 56

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 母性愛の
角度

子供は親をどう見るか 楠晴崖 59

7
第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 母性愛の

角度
ふた児を生んだが何故悪い ある小児科医の妻の

悲話
藤田信勝 61

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 母性愛の
角度

母性愛の三億円（小児保険に輝く金字塔） 65

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 我等の報
告書

現代の母親に聴く 伊藤悌二 67

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 我等の報
告書

赤ちやんの口腔を審査して（第二回報告） 日置清雄 73

7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 我等の報
告書

殖えゆくめがねの小学生 中村一郎 76
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7 第12巻第1号 1934(昭和9)01.01 編輯を終りて 伊藤悌二 77

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 紙鶴は飛ぶ 佐野友章 表紙

7
第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 佐野友章 カット

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 本邦児童愛護運動の恩人唐沢光徳先生 口絵1

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 光明は六甲山麓より（一麦寮にて） 口絵2

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 岡田博士の御一家 口絵3

7
第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 葉津美さんの毒舌（創作） 桐野葉子作/佐野友

章画
口絵4

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 短歌 時代展望 新春の雪 中村憲吉 1

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 時代展望 奇婦人 塚田喜太郎 2

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 時代展望 外気学校の必要 岡田道一 4

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 時代展望 農村教育の体験（一） 谷中泰輔 6

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 短歌 時代展望 接木 荻野美夫 8

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 母親の智
識

小児疾病の予防（八） 森田幸門 9

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 母親の智
識

初生児の取扱法及び治療介助（七） 高橋ミチ子 15

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 母親の智
識

正しい栄養の知識と『米の母』 片倉勝衛 19

7
第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 創作 女人芸術 葉津美さんの毒舌 転機に立つキミ女の

手記
桐野葉子 22

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 女人芸術 人を疑はぬものゝ勝利 山室民子 28

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 女人芸術 真夜中のロマンチシズム 松本かづ子 30

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 愛児の洋
裁

赤ちやんの為めの洋裁研究（二） 大島淳子 33

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 実際の諸
問題

離乳食餌の調理の仕方（二） 西川為雄 42

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 実際の諸
問題

育児問題の実際について（一） 私のざんげを添えて 藤野福雄 46

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 実際の諸
問題

家庭に於ける子供の予習復習について 喜多吉哉氏に答ふ 谷中泰輔 48

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 実際の諸
問題

浮浪癖と不良行為 村島帰之 50

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 童心生活 童心芸術への展開 尾関岩二 53

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 童心生活 野狐の宣託（二） 喜多吉哉 57

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 童心生活 一小学教師の休暇日記 沖本滋虎 61

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 童心生活 日記の中から拾つてみる 谷中泰輔 65

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 雪峰錦野 貝塚のお話 川上漸 67

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 短歌 雪峰錦野 子等との正月 伊藤悌二 70

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 赤ちやんの口腔を審査して（第三回報告） 日置清雄 72

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 現代の母親に聴く（二） 伊藤悌二 75

7 第12巻第2号 1934(昭和9)02.01 編輯後記 伊藤悌二 79

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 紙鶴は飛ぶ 佐野友章 表紙

7
第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 佐野友章 カット

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 雛 口絵1

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 本聯盟の祝賀観劇会 口絵2

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 紙芝居の実演会 口絵3

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 家庭の明朗は米の母から 口絵4

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 巻頭詩 新問題の
提案

子供の為めに叫ぶ 1

7
第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 新問題の

提案
片仮名廃止論 教育年限短縮と地方

財政の救済策
尾関岩二 2

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 新問題の
提案

何が何だか（一） 塚田喜太郎 8

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 新問題の
提案

農村教育の体験（二） 谷中泰輔 11

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 短歌 新問題の
提案

早春雑詠 荻野美夫 15

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 子供の保
健

離乳食餌献立日程表 西川為雄 16

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 子供の保
健

小児疾病の予防（九） 森田幸門 22

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 子供の保
健

コドモの食事についての習慣十八則 京都市児童院 26

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 地上早春 神に願ひたい事 薄田泣菫 27

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 俳文 地上早春 梅 前田夢一 29

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 短歌 地上早春 運動場をつくる 岡田道一 30

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 地上早春 ふたゝび味はんかな（五） 伊藤谿泉短歌集評釈 斗倉米子 31

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 童話 童心芸術 お指の小人 芦谷芦村 40

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 童心芸術 寝る前の三分と『石豆』 野崎吉郎 45

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 童心芸術 トムの冒険 松本かづ子 46

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 童心芸術 渡辺鳳君の遺稿 48

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 奉仕の生
活

感化教育の二十四時間 川口信教 51

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 奉仕の生
活

母性愛は強し 三人の母親を表彰 55

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 奉仕の生
活

野狐の宣託（三） 喜多吉哉 57

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 愛児の洋
裁

赤ちやんの為めの洋裁研究（三） 大島淳子 61

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 母親の知
識

初生児の取扱法及び治療介助（八） 高橋ミチ子 68

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 母親の知
識

お臍はご隠居さま 川上漸 71

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 母親の知
識

女の冷える原因 柚木祥三郎 74

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 短歌 春草の若芽 伊藤悌二 76

7 第12巻第3号 1934(昭和9)03.01 編輯を終りて 伊藤悌二 78

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 紙鶴は飛ぶ 佐野友章 表紙

7
第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 松田三郎 目次扉・

カット

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 佐野友章 カット

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 函館大火災義捐金募集 前付

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 誕生の喜び 口絵1
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7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 早春 口絵2

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 坊やが盗まれた 口絵3

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 巻頭詩 当面の諸
問題

野球と入学試験 1

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 当面の諸
問題

廃れ行く丁稚の大阪 村島帰之 2

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 当面の諸
問題

生徒毒弁当事件に関して 秋守常太郎 8

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 当面の諸
問題

何が何だか（二） 塚田喜太郎 11

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 健康第一 児童と眼の衛生 岡田道一 14

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 健康第一 小児疾病の予防（一〇） 森田幸門 20

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 健康第一 親が弱いと子も弱い 川上漸 24

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 短歌 つはぶき 荻野美夫 26

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 春窓随感 丹下先生そのほか 尾関岩二 27

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 春窓随感 もてる 鍋井克之 30

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 春窓随感 早春の一週間 沖本滋虎 32

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 春窓随感 三月！少女！ 松本かづ子 36

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 母親の知
識

児童の体質と躾 西川為雄 38

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 母親の知
識

初生児の取扱法及び治療介助（九） 高橋ミチ子 44

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 母親の知
識

近代人に多い眼の神経衰弱 有沢潤 50

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 母親の知
識

高い踵の靴は安産を妨げる 広瀬豊一 51

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 探究の角
度

日本土俗玩具目録（六） 尾崎清次 52

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 探究の角
度

農村教育の体験（三） 谷中泰輔 56

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 短歌 山茶花 中村憲吉 57

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 探究の角
度

婦人病によく利く薬草 伊沢喜代太郎 58

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 探究の角
度

野狐の宣託（四） 喜多吉哉 59

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 緑野静想 伊藤谿泉短歌集評釈 斗倉米子 63

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 短歌 緑野静想 東宮奉讃 与謝野晶子 67

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 緑野静想 敏和と順子の入学 伊藤悌二 68

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 短歌 緑野静想 初陣の祝福 伊藤悌二 71

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 緑野静想 とぼける話 阿部知二 72

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 緑野静想 新入生の通学服 大島淳子 74

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 第八回全国乳幼児愛護週間実施要項 77

7 第12巻第4号 1934(昭和9)04.01 編輯後記 伊藤悌二 78

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 新緑は囁く 佐野友章 表紙

8
第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 松田三郎 目次扉・

カット

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 佐野友章 カット

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 皇太子殿下御尊容 口絵1

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 楠公桜井駅 口絵2

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 夕焼小焼 川上南甫作 口絵3

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 巻頭語 当面の諸
問題

健康児童十則 1

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 当面の諸
問題

育児問題に対する考察 小川三郎 2

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 当面の諸
問題

街の人気者・紙芝居 楠晴崖 5

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 当面の諸
問題

何が何だか（三） 塚田喜太郎 8

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 五月の随
筆

谷間の家 尾関岩二 10

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 五月の随
筆

春雨窻倚雑筆 高瀬嘉男 14

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 五月の随
筆

無題 前田夢一 19

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 五月の随
筆

父母を思ふ 平塚明 20

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 育児智識 ヂフテリアの話 原田竜夫 22

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 育児智識 初生児疾患（一） 高橋ミチ子 28

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 育児智識 玩具雑筆（一） 尾崎清次 32

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 童話 童話と訓
話

懇三平 沖本滋虎 35

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 童話と訓
話

グリム童話の本 渡辺春枝 38

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 童話と訓
話

お年寄にならぬ秘伝は？ 川上漸 40

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 短歌 童話と訓
話

五月晴 荻野美夫 43

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 童話と訓
話

此の頃の『世紀』を読む 沖本滋虎 44

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 主婦の講
座

母親を困らす「泣き虫」の子供 岸辺福雄 47

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 主婦の講
座

浪費癖 村島帰之 49

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 主婦の講
座

あなたの歯に就て 野崎吉郎 54

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 両親の再
教育

児童の食膳に雑魚をすゝむ 西川為雄 58

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 両親の再
教育

小児疾病の予防（一一） 森田幸門 60

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 両親の再
教育

洋裁 三四年生の通学服 大島淳子 64

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 両親の再
教育

現代の母親に聴く（三） 伊藤悌二 67

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 雑草苑 野狐の宣託（五） 喜多吉哉 69

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 雑草苑 伊藤谿泉短歌集評釈 斗倉米子 73

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 短歌 雑草苑 桑の馨り 伊藤悌二 77

8 第12巻第5号 1934(昭和9)05.01 編輯後記 伊藤悌二 78

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 新緑は囁く 佐野友章 表紙

8
第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 松田三郎 目次扉・

カット

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 佐野友章 カット

8
第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 東伏見宮妃周子殿大阪市立北市民館を御視

察遊ばさる
口絵1

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 東京審査会総裁永井拓務大臣と会場高島屋 口絵2

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 初夏にふさはしい子供のための施設 口絵3

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 巻頭言 東京の審
査会

初夏の言葉 1

8
第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 東京の審

査会
皇太子殿下御降誕記念第六回全東京乳幼児
審査会規定

2
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8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 東京の審
査会

「君ケ代」公布に至りし年表 5

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 短歌 東京の審
査会

広島なる学校医大会に出席して 岡田道一 6

8
第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 時潮時論 片仮名廃止の是非論 尾関氏の片仮名廃止

論
沖本滋虎 7

8
第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 時潮時論 片仮名廃止の是非論 片仮名問題に就いて

答ふ
尾関岩二 7

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 時潮時論 狂人は微笑む 塚田喜太郎 12

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 時潮時論 実際教育から保護者へ 谷中泰輔 14

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 両親の再
教育

嘘言癖と乱暴癖 村島帰之 18

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 両親の再
教育

早熟児の種々相 川口信教 22

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 両親の再
教育

妊娠時の摂生 太田鑑吉 24

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 愛児洋裁
篇

初夏の女児外出着の作り方 大島淳子 29

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 愛児洋裁
篇

五六年生の通学服 大島淳子 32

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 白銀の大
空

若葉頃の思ひ出 桐野葉子 35

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 白銀の大
空

伊藤谿泉短歌集評釈 斗倉米子 40

8
第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 白銀の大

空
武蔵野の初夏 盈進学園と多摩墓地

へ
谷中泰輔 44

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 短歌 白銀の大
空

花菱草 伊藤悌二 46

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 育児智識 ヂフテリアの話（二） 原田竜夫 49

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 育児智識 小児疾病の予防（一二） 森田幸門 52

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 育児智識 初生児疾患（二） 高橋ミチ子 57

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 子から観
た父

雪の夜に生地の蜆売り 尾上丑之助 61

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 子から観
た父

几帳面なる羽左衛門 市村家橘 62

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 子から観
た父

絵に描いた様な鼻の形 中村児太郎 62

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 子から観
た父

子供のやうな父彦三郎 坂東亀三郎 63

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 子から観
た父

廾一日は大根のたち日 坂東蓑助 63

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 子から観
た父

初日までむづかしい父 大谷広太郎 64

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 子から観
た父

慈悲深い父幸四郎 松本豊 64

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 子から観
た父

段取巧き父宗十郎 助高屋高助 65

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 童話と訓
話

忙しい体の話 川上漸 66

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 童話と訓
話

不良児を出す家庭 村島帰之 69

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 童話 童話と訓
話

桃太郎さんの御本 末永康子 73

8 第12巻第6号 1934(昭和9)06.01 東京審査会前記（編輯後記） 伊藤悌二 76

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 新緑は囁く 佐野友章 表紙

8
第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 松田三郎 目次扉・

カット

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 佐野友章 カット

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 永井拓務大臣受審乳幼児を愛撫さる 口絵1

8
第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 永井総裁との記念撮影と中鉢博士の総評ぶ

り
口絵2

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 見よ！健康児の瞳を！顔を！！肌を！！！ 口絵3

8
第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 非常時の赤ちやんは雄々しい、ママさん

も！
口絵4

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 巻頭言 恒例年中
行事

東京審査会場内の会話 1

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 恒例年中
行事

“東郷元帥”若かりし頃 幼年から壮年へ 2

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 短歌 恒例年中
行事

高野山にてよめる 今中楓渓 6

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 恒例年中
行事

第六回全東京乳幼児審査会 伊藤悌二 7

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 両親の責
任

親は子に対しどんな義務があるか（一） 前田貞次 18

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 両親の責
任

実際教育家から保護者へ 谷中泰輔 23

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 両親の責
任

子供は親をどう見るか（二） 楠晴崖 25

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 緑蔭随想 孤独・旅心・その他 松本かづ子 31

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 緑蔭随想 聖人にも夢あり 磯部晋 34

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 緑蔭随想 母の誕生 岡部せつ子 36

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 花嫁講座 玩具の話 桑野久任 38

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 花嫁講座 婦人と美容について（一） 谷川春子 44

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 短歌 若竹 荻野美夫 50

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 新母性読
本

食物に関する注意 余田忠吾 51

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 新母性読
本

夏の離乳は幼児によくない 斎藤潔 58

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 新母性読
本

お子さんの寝冷に 斎藤潔 59

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 新母性読
本

初生児の疾患（三） 高橋ミチ子 60

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 両親の再
教育

医師と患者 塚田喜太郎 62

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 両親の再
教育

子供が駄々をこねる理由 月田寛子 65

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 両親の再
教育

現代の母親に聴く（四） 伊藤悌二 67

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 両親の再
教育

月経時の運動はどんな結果を来すか 大村久栄 70

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 是々否々 不良児を出す家庭 村島帰之 71

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 是々否々 慎むべきは「べからず教育」 アドルフ 74

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 是々否々 農繁期託児所雑感 谷中泰輔 76

8 第12巻第7号 1934(昭和9)07.01 東京大阪往復記（編輯後記） 伊藤悌二 78

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 母性愛 坂口正治 表紙

8
第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 松田三郎 目次扉・

カット

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 佐野友章 カット

8
第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 我が審査会がトーキーによりて全欧州に紹

介さる
口絵1

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 永井総裁中鉢博士より総評を聴取さる 口絵2

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 常に若き人々の友となれる故大隈侯 口絵3
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8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 本聯盟定期役員会及び懇親会 口絵4

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 巻頭言 東京審査
会

夏の太陽の如くに 1

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 東京審査
会

赤ちやん審査会の印象 松本かづ子 2

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 東京審査
会

東京全新聞我等が審査会観 4

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 東京審査
会

人口栄養児も近来好成績 中鉢不二郎 7

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 東京審査
会

生後三ヶ月内の病気は祟る 伊藤悌二 8

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 家庭衛生 百日咳の話 原田竜夫 9

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 家庭衛生 初生児疾患（四） 高橋ミチ子 14

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 家庭衛生 妊娠と余病 福井繁 18

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 『子供の世紀』特別賛助購読者芳名録 21

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 緑蔭随想 “尾曳の城”由来 磯部晋 22

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 緑蔭随想 母のわがまま 岡部せつ子 24

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 緑蔭随想 石器を掘る男の夢 阿部知二 26

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 緑蔭随想 初夏の田園日記 谷中泰輔 30

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 緑蔭随想 渓流の砂金 のりとはさみ生 32

8
第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 本聯盟創設当時の理事会に於ける山枡参与

官
33

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 両親の再
教育

光明皇后 三浦周行 34

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 両親の再
教育

人種改善に関する一私見 多和佳子 39

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 両親の再
教育

農村問題としての青年団の経営について 谷中泰輔 42

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 両親の再
教育

乳幼児期食物手引 47

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 短歌 両親の再
教育

託児所風景 荻野美夫 48

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 花嫁講座 婦人と美容について（二） 谷川春子 49

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 花嫁講座 夏の通学服 大島淳子 54

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 花嫁講座 宝塚風物詩 寺川信 58

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 訓話と物
語

夏の運動 川上漸 60

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 訓話と物
語

銀の匙 塚田喜太郎 63

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 訓話と物
語

クローヴア物語 瀬尾正夫 66

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 喜多氏の
追憶

今は亡き夫喜多吉哉を語る 喜多文子 69

8
第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 喜多氏の

追憶
大阪に於ける初期の文化運動 此の稿を喜多吉哉氏

の霊に捧ぐ
伊藤悌二 72

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 短歌 喜多氏の
追憶

一人寝る夜に 喜多文子 77

8 第12巻第8号 1934(昭和9)08.01 本聯盟定期役員会、懇親会 78

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 黎明の女性像 坂口正治 表紙

8
第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 松田三郎 目次扉・

カット

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 佐野友章 カット

8
第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 東九邇宮殿下大阪市立乳児院を御視察遊ば

さる
口絵1

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 輝かしい海国赤ちやん写真大会の優良児 口絵2

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 海国赤ちやん大会の審査員会 口絵3

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 壮年時代の伊達政宗公 口絵4

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 巻頭言 親への警
鐘

教育制度の根本方針 松田源治 1

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 親への警
鐘

残暑と細民街 西川為雄 2

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 親への警
鐘

麻疹 原田竜夫 6

8
第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 親への警

鐘
農村問題として青年団の経営について
（二）

谷中泰輔 12

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 為めにな
る話

腹八合は医者いらず 川上漸 14

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 為めにな
る話

さみしい秋の野をいろどる七草 黒坂慶一郎 17

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 為めにな
る話

魔法の物尺 村島帰之 20

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 両親の再
教育

子の悲劇伊達騒動の真相 大槻如電 23

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 両親の再
教育

わが児の命を伝染病に奪はれ 井口乗海 26

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 両親の再
教育

楽屋から桟敷へ 塚田喜太郎 30

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 両親の再
教育

家庭のしつけ 村島帰之 35

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 秋の随想 人を殺した実例 磯部晋 40

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 秋の随想 敬礼 森於兎 42

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 秋の随想 蟹の足音 谷中泰輔 44

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 短歌 秋の随想 鎌倉初秋 荻野美夫 46

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 家庭衛生 消化器系統の疾患（一） 高橋ミチ子 49

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 家庭衛生 食欲の秋に多い果物での失敗 定方亀代 53

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 家庭衛生 秋口は油断がならぬ小児結核が多い 田村均 54

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 家庭衛生 悪いお菓子は三原山より恐ろしい 56

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 花嫁講座 一寸した注意で長持ちする食器類 守屋盤村 58

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 花嫁講座 「かび」を生やすは奥さん方の恥です 60

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 花嫁講座 皆さんの皮膚は健康状態の掲示板 62

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 花嫁講座 栄養食品の合理的配合 64

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 我等の旅 我等の山 ささきふさ 66

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 我等の旅 旅と云ふもの 君津糸子 68

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 我等の旅 富津紀行（海浜塾生活） 谷中泰輔 71

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 日本精神作興に関する具体的法案（一） 沖本重虎 74

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 病中の感想 伊藤悌二 76

8 第12巻第9号 1934(昭和9)09.01 編輯後記 伊藤悌二 78

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 黎明の女性像 坂口正治 表紙

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 松田三郎 目次扉・

カット

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 佐野友章 カット
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8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 東九邇宮殿下災害地を御視察遊ばさる 口絵1

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 非常時審査会の審査員 口絵2

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 吹きさらしの寒い小学校 口絵3

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 輝かしい海国赤ちやん写真大会の優良児 口絵4

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 巻頭言 颱風水害

の美談
感謝・感恩の碑を 河井八重子 1

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 颱風水害

の美談
何が不可抗力か 塚田喜太郎 2

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 颱風水害

の美談
小学校の倒壊 下村海南 5

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 颱風水害

の美談
殊に傷しきは学童の犠牲 殉職訓導の美談 6

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 颱風水害

の美談
老幼卅人を救ふ 勇敢な船長の妻女 7

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 颱風水害

の美談
惨禍に直面した学童の追憶文 8

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 颱風水害

の美談
『姉弟地蔵』の提案 9

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 短歌 颱風水害

の美談
秋雨 荻野美夫 10

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 天災直後

の審査会
第十二回大阪赤ん坊審査会 伊藤悌二 11

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 朗な六号
活字

針の穴から世間を見る ある未亡人の手記 喜多文子 17

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 朗な六号
活字

小学教員は驚く 平山芦江 25

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 朗な六号
活字

渓流の砂金 のりとはさみ生 30

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 朗な六号
活字

夫婦喧嘩も家庭の安全弁！ 平田のぶ 32

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 朗な六号
活字

盲児の縄飛び 荻野美夫 34

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 山村歴訪
記

つぐら児の心 柳田国男 35

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 山村歴訪
記

子供の楽園 杉浦健一 36

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 山村歴訪
記

山の学舎 市川信次 37

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 山村歴訪
記

村童の眼 守隨一 38

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 山村歴訪
記

古神の譜 倉田一郎 39

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 山村歴訪
記

竜野 前田夢一 41

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 微笑む碧
空

秋窓断想 泉冬彦 45

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 微笑む碧
空

菊五郎と雀右衛門の遺児章景君 48

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 微笑む碧
空

あなたの眼球 川上漸 50

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 微笑む碧
空

屋根の上の幼稚園 前田夢一 53

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 両親の再
教育

家庭のしつけ 村島帰之 54

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 両親の再
教育

母体の保護 福井繁子 58

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 両親の再
教育

消化器系統の疾患 高橋ミチ子 60

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 両親の再
教育

日本精神作興に関する具体的方案（二） 沖本重虎 63

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 両親の再
教育

何が彼を不良児にしたか 村島帰之 69

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 両親の再
教育

少年教護法の実施に際して 川口信教 72

8
第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 両親の再

教育
歌集コスモス 千葉県小糸小学校

生徒
74

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 短歌 盲腸炎手術 伊藤悌二 77

8 第12巻第10号 1934(昭和9)10.01 暴風雨の朝（編輯後記） 伊藤悌二 78

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 太陽に恵まれよ！ 楠晴崖 表紙

8
第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 松田三郎 目次扉・

カット

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 佐野友章 カット

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 最優良児の群に包囲された永井拓務大臣 口絵1

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 第十二回大阪赤ん坊審査会 口絵2

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 本聯盟理事大野医学博士の近影 口絵3

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 年毎に新機軸を出す我等の精神運動 口絵4

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 巻頭言 正しい育
児法

赤ちやん審査会に就ての感想 中鉢不二郎 1

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 正しい育
児法

正しい育児法の話 小川三郎 2

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 正しい育
児法

秋に於ける小児病の予防と手当 大野内記 7

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 正しい育
児法

人工栄養はアテにならぬ 笠原道夫 11

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 我等の使
命

期待すべき優良児母の会の設立 谷中泰輔 13

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 我等の使
命

大阪の審査会に参画して感ずるまゝ 乾良夫 16

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 我等の使
命

赤ん坊審査会に奉仕して 19

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 短歌 我等の使
命

風水害余情 荻野美夫 22

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 母親の知
識

最新のビタミン知識（其一） 宇留野勝弥 25

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 母親の知
識

衣服の衛生と児童の和服洋服の優劣に就て 岡田道一 29

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 母親の知
識

消化器系統の疾患 高橋ミチ子 32

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 母親の知
識

現代の母親に聴く 伊藤悌二 38

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 母親の知
識

「マスク」をかけよ！ 西川為雄 42

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 山村歴訪
記

音なき村 山口貞夫 45

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 山村歴訪
記

挽歌に踊る 佐々木彦一郎 46

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 山村歴訪
記

祈の芸術 瀬川清子 47

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 山村歴訪
記

村の山林 大藤時彦 48

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 山村歴訪
記

馬飼ふ村 大間知篤三 49

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 山村歴訪
記

太柱の家 金城朝水 50

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 霜晨爽話 復旧か復興か 塚田喜太郎 51

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 霜晨爽話 風水害雑感 倭秋一 54

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 霜晨爽話 幸魂の話 橘純一 56

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 霜晨爽話 霜晨随筆 前田夢一 58
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8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 霜晨爽話 眼球がまはる 川上漸 60

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 霜晨爽話 針の穴から世間を見る 喜多文子 63

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 新家庭講
座

暖かい二三才用女児服の作り方 大島淳子 67

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 新家庭講
座

新家庭を営む花嫁と花聟へ 70

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 新家庭講
座

秋は離乳の好季「赤ちやん栄養学」 有岡利久 72

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 俳壇（雑詠、即景即感） 草燈社 74

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 新家庭講
座

母乳代用品としての粉乳に就て 76

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 新家庭講
座

災害性神経症の漢法療法 森田幸門 78

8 第12巻第11号 1934(昭和9)11.01 我等の永井総裁（編輯後記） 伊藤悌二 79

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 太陽に恵まれよ！ 楠晴崖 表紙

8
第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 松田三郎 目次扉・

カット

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 佐野友章 カット

8
第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 第六回全東京乳幼児審査会表彰式（十月二

十七日）
口絵1

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 総裁永井前拓務大臣に表彰されし母子達 口絵2

8
第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 優良児母の会が今回始めて東京にデビユー

した
口絵3

8
第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 第十二回大阪赤ん坊審査会の人気ある奉仕

者
口絵4

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 小児医学
講座

表彰式の祝辞 松田源治 1

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 小児医学
講座

小児伝染病講座 原田竜夫 2

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 小児医学
講座

異常児童と其取扱 岡田道一 10

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 小児医学
講座

最新のビタミン知識（其二） 宇留野勝弥 16

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 小児医学
講座

乳児脚気 太田孝之 23

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 凶作と受
験苦

東北の凶作と身売問題 24

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 凶作と受
験苦

受験地獄から児童を救へ 平山信子 26

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 凶作と受
験苦

児童の生活反省と其の指導 谷中泰輔 28

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 凶作と受
験苦

凶作に泣く偽らざる童心 30

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 母親の知
識

何が彼を不良児にしたか 村島帰之 31

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 母親の知
識

消化器系統の疾患 高橋ミチ子 36

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 母親の知
識

現代の母親に聴く（二） 伊藤悌二 42

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 母親の知
識

不良少年の母と罪を犯す男の妻 近藤亮雅 46

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 母親の知
識

美人からお叱言 47

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 雪峰錦野 ちよつと便所まで 川上漸 48

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 雪峰錦野 水陰氏の死 谷中泰輔 51

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 雪峰錦野 これには感心 久留島武彦 53

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 雪峰錦野 子供や若人から眼鏡を取上げよ 54

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 雪峰錦野 渓流の砂金 のりとはさみ生 56

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 主婦の講
座

感冒に罹り易い子供の話（一） 中鉢不二郎 57

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 主婦の講
座

新型エプロン五種の作り方 大島淳子 59

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 主婦の講
座

今年に於ける私の関係した二つの仕事 高尾亮雄 63

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 主婦の講
座

見て驚く凶作地！欠食児童の悲惨さ 大西永次郎 68

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 主婦の講
座

針の穴から世間を見る 喜多文子 69

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 随筆 主婦の講
座

青山楼を訪ねて 前田夢一 72

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 主婦の講
座

昭和九年を送る 余田忠吾 74

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 短歌 主婦の講
座

生活の礼讃 伊藤悌二 76

8 第12巻第12号 1934(昭和9)12.01 編輯余情 伊藤悌二 78

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 太陽に恵まれよ！ 楠晴崖 表紙

8 第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 松田三郎 目次扉・
カット

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 佐野友章 カット

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 最優良児を祝福する諸名家 口絵1

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 東京優良児表彰式に於ける永井総裁の記念

撮影
口絵2

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 第十二回大阪赤ん坊審査会表彰式 口絵3

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 全関西より選出された最優良児と四代表 口絵4

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 巻頭言 日本の母

性へ
日本の母親 永井柳太郎 1

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 日本の母

性へ
皇太子さまお見事な御成育 2

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 日本の母

性へ
舐犢の愛 尾崎清次 3

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 日本の母

性へ
世の母に訴ふ 愛児の生活を訓練し

て下さい
田村克巳 6

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 日本の母

性へ
忘却性の徳 塚田喜太郎 12

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 短歌 池辺鶴 今中楓渓 14

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 育児宝典 子供の病気をお医者に診せる時の注意

（一）
佐野寅一 16

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 育児宝典 風邪の予防にはまづ皮膚の鍛錬 小山武夫 20
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8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 育児宝典 虚弱児童と其の取扱 岡田道一 24

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 育児宝典 最新のビタミン知識（其三） 宇留野勝弥 29

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 親達反省

篇
我子の人格を尊重せよ 平井恒 34

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 親達反省

篇
人をつねる子、内気の子、慢心の子、近眼
の子

田坂ツネ 36

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 親達反省

篇
子を育てるについて親達の態度 青木誠四郎 38

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 親達反省

篇
愛児の遺稿を編む（長岡隆一郎氏父性の営
み）

40

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 親達反省

篇
「鬼歯」命取歯の本性迷信を打破せよ 三村義信 42

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 親達反省

篇
子供達をめぐりて 岡部せつ子 44

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 主婦の講

座
冷え症に悩む婦人へ 中村みかゑ 50

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 主婦の講

座
肺病ぐらゐに負けてはならぬ 川上漸 52

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 主婦の講

座
消化器系統の疾患 高橋ミチ子 55

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 主婦の講

座
スカーツとブラウスの作り方 大島淳子 59

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 主婦の講

座
百貨店の買物にはこのコツが必要 芳賀富司 62

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 雪峰錦野 宗教がまた流行し出した 喜多文子 64

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 雪峰錦野 感想録 前田夢一 67

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 雪峰錦野 渓流の砂金 のりとはさみ生 69

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 雪峰錦野 罪を犯す少年は柔弱で甘いもの好きが多い 70

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 雪峰錦野 娘より馬が大切 杉山元治郎 71

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 大阪の表

彰式
第十二回審査会表彰式々辞 関一 72

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 大阪の表

彰式
第十二回審査会表彰式祝辞 県忍 73

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 大阪の表

彰式
第十二回あかんぼ審査会大阪市長賞受領者 73

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 大阪の表

彰式
第十二回あかんぼ審査会審査成績表 74

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 短歌 いとし子の歌 伊藤悌二 76

8
第13巻第1号 1935(昭和10)01.01 我等の精神運動（後記） 伊藤悌二 78

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 琉球土俗人形 尾崎清次 表紙

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 松田三郎 目次扉・

カット

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 佐野友章 カット

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 東久邇宮殿下堀川乳児院にならせらる 口絵1

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 大阪に於て表彰された初期の優良児 口絵2

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 東北にも優良児はある 口絵3

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 本聯盟主催東京優良児母の会の記念懇親会 口絵4

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 巻頭言 茣蓙盗臣あれ 岡田播陽 1

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 双親の反

省
人の子の親たる方々に 桑野久任 2

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 双親の反

省
育児日誌に就て 氏家寿子 6

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 双親の反

省
矛盾の徳 塚田喜太郎 10

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 短歌 南房の春 荻野美夫 12

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 感冒の排

撃
感冒に罹り易い子供の話（二） 中鉢不二郎 13

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 感冒の排

撃
感冒と中耳炎 石原亮 18

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 感冒の排

撃
吸入器の使ひ方 加藤義夫 22

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 感冒の排

撃
乳幼児を弱くする無闇な厚着 西川為雄 24
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8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 育児宝典 育児に関する母親の知識（一） 富田幸蔵 26

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 育児宝典 精神機能の発達の概要（高島氏に拠る） 28

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 育児宝典 子供の病気をお医者に診せる時の注意

（二）
佐野寅一 31

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 育児宝典 入学児童を持つ母親の注意 岡田道一 36

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 育児宝典 年頃のお嬢さんの体温はどの位か 39

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 教育の視

野
教師の告白 山下迪 40

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 教育の視

野
六代目菊五郎と焚火 森莉茉 44

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 教育の視

野
早春の相模 谷中冬青 46

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 教育の視

野
文楽雑感 通し狂言の是非 51

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 早春の記

録
玩具執筆 尾崎清次 52

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 早春の記

録
児童の楽土よ里子村 西川為雄 56

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 早春の記

録
現代の母親に聴く（三） 伊藤悌二 60

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 早春の記

録
来向ふ春 伊藤悌二 62

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 主婦の智

識
最新のビタミン知識（其四） 宇留野勝弥 64

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 主婦の智

識
血液による親子の鑑別法 68

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 主婦の智

識
ラヂウムの中に住む日本人 69

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 主婦の智

識
冬に多い外科の病 山村正雄 70

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 主婦の智

識
組合せ少女外出着と通学服の作り方 大島淳子 72

8
第13巻第2号 1935(昭和10)02.01 編輯余情 伊藤悌二 78

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 琉球土俗人形 尾崎清次 表紙

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 松田三郎 目次扉・

カット

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 佐野友章 カット

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 朗らかな宝舟 口絵1

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 ありし日の故関大阪市長 昭和七年の審査会 口絵2

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 東京に於ける光栄ある本聯盟の審査会 口絵3

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 朝鮮と北海道に於ける本聯盟の活動 口絵4

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 巻頭言 早春の警

鐘
台湾の各女学校を慰問す 1

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 早春の警

鐘
小児の急性伝染病 原田竜夫 2

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 早春の警

鐘
麻疹の予防と手当法 西川為雄 8

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 早春の警

鐘
はやり出したハシカとヂフテリア 鎮目専之助 10

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 短歌 早春の警

鐘
わが庭 岡田道一 12

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 受験突破

法
学校の選択について 青木誠四郎 13

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 受験突破

法
受験前の衛生 岡田道一 15

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 受験突破

法
入学試験を受ける子供を待つ母親へ 河崎なつ 20

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 受験突破

法
入学期に際して教育費検討 氏家寿子 22

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 受験突破

法
痛ましい学童の悲劇 西川為雄 24

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 受験突破

法
苦しい私の体験 飯島香代子 26

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 受験突破

法
この実例の前に反省せよ 霜田静志 28

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 白梅五首 今中楓渓 30

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 双親の反

省
人の子の親たる方々に（二） 桑野久任 32
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8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 双親の反

省
育児日誌に就て（二） 氏家寿子 35

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 双親の反

省
自ら不幸を求める女性の群 塚田喜太郎 41

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 双親の反

省
何が彼を不良児にしたか 村島帰之 43

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 家庭宝典 赤ん坊の畸形と助産婦への注意 岡田道一 47

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 家庭宝典 肺炎の話 橋本寛敏 50

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 家庭宝典 「歯槽膿漏」の予防 柴田信 53

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 家庭宝典 消化器系統の疾患 高橋ミチ子 54

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 主婦の智

識
夏よりも強い冬のチフス菌 谷口 57

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 主婦の智

識
十三貫目の人には一貫目の血がある 川上漸 58

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 主婦の智

識
女は誰でもみな『冷え症』か？ 篠田糺 61

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 主婦の智

識
小さく生んで大きく育てるには？ 今泉正吉 62

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 緑丘静話 あはれな弟の事ども 窪川稲子 64

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 緑丘静話 情熱と感激の結晶 歌は人なり 伊藤悌二 66

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 創作 緑丘静話 投函しない亀代の書翰 桐野葉子 68

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 緑丘静話 大津便り 安藤皷泉 74

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 緑丘静話 私の少年時代 中村吉右衛門 75

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 短歌 緑丘静話 円き緑丘 伊藤悌二 76

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 本聯盟慰問使在台日程表 77

8
第13巻第3号 1935(昭和10)03.01 編輯余情 伊藤悌二 78

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 琉球土俗人形 尾崎清次 表紙

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 松田三郎 目次扉・

カット

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 佐野友章 カット

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 木馬に乗りて 口絵1

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 『白隠和尚』劇の舞台面 口絵2

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 台北帝国大学・媽宮城々門 口絵3

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 日月潭の杵歌・ブヌン族の家族達 口絵4

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 琉球那覇産張子人形 尾崎清次 1

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 両親の再

教育
女性の性的生理調節に関する近時の研究 桑野久任 2

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 両親の再

教育
親子の危機 細井次郎 6

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 両親の再

教育
家庭のしつけ 村島帰之 7

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 両親の再

教育
玩具雑筆 尾崎清次 10

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 両親の再

教育
バチルス・チフオーズス先生 川上漸 12

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 春興余録 農村点描 中西伊之助 16

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 短歌 春興余録 石楠花の咲く木蔭 渡部正直 22

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 春興余録 刀圭余感 余田魁堂 24

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 春興余録 渓流の砂金 のりとはさみ生 28

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 主婦の智

識
最新のビタミン知識（其五） 宇留野勝弥 32

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 主婦の智

識
育児に関する母親の知識（二） 富田幸蔵 39

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 主婦の智

識
春と湿疹 中村敏郎 43

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 主婦の智

識
女学生の運動と月経の関係 大村久栄 46
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8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 短歌 藤を移植す 岡田道一 47

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 若葉晃々 母の思ひ 保良せき 48

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 創作 若葉晃々 少女俳人亀代の書翰 桐野葉子 50

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 若葉晃々 禿山・椋十・大夢翁の事 たかを・あきを 58

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 若葉晃々 姉の死その他 喜多文子 60

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 若葉晃々 健康を讃ふ歌 山中一明 63

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 時潮時報 十万の不具学齢児童のため我等の永井柳太

郎先生乗り出す
64

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 第九回全国児童愛護週間実施要項 65

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 春草会詠草（光） 68

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 時潮時報 劇『白隠和尚』上演に就て 高尾亮雄 70

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 育児読本 ご両親はご存知ですか？ 双生児や一人児は言

葉の発達が遅い
山下俊郎 71

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 育児読本 聾唖の半ばは母の罪 赤ん坊が聾啞か否か

を早く知るには？
辻本与次郎 72

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 育児読本 女房天下の家庭にはどんな子供が生れる？ 波多野完治 73

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 育児読本 女学校一年生はまだまだ子供なんですよ 細井次郎 74

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 育児読本 早生れの赤ん坊は丈夫になる？ 75

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 育児読本 ヘタに与えると玩具は害になる 76

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 育児読本 衛生的な赤ちやんの美髪 辻本慶太郎 77

8
第13巻第4号 1935(昭和10)04.01 編輯後記 伊藤悌二 78

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 琉球玩具（馬乗り） 尾崎清次 表紙

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 松田三郎 目次扉・

カット

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 佐野友章 カット

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 三人従姉妹 口絵1

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 霧社バーラン蕃社とサムチムン蕃社を訪ね

て
口絵2

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 蕃婦の機織とサラマオ社 口絵3

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 大濁水渓の鉄線橋と竹筏 口絵4

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 巻頭言 我等の運動には年中休みは無い 1

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 両親の再

教育
学校を厭がる素ぶりは見えぬか？ 丸山鋭雄 2

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 両親の再

教育
兄弟 塚田喜太郎 6

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 両親の再

教育
宗教々化と少女指導の実際 東福義雄 9

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 研究の視

野
台湾習俗改善管見 陳全永 12

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 研究の視

野
燃えてゐる話 川上漸 17

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 研究の視

野
女性の性的生理調節に関する近時の研究
（二）

桑野久任 20

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 俳句 春泥 前田夢一 24

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 家庭衛生 産後の衛生 岩田正道 26

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 家庭衛生 消化器系統の疾患 高橋ミチ子 30

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 家庭衛生 内飜足及小児麻痺の矯正とマツサージ 熊谷主膳 35

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 五月の感

想
丸山鶴吉さんは大の子供好き その著『五十年とこ

ろところ』から
高尾亮雄 38

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 童話 五月の感

想
悲しき美術品 伊藤樹夫訳案 42

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 五月の感

想
刀圭余感 余田魁堂 46

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 五月の感

想
渓流の砂金 のりとはさみ生 50
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8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 五月の感

想
少女俳人亀代の書翰 桐野葉子 51

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 創作 育児智識 母親が偏食するとペコペコ頭の子が生れる 大久保直穆 56

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 育児智識 肉体発育の神秘 熊本医大で解いた謎 58

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 育児智識 不正牛乳を看破る家庭での試験法 三雲隆三郎 59

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 育児智識 猩紅熱に御注意！ 熊谷 60

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 育児智識 赤ちやんの種痘はもうすみましたか？ 谷口清一 61

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 育児智識 育児に関する母親の知識（三） 富田幸蔵 63

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 台湾通信 児童愛護運動を斯く観る 66

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 台湾通信 サンテムン蕃社を訪ふの記 伊藤悌二 68

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 短歌 台湾通信 白鷺飛ぶ台湾の旅 伊藤悌二 75

8
第13巻第5号 1935(昭和10)05.01 編輯後記 伊藤悌二 78

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 琉球玩具（馬乗り） 尾崎清次 表紙

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 松田三郎 目次扉・

カット

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 佐野友章 カット

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 第七回全東京乳幼児審査会規定 前付

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 第七回全東京乳幼児審査会総裁文部大臣松

田源治閣下
口絵1

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 宮参りの日に（笹倉佐一君） 口絵2

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 台南に於ける本聯盟主催の審査会 口絵3

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 ゼーランヂヤ城趾とタイヤル族蕃家 口絵4

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 巻頭言 蕃地踏破 朝野各方面の人格的、精神的助力 1

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 蕃地踏破 嘉義から石楠花の咲く霧社さして 台湾旅日記第二篇 伊藤悌二 2

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 短歌 蕃地踏破 台湾時鳥 伊藤悌二 11

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 蕃地踏破 台湾の原住民族 台湾総督府警務局

理蕃課
12

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 母性講座 子どもの食物の衛生 岡田道一 16

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 母性講座 すぐ役に立つ栄養献立 矢野雄 20

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 母性講座 呼吸器疾患 高橋ミチ子 22

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 研究の視

野
女性の性的生理調節に関する近時の研究
（三）

桑野久任 28

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 研究の視

野
注射の話 川上漸 32

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 研究の視

野
台湾習俗改善管見（二） 陳全永 37

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 研究の視

野
歯の病気に効く漢方薬 森田幸門 42

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 健康読本 子供の体格と異常発育について 大西永次郎 43

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 健康読本 こどもの習慣 山下俊郎 51

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 健康読本 愛児の心を損ふもの 水谷年恵 52

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 健康読本 小児 春草会 53

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 健康読本 母のこと 尾上菊五郎 54

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 健康読本 川柳に見る親ごころ 麻生路郎 55

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 薫風緑雨 霧社蕃の『父帰る』 松田庄一 57

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 薫風緑雨 比律宝で謳はれた博物採集家山村八重子さ

ん
一記者 63

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 薫風緑雨 亡びゆく故郷の家 桐野葉子 66

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 薫風緑雨 刀圭余感 余田魁堂 72
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8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 薫風緑雨 奥多摩山荘に歌ふ 伊藤悌二 76

8
第13巻第6号 1935(昭和10)06.01 台湾の嬉しい追憶（後記） 伊藤悌二 78

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 琉球玩具（馬乗り） 尾崎清次 表紙

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 佐野友章 カット

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 永井柳太郎先生の御一家 口絵1

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 文学博士下田次郎氏の令息令嬢たち 口絵2

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 小金井の小児牛乳株式会社の牧場 口絵3

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 山村八重子嬢の光栄 口絵4

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 巻頭言 勲功以上 街頭医学に就いて 1

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 勲功以上 勲功以上の真実性 永井柳太郎 2

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 短歌 勲功以上 虎耳草 伊藤悌二 7

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 勲功以上 刀圭余感 余田魁堂 8

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 夏季の保

健
愛児の大敵「疫痢及び赤痢」の誘因伝播及
び予防に就て

仁科享 12

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 夏季の保

健
夏季に於ける子供の健康法 岡田道一 16

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 夏季の保

健
腹炎を警戒なさい 大久保直穆 19

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 夏季の保

健
呼吸器疾患 高橋ミチ子 20

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 短歌 夏季の保

健
甲子園ホテルにてよめる 今中楓渓 24

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 研究の視

野
玩具雑筆 尾崎清次 26

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 研究の視

野
台湾習俗改善管見（三） 陳全永 28

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 研究の視

野
セキメンの話 川上漸 32

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 研究の視

野
女性の性的生理調節に関する近時の研究
（四）

桑野久任 37

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 母性講座 育児に関する母親の知識（四） 富田幸蔵 44

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 母性講座 低能児の導き方 長野幸雄 48

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 母性講座 子供が危険物を呑み込まうとしたとき 中村徳吉 50

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 母性講座 ハゲの原因及びその予防と手当法 辻本慶太郎 53

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 童話 鞍の戦の話 川上漸 54

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 詩 兵の夜 畑中不茅 59

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 緑蔭随想 青柿を転がす 桐野葉子 60

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 緑蔭随想 御獄山根の歌 納秀子 64

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 緑蔭随想 生物界に貢献された山村氏一家とヒリツピ

ン
一記者 66

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 緑蔭随想 土 谷中泰輔 69

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 緑蔭随想 四人兄弟 塚田喜太郎 71

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 短歌 緑蔭随想 日まはり 荻野美夫 77

9
第13巻第7号 1935(昭和10)07.01 東京審査会前記（編輯の後） 伊藤悌二 78

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 琉球玩具（鯉乗り） 尾崎清次 表紙

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 佐野友章 カット

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 梨本宮大妃殿下審査会に御台臨遊ばさる 口絵1

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 総裁松田文相、名誉会長永井前拓相の臨場 口絵2
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9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 富田博士の総評と桑野教授の能力審査 口絵3

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 本会顧問戸川博士と納秀子女史等を迎ふ 口絵4

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 巻頭言 恒例年中

行事
一等国の青年男女？ 1

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 短歌 恒例年中

行事
赤ん坊審査会にて 納秀子 2

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 恒例年中

行事
第七回全東京乳幼児審査会 伊藤悌二 3

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 恒例年中

行事
第七回全東京乳幼児審査会奉仕人員 14

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 母と子の

講座
母と子 下田次郎 15

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 短歌 山百合 荻野美夫 22

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 母と子の

講座
子供の歯の衛生に就て 大西永次郎 25

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 四通八達 台湾習俗改善管見（四） 陳全永 30

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 四通八達 統計から見た幼児の身体 宇留野勝弥 33

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 四通八達 眼鏡無用小論 葉山英二 36

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 四通八達 出雲路の旅（一） 塚田喜太郎 42

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 育児読本 呼吸器疾患 高橋ミチ子 46

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 育児読本 活動写真の衛生 岡田道一 50

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 育児読本 血液の話 川上漸 53

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 短歌 はかなき雑草 平沢寿子 56

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 育児読本 多産の世界記録は六十九人！！ 58

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 育児読本 児童の食慾を進める栄養剤 59

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 碧空緑野 伝記小説高橋是清 小杉健太郎 60

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 碧空緑野 制服の処女は修道する 桐野葉子 66

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 碧空緑野 東京審査会御体廻りの記 伊藤悌二 73

9
第13巻第8号 1935(昭和10)08.01 第七回東京審査会前記 伊藤悌二 78

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 琉球玩具（鯉乗り） 尾崎清次 表紙

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 佐野友章 カット

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 全東京乳幼児審査会の首脳 口絵1

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 高木保之助画伯の一家と出世作『夏の粧』 口絵2

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 全国に報道された松田文部大臣参観の輝け

る場面
口絵3

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 帝都の人気をあつめた本聯盟の審査会 口絵4

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 巻頭言 栄養問題 世界を見渡して 1

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 栄養問題 栄養食料の根本問題 森田幸門 2

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 栄養問題 人工栄養の上の注意 神田八郎 8

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 栄養問題 哺乳期以後の食べ物 仁科亨 12

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 短歌 裾野撫子 納秀子 14

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 春草会詠草 16

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 新秋遍路 佐渡と河内 永井一夫 18

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 短歌 新秋遍路 秋を呼ぶ千種の浜 荻野美夫 24

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 新秋遍路 ふるさと 畑中敏三 26

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 新秋遍路 出雲路の旅（二） 塚田喜太郎 30
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9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 専門内外 高木保之助画伯の横顔 伊藤悌二 35

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 俳句 専門内外 地蔵盆 西田桑芽 40

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 専門内外 大阪の裏町を往く 前田貞次 42

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 専門内外 全生病院詩集『野の家族』を読みて 松本かづ子 48

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 短歌 専門内外 信濃追分駿河追分 平沢寿子 52

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 碧空緑野 伝記小説高橋是清（二） 小杉健太郎 54

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 碧空緑野 台湾習俗改善管見（五） 陳全永 60

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 碧空緑野 不幸な有毒児 川口信教 63

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 巌谷小波先生記念碑建設趣旨 66

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 育児智識 全身病 高橋ミチ子 68

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 育児智識 シンケイの話 川上漸 72

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 育児智識 近視療法について 葉山英二 75

9
第13巻第9号 1935(昭和10)09.01 編輯後記 伊藤悌二 78

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 琉球玩具（鯉乗り） 尾崎清次 表紙

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 佐野友章 カット

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 乳幼児審査会の光栄 口絵1

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 吉村忠夫画伯の作品とその肖像 口絵2

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 輝かしい海国赤ちやん写真大会の優良児 口絵3

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 海国赤ちやん写真大会の審査員会と竹久夢

二氏の歌碑除幕式
口絵4

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 巻頭言 栄養講座 田舎漢の勝利 1

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 栄養講座 母親の食物 赤司和嘉 2

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 栄養講座 人工栄養上の注意 神田八郎 6

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 栄養講座 統計から見た幼児の身体（二） 宇留野勝弥 12

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 短歌 安房砂丘 木野幾世 16

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 乳児死亡

率
米国の田舎に於ける母性及び乳児の死亡率
減少に就いて

メイソン・ノツク
ス/武谷等太郎訳

17

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 短歌 秋・母の歌へる 納秀子 24

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 春草会詠草 26

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 感冒や肺炎は予防のできる病気です 27

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 苦難の大

道
伝記小説高橋是清（三） 小杉健太郎 28

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 苦難の大

道
吉村忠夫画伯の半生 伊藤悌二 35

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 短歌 苦難の大

道
山霧の旅 平沢寿子 41

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 苦難の大

道
制服の処女は病む 桐野葉子 42

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 碧空錦野 小波先生俳句小解 岡本松浜 48

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 碧空錦野 松岡映丘氏の旗揚げ 図書院を結成 51

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 碧空錦野 台湾習俗改善管見（六） 陳全永 54

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 洗髪と其後の手入 辻本慶太郎 59

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 新母性読

本
心臓及び血液の疾患 高橋ミチ子 60

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 新母性読

本
乳児の微笑は人間愛より 西川為雄 64

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 新母性読

本
二百五十貫をかつぐ私達 川上漸 66
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9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 新母性読

本
母と子 下田次郎 70

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 新母性読

本
母を葬る歌 畑中不茅 76

9
第13巻第10号 1935(昭和10)10.01 編輯後記 伊藤悌二 78

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 高松の嫁入り人形 尾崎清次 表紙

9 第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 松田三郎 目次扉・
カット

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 佐野友章 カット

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 非常時・優良第二国民の審査会 口絵1

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 熱誠溢るゝ審査医員の審査振り 口絵2

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 大阪帝大学生・市婦人団体の奉仕 口絵3

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 恒例保健運動の凱歌 口絵4

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 伝染病排

撃
宣言 1

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 伝染病排

撃
麻疹の話 生地憲 2

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 伝染病排

撃
「チフス」予防 藤原九十郎 6

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 伝染病排

撃
心臓及び血液の疾患 高橋ミチ子 10

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 伝染病排

撃
金持ちと貧家からなぜ不良が出る？ 留岡清男 14

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 母性愛篇 母と子 下田次郎 16

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 母性愛篇 旅から旅へ 塚田喜太郎 22

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 短歌 母性愛篇 寂日 納秀子 26

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 母性愛篇 縁遠きを憂へる娘さんと母御へ 中沢三代子 28

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 滋養と間

食
統計から見た幼児の身体（三） 宇留野勝弥 30

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 滋養と間

食
滋養剤 赤司和嘉 35

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 滋養と間

食
児童の間食 岡田道一 40

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 育児知識 牛乳の飲ませ方選び方 清水正雄 46

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 育児知識 バイキンの話 川上漸 50

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 育児知識 百日咳の話 生地憲 54

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 育児知識 養護学級の普及方策について 大西永次郎 56

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 伝記小説高橋是清（四） 小杉健太郎 60

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 仙台の女子師範より 桐野葉子 67

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 大阪の審

査会
第十三回大阪赤ん坊審査会の記 伊藤悌二 72

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 春草会詠草 77

9
第13巻第11号 1935(昭和10)11.01 十月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 高松の嫁入り人形 尾崎清次 表紙

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 佐野友章 カット

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 高松宮殿下より令旨を賜ふ 口絵1

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 総裁松田文部大臣全関東の最優良児を表彰

す
口絵2

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 豪華・第七回全東京乳幼児審査会表彰式 口絵3

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 表彰された乳幼児を祝福する諸名家 口絵4

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 我等の光

栄
令旨 1

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 我等の光

栄
奉答辞 清浦奎吾 2
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9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 我等の光

栄
牛乳の話（一） 清水正雄 3

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 我等の光

栄
女の子には人形男の子には愛犬 関寛之 8

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 我等の光

栄
玩具雑筆 尾崎清次 10

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 我等の光

栄
『曠野』の内から 岡本松浜 14

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 短歌 我等の光

栄
雲仙行 山中歌津秋 18

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 二大集会 第八回全国社会事業大会 20

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 二大集会 第七回全東京乳幼児審査会表彰式 23

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 両親の再

教育
徳川時代に於ける子供の調髪に関する文献 加川荘三郎 30

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 短歌 両親の再

教育
腰越かごと 平沢寿子 36

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 両親の再

教育
母の神経過敏が子供を低能にした例 小川三郎 38

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 両親の再

教育
小児結核の話 生地憲 39

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 両親の再

教育
結核の予防 藤原九十郎 42

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 両親の再

教育
伝記小説高橋是清（五） 小杉健太郎 46

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 両親の再

教育
浪曲雑談 前田貞次 50

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 短歌 両親の再

教育
摂津から伊豆へ 伊藤悌二 54

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 両親の再

教育
大酒のみによい子は出来ぬ 池見猛 56

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 街頭医学 不良でなくとも子供は嘘をつく 西谷譲吉 58

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 街頭医学 食塩の歯磨はおやめなさい 柴田信 58

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 街頭医学 甘ツたれ子を矯正する方法 平野忠七 58

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 街頭医学 風邪のうつるのは罹つてから三日間 原島進 59

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 街頭医学 早く歩かせるには抱つこは禁物 矢野雄 59

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 街頭医学 子供に折檻は害あつて益なし 矢部八重吉 59

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 街頭医学 医学上から観た女の結婚適齢期 佐藤美実 60

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 街頭医学 母となる準備・妊婦の心得七ヶ条 61

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 街頭医学 東京市民は世界一 豊浦浅吉 61

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 育児知識 母と子 下田次郎 62

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 育児知識 人工栄養上の注意 神田八郎 66

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 育児知識 夜尿症の原因と手当 土屋文雄 69

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 育児知識 急性伝染病 高橋ミチ子 72

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 育児知識 脳味噌の話 川上漸 76

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 第十三回あかんぼ審査会審査成績表 79

9
第13巻第12号 1935(昭和10)12.01 編者の領域(編輯後記) 伊藤悌二 80

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 高松の嫁入り人形 尾崎清次 表紙

9 第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 松田三郎 目次扉・
カット

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 佐野友章 カット

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 子年にちなみて 口絵1

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 本聯盟児童愛護首唱満十五年記念式の祭壇 口絵2

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 総裁松田文相大臣親しく最優良児を表彰さ

る
口絵3

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 会長加々美市長代理阪間助役最優良児を表

彰さる
口絵4

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 巻頭言 国光燦々 親王殿下の御誕生 1
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9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 国光燦々 昭和拾一年元頭の辞 余田忠吾 2

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 国光燦々 第七回全東京乳幼児審査会表彰式式辞 松田源治 4

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 国光燦々 第十三回大阪あかんぼ審査会表彰式式辞 加々美武夫 6

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 国光燦々 第十三回大阪あかんぼ審査会表彰式祝辞 安井英二 7

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 国光燦々 感謝之辞 佐竹庄七 8

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 国光燦々 光栄の久留島氏謹話 10

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 栄養の方

面
学童の弁当 岡田道一 12

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 栄養の方

面
牛乳の話（二） 清水正雄 16

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 栄養の方

面
統計から見た幼児の身体（四） 宇留野勝弥 20

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 新年雑詠 今中楓渓 24

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 愛郷詩篇 風雨に曝さるゝ勤皇志士の墓 26

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 愛郷詩篇 思ひ出の国 郷倉千靱 28

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 愛郷詩篇 死地を脱して 飛田周山 30

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 愛郷詩篇 リチヤアルド・ガリエンの童詩二章 高瀬嘉男 39

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 愛郷詩篇 新春詠歌 納秀子 42

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 愛郷詩篇 浪曲雑談（下） 前田貞次 44

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 愛郷詩篇 伝記小説高橋是清（六） 小杉健太郎 48

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 死線突破 小児肺炎の看護上に誤解はないか 佐野寅一 52

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 短歌 死線突破 富士の嶺 平沢寿子 55

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 死線突破 小児結核の話 生地憲 57

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 死線突破 ハラキリの話 川上漸 62

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 大道無門 放浪癖の少年 川口信教 65

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 大道無門 教育十二態（その一） 塚田喜太郎 68

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 大道無門 母と子 下田次郎 72

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 大道無門 軌道 谷中泰輔 75

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 短歌 大道無門 崇き母 伊藤悌二 79

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 大道無門 近頃流行の児童舞踊に就て 親たちと教育家諸氏

に訴へる
高尾亮雄 80

9
第14巻第1号 1936(昭和11)01.01 編者の領域 伊藤悌二 82

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 如月の花 高木保之助 表紙

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 佐野友章 カット

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 巌谷小波先生記念碑建設趣旨 前付

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 淡路島 吉村忠夫画 口絵1

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 春草会第二百回記念会 口絵2

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 本聯盟乳幼児審査会創始満十五年祝賀揮毫 口絵3

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 巻頭言 雲の双趐 与謝野晶子 1

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 体質改造 子供の体質に就いて（一） 伊藤謙吉 2

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 春（春草会二百回詠草） 6

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 体質改造 学校給食に就て 岡田道一 7

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 体質改造 統計から見た幼児の身体（五） 宇留野勝弥 10
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9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 立春大吉 肺結核の漢方療法 森田幸門 16

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 立春大吉 空気伝染病の予防 藤原九十郎 22

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 立春大吉 小児肺炎の話 生地憲 24

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 立春大吉 子供のセキは無闇にとめるな！ 谷口清一 26

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 立春大吉 急性伝染病 高橋ミチ子 28

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 立春大吉 子供達の肺炎 その原因はカゼ 磯田仙三郎 33

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 立春大吉 雨や雪の少い年は風邪がはやる 佐々木秀一 34

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 育児知識 牛乳の話（三） 清水正雄 35

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 育児知識 消化不良の話（一） 生地憲 40

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 育児知識 シモヤケの話 川上漸 44

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 育児知識 今の子供が落いり易い自惚れごころ 村岡花子 47

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 愛郷詩篇 第二の故郷 吉村忠夫 48

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 短歌 愛郷詩篇 養母を憶ふ 平沢寿子 50

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 愛郷詩篇 眠る動物の三態 八木誠政 52

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 愛郷詩篇 仙台の女子師範より 桐野葉子 54

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 愛郷詩篇 『曠野』と『猿蓑』（俳句評釈）（二） 岡本松浜 57

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 愛郷詩篇 二月と犬 前田夢一 61

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 母性の教

養
母と子 下田次郎 62

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 母性の教

養
床の間の起りとその変遷 吉村忠夫 66

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 母性の教

養
炭火の危険性 守屋磐村 70

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 双児は遺伝する 谷口虎年 72

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 牛乳で育てる冬の赤ちやんに 甲賀正亥 72

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 野菜嫌ひの子を救ふ方法 藤巻良知 73

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 泣いて厭がる子供に吸入は利かない 和泉成之 73

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 離乳を遅らすとすぐ視力に影響 近藤忠雄 74

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 老人も子供も牡蠣を召上れ 有本邦太郎 74

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 不思議な赤ン坊 74

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 結核に罹り易い子供の体質 紙野圭三 74

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 子供はナゼ甘いものを好く？ 中鉢不二郎 75

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 街頭医学 案外おそろしい子供の「異物嚥下」 小野譲 76

9
第14巻第2号 1936(昭和11)02.01 編者の領域 伊藤悌二 78

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 初春の花 高木保之助 表紙

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 佐野友章 カット

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 雛祭りの雅客 口絵1

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 ありし日の松田文部大臣 口絵2

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 久留島武彦先生の近影 口絵3

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 春光を浴びて 口絵4

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 愛育の要

諦
生活の歌（十人集） 1

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 愛育の要

諦
牛乳の話（四） 清水正雄 2



『子供の世紀』総目次

69

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 愛育の要

諦
乳児の死亡原因に就て 藤原九十郎 6

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 愛育の要

諦
子供と風邪 緒方安雄 10

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 愛育の要

諦
中等学校選択の標準 青木誠四郎 14

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 噫松田文

相
故松田文部大臣の遺徳を追慕して 伊藤悌二 18

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 噫松田文

相
松田文相の急逝 元田肇 23

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 麗春の脈

搏
伝記小説高橋是清（七） 小杉健太郎 27

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 短歌 麗春の脈

搏
こしかた 納秀子 32

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 麗春の脈

搏
仙台の女子師範より 桐野葉子 34

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 麗春の脈

搏
後進を思ふ至情に燃ゆる久留島先生 東北の一寒村を訪は

れたる記
伊藤悌二 38

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 麗春の脈

搏
『曠野』と『猿蓑』（俳句評釈）（三） 岡本松浜 40

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 体質改善 消化不良の話（二） 生地憲 45

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 体質改善 急性伝染病 高橋ミチ子 48

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 体質改善 子供の体質に就いて（二） 伊藤謙吉 52

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 体質改善 黴菌をくふ白血球 川上漸 56

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 育児知識 子供の入学には親の虚栄を捨てよ 久保田亀蔵 59

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 育児知識 生れた子が聾唖かどうかはかうして見別け

る
石井教 61

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 育児知識 問題の「断種法」 吉益脩夫 63

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 育児知識 子供との感情争ひ 平塚らいてう 65

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 育児知識 子供と中耳炎 佐藤重一 66

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 育児知識 寒い時の妊婦は風邪を用心なさい 朝岡稲太郎 67

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 母性読本 床の間の起りとその変遷（二） 吉村忠夫 69

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 街頭医学 赤ん坊の添寝は 立花次郎 72

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 街頭医学 赤ちやんは暖い日光に出せ 竹内茂代 72

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 街頭医学 小児の日光浴に考慮せよ 森政長 73

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 街頭医学 耳の病気が因で歯がいたむ 高木慎 73

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 街頭医学 お茶は貧血の薬 73

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 短歌 中耳炎を患ふ 伊藤悌二 74

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 俳壇 草燈社 76

9
第14巻第3号 1936(昭和11)03.01 編者の領域 伊藤悌二 78

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 初春の花 高木保之助 表紙

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 佐野友章 カット

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 北白川宮能久親王陛下の御尊影 口絵1

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 五月節句の雅客 口絵2

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 台湾の思ひ出 口絵3

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 最優良児は祝福さる 口絵4

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 巻頭言 教育の視

野
国家百年の計 1

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 教育の視

野
虚弱児童改造の根本対策に就て 菅沼巌雄 2

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 教育の視

野
教育種々相（二） 塚田喜太郎 4

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 教育の視

野
独逸に於ける衛生教育 武谷等太郎 7
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9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 教育の視

野
煙草の歌 岡田道一 11

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 浅春二十五人集 12

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 新母性講

座
統計から見た幼児の身体（其六） 宇留野勝弥 14

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 新母性講

座
煙草の歌 岡田道一 17

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 短歌 紅梅白梅 納秀子 18

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 新母性講

座
牛乳の話（五） 清水正雄 20

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 新母性講

座
『続猿蓑』と『卯辰集』（俳句評釈）
（四）

岡本松浜 24

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 新母性講

座
女学校出の家事の勉強は実演することが大
切

氏家寿子 30

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 柳桃飛燕 阿武隈川畔の小学校へ赴任 桐野葉子 32

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 柳桃飛燕 伝記小説高橋是清（八） 小杉健太郎 36

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 柳桃飛燕 煙草の歌 岡田道一 41

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 柳桃飛燕 はだか大名（お伽狂言） 高尾亮雄 42

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 柳桃飛燕 二・二六事件の前後を病む 伊藤悌二 49

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 短歌 柳桃飛燕 極楽寺 平沢寿子 55

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 愛育の要

諦
母と子 下田次郎 57

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 愛育の要

諦
たべものの旅行 川上漸 62

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 愛育の要

諦
急性伝染病 疫痢編 高橋ミチ子 65

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 短歌 愛育の要

諦
家の祭神 伊藤悌二 70

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 街頭医学 婦人と喫煙 岡田道一 72

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 街頭医学 春は一年の内でナゼ妊娠し易いか 忽滑谷精一 74

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 街頭医学 乳房の消毒を必ず実行なさい 中山栄之助 74

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 街頭医学 赤ん坊と乗物 岡田重勝 74

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 街頭医学 赤ちやんを歩かせる注意 中鉢不二郎 75

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 街頭医学 入学する子供に大切なのは靴の問題 大西永次郎 75

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 街頭医学 煙草の歌 岡田道一 75

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 第十回全国児童愛護週間実施要綱 76

9
第14巻第4号 1936(昭和11)04.01 編者の領域 伊藤悌二 78

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 天平の初夏 吉村忠夫 表紙

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 佐野友章 カット

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 第八回全東京乳幼児審査会規定 前付

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 第八回全東京乳幼児審査会総裁平生文部大

臣閣下
口絵1

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 衣装人形（幼女） 野口明豊作 口絵2

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 年俸七十七万円のテムプルちやん 口絵3

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 本誌編者伊藤悌二の一家 口絵4

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 巻頭言 世紀時潮 平生文部大臣を総裁に 1

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 世紀時潮 聖徳皇太子十七条憲法 2

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 世紀時潮 教育種々相（二） 塚田喜太郎 5

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 世紀時潮 現代の女流童話作家 尾関岩二 9

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 世紀時潮 縄跳び 永井一夫 14
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9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 新母性講

座
お頭の中の話 川上漸 16

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 新母性講

座
子供の健康の為に 谷口清一 19

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 新母性講

座
婦人と喫煙（二） 岡田道一 24

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 俳文 新母性講

座
いさざ 前田夢一 28

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 新母性講

座
急性伝染病 高橋ミチ子 30

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 育児知識 母と子 下田次郎 33

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 育児知識 牛乳の話（六） 清水正雄 39

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 育児知識 結婚相手の遺伝は慎重に調査せよ！ 余田忠吾 42

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 育児知識 幼稚園教育の再検討 44

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 育児知識 家出した男女は殆ど浮浪になる 新堀哲岳 46

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 緑江翠山 伝記小説高橋是清（九） 小杉健太郎 48

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 緑江翠山 竹藪の中の茅家にて 桐野葉子 51

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 緑江翠山 旅心歌 深沢要 55

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 緑江翠山 原始紅頭嶼行 宮武辰夫 58

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 緑江翠山 試験場悲喜劇 沖野岩三郎 60

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 緑江翠山 卒業式 結城哀草果 62

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 『卯辰集』と『韻塞』(俳句評釈)(五) 岡本松浜 64

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 熱の誤解は愛児を奪ふ 長尾美知 68

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 おやつの与へ方 下田吉人 68

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 ヂフテリアと猩紅熱 落合明 68

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 春、乙女子らはなぜ誘惑され易い！ 青木儀作 69

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 危険な耳だれ 西崎豊寛 70

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 非常に多い実例臆病な子供 関寛之 71

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 伊藤雅契の歌 今中楓渓 72

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 「家の祭神」評 寺川信 72

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 街頭医学 端午の節供と元服の古義 北野博美 74

9
第14巻第5号 1936(昭和11)05.01 四月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 天平の初夏 吉村忠夫 表紙

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 佐野友章 カット

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 “赤心”を塗つた壁画 口絵1

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 明治神宮参拝の我等の寺内陸軍大臣 口絵2

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 永野海軍大臣と高杉軍医局長閣下 口絵3

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 昭和十年東京審査会の思ひ出 口絵4

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 巻頭言 世紀時潮 陸軍省海軍省の協賛を仰ぐ 1

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 世紀時潮 英吉利の小児保健施設 南崎雄七 2

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 世紀時潮 牛乳の話（七） 清水正雄 8

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 世紀時潮 梅雨と保健 藤原九十郎 12

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 夏季の衛

生
夏と人工栄養児 定方亀代 18

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 夏季の衛

生
伝染力の強いハシカとトビヒ 田村均 22
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9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 夏季の衛

生
急性伝染病 高橋ミチ子 25

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 夏季の衛

生
子供も親も困る夜尿症 星信一郎 29

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 夏季の衛

生
不眠症 原一雄 30

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 母性新講

座
教育種々相（四） 塚田喜太郎 34

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 母性新講

座
感情的な育児法を一擲せよ 森重静夫 39

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 母性新講

座
母と子 下田次郎 40

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 母性新講

座
味噌の味も区別出来ぬ主婦達 中村研一 44

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 母性新講

座
戸籍法に邪魔され結婚出来ぬ男女 塚崎直義 46

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 母性新講

座
大切な子守の選択 佐々木秀一 50

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 緑江翠山 児童の栄養 岡田道一 51

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 緑江翠山 幼児の消化不良に沐浴療法の応用 和泉成之 56

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 短歌 緑江翠山 母 納秀子 58

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 緑江翠山 この親この子 川口信教 60

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 緑江翠山 文豪モラエス氏と子供 高尾亮雄 62

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 緑江翠山 力行ガレージの御陰で 大正十四年の東京審

査会の記
伊藤悌二 63

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 緑江翠山 めまぐるしい審査の三日間 第一回全東京審査会

の記
伊藤悌二 66

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 緑江翠山 不良の子供達を見て翻然、六年の刻苦 70

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 緑江翠山 端午の節供と元服の古義（二） 北野博美 71

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 街頭医学 お多福風の予防と手当の方法 西川為雄 72

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 街頭医学 流行期を控へ赤痢を予防せよ 大坪五也 72

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 街頭医学 若い時の腰痛 斎藤一男 72

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 街頭医学 便秘を防ぐ法 鈴木甚吉 73

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 街頭医学 お産後の注意 木下正一 73

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 街頭医学 妊娠中に必要なカルシユーム分 藤巻良和 73

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 街頭医学 母親の喫煙は、乳児に影響するか 水野清司 74

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 街頭医学 知識階級の婦人は出産力が弱い 75

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 街頭医学 赤ちやんの独り寝の注意 磯田仙三郎 76

9
第14巻第6号 1936(昭和11)06.01 五月の記（編輯後記） 伊藤悌二 78

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 天平の初夏 吉村忠夫 表紙

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 佐野友章 カット

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 我等の平生文部大臣健かな乳幼児を祝福さ

るゝ
口絵1

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 松岡映丘先生の御一家 口絵2

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 微笑ましき第二国民に取囲まれた永井名誉

会長
口絵3

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 自然の交響楽中に奮闘する受付係員と山田

博士
口絵4

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 陸軍省、海軍省並各方面諸名士の参観 口絵5

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 巻頭言 恒久の国

防
東北地方は振興しつゝあり 1

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 恒久の国

防
第八回全東京乳幼児審査会 伊藤悌二 2

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 大器晩成 馬鹿に出来ない日本の薬草 刈米達夫 14

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 大器晩成 母と子 下田次郎 16
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9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 大器晩成 教育種々相（五） 塚田喜太郎 22

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 大器晩成 一人の子供に愛を集中するな 青木誠四郎 24

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 大器晩成 腎臓の悪い人の牛乳嫌ひを防げ 大森憲太 25

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 大器晩成 都会人にムシ歯の多い原因 清水静雑 26

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 有磯海篇 土佐・沖の島（一） 沖本白水 28

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 有磯海篇 「有磯海」その他（俳句評釈）（六） 児童に関する俳句評

釈（六）
岡本松浜 32

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 有磯海篇 伝記小説高橋是清（十） 小杉健太郎 37

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 第二百四回春草会詠草 42

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 育児の実

際
看護の実際に就て 丸山緑 44

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 育児の実

際
牛乳の話（八） 清水正雄 49

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 育児の実

際
子供と睡眠の話 生地憲 54

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 育児の実

際
子供の弁当を作る時の心得 下田吉人 58

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 主婦の知

識
主婦が研究すべきお台所の設計 桜井省吾 61

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 主婦の知

識
生きた機関車 川上漸 64

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 主婦の知

識
子供と汗の話 中鉢不二郎 67

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 主婦の知

識
生み自慢・賢母競べ（読売新聞娯楽頁） 72

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 主婦の知

識
小児科領域に於ける理研「レバー」の応用 岡田春樹 74

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 主婦の知

識
魚類や肉類の中毒季節 三雲隆三郎 76

9
第14巻第7号 1936(昭和11)07.01 審査会御礼廻りの記（後記） 伊藤悌二 78

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 天平の初夏 吉村忠夫 表紙

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 松田三郎 目次扉・

カット

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 佐野友章 カット

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 全東京乳幼児審査会の首脳 口絵1

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 総裁平生文部大臣、顧問高杉海軍軍医中将

の臨場
口絵2

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 審査は科学的体系の樹立を目的とする 口絵3

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 八ヶ岳裾野 野田九浦筆 口絵4

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 巻頭言 子供の非

常時
望月圭介翁の令孫教育 伊藤悌二 1

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 子供の非

常時
育児の心得 生地憲 2

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 子供の非

常時
夏は幼児の非常時 酒井幹夫 5

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 子供の非

常時
夏季保養施設に就て 大西永次郎 7

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 育児の要

諦
多胎児の生れるのは母親の遺伝関係が多
い？

14

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 育児の要

諦
ヂフテリアの最新最良の予防法 本図晴之助 15

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 育児の要

諦
急性伝染病 高橋ミチ子 18

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 育児の要

諦
早生れの子に果実や野菜汁を 砂田恵一 22

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 育児の要

諦
子供の歯に就て母に語る 岡本清纓 25

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 各紙の審

査会報
帝都全新聞の我等が審査会観 30

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 「母」（春草会席上詠草） 34

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 赤ん坊審査会の功労者白名民憲氏 伊藤悌二 36

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 新母性読

本
わが国に多いひとり娘の悩み 塚崎直義 38

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 新母性読

本
かういふ夫婦なら離婚の心配はない 関寛之 40
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9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 新母性読

本
此頃益々ふえる私生子 42

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 新母性読

本
歪める母性愛は小さき命を奪ふ 沢田四郎作 45

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 新母性読

本
母と子（愛編） 下田次郎 47

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 新母性読

本
大昔の人間のお話 川上漸 50

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 紫雲遍路 北海道旅日記 永田春水 54

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 紫雲遍路 通潤橋のお話 川上漸 56

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 紫雲遍路 土佐・沖の島（二） 沖本白水 58

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 紫雲遍路 四年ぶりの帰郷記 磐城北端の金山本郷

へ
伊藤悌二 64

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 紫雲遍路 伝記小説高橋是清（十一） 小杉健太郎 70

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 近頃の女の服飾 花柳章太郎 76

9
第14巻第8号 1936(昭和11)08.01 真夏の生活（編輯後記） 伊藤悌二 78

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 吉村忠夫 題字

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 輝く秋の園 高木保之助 表紙

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 佐野友章 カット

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 第十四回全大阪あかんぼ審査会 前付

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 光栄ある大阪市北市民館 口絵1

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 お嬢さんのお供をする高木保之助画伯 口絵2

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 明朗な若き母性は波の如く押し寄せてくる 口絵3

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 審査は慈愛と厳密とを生命とする 口絵4

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 巻頭言 新育児読

本
金持は欲が深過ぎる 1

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 新育児読

本
母性の知識（一） 生地憲 2

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 短歌 新育児読

本
上総の海 平沢寿子 8

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 新育児読

本
疫痢とは？ 谷口清一 9

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 新育児読

本
生れてからの一年（一） 前田伊三次郎 12

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 新育児読

本
言付けや効能書に反いたら利かぬ 真島義治郎 16

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 教育と健

康
教育種々相（六） 塚田喜太郎 18

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 教育と健

康
危険な遊び場 与謝野晶子 20

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 教育と健

康
愛と教育 教育と健康 賀川豊彦 22

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 童話と実

話
神話と童話 沖野岩三郎 30

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 短歌 童話と実

話
わくら葉 荻野美夫 36

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 童話と実

話
忘れがちな存在 裏から見た臍 島崎義明 39

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 童話と実

話
泥棒さんの話 川上漸 42

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 童話と実

話
伝記小説高橋是清（十二） 小杉健太郎 45

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 母性の再

教育
母と子 下田次郎 48

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 短歌 母性の再

教育
緑林の撫子 納秀子 54

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 母性の再

教育
娘さんの素振に妙な変化はないか？ 新堀哲岳 56

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 母性の再

教育
子供の不器用は親にも責任あり 高橋千代三郎 57

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 母性の再

教育
問題の消費税を婦人の立場から見れば 市川房枝 58

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 母性の再

教育
女中を使ふにはまづ気持を酌め 大和俊子 59
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10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 母性の再

教育
古くから民間で薬に使はれた昆虫 赤木健 61

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 母性の再

教育
持つてゐる感のお話 川上漸 62

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 街頭医学 乳児脚気の話 生地憲 65

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 街頭医学 急性伝染病 高橋ミチ子 67

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 街頭医学 嗜眠性脳炎の話 生地憲 71

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 街頭医学 靴下の不潔からみづ虫にかゝる 阪上虎弥太 72

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 街頭医学 大蒜を食べすぎると酷い貧血を起す 武見太郎 75

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 街頭医学 納豆はチフス菌を撲滅する 松村勉 75

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 街頭医学 夏の間弱り切つた胃腸に何を与えればよい

か
原実 76

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 街頭医学 結核性腹膜炎の治療と家庭の手当て 芦田光二 76

10
第14巻第9号 1936(昭和11)09.01 真実の生活（後記） 伊藤悌二 78

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 吉村忠夫 題字

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 輝く秋の園 高木保之助 表紙

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 佐野友章 カット

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 坂間大阪市長三つ児を祝福さる 口絵1

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 二十年後の日本に備ふる審査会 口絵2

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 輝かしい海国赤ちやん写真大会の優良児

（其の一）
口絵3

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 海国赤ちやん写真大会の審査委員会 口絵4

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 巻頭言 大阪の審

査会
生みの親育ての親 1

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 大阪の審

査会
第十四回全大阪乳幼児審査会の記 坂間大阪市長を迎へ

て
伊藤悌二 2

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 大阪の審

査会
大阪全市各新聞紙の我等の審査会観 9

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 新育児読

本
生れてからの一年 前田伊三次郎 12

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 新育児読

本
急性伝染病 高橋ミチ子 18

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 新育児読

本
血族結婚者と其の子供 宇留野勝弥 22

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 新育児読

本
よく噛め 桑野久任 31

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 童話と実

話
はなのはなし 川上漸 34

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 童話と実

話
伝記小説高橋是清（十三） 小杉健太郎 37

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 童話と実

話
神話と童話（二） 沖野岩三郎 42

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 童話と実

話
唄の碑除幕式 大島初渡航 須藤鐘一 48

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 人間性の

発見
愛と教育（二） 賀川豊彦 54

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 人間性の

発見
母と子 下田次郎 58

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 人間性の

発見
婦人の労働とその保護 62

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 人間性の

発見
病床より白名氏を悼む 村島帰之 64

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 人間性の

発見
子供達の世界もこれでは地獄だ！ 65

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 人間性の

発見
東京優良児母の会趣旨 矢形豊 66

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 人間性の

発見
疫痢の予防 佐野寅一 72

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 人間性の

発見
血族同士の結婚を恐れるな 池見猛 75

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 人間性の

発見
子供の喧嘩裁き方が大切 細井次郎 76

10
第14巻第10号 1936(昭和11)10.01 初秋の生活（後記） 伊藤悌二 78
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10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 吉村忠夫 題字

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 輝く秋の園 高木保之助 表紙

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 佐野友章 カット

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 坂間大阪市長の前に誇らしげな双生児、三

つ児の親たち
口絵1

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 靖国神社に審査決定の御礼参り 口絵2

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 熱誠溢るゝ審査委員の奮闘 口絵3

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 第十四回全大阪赤ん坊審査会の奉仕者 口絵4

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 両親の覚

醒
全東京乳幼児審査会総裁平生文部大臣の祝
辞

1

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 両親の覚

醒
怖ろしい悪性ヂフテリアの話 宇留野勝弥 2

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 両親の覚

醒
生れてからの一年（三） 前田伊三次郎 6

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 両親の覚

醒
子供の中から酒・煙草のまぬ決心を起させ
よ

岡田道一 12

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 両親の覚

醒
子供と少しも違はぬ年寄りの心理 橘覚勝 16

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 新育児読

本
愛と芸術 賀川豊彦 18

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 新育児読

本
保健の原理究明 石川光昭 26

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 新育児読

本
日本学校衛生の特色 竹村一 30

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 短歌 秋の心 納秀子 34

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 蘭秋随感 血止の話 川上漸 36

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 蘭秋随感 柿二題 竹村一 41

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 蘭秋随感 郷土に聞く（一） 塚田喜太郎 43

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 蘭秋随感 伝記小説高橋是清（十四） 小杉健太郎 46

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 蘭秋随感 痩せたいと望む人々に 岡田道一 50

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 主婦の知

識
母性の知識（二） 生地憲 52

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 主婦の知

識
蒲団の手入れを始めませう 安東てい 58

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 主婦の知

識
感心せぬ四種の母親 細井次郎 60

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 主婦の知

識
母と子 下田次郎 63

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 主婦の知

識
国民性と童話 沖野岩三郎 66

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 街頭医学 遅れては大へん赤ちやんの離乳 太田孝之 73

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 街頭医学 寝つきの悪い子は丈夫に育たない 山下俊郎 73

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 街頭医学 おやつは子供には栄養上必要なもの 田村均 74

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 街頭医学 骨格が丈夫だと近視眼にならぬ 坂原愛治 75

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 街頭医学 いぼは伝染するか 渡辺一郎 75

10
第14巻第11号 1936(昭和11)11.01 編輯後記 伊藤悌二 78

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 吉村忠夫 題字

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 輝く秋の園 高木保之助 表紙

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 佐野友章 カット

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 全世界に魁したる乳幼児審査会創始満十五

年を記念して
永井柳太郎書 口絵1

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 輝かしい海国赤ちやん写真大会の優良児

（其の二）
口絵2

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 慈愛と壮麗に輝く第八回全東京乳幼児審査

会表彰式
口絵3
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10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 「健康日本」を表象する優良児代表への祝

福
口絵4

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 巻頭言 母性への

警告
日本優良児母の会宣言 1

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 母性への

警告
世の女性・母性に告ぐ 怒れよ、淋疾！子宮

外妊娠！
本図晴之助 2

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 母性への

警告
第八回全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 村松善次郎 7

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 母性への

警告
夫婦愛と親子愛 平林たい子 8

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 母性への

警告
子供の躾け方 岸部福雄 10

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 短歌 母性への

警告
一輪の山茶花 納秀子 12

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 母性への

警告
母性の知識（三） 生地憲 14

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 育児知識 子供さん達は果ものがおすき 中鉢不二郎 18

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 育児知識 失明の原因は親の因果 瀬戸絆 20

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 育児知識 小児の脳膜炎の話 宇留野勝弥 21

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 育児知識 夫を幸福にする妻 岡本かの子 26

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 育児知識 慢性伝染病 高橋ミチ子 29

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 育児知識 大事な愛し子の叱り方を注意せよ 坂内ミツ 34

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 主婦の教

養
国民性と童話（二） 沖野岩三郎 35

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 短歌 主婦の教

養
烏羽玉 山中歌津秋 39

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 主婦の教

養
寿命が非常に短い近ごろの普通住宅 十代田三郎 40

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 主婦の教

養
小波翁と先代菊五郎 高尾亮雄 42

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 主婦の教

養
食料品を買ふ場合計量に御注意 44

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 主婦の教

養
食塩の選択に就て 鈴木寛 44

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 主婦の教

養
火事の原因は大半失火主婦の手落ちから 重田忠保 45

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 主婦の教

養
今年生れの赤ちやんにつらい寒さのおとづ
れ

千葉俊夫 46

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 家庭衛生 母と子 下田次郎 48

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 家庭衛生 百日咳の家庭衛生 中鉢不二郎 52

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 家庭衛生 筋肉の扉 川上漸 57

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 家庭衛生 赤ちやんの便と健康 押田草子 60

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 家庭衛生 牛乳で子供を育てる時の注意 平沢清蔵 60

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 家庭衛生 異食癖の子供は必ず神経質 青木義作 60

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 家庭衛生 坊やに可哀さうな霜焼とひゞの予防 寺田廉 61

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 家庭衛生 蜜柑の栄養 高木和男 61

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 家庭衛生 風邪よけの食物 杉本好一 62

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 銀峰錦野 旅に拾ふ題二つ 竹村一 63

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 銀峰錦野 郷土に聞く（二） 塚田喜太郎 66

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 銀峰錦野 伝記小説高橋是清（十五） 小杉健太郎 69

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 短歌 銀峰錦野 十和田湖遊記 伊藤悌二 74

10
第14巻第12号 1936(昭和11)12.01 編輯後記 伊藤悌二 78

10 第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 早春の花 高木保之助 表紙

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 佐野友章 カット
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10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 吉村・高木両画伯の名作 口絵1

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 会長坂間市長代理中井助役最優良児を表彰

さる
口絵2

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 光栄に輝く第十四回全大阪赤ん坊審査会表

彰式
口絵3

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 朝野諸名家の祝福をうけた全東京乳幼児審

査会表彰式
口絵4

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新春の特

輯
昭和十二年を迎へて 余田忠吾 1

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 短歌 新春の特

輯
田家雪 山中歌津秋 2

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新春の特

輯
赤ん坊の不平 佐野寅一 3

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新春の特

輯
疳虫と手当法 西川為雄 6

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新春の特

輯
東北地方の子供(其一) 宇留野勝弥 8

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新春の特

輯
寝る子はよく育つ 窪川経広 12

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新春の特

輯
或時の子供五人 氏家寿子 13

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 我等の審

査会
第十四回全大阪赤んぼ審査会表彰式会長式
辞

坂間棟治 18

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 我等の審

査会
第十四回全大阪赤んぼ審査会表彰式祝辞 安井英二 19

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 我等の審

査会
大阪市保健部保健月報 20

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 我等の審

査会
第八回全東京優良乳幼児表彰式『生活と趣
味』十二月号より

22

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 我等の審

査会
東京赤ん坊審査会の成績発表『社会事業彙
報』十一月号より

22

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 我等の審

査会
母親のメンタルテスト（一） 伊藤悌二 25

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 我等の審

査会
第十四回全大阪赤ん坊審査会表彰式 30

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 短歌 我等の審

査会
創業のころ 伊藤悌二 38

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新母性読

本
母と子 下田次郎 40

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新母性読

本
まつ赤な海綿 川上漸 44

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新母性読

本
お調べなさい赤ちやんの栄養相 泉田知武 47

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 短歌 新母性読

本
新春の歌 納秀子 48

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新母性読

本
慢性伝染病 高橋ミチ子 50

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 新母性読

本
自力でおもちやを作らせませう 氏家寿子 56

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 主婦の知

識
住宅と室内装飾（一） 角尾篤彦 58

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 主婦の知

識
住宅と室内装飾（一） 岡田孝男 58

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 主婦の知

識
統計抄 62

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 主婦の知

識
幼児の健康がすぐ判る標準体重表 64

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 主婦の知

識
「虚栗」及「続虚栗」より 児童に関する俳句評

釈(七)
岡本松浜 65

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 主婦の知

識
伝記小説高橋是清（十六） 小杉健太郎 70

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 主婦の知

識
女性美の表象で赤ちゃんの生命線 小林種樹 74

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 主婦の知

識
第十四回大阪赤ん坊審査会最優良児中の大
阪市賞受領者

75

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 街頭医学 正しいおしめのあて方 平沢精蔵 76

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 街頭医学 歯は赤ン坊の時から磨くこと 石木綱夫 76

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 街頭医学 有効な吸入湿布と含嗽の仕方 田村弘隆 76

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 街頭医学 冷え性の方への注意 戸田クニ子 77

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 街頭医学 人間に一番適した風呂の温度は？ 矢島操 78

10
第15巻第1号 1937(昭和12)01.01 本誌第十五周年（編輯後記） 伊藤悌二 80
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10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 早春の花 高木保之助 表紙

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 佐野友章 カット

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 永井聯盟名誉会長の表彰式告辞 口絵1

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 福島県勝常寺の国宝 口絵2

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 童心は踊る（佐藤勝輔、岡崎白信両氏の名

作）
口絵3

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 優良児の将来・画報（其の一） 口絵4

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 巻頭言 世紀の特

輯
全日本優良児母の会の躍進 1

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 世紀の特

輯
名作曲家の列伝（一） ヨハン・セバステア

ン・バツハ
秋保孝蔵 2

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 世紀の特

輯
忘れられた教育（一） 塚田喜太郎 7

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 世紀の特

輯
かゝる母子 神近市子 10

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 世紀の特

輯
年齢によつて考えねばならぬお菓子のやり
方

中鉢不二郎 12

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 世紀の特

輯
歯がうごく 安藤蝸雲生 14

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 主婦の知

識
東北地方の子供（其の二） 宇留野勝弥 15

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 主婦の知

識
神経系統疾患 高橋ミチ子 18

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 主婦の知

識
子守を選ぶには絶封慎重が必要 青木誠四郎 22

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 主婦の知

識
結婚前の男女の童貞と処女割合 白石義夫 24

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 主婦の知

識
母と子 下田次郎 27

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 主婦の知

識
エバンゼリン・ブース女史 山室民子 31

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 主婦の知

識
誰が一番に偉いですか 幼稚園児に質問した

ら
32

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 新母性講

座
讃岐冨士 竹村一 33

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 新母性講

座
蛔虫の話 川上漸 36

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 新母性講

座
小児保健衛生 柿本保 39

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 新母性講

座
母乳は心して与へよ悪習慣の芽を断て 水野清司 43

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 新母性講

座
住宅と室内装飾（二） 角尾篤彦 44

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 新母性講

座
住宅と室内装飾（二） 岡田孝男 44

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 新母性講

座
嚏や湯ざめなど冬の生理学三つ 富田恒男 50

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 新母性講

座
子供のために悪い添ひ寝の習慣 52

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 街頭医学 赤ちやんの人工栄養に就て 水野清司 53

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 街頭医学 赤ん坊にねんねこ決して害はない 水町四郎 53

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 街頭医学 ナゼ子供たちは風の子か？ 浦本 53

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 街頭医学 子供の寝小便の原因 千葉俊夫 54

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 街頭医学 老人や子供の熟睡によいゆたんぽ 柳沢賛治 54

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 街頭医学 幼い子のカゼは胃腸をやられる 和泉成之 55

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 街頭医学 眠り病の謎解かる 56

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 錦峯銀野 伝記小説高橋是清（十七） 小杉健太郎 57

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 街頭医学 乳児栄養の障碍食餌療法 杉野竜臧 62

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 錦峯銀野 『小弓俳諧集』 児童に関する俳句評

釈(八)
岡本松浜 65

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 錦峯銀野 母親のメンタルテスト（二） 伊藤悌二 70
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80

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 短歌 錦峯銀野 みちのくの旅 伊藤悌二 75

10
第15巻第2号 1937(昭和12)02.01 編輯後記 伊藤悌二 78

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 早春の花 高木保之助 表紙

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 佐野友章 カット

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 秩父宮同妃両殿下・北市民館に台臨遊ばさ

る
口絵1

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 徳冨蘆花先生をしのびて 口絵2

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 豪華・東京優良児母の会の余興 口絵3

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 盛況を極めた東京優良児母の会と当日の講

師
口絵4

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 巻頭言 春寒の警

醒
秩父宮両殿下北市民館に成らせ給ふ 1

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 春寒の警

醒
子供の伝染病と結核 本図晴之助 2

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 春寒の警

醒
子供が罹り易い重い春寒の病気 谷口清一 6

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 春寒の警

醒
清新な子供 岡本かの子 10

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 春寒の警

醒
神経系統疾患 高橋ミチ子 12

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 児童国民

教育
娑婆の味 川上漸 16

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 児童国民

教育
母と子 下田次郎 19

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 児童国民

教育
盗癖のある子供の扱ひ方 霜田静志 24

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 児童国民

教育
無軌道女学生 神近市子 25

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 児童国民

教育
忘れられた教育（二） 塚田喜太郎 29

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 言語教育 児童国民の演劇教育 浅野歳郎 31

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 言語教育 初めて成る国民体力調査 出産率は次第に衰へ

ています
33

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 緑丘静話 多幸なる生江孝之先生 相田良雄 36

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 緑丘静話 徳冨蘆花夫人と語る 伊藤悌二 39

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 短歌 緑丘静話 春の沙丘に 納秀子 44

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 友情無限 樫ノ浦西泊便り 沖本重虎 46

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 友情無限 白虎隊士伊東悌次郎伝(第一信) 大川清太郎 47

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 友情無限 姉と妹とのお伴旅行(第二信) 大川清太郎 48

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 離乳の問

題等
離乳に就いて 広島英夫 49

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 離乳の問

題等
離乳 小西正孝 52

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 離乳の問

題等
東北地方の子供（其の三） 宇留野勝弥 55

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 離乳の問

題等
子供の教養と酒煙草 岡田道一 57

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 離乳の問

題等
母親のメンタルテスト（三） 伊藤悌二 59

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 離乳の問

題等
お産の日を知る新らしい計算法 山田尚允 62

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 育児知識 生れて十ケ月頃から四五月頃迄の遊ばせ方 関寛之 64

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 育児知識 友達を制限せず誰とでも遊ばせよ 久保田亀蔵 65

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 育児知識 愛児の玩具 山下俊郎 66

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 育児知識 大流行のぬり絵 波多野完治 67

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 育児知識 伝記小説高橋是清（十八） 小杉健太郎 68

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 育児知識 名作曲家の列伝（二） ジヨーヂ・フレデ

リック・ヘンデル
秋保孝蔵 70
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10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 大阪児童愛護聯盟実施事業要目 75

10
第15巻第3号 1937(昭和12)03.01 編輯後記 伊藤悌二 78

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 早春の花 高木保之助 表紙

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 佐野友章 カット

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 第九回全東京乳幼児審査会総裁農林大臣山

崎達之輔閣下
口絵1

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 生江孝之先生と令孫靖子様 口絵2

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 豪洲にて表彰された優良児 口絵3

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 母君の慈愛に育まるゝ三人の優良児 口絵4

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 巻頭言 育児知識 山崎農林大臣を我等の総裁に推戴す 1

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 育児知識 東北地方の子供（其の三） 宇留野勝弥 2

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 育児知識 母性の希ふもの 丸岡秀子 6

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 育児知識 麻疹の予防と手当 西川為雄 7

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 短歌 育児知識 淑子の追憶 本図晴之助 10

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 育児知識 新入学児童と靴の問題？ 大西永次郎 12

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 育児知識 父親の酒量と身体発育との関係 生地憲 14

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 育児知識 父親の酒量と身体発育との関係 伊藤悌二 14

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 同情と雅

量
母と子 下田次郎 16

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 同情と雅

量
なぜ私生児には男児が少い？ 岡徹 20

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 同情と雅

量
真暗な部屋にあるお琴 川上漸 22

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 同情と雅

量
親たるものゝ務 三輪田元道 26

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 同情と雅

量
泌尿生殖器病 高橋ミチ子 29

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 我等の使

命
児童愛護事業に対する最近の動向を一督し
て

大阪愛護聯盟の業績 生江孝之 34

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 我等の使

命
偉大なる母性愛の一実話 広井辰太郎 39

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 我等の使

命
母親のメンタルテスト（四） 伊藤悌二 42

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 我等の使

命
『伊達衣』と『いつを昔』 児童に関する俳句評

釈（九）
岡本松浜 47

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 新母性講

座
名作曲家の列伝（三） クリストフ・ヴィリ

バルド・グルック
秋保孝蔵 52

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 新母性講

座
伝記小説高橋是清（十九） 小杉健太郎 57

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 新母性講

座
結婚と法律 塚崎真義 62

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 新母性講

座
お産の科学 平林たい子 66

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 街頭医学 婦人科医の立場から花嫁さんへ 山田尚允 67

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 街頭医学 妊娠中の禁食には出鱈目が多い 桑原丙午生 67

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 街頭医学 妊娠中一番危険な腎臓炎と子癇 竹内茂代 68

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 街頭医学 月足らずの児を科学的に育てる 柴山幸一 69

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 街頭医学 初産にボロはどれ程要る？ 横川つる 69

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 街頭医学 赤ん坊の眠りを妨げるな 平沢精蔵 69

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 街頭医学 恐ろしい子供の丹毒 金子栄寿 70

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 街頭医学 南洋生物採取行脚より帰りて 山村八重子 71

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 街頭医学 乳児の栄養とママーゲン 山田貢 73
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82

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 第十一回全国児童愛護週間実施要綱 76

10
第15巻第4号 1937(昭和12)04.01 三月の記（後記） 伊藤悌二 78

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 燎爛の夏園 高木保之助 表紙

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 佐野友章 カット

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 羽田飛行場にて 口絵1

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 九年前の最優良児 口絵2

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 先輩に迎へられた郷土の見学生 口絵3

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 輝く母性愛 口絵4

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 巻頭言 国民体位

の向上
祭りよりも憐みを励め 1

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 国民体位

の向上
我が国民体位の趨勢 岩原拓 2

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 国民体位

の向上
少年工の問題 山川菊栄 12

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 国民体位

の向上
不良児の温床は多くは家庭 森山武一郎 14

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 母子の教

育
母と子（子の教育篇） 下田次郎 16

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 母子の教

育
忘れられた教育（三） 塚田喜太郎 20

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 短歌 防風を採る 納秀子 22

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 女性教育 主婦と日常科学への警鐘 岡田道一 24

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 女性教育 思春期の娘をもつ母への性教育 赤須文男 26

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 女性教育 泌尿生殖器病 高橋ミチ子 29

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 育児知識 子供沢山 赤司和嘉 32

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 育児知識 ビタミンに就て（一） 芳山竜 36

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 育児知識 東北地方の子供（其の五） 宇留野勝弥 41

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 育児知識 赤ちやんになるまで 川上漸 44

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 新母性講

座
名作曲家の列伝（四） ヨセフ・ハイドン 秋保孝蔵 47

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 新母性講

座
「人気とり屋」や「見栄坊」の子 霜田静志 54

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 新母性講

座
草刈笛より 児童に関する俳句評

釈（一〇）
岡本松浜 55

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 新母性講

座
情死と殺人 式場隆三郎 60

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 試作童話 新母性講

座
雷さん 間淑子 64

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 五月の太

陽
母親のメンタルテスト（五） 伊藤悌二 66

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 五月の太

陽
伝記小説高橋是清（二十） 小杉健太郎 69

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 五月の太

陽
帝都見学の記 星泰三郎 72

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 短歌 五月の太

陽
若き小山義孝君の墓前にて 伊藤悌二 76

10
第15巻第5号 1937(昭和12)05.01 編輯後記 伊藤悌二 78

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 燎爛の夏園 高木保之助 表紙

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 佐野友章 カット

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 子煩悩な永野海軍大将 口絵1

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 頬笑ましい吉村忠夫画伯の三愛児 口絵2
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10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 故郷の山故郷の川 口絵3

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 仰ぐ風水害の吉岡先生 口絵4

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 巻頭言 世紀特輯 六月の言葉 1

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 世紀特輯 各国ヘルス・センター概況 南崎雄七 2

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 世紀特輯 結婚の医学的条件（一） 土肥衛 6

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 世紀特輯 小児と寄生虫 広島英夫 10

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 世紀特輯 妊娠の心得 野須新一 12

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 雲高気静 母子保護法に就て 社会局 16

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 雲高気静 或る夫婦たち 石原清子 24

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 雲高気静 聖女ケラー女史 25

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 育児知識 鼻はいばりやさん 川上漸 34

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 育児知識 母の乳が大切です 米田正生 37

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 育児知識 ビタミンに就て（二） 芳山竜 39

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 育児知識 母親のメンタルテスト（六） 伊藤悌二 43

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 育児知識 母と子 下田次郎 46

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 翠苔緑芝 名作曲家の列伝（五の一） ヴルフガンク・モツ

アルト
秋保孝蔵 51

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 翠苔緑芝 伝記小説高橋是清（廾一） 小杉健太郎 56

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 翠苔緑芝 中等学生の不正乗車 藤岡慎一郎 62

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 翠苔緑芝 健康の里の建設 大阪府衛生会・大

阪結核予防協会
63

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 体位非常時 稲原勝治 66

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 人工栄養の場合大切な問題 平沢精蔵 67

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 小さい子供は何故水を欲しがるか 吉原リユウ 67

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 子供の寄生虫の予防法 石井信太郎 68

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 子宝のない淋しい親達へ 鈴木甚吉 68

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 なかなか効果の多い灸 伊藤是 69

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 蕁麻疹の正体 木村儀作 70

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 短歌 大島遊草 本図晴之助 72

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 詩 紙芝居 平竹辰 72

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 皆さんは間違つてゐる赤ん坊のあやし方 細井次郎 74

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 子供はナゼ動物園が好きか？ 古賀忠道 75

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 街頭医学 若き女性の悩み「ふき出もの」 田村一 76

10
第15巻第6号 1937(昭和12)06.01 五月の日記（後記） 伊藤悌二 78

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 燎爛の夏園 高木保之助 表紙

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 佐野友章 カット

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 永井逓信大臣御一家の団楽 口絵1

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 令孫の教育に熱心な望月圭介翁 口絵2

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 薫風を浴びて 口絵3

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 十六年前・有馬頼寧伯を囲んだ大阪の旧友

達
口絵4
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10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 巻頭言 世紀特輯 林間学校の再吟味 伊藤悌二 1

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 世紀特輯 通学児童の栄養弁当 本図晴之助 2

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 世紀特輯 各国ヘルス・センター概況(二) 南崎雄七 6

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 世紀特輯 母親のメンタルテスト（一） 伊藤悌二 12

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 世紀特輯 男と女ではどちらが早く生長するか 篠遠喜人 16

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 世紀特輯 年少者の犯罪 神近市子 18

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 乳幼児の

衛生
幼稚園の衛生問題に就て（一） 大西永次郎 19

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 乳幼児の

衛生
新生児哺育法について 岡田春樹 24

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 乳幼児の

衛生
劣等児の多くは環境と肉体の影響 柳田重久 30

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 乳幼児の

衛生
お産前後の注意 野須新一 31

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 乳幼児の

衛生
都会の子供 谷川多喜子 34

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 乳幼児の

衛生
結婚の医学的条件(二) 土肥衛 35

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 短歌 翠苔緑芝 常春の父母 納秀子 38

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 翠苔緑芝 名作曲家の列伝（五の二） ヴルフガンク・モツ

アルト
秋保孝蔵 42

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 翠苔緑芝 「菊の香」と「渡鳥集」 児童に関する俳句評

釈（一一）
岡本松浜 47

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 翠苔緑芝 伝記小説高橋是清（廾二） 小杉健太郎 52

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 新母性読

本
忘れられた教育（四） 塚田喜太郎 56

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 新母性読

本
東京珍風景 桐野葉子 60

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 新母性読

本
太陽をつかむ 川上漸 63

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 新母性読

本
疫痢の話 鈴木孝二 65

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 新母性読

本
ママーゲンの臨床実験に就て 黒須馦 67

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 育児知識 小児結核に就いて 芳山竜 69

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 育児知識 お乳の出をよくするには？ 中山栄之助 72

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 育児知識 乳児脚気の手当 長尾貞一 72

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 育児知識 牛乳がわりの飲物は何を選ぶべきか 武田幸夫 73

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 育児知識 幼児に必要な正しい間食の与へ方 田村均 73

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 育児知識 百日咳の予防と早期診断 平野忠七 74

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 育児知識 公衆衛生官と黴毒の撲滅（一） ジヨセフ・イー・

モーレ
75

10
第15巻第7号 1937(昭和12)07.01 編者の日記(後記) 伊藤悌二 80

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 燎爛の夏園 高木保之助 表紙

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 佐野友章 カット

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 第二国民を祝福さるゝ我等の永井逓信大臣 口絵1

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 山中湖から眺めた富士の英姿 口絵2

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 山崎総裁・永井名誉会長を迎へたる日の光

景
口絵3

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 本会は常に審査会創始者としての権威を保

持す
口絵4

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 巻頭言 恒久国防 全国民反省懺悔の秋 伊藤悌二 1

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 恒久国防 第九回全東京乳幼児審査会の記 伊藤悌二 2

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 各紙の審

査会報
帝都全新聞の我等が審査会観 6
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10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 猛夏と愛

児
"赤ちやん局"の要望 金子しげり 12

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 猛夏と愛

児
夏休み中の子供の保健・衛生 鎮目専之助 13

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 猛夏と愛

児
赤ん坊に対する注意 野須新一 16

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 猛夏と愛

児
夏の街の飲み物 三雲隆三郎 22

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 猛夏と愛

児
優生学的な結婚 安藤画一 26

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 猛夏と愛

児
子供のお小遣 平田のぶ 28

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 恩寵の慈

雨
忘れられた教育（五） 塚田喜太郎 30

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 恩寵の慈

雨
名作曲家の列伝（六） ルウドウイヒ・フア

ン・ベエトオフエン
秋保孝蔵 33

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 恩寵の慈

雨
経堂閑話 桐野葉子 42

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 恩寵の慈

雨
「そこの花」と「江鮭子」と補遺 児童に関する俳句評

釈（一二）
岡本松浜 45

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 俳文 恩寵の慈

雨
蝉 前田夢一 50

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 恩寵の慈

雨
小さい蚋の話 尾崎邦子訳 52

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 幼稚園の

衛生
幼稚園の衛生問題に就て（二） 大西永次郎 56

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 幼稚園の

衛生
日本人は何故小さい？ 鈴木梅太郎 65

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 幼稚園の

衛生
夏の山登り心得帳 68

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 幼稚園の

衛生
虚弱児と海水浴 前田伊三次郎 70

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 幼稚園の

衛生
疫痢の予防は買食ひの厳禁が第一 落合明 70

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 幼稚園の

衛生
御夫人と海水浴の効能 巴陵祐 71

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 幼稚園の

衛生
どうすれば夏のお産は必ず安産が出来る
か？

余田忠吾 71

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 幼稚園の

衛生
小児結核に就いて（二） 芳山竜 72

10
第15巻第8号 1937(昭和12)08.01 審査会前記（編輯後記） 伊藤悌二 78

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 天平時代の秋 吉村忠夫 表紙

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 佐野友章 カット

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 第十五回全大阪あかんぼ審査会 前付

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 銃後の国民保健運動に光栄あれ！！ 口絵1

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 姫百合の咲く頃 口絵2

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 国防充実は母子の健康から 口絵3

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 児童愛護戦線に異状なし 口絵4

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 巻頭言 児童愛護

戦線
指導者は昏睡状態 伊藤悌二 1

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 児童愛護

戦線
第九回全東京乳幼児審査会の記 伊藤悌二 2

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 児童愛護

戦線
主婦が中心となる家庭防火群 8

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 碧空爽談 忘れられた教育（六） 塚田喜太郎 10

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 碧空爽談 各国ヘルス・センター概況（三） 南崎雄七 14

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 碧空爽談 「皮籠摺」と「一幅半」 児童に関する俳句評

釈（一三）
岡本松浜 17

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 碧空爽談 鳳仙花の咲く朝 桐野葉子 22

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 碧空爽談 名作曲家の列伝（七） カアル・マリア・フ

オン・ヴエバー
秋保孝蔵 28

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 主婦の知

識
公衆衛生官と黴毒の撲滅（二） ジヨセフ・イー・

モーレ
35

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 主婦の知

識
人生の大試煉・夫婦の倦怠期 石井満 38
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10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 主婦の知

識
伝記小説高橋是清（廾三） 小杉健太郎 40

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 春草会詠草（七月例会） 46

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 主婦の知

識
母親のメンタルテスト（二） 伊藤悌二 48

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 育児特別

講座
赤ん坊に対する注意 野須新一 53

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 育児特別

講座
乳児の栄養障害（一） 芳山竜 58

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 育児特別

講座
支那を覗く（一） 塚田喜太郎 64

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 育児特別

講座
婦人と保健の問題 丸岡秀子 72

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 育児特別

講座
こども部屋は質素であれ 細井次郎 73

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 育児特別

講座
五歳まで母の愛・その後は父の訓へ 橋本勝太郎 74

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 育児特別

講座
女子の労働が月経にどう響く？ 桐原葆見 75

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 育児特別

講座
第九回全東京乳幼児審査会日割当表 76

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 育児特別

講座
コドモ優良必需品展覧会出品店一覧表 76

10
第15巻第9号 1937(昭和12)09.01 審査会後記（編輯後記） 伊藤悌二 78

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 吉村忠夫 題字

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 天平時代の秋 吉村忠夫 表紙

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 松田三郎 目次扉・

カット

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 佐野友章 カット

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 会長坂間大阪市長の会場巡視 口絵1

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 秋草の彼方に映ゆる護国の富嶽 口絵2

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 非常時下海国赤ちやん写真大会の優良児 口絵3

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 海国赤ちやん写真大会の審査委員会 口絵4

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 巻頭言 我等の使

命
児童の体位向上を望む 植野晃徳 1

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 我等の使

命
赤ん坊に対する注意（二） 野須新一 3

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 我等の使

命
離乳期の食べ物 中鉢不二郎 8

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 我等の使

命
乳児栄養の話 山田譲 10

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 巨人の列

伝
伝記小説高橋是清（廾四） 小杉健太郎 15

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 巨人の列

伝
名作曲家の列伝（八） フランツ・シユーベ

ルト
秋保孝蔵 20

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 巨人の列

伝
世間話（一） ツカダと云ふ男 ツカダ・キタロウ 28

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 童話 巨人の列

伝
金の大黒さん 間淑子 30

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 新母性読

本
赤ちやんの歯を護る 岡本清纓 32

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 新母性読

本
乳児の栄養障害（二） 芳山竜 36

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 新母性読

本
赤チヤンの本能を温く見守りませう 古沢平作 42

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 新母性読

本
母親のメンタルテスト（三） 伊藤悌二 44

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 童話 新母性読

本
おたまじやくし 山田春男 48

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 碧空爽話 郷土は語る 塚田喜太郎 52

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 碧空爽話 鳳仙花の咲く朝 桐野葉子 58

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 碧空爽話 春草会詠草（二百二十回） 62

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 碧空爽話 支那を覗く（二） ツカダ・キタロウ 64

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 特別講座 各国ヘルス・センター概況（四） 南崎雄七 67

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 特別講座 銃後の衛生と市民の覚悟 藤原久十郎 73
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10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 特別講座 毅然としてたつ者 村岡花子 76

10
第15巻第10号 1937(昭和12)10.01 九月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 吉村忠夫 題字

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 天平時代の秋 吉村忠夫 表紙

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 佐野友章 カット

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 銃後の健康児を祝福さるゝ坂間大阪市長 口絵1

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 麻須良乎 口絵2

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 我等の審査会功労者表彰さる 口絵3

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 恒久国防を目ざす意義ある年中行事 口絵4

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 巻頭言 近衛公の尊い確信 伊藤悌二 1

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 大阪の審

査会
「カード」階級乳幼児審査会審査成績 広島英夫 2

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 大阪の審

査会
第十五回記念全大阪乳幼児審査会の記 伊藤悌二 8

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 新母性読

本
赤ん坊に対する注意（三） 野須新一 16

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 新母性読

本
桃隣撰の「陸奥鵆」より 岡本松浜 20

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 新母性読

本
愛児の夢にも気をつけて 夢は欲望や苦痛の現

れ
安田徳太郎 24

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 新母性読

本
不良児と両親 川口信教 27

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 新母性読

本
世間話（二） 「この兄この弟」 塚田喜太郎 30

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 国民精神

総動員
乳児栄養の話（二） 山田譲 32

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 国民精神

総動員
各国ヘルス・センター概況（五） 南崎雄七 38

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 国民精神

総動員
女性と国民精神総動員 永井次代 42

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 国民精神

総動員
母親のメンタルテスト（四） 伊藤悌二 45

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 碧空爽話 年長児栄養障害 芳山竜 50

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 碧空爽話 名作曲家の列伝（九） 秋保孝蔵 53

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 碧空爽話 伝記小説高橋是清（廾五） 小杉健太郎 60

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 碧空爽話 郷土を語る 塚田喜太郎 65

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 特別講座 戦争と台所 藤原九十郎 68

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 特別講座 非常時局と婦人の服装問題 山川菊栄 75

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 特別講座 ヒステリーの正体 植松七九郎 76

11
第15巻第11号 1937(昭和12)11.01 十月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 吉村忠夫 題字

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 天平時代の秋 吉村忠夫 表紙

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 佐野友章 カット

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 山崎総裁閣下最優良児を表彰さる 口絵1

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 前九年役の義家 口絵2

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 永井逓相と内ケ崎文部政務次官の祝辞 口絵3

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 全東京より応募八千人の中から選ばれた健

康児
口絵4

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 銃後の国

民衛生
全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 木戸幸一 1

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 銃後の国

民衛生
赤ん坊に対する注意（四） 野須新一 2
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11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 銃後の国

民衛生
銃後の衛生と国民の覚悟 深山杲 6

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 非常時の

保健
全東京乳幼児審査会表彰式告辞 山崎達之輔 12

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 非常時の

保健
東京全市各新聞紙上の報道 14

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 非常時の

保健
ブリキ一片も無駄にできぬ 神近市子 16

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 非常時の

保健
案外多い子供の神経衰弱 星野章二 17

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 非常時の

保健
非常時下に大切なのは家庭の円満 吉岡弥生 18

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 非常時の

保健
男に代つて女が働くのが果して子供の幸福
か？

早崎八州 20

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 非常時の

保健
第十五回全大阪乳幼児審査会 22

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 非常時の

保健
各国ヘルス・センター概況（六） 南崎雄七 27

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 碧空爽話 啄木の生きた道 寺部一三 29

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 碧空爽話 許六撰「彦根体」より 児童に関する俳句評

釈（一五）
岡本松浜 32

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 碧空爽話 世間話（三） 塚田喜太郎 36

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 碧空爽話 名作曲家の列伝（一〇） ロバート・シユーマ

ン
秋保孝蔵 39

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 育児の新

知識
妊産褥婦の衛生（一） 植野晃徳 46

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 育児の新

知識
戦争が長びけば食べ物の好き嫌ひは許され
ない

前田正文 50

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 育児の新

知識
乳児栄養の話（三） 山田譲 52

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 育児の新

知識
牛乳栄養 芳山竜 58

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 歳暮特輯 母親のメンタルテスト（五） 伊藤悌二 63

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 歳暮特輯 伝記小説高橋是清（廾六） 小杉健太郎 68

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 歳暮特輯 良くない玩具 氏家寿子 72

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 歳暮特輯 ムダにする米が年に八百十万石 外岡和雄 73

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 歳暮特輯 郷土を語る 塚田喜太郎 74

11
第15巻第12号 1937(昭和12)12.01 東西両都表彰式の記（編輯後記） 伊藤悌二 78

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 吉村忠夫 題字

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 燎爛の花園 内田青薫 表紙

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 佐野友章 カット

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 池田大阪府知事児童愛護功労者を表彰さる 口絵1

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 健康優良児並に「良き歯」の優良児表彰式 口絵2

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 全東京・全大阪乳幼児審査会表彰式の聖壇 口絵3

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 坂間大阪市長は表彰された親たち代表の謝

辞をうけらる
口絵4

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 巻頭言 飛躍の聯

盟
連聯弥栄 内ケ崎作三郎 1

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 飛躍の聯

盟
破竹の勢（祝福の絵） 吉村忠夫 1

11 第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 飛躍の聯
盟

昭和十三年を迎ふ 余田忠吾 2

11

第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 飛躍の聯
盟

池田大阪府知事児童愛護功労者を表彰す 財団法人大阪乳幼児
保護協会創立満十年
記念式

3

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 飛躍の聯

盟
乳幼児死因観察と育児心得 芳山竜 6

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 飛躍の聯

盟
大阪審査会表彰式々辞 坂間棟治 10

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 飛躍の聯

盟
受賞者両親代表の答辞 吉坂泰太郎 12

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 飛躍の聯

盟
大阪審査会表彰式祝辞 池田清 13
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11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 飛躍の聯

盟
東京審査会に就ての概評 中鉢不二郎 14

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 新春の進

展
名作曲家の列伝（一一の上） フレデリツク・シヨ

パン
秋保孝蔵 16

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 新春の進

展
伝記小説高橋是清（廾七） 小杉健太郎 20

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 新春の進

展
トゲのある叱り方は娘の為に避けたい 若杉鳥子 24

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 新春の進

展
目・耳・鼻 塚田喜太郎 27

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 健康報国 赤ん坊に対する注意（五） 野須新一 38

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 健康報国 健康の基礎は幼少の時代に 谷口清一 42

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 健康報国 お産に関する注意（一） 余田忠吾 48

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 寒季の警

鐘
寒季に於て注意すべき伝染病 利斎潔 54

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 寒季の警

鐘
乳児栄養の話（四） 山田譲 57

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 寒季の警

鐘
幼きものには風邪を恐れよ 酒井幹夫 62

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 寒季の警

鐘
小児肺炎に於ける湿布に対する注意 一色征 66

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 年頭の特

輯
「二葉集」「幾人水王」「花の雲」など 児童に関する俳句評

釈（一六）
岡本松浜 68

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 年頭の特

輯
不良少年不良少女の感化事業に就いて 賀川豊彦 72

11
第16巻第1号 1938(昭和13)01.01 編輯後記（年頭所感） 伊藤悌二 78

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 吉村忠夫 題字

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 燎爛の花園 内田青薫 表紙

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 佐野友章 カット

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 我等の坂間大阪市長 口絵1

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 「護良親王」と「北条時宗」 服部有恒画 口絵2

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 長期国防に備ふる審査会表彰式 口絵3

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 永井逓信大臣と池崎文部参与官の祝辞 口絵4

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 破竹の勢（祝福の絵） 吉村忠夫画 1

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 巻頭歌 体位向上 春夏秋冬 与謝野晶子 1

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 短歌 体位向上 新春 平沢寿子 2

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 体位向上 体位向上と乳児の栄養 広島英夫 3

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 体位向上 小児の生理に就いて 芳山竜 8

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 体位向上 目・耳・鼻 塚田喜太郎 12

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 我等の審

査会
赤ん坊審査会とは何ぞや 大野内記 18

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 我等の審

査会
勇敢で沈着な子供にどうすれば育つ？ 霜田静志 24

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 我等の審

査会
かうして直す子供の偏食 波多野勤子 27

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 我等の審

査会
乳児の頭部に見る赤い痣に就いて 広島英夫 28

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 我等の審

査会
どう捌くべきか子供の喧嘩 理由が正当なら無理

に止めるな
西山哲治 30

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 我等の審

査会
どう捌くべきか子供の喧嘩 不正な場合の体罰と

訓戒
丸山良二 31

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 軍国の母

へ
防人等の歌へる歌 植村麟太郎 32

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 軍国の母

へ
名作曲家の列伝（一一の下） フレデリツク・シヨ

パン
秋保孝蔵 35

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 軍国の母

へ
三年の危機と“母” 倉橋惣三 40

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 軍国の母

へ
軍国の母に望む 村岡花子 42

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 軍国の母

へ
「蕪村七部集」より 児童に関する俳句評

釈（一七）
岡本松浜 43
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11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 軍国の母

へ
世間話（四） 塚田喜太郎 48

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 春寒の警

鐘
乳児栄養の話（五） 山田譲 51

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 春寒の警

鐘
妊産褥婦の衛生（二） 植野晃徳 54

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 春寒の警

鐘
赤ん坊に対する注意（六） 野須新一 59

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 春寒の警

鐘
よい子を望む婚前の女性のために 安藤画一 63

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 春寒の警

鐘
婦人自身が予防し注意すべき乳の病気 中山菊之助 63

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 春寒の警

鐘
恐ろしい今年の流感の予防と手当法 加瀬恭治 64

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 春寒の警

鐘
風邪の予防に紫外線を浴びよ 藤巻良知 65

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 春寒の警

鐘
ヂフテリー流行期には予防注射を 警視庁防疫課 65

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 春寒の警

鐘
赤ちやんの入浴はお湯の温度を計つてから 赤十字社産院 66

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 世紀の特

輯
北支に使して 深瀬薫 67

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 世紀の特

輯
伝記小説高橋是清（廾八） 小杉健太郎 71

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 世紀の特

輯
児童愛護運動の産みの親山枡儀重氏 高尾亮雄 74

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 世紀の特

輯
無用の扁桃腺取つたがよいか 子供なら学齢前後に 西端 76

11
第16巻第2号 1938(昭和13)02.01 編輯後記 伊藤悌二 78

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 吉村忠夫 題字

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 燎爛の花園 内田青薫 表紙

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 佐野友章 カット

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 日本は世界の太陽であらねばならぬ 永井柳太郎書 口絵1

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 鎌倉右大臣源実朝 松岡映丘画 口絵2

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 セレベス島の原始人トライヤの風俗 口絵3

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 非常時下海国赤ちやん写真大会の優良児

（其の二）
口絵4

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 破竹の勢（祝福の絵） 吉村忠夫画 1

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 巻頭歌 時局と愛

育
梅五首 今中楓渓 1

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 時局と愛

育
軍国母性の責任 一色征 2

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 時局と愛

育
子供達はこの時局をどう意識してる？ 伊藤竜郎 4

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 時局と愛

育
最も大切な子供の躾け 福島忠見 5

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 時局と愛

育
小学校入学を前に智能検査が必要 智能の高い子と智能

の低い子の場合
山下俊郎 10

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 時局と愛

育
小学校入学を前に智能検査が必要 どんな子にも特徴が

あるそれを活かせ
青木誠四郎 11

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 時局と愛

育
受験学童とその家庭へ 自分の力に信頼し必

勝の意気で当れ
岩松五良 12

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 時局と愛

育
受験学童とその家庭へ 慌てず落ついて 久保田亀蔵 13

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 時局と愛

育
胎教に就いて 下田次郎 14

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 時局と愛

育
試験地獄は何等の価値なし 大竹清 18

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 出産・風

邪・栄養
お産の注意（二） 余田忠吾 19

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 出産・風

邪・栄養
断種法とは？ 高野六郎 22

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 出産・風

邪・栄養
妊産褥婦の衛生（三） 植野晃徳 23

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 出産・風

邪・栄養
恐しい乳幼児の肺炎 磯田仙三郎 30

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 出産・風

邪・栄養
風邪の知識 螺良四郎 31

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 出産・風

邪・栄養
母乳栄養法 芳山竜 34
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11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 出産・風

邪・栄養
乳児の栄養障害に就て 野須新一 37

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 新母性講

座
「太祇句選」の春の句 児童に関する俳句評

釈（一八）
岡本松浜 41

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 新母性講

座
万葉集なる防人の歌 佐佐木信綱 46

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 新母性講

座
名作曲家の列伝（一二） ジユセツペ・ヴエル

デイ
秋保孝蔵 51

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 新母性講

座
栄養と出産率と並に子女の健康度の関係 佐伯矩 57

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 新母性講

座
この頃の寒さと赤ちやんの健康 高島信淳 57

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 新母性講

座
中年過ぎの婦人の肥るのは不健康 松隈尚雄 58

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 新母性講

座
子供の発育に大切な大豆の効果 長浜繁 58

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 新母性講

座
気付かぬ歯槽膿漏日頃からの清潔第一 花沢鼎 59

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 新母性講

座
乳幼児死亡の統計的考察（一） 浦上英男 60

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 愛郷詩篇 セレベス島の原人トライヤの怪奇 宮武辰夫 66

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 愛郷詩篇 義経の「戦術」に窺ふ名将ぶり（第一章） 杉山平助 70

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 短歌 愛郷詩篇 愛児献納 伊藤悌二 72

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 愛郷詩篇 郷土は語る 塚田喜太郎 74

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 愛郷詩篇 夫婦愛の再検討 岡本かの子 77

11
第16巻第3号 1938(昭和13)03.01 編輯後記 伊藤悌二 78

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 吉村忠夫 題字

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 竜頭の兜 服部有恒 表紙

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 佐野友章 カット

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 第十回全東京乳幼児審査会総裁侯爵木戸幸

一閣下
口絵1

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 第九回全東京乳幼児審査会山崎総裁閣下 口絵2

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 木戸文部大臣代理としての大西体育官 口絵3

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 村のこども 小島善太郎画 口絵4

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 破竹の勢（祝福の絵） 吉村忠夫 1

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 巻頭歌 聖意敢行 神命のまゝ 最上勇 1

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 巻頭言 聖意敢行 木戸厚生、文部大臣を我等の総裁に推戴す 2

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 聖意敢行 汝生きんと欲せば人と俱に生くべし 永井柳太郎 3

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 聖意敢行 離乳に就いて 芳山竜 12

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 聖意敢行 児を育てるもの母性愛か科学か 桐原葆見 18

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 育児の要

諦
めばちこ 山本清一 19

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 育児の要

諦
小児の急性伝染病 野須新一 22

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 育児の要

諦
胎教に就いて（二） 下田次郎 29

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 育児の要

諦
お産の注意（三） 余田忠吾 34

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 故山暁靄 南蛮時計 小林三季 38

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 故山暁靄 円心捨身の攻撃（第二章） 杉山平助 42

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 故山暁靄 お乳と燕麦のお粥とまだら猫のムルコ 尾崎邦子訳 44

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 故山暁靄 故郷 与謝野晶子 48

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 故山暁靄 目・耳・鼻（二） 塚田喜太郎 50

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 統計的観

察
青年の体位向上問題 深山杲 56
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11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 統計的観

察
乳幼児死亡の統計的考察（二） 浦上英男 60

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 統計的観

察
母親のメンタルテスト（一） 伊藤悌二 65

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 統計的観

察
煙草の害 太縄寿郎 69

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 街頭医学 頭蓋癆の原因は紫外線の不足から 泉田知武 71

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 街頭医学 肺炎や心臓衰弱に行ふ酸素吸入に関する常

識
塩谷不二雄 71

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 街頭医学 猩江熱の症状と予防法 厚生省衛生局 72

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 街頭医学 赤ちやんが物を言ふまで生後幾日かゝるか 日本赤十字産院 72

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 街頭医学 赤ちやんの人工栄養 乳幼児保育相談所 73

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 批評漫筆 今中楓渓 74

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 第十二回全国児童愛護週間実施要綱 76

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 伊藤雅契の短歌満評 今中楓渓 76

11
第16巻第4号 1938(昭和13)04.01 編輯後記 伊藤悌二 78

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 吉村忠夫 題字

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 竜頭の兜 服部有恒 表紙

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 佐野友章 カット

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 『朝暉』『蘆雁』（戊辰会出品） 児玉希望作 口絵1

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 日本の南端紅頭嶼ヤミ族の原始的な神秘生

活
口絵2

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 今は亡き志賀志那人氏の面影 口絵3

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 照宮内親王殿下御降誕の砌 口絵4

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 巻頭言 育児の要

諦
二十世紀は子供の世紀 寺島四郎 1

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 育児の要

諦
母親のメンタルテスト 伊藤悌二 2

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 育児の要

諦
赤ん坊の発育と躾 芳山竜 6

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 育児の要

諦
西洋の育児法 定方亀代 10

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 育児の要

諦
小児の急性伝染病 野須新一 11

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 育児の要

諦
子供のオシツコは何歳から教へるか？ 山下俊郎 16

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 吁夾竹桃 吁夾竹桃志賀志那人君 岡田播陽 18

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 吁夾竹桃 志賀さんと労働問題 村島帰之 23

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 吁夾竹桃 志賀志那人氏と私の市民館時代（上） 高尾亮雄 28

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 吁夾竹桃 志賀志那人君ノ英霊ニ告グ 余田忠吾 31

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 吁夾竹桃 空想即実行家 依田壮介 32

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 吁夾竹桃 噫志賀先生 宮川松安 33

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 吁夾竹桃 志賀先生と蔦 鵜飼草人 34

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

解剖的な批評と推賞 西村真琴 35

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

宗教上では自由人 杉山元治郎 35

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

驚嘆の外なき常識 有馬頼吉 36

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

JOBK最初の講演者 上山善治 36

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

盲人界の恩人 中村三徳 36

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

溢るゝ慈顔の魅力 渡辺三彦 37

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

官僚風のない明朗人 河井やゑ子 37
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11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

気高き香りと苦味 前田貞次 37

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

結核相談の功労者 太縄寿郎 38

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

厳粛敬虔な心構へ 矢野弘三 38

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

人の意見を聞く人 浜田光雄 38

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

新鮮な理想の持主 佐伯祐正 38

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

乞食の婚礼にも出た 野崎吉郎 39

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

館長さん時代 村川敬蔵 39

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

毅然たる深み 高木貞治 40

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

社会の実情を直観 恩田和子 40

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

隣保事業の開拓者 祝久太郎 40

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

信じ合へる先輩 長部英三 41

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

素晴らしい幻を描く エス・エフ・モラ
ン

41

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

千里独住の気概 牧野虎次 41

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

体験を基礎として 山本俊平 42

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 諸家の志

賀志那人
氏観

「母子生活者」の友 古藤敏夫 42

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 国力の強

化
青少年不良化には父兄や学校も責任を負へ 大野力男 44

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 国力の強

化
少年の犯罪と青年の犯罪とどう違ふか？ 青木誠四郎 46

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 国力の強

化
産児調節はなぜ悪い？ 岡徹 48

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 国力の強

化
乳児栄養の話（六） 山田譲 50

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 国力の強

化
是非に迷ふ「ス・フ混用」赤ちやんの肌着
問題

木綿と較べ殆ど変ら
ぬ吸湿性

岸武八 53

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 国力の強

化
是非に迷ふ「ス・フ混用」赤ちやんの肌着
問題

諒解に苦しむ反対論 荒井谷吉 54

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 国力の強

化
是非に迷ふ「ス・フ混用」赤ちやんの肌着
問題

保健上赤ちやんに不
向

阿部忠一 54

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 国力の強

化
是非に迷ふ「ス・フ混用」赤ちやんの肌着
問題

洗濯が不十分 岡村源一 55

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 薫風緑両

篇
日本の南端紅頭嶼ヤミ族の怪奇・土俗と芸
術

宮武辰夫 56

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 薫風緑両

篇
目・耳・鼻（二） 塚田喜太郎 60

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 薫風緑両

篇
召波と太祇の春の句 児童に関する俳句評

釈（一九）
岡本松浜 66

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 薫風緑両

篇
鷹 井上恒也 70

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 薫風緑両

篇
女児と名 女親の意見を尊重せ

よ
岡本かの子 73

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 薫風緑両

篇
挽歌 本図晴之助 74

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 薫風緑両

篇
医者と生活常識 野崎吉郎 75

11
第16巻第5号 1938(昭和13)05.01 編輯後記 伊藤悌二 78

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 吉村忠夫 題字

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 竜頭の兜 服部有恒 表紙

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 佐野友章 カット

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 第十回全東京乳幼児審査会規定 前付

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 母と子 野村公雄作 口絵1

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 「死線を越えて」の頃の賀川豊彦氏とその

友人たち
口絵2

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 東京の表と裏を脳裏に刻みつく 口絵3

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 志賀志那人氏を偲ぶの会 口絵4

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 巻頭言 戦時下の

保健
戦時体制下の我等の審査会 1
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11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 戦時下の

保健
母親のメンタルテスト（三） 伊藤悌二 3

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 戦時下の

保健
青少年の禁酒・禁煙に就いて 林春雄 6

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 戦時下の

保健
家庭と児童衛生 岡田道一 10

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 戦時下の

保健
結核の予防に就いて 芳山竜 14

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 戦時下の

保健
酒の害 螺良四郎 18

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 街頭医学 お産の日を早く知る法 山田尚允 24

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 街頭医学 お誕生日過ぎの赤ちやんの食物 東京市保健局 24

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 街頭医学 赤ん坊はなぜ泣く？ 24

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 街頭医学 呼吸器を病む夫婦の感染率 三神秋子 25

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 街頭医学 長命の敵は煙草、酒、過労 レイモンド・パー

ル
25

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 街頭医学 健康な時には爪の（め）が多いか 堤庸三 26

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 街頭医学 暁を覚えぬほど春はよく眠る 金子準二 26

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 街頭医学 果して女は男に劣るか？ 桐原葆見 28

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 街頭医学 乳幼児死亡の統計的考察（三） 浦上英男 30

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 翠苔緑芝 太祇の夏の句その他 児童に関する俳句評

釈（二〇）
岡本松浜 34

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 翠苔緑芝 親と子供 中川紀元 38

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 翠苔緑芝 目・耳・鼻（三） 塚田喜太郎 40

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 翠苔緑芝 紙芝居を通じて児童の心を読む 村田 46

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 翠苔緑芝 地方少年の眼に映じた東京 佐藤芳衛 48

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 翠苔緑芝 地方少年の眼に映じた東京 加川守治 48

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 翠苔緑芝 子女への魔手は寧ろ不良以外に 藤岡慎一郎 52

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 翠苔緑芝 大量検挙は何を物語つたか 53

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 翠苔緑芝 小遣が原因で不良になつた経路を調べて両

親方のご参考に
前田偉男 56

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 名家の足

跡
志賀志那人氏と私の市民館時代（中） 高尾亮雄 57

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 名家の足

跡
夾竹桃故志賀志那人氏を偲ぶ会 前田夢一 59

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 名家の足

跡
賀川豊彦氏『死線を越へる』まで 村島帰之 64

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 名家の足

跡
名作曲家の列伝（一三） フランツ・リスト 秋保孝蔵 71

11
第16巻第6号 1938(昭和13)06.01 五月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 吉村忠夫 題字

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 竜頭の兜 服部有恒 表紙

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 佐野友章 カット

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 銃後の第二国民を祝福さるゝ木戸厚生大臣

閣下
口絵1

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 李鍵公妃殿下の御台臨 口絵2

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 赤ちやん部隊総動員 口絵3

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 体位競ふ銃後の健康乳幼児たち 口絵4

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 巻頭言 戦時下の

保健
厚生省に感謝を披瀝す 伊藤悌二 1

11

第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 戦時下の
保健

木戸厚生、永井逓信両大臣閣下の御臨場を
蒙り第十回記念全東京乳幼児審査会は開会
された

2

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 戦時下の

保健
乳幼児の食品に就いて 芳山竜 4
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11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 戦時下の

保健
育児知識の要諦（第十一篇） 野須新一 8

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 戦時下の

保健
乳幼児死亡の統計的考察（四） 浦上英男 13

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 帝都下全新聞の我等が審査会観 18

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 緑蔭静話 子を捨てる藪 松本幸四郎 27

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 緑蔭静話 「春泥発句選」より 児童に関する俳句評

釈（二一）
岡本松浜 30

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 緑蔭静話 憂ふべき幼児日本 河崎なつ 35

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 緑蔭静話 志賀志那人氏と私の市民館時代（下） 高尾亮雄 36

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 緑蔭静話 子供のはなし 尾崎一雄 38

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 緑蔭静話 『さんび歌を洗濯しながら歌つていゝか』 野崎吉郎 40

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 緑蔭静話 秋田の童歌 相場野歩 44

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 街頭医学 優生遺伝の研究 岡本かの子 47

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 街頭医学 乳児死亡の因つて来る理由三つ 朝原梅一 48

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 街頭医学 健康乳児の標準 田村均 48

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 街頭医学 乳児の虫歯予防 奥村鶴吉 49

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 街頭医学 百日咳などに多い口内炎はどう処置するか 柴田信 49

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 街頭医学 痛む所の変るのが盲腸炎の特徴 杉山仲 50

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 街頭医学 近視の大部分は遺伝性ではない 石原忍 50

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 街頭医学 甘えツ子対策 波多野完治 52

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 街頭医学 子供の導き方を誤つてはゐぬか？ 下田静志 54

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 新母性読

本
賀川豊彦氏『死線を越へる』まで 村島帰之 55

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 新母性読

本
胎教に就いて（三） 下田次郎 62

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 新母性読

本
目・耳・鼻（四） 塚田喜太郎 67

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 新母性読

本
酒と疾病 田村於兎 72

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 短歌 伊勢紀行 大平登美子 76

11
第16巻第7号 1938(昭和13)07.01 審査会前記（編輯後記） 伊藤悌二 78

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 吉村忠夫 題字

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 実のる秋 高木保之助 表紙

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 佐野友章 カット

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 あゝこれ麗しき不滅なる一幅の名画 口絵1

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 聖戦下の国民保健運動に光栄あれ！！ 口絵2

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 戦線の夫よ喜べ！子等は斯く雄々し 口絵3

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 正義日本後継者の強化運動 口絵4

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 巻頭言 育児知識 畏し賀陽宮さま御一家 1

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 育児知識 夏の急性伝染病疫痢、赤痢、腸チフスの話 山田譲 2

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 育児知識 欠食児の弁当 西村誠三郎 6

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 育児知識 水泳する時の注意 深山杲 10

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 育児知識 林間学校と海浜学校 小林 14

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 育児知識 育児知識の要諦（第十二篇） 野須新一 16

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 婦人の覚

悟
事変下に於ける婦人の覚悟 前田貞次 20
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11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 婦人の覚

悟
科学から見た喰合 石倉英一 27

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 婦人の覚

悟
目・耳・鼻（五） 塚田喜太郎 32

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 婦人の覚

悟
水害を報ずるの記 伊藤悌二 37

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 先人の足

跡
十二支を喰つた私の行状記 宮武辰夫 42

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 先人の足

跡
几菫、太祇の句など 児童に関する俳句評

釈（二二）
岡本松浜 48

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 先人の足

跡
北畠顕家公を偲ぶ 魚澄惣五郎 53

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 先人の足

跡
賀川豊彦氏『死線を越へる』まで（三） 村島帰之 57

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 街頭医学 ナゼ夏の妊・産婦は脚気に罹りやすい？ 柴山幸一 62

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 街頭医学 産後初のお乳は何時間後がよろしい？ 森重静夫 62

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 街頭医学 幼児の不機嫌は虫のせゐか？ 乳幼児保育相談所 63

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 街頭医学 正しい歯列は健康に導く 中井 63

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 街頭医学 豪雨のあとに来る伝染病の予防 井口乗海 64

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 聯盟弥栄 第十回全東京乳幼児審査会の記 伊藤悌二 65

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 聯盟弥栄 全国こども愛護デー 72

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 夏の味噌汁 本山荻舟 76

11
第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 短歌 母性詠歌 大平登美子 77

11 第16巻第8号 1938(昭和13)08.01 東京審査会後記 伊藤悌二 78

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 吉村忠夫 題字

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 実のる秋 高木保之助 表紙

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 松田三郎 目次扉・
カット

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 佐野友章 カット

11
第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 李鍵公妃殿下の御台臨と本会名誉会長永井

逓信大臣の御臨場
口絵1

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 木戸閣下金子博士の新研究を聴取さる 口絵2

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 永井閣下を驚かした福野さんの愛児たち 口絵3

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 志賀志那人氏の故郷を訪ねて 口絵4

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 巻頭言 久佳高原 黄金線の彼方 1

11
第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 久佳高原 志賀志那人氏の故郷を訪ねて 越後国阿蘇郡産山村

の里に
伊藤悌二 2

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 久佳高原 久佳高原の麓に 伊藤悌二 10

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 育児知識 離乳はこれから 広島英夫 12

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 育児知識 結核病の治療 芳山竜 14

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 育児知識 四ヶ月の赤ちやんの育て方 野須新一 19

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 育児知識 遺伝関係より観たる赤ん坊 余田忠吾 25

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 育児知識 育児談叢（綴方教室） 松下茂 30

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 母性教養 胎教に就いて（四） 下田次郎 34

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 母性教養 婦人と社会 村岡花子 38

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 母性教養 目・耳・鼻（六） 塚田喜太郎 40

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 母性教養 子供を生むより子供を作れ 青木延春 47

11
第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 母性教養 発育上必要な子供の間食 東京市保健局衛生

課
48

11
第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 母性教養 急性流行性小児麻痺 大阪市保健部医務

課
49

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 母性教養 へん食は親の好き嫌ひから 波多野完治 50

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 母性教養 子供の午睡は是非共必要 51

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 資源の愛
護

資源の愛護は一粒の飯粒から 西村誠三郎 52

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 資源の愛
護

一番重大なのは遺された子女の教育 ガンドレツト恒子 55

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 資源の愛
護

不用品活用の一考察 前田貞次 56

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 資源の愛
護

一汁一菜 本山荻舟 62

11
第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 資源の愛

護
一本のマツチ製造にはどれだけ費用が要
る？

堀七蔵 66

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 資源の愛
護

乳幼児の育児にムダあり！ 砂田恵一 67

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 資源の愛
護

産後初のお乳は 森重静夫 68
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11
第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 資源の愛

護
銃後婦人の覚悟 吉岡弥生／羽仁も

と子／大江スミ
69

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 資源の愛
護

秋の草 泉鏡花 70

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 街頭医学 乳児の命取り消化不良の癒し方 田村均 72

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 街頭医学 扁桃腺がはれると物覚えが悪くなる 脇田政孝 72

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 街頭医学 お乳の出がよくなるマツサージ 尾島信夫 73

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 街頭医学 赤ちやんを背中におんぶは悪いか 平野 73

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 街頭医学 戦争と妊娠率低下 藤本薫喜 74

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 街頭医学 戦時には赤ちやんがなぜよく死ぬ？ 飯村保三 74

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 日本児童愛護聯盟規約 76

11 第16巻第9号 1938(昭和13)09.01 編輯後記（八月の日記） 伊藤悌二 78

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 吉村忠夫 題字

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 実のる秋 高木保之助 表紙

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 松田三郎 目次扉・
カット

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 佐野友章 カット

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 秋爽かなる渋温泉 西牧恭平画 口絵1

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 本年度に於ける東京の画期的大事業 口絵2

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 久住高原踏破の日 口絵3

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 志賀志那人氏の故郷を訪ねて 口絵4

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 巻頭言 健康報国 素人医学の悪流行 1

11
第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 健康報国 国力と三大伝染病 結核・性病・消化器

伝染病
利斎潔 2

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 健康報国 乳児死亡の統計的考察（五） 浦上英男 6

11
第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 健康報国 大戦時に於ける独・伊・英・仏・墺等の児

童保護施設（一）
南崎雄七 12

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 短歌 健康報国 山荘にありて 納秀子 20

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 育児新知
識

子供の歯に就て母に語る（一） 岡本清桜 22

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 育児新知
識

睡眠に就いて 広島英夫 26

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 育児新知
識

小児の結核（其一） 宇留野勝弥 29

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 育児新知
識

離乳の準備 一色征 32

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 育児新知
識

育児知識の要諦（第十三篇） 野須新一 34

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 母性の教
養

賀川豊彦氏『死線を越へる』まで（四） 村島帰之 38

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 母性の教
養

七草物語 衣笠滋三 46

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 母性の教
養

母親のメンタルテスト 伊藤悌二 49

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 母性の教
養

胎教に就いて（五） 下田次郎 52

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 母性の教
養

育児のコツ四ケ条 斎田晃 59

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 阿蘇の外
輪

旅衣（一） 塚田喜太郎 60

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 阿蘇の外
輪

志賀支志那人氏の故郷を訪ねて（二） 伊藤悌二 68

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 短歌 阿蘇の外
輪

九州アルプスの旅 伊藤悌二 76

11 第16巻第10号 1938(昭和13)10.01 編輯後記（九月の日記） 伊藤悌二 78

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 吉村忠夫 題字

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 実のる秋 高木保之助 表紙

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 　 松田三郎 目次扉・
カット

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 佐野友章 カット

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 西日本の乳幼児を祝福さるゝ坂間市長 口絵1

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 永遠の防人 吉村忠夫画 口絵2

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 颯爽・戦時気分横溢の応援団体 口絵3

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 伝統と権威を誇る我等の審査会 口絵4

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 世紀の主
張

永井逓相御母堂を追慕して 伊藤悌二 1

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 世紀の主
張

都市学童と「歩け」運動 児玉政介 2

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 世紀の主
張

食物の問題上から歯に影響する戦争 野崎吉郎 4

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 世紀の主
張

生後一ヶ月の赤ちやんの育て方 広島英夫 8

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 世紀の主
張

生後二ヶ月の赤ちやんの育て方 広島英夫 10

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 世紀の主
張

生後三ヶ月の赤ちやんの育て方 野須新一 13

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 事業と研
究

第十六回全大阪乳幼児審査会の記 伊藤悌二 18

11
第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 事業と研

究
要救護家庭の日常生活と其の衛生状態 小川三郎／門口義

六
24

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 健康の厚
生

秋は離乳の好季節 野須新一 34

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 健康の厚
生

胎教に就いて（六） 下田次郎 38
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11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 健康の厚
生

小児の結核（其二） 宇留野勝弥 44

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 健康の厚
生

結核病の治療（二） 芳山竜 47

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 根本の問
題

食物と国民性 西村誠三郎 52

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 根本の問
題

土を喰ふ 石倉曳衣地 56

11
第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 根本の問

題
大戦時に於ける独・伊・英・仏・墺等の児
童保護施設（二）

南崎雄七 58

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 根本の問
題

時局下に於ける栄養問題 林信夫 67

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 根本の問
題

志賀志那人氏の追憶 伊藤悌二 72

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 根本の問
題

幼児のしたがる鋏を使ふ遊び 岸辺福雄 76

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 根本の問
題

生めよ、蓄えよ 山川菊栄 77

11 第16巻第11号 1938(昭和13)11.01 十月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 吉村忠夫 題字

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 稔る秋 高木保之助 表紙

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 松田三郎 目次扉・

カット

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 佐野友章 カット

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 菊薫る 鏑木清方画 口絵1

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 永井逓信大臣御母堂つる刀自ありし日の面

影
口絵2

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 新東亜建設に備ふる我等の表彰式 口絵3

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 頼母しき銃後の健康母子たちの感謝 口絵4

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 長期建設 全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 荒木貞夫 1

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 長期建設 第十回全東京乳幼児審査会告辞 木戸幸一 2

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 長期建設 日本再建に対する婦人の責任 永井柳太郎 3

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 長期建設 帝都全新聞が報道する優良児表彰式 8

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 長期建設 戦時下の人口問題と結婚 松原久人 15

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 健康の厚

生
小児の結核（其三） 宇留野勝弥 18

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 健康の厚

生
乳児の栄養障害に就て 野須新一 22

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 健康の厚

生
栴檀は双葉より馨し 児童愛護講演の資料 伊藤悌二 24

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 健康の厚

生
名歌註釈父性愛母性愛 停城二郎 29

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 新母性読

本
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（五） 村島帰之 33

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 新母性読

本
名作曲家の列伝（一四） リヒアールト・ヴァ

グナー
秋保孝蔵 38

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 新母性読

本
胎教に就いて（七） 下田次郎 46

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 新母性読

本
子供の歯に就て母に語る（二） 岡本清纓 52

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 世紀の特

輯
大戦時に於ける独・伊・英・仏・墺等の児
童保護施設（三）

南崎雄七 58

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 世紀の特

輯
要救護家庭の日常生活と其の衛生状態
（二）

小川三郎/門口義六 62

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 世紀の特

輯
乳幼児死亡の統計的考察（六） 浦上英男 67

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 世紀の特

輯
母親のメンタルテスト（其の四） 伊藤悌二 71

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 世紀の特

輯
時局下に於ける栄養問題（二） 林信夫 74

11
第16巻第12号 1938(昭和13)12.01 編者の日記 伊藤悌二 78

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 天平時代の童女 吉村忠夫 表紙

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 松田三郎 目次扉・

カット

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 佐野友章 カット

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 朝陽映島 高木保之助画 口絵1
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12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 総裁木戸厚生大臣勇士の愛児達を表彰さる 口絵2

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 靖国神社の父に告ぐ・坊やも勝つた 口絵3

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 会長坂間大阪市長代理森下助役の告辞 口絵4

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 巻頭言 興亜一路 興亜の春を寿ぎて国民に愬ふ 余田忠吾 1

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 興亜一路 母は家庭の太陽であれ 永井柳太郎 3

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 興亜一路 第十回全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 永井柳太郎 8

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 興亜一路 第十六回全大阪乳幼児審査会表彰式会長告

辞
坂間棟治 9

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 興亜一路 第十回全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 小瀬竹松 10

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 興亜一路 審査報告 中鉢不二郎 12

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 興亜一路 本連盟功労者の感謝状 13

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 長期建設 銃後大阪の赤ん坊（課題） 勇士の愛児は優良児 伊藤悌二 16

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 長期建設 銃後に於ける援護対策としての母子保護施

設
大阪市社会部保護
課

18

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 長期建設 時局下に於ける栄養問題（三） 林信夫 21

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 長期建設 聖戦下の新春賀詞 日本児童愛護連盟

役員一同
26

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 人的資源 人を造れ（一） 桑野久任 35

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 人的資源 要救護家庭の日常生活と其の衛生状態

（四）
小川三郎 42

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 人的資源 要救護家庭の日常生活と其の衛生状態

（四）
門口義六 42

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 人的資源 胎教に就いて（八） 下田次郎 46

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 母性の教

養
大戦時に於ける独・伊・英・仏・墺等の児
童保護施設（四）

南崎雄七 51

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 母性の教

養
金州南山の小石 西村誠三郎 56

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 母性の教

養
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（六） 村島帰之 59

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 母性の教

養
旅衣（二） 塚田喜太郎 64

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 世紀の特

輯
人工栄養のやり方ごく「自然」がいゝ 田村均 70

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 世紀の特

輯
犯され易い乳歯 青山勇三 70

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 世紀の特

輯
感染率の激しい乳児の百日咳 中山喜美雄 71

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 世紀の特

輯
恐ろしい子供の病気「自家中毒症」の流行 山本康裕 71

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 世紀の特

輯
感冒に睡眠不足や不規則な生活は禁物 糸川欽也 72

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 世紀の特

輯
上手な湿布と吸引と含嗽の仕方 一色征 73

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 世紀の特

輯
第十六回全大阪乳幼児審査会市長賞受領者 76

12
第17巻第1号 1939(昭和14)01.01 新春所懐（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 天平時代の童女 吉村忠夫 表紙

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 松田三郎 カット

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 佐野友章 カット

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 国史に於ける日本女性の華 口絵1

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 全大阪乳幼児審査会の審査員と奉仕者 口絵2

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 体力練磨を怠らぬ我等の最優良児 口絵3

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 力強し勇士の坊やは優良児 口絵4

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 巻頭言 油断大敵 三つの話題 摂津太郎 1
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12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 油断大敵 麻疹の話 野須新一 2

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 油断大敵 「ヂフテリー」の話 一色征 8

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 油断大敵 事変と小児保護 広島英夫 10

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 油断大敵 健康の敵"偏食"を改めませう 山田譲 18

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 家庭の任

務
時局下に於ける栄養問題（四） 林信夫 20

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 家庭の任

務
人を造れ（二） 桑野久任 23

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 家庭の任

務
非常時局と家庭 真田幸憲 29

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 家庭の任

務
聖戦体制に即した家庭生活 越智キヨ 36

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 研究の視

野
大戦時に於ける独・伊・英・仏・墺等の児
童保護施設（五）

南崎雄七 42

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 研究の視

野
乳幼児死亡の統計的考察（七） 浦上英男 45

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 研究の視

野
要救護家庭の日常生活と其の衛生状態
（五）

小川三郎 49

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 研究の視

野
要救護家庭の日常生活と其の衛生状態
（五）

門口義六 49

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 先人の足

跡
身を以て教えた我が母 永井柳太郎 53

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 先人の足

跡
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（七） 村島帰之 55

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 先人の足

跡
目・耳・鼻（七） 塚田喜太郎 60

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 育児知識 授乳中のお母さんの心得 一色征 65

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 育児知識 早産児はこうして育てませう 山田譲 67

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 育児知識 生活に則した幼児訓育の実際 内山憲堂 69

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 育児知識 女学生は家庭に何を求める 二宮綾子 72

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 育児知識 緊張緩んだかまた犯罪がふえた 近藤修博 73

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 育児知識 娯楽本に沈溺する子供 波多野完治 74

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 育児知識 防ぐ方法はないか「貰ひ子殺し」問題 75

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 童話 育児知識 帰つて来たペル 坂野潤 76

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 育児知識 体質を考へて入浴をなさい 厚生省 77

12
第17巻第2号 1939(昭和14)02.01 新春の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 王朝時代の童女 吉村忠夫 表紙

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 松田三郎 カット

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 佐野友章 カット

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 聖戦下の乳幼児を祝福さるゝ木戸内務大臣 口絵1

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 国史上に於ける神秘境大和天の川 口絵2

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 タカイタカイ 円鍔勝二作 口絵3

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 ライオン歯科衛生院創設披露会 口絵4

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 巻頭言 現下の諸

問題
三月の言葉 摂津太郎 1

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 現下の諸

問題
少年教護法実施後の所感 平尾山人 2

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 現下の諸

問題
支那の「こども」は今どうしてゐるか 前田貞次 5

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 現下の諸

問題
入学試験と学童の保健問題 野津謙 10

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 現下の諸

問題
新入学児童のお母さんへ 予め健康診断を受け

ておきませう
広島英夫 12

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 現下の諸

問題
冬多い子供の災害 14
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12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 祖国の精

神
春窓独語 今中楓渓 16

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 祖国の精

神
女よ、天汝に世界を与ふ 永井柳太郎 20

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 祖国の精

神
童話と古典 魚澄惣五郎 30

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 祖国の精

神
右大臣源実朝公 八代国治 34

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 祖国の精

神
国史上に於ける神秘境天の川 伊藤悌二 38

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 銃後の母

親
産児制限の反対運動 本場のアメリカで大

家族礼讃
42

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 銃後の母

親
乳児の運動能力 45

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 銃後の母

親
五箇月の赤ちやんの育て方／六箇月の赤ち
やんの育て方／七箇月の赤ちやんの育て方

野須新一 46

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 銃後の母

親
年中行事（三月） 有馬敏四郎 52

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 銃後の母

親
季節の病気・肺炎の手当てに就て 山田譲 56

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 銃後の母

親
赤ちやんを丈夫にする日光浴に就て 野須新一 58

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 永遠の防

人
防人別歌 岩城準太郎 61

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 永遠の防

人
甥二三郎渡満の壮途を送る 伊藤悌二 64

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 永遠の防

人
幼児を耕す（八） 塚田喜太郎 69

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 童話 永遠の防

人
汽車の中で咲いたチユウリツプ 坂野潤 77

12
第17巻第3号 1939(昭和14)03.01 二月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 王朝時代の童女 吉村忠夫 表紙

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 松田三郎 カット

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 佐野友章 カット

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 第十一回全東京乳幼児審査会総裁広瀬厚生

大臣閣下の御一家
口絵1

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 帝都下に健康母子の恒例年中行事近づく 口絵2

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 バンサーイ 村井辰夫作 口絵3

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 銃後を護る母性に戦時の覚悟を説く 口絵4

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 巻頭言 戦時と子

供愛護
四月の言葉 摂津太郎 1

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 戦時と子

供愛護
時局と児童保護 伊藤清 2

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 戦時と子

供愛護
人的資源を守れ 川口信教 5

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 戦時と子

供愛護
父なき家の家庭教育 出征軍人遺家族のた

めに
今村正一 11

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 戦時と子

供愛護
幼い子の運動はどう導く 17

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 時局と育

児問題
子供に適した玩具の選び方 一色征 20

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 時局と育

児問題
離乳に就いての注意 中鉢不二郎 22

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 時局と育

児問題
八箇月の赤ちやんの育て方／九箇月の赤ち
やんの育て方

野須新一 27

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 時局と育

児問題
結核について 竹内茂代 30

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 時局と育

児問題
近ごろやかましい民族衛生とは 加用信憲 34

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 時局と育

児問題
病気を早く知る方法と手当 広島英夫 36

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 東洋の無

我道
古歌を通して見た母心 滝沢四郎 38

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 東洋の無

我道
右大臣源実朝公（二） 八代国治 45

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 短歌 東洋の無

我道
伊藤雅契に 順子嬢の卒業を祝し

て
今中楓渓 50

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 東洋の無

我道
東洋の無我道を省みて銃後の赤誠に及ぶ 伊藤恵 51
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12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 新母性読

本
新いろは童話（第一回） 坂野潤 57

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 新母性読

本
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（八） 村島帰之 59

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 新母性読

本
児童教育上家庭の留意すべき諸点 中山国六 64

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 新母性読

本
白衣の天使にささぐ 上沢謙二 70

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 国民精神総動員第十三回全国児童愛護週間

実施要綱
76

12
第17巻第4号 1939(昭和14)04.01 三月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 夏は来れり 高木保之助 表紙

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 松田三郎 カット

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 佐野友章 カット

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 秩父宮同妃殿下奉讃展覧会に御台臨 口絵1

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 李王妃殿下本聯盟の審査会に御台臨 口絵2

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 志賀志那人氏一周年追悼会 口絵3

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 初夏のスナツプ（議事堂と山門） 大川繁次郎作 口絵4

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 巻頭言 母性保護 五月の言葉 摂津太郎 1

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 母性保護 栄養食と食餌療法 ドクトル・ケロツ

グ述/大河平愛光訳
2

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 母性保護 湿疹と其の手当法 野須新一 8

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 母性保護 母の衛生 福田康甫 14

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 少年教護 母を語る子供 河井道子 21

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 少年教護 "おねしよ"をする子供 山下俊郎 24

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 少年教護 少年教護読本 川口信教 27

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 少年教護 幼児を耕す（九） 塚田喜太郎 34

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 短歌 少年教護 吉村画伯の童女の絵に題す 寺川信 39

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 乳幼児愛

護
十箇月の赤ちやんの育て方 野須新一 40

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 乳幼児愛

護
赤ちやんの衣服にはどんな注意が必要か 一色征 41

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 乳幼児愛

護
護れ幼児の睡眠を 静野畑郎 44

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 乳幼児愛

護
春先に多い小児急性伝染病 野須新一 46

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 乳幼児愛

護
子に教へられる 津田節子 50

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 先人の足

跡
胎教に就て（九） 下田次郎 55

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 先人の足

跡
右大臣源実朝公（三） 八代国治 62

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 先人の足

跡
母に贈る言葉 上村哲弥 68

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 先人の足

跡
比島の怪奇と芸術 宮武辰夫 73

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 先人の足

跡
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（九） 村島帰之 76

12
第17巻第5号 1939(昭和14)05.01 四月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 夏は来れり 高木保之助 表紙

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 松田三郎 カット

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 佐野友章 カット
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12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 照宮内親王殿下奉讃展覧会に御台臨 口絵1

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 人的資源拡充強化運動 口絵2

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 肇国創業絵巻十 中村岳陵画 口絵3

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 初夏の名画 山川秀峰作/高橋亮

作
口絵4

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 巻頭言 戦時の覚

醒
我等の長谷川海軍大将 伊藤悌二 1

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 戦時の覚

醒
黴毒と育児（其一） 宇留野勝弥 2

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 戦時の覚

醒
お乳の与へ方と取扱ひの注意 一色征 6

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 戦時の覚

醒
十一箇月の赤ちやんの育て方 野須新一 9

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 戦時の覚

醒
体重測つて健康に注意 山田敏正 12

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 薫風緑雨 隣邦児童愛育所日記 西尾示郎 17

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 薫風緑雨 常緑の三宅島神着村を見る 丹木政一 20

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 薫風緑雨 墓と教育 前田貞次 22

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 随筆 薫風緑雨 幼児を耕す 塚田喜太郎 23

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 薫風緑雨 少年教護の十二年と体験 川口信教 32

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 東洋の無

我道
東洋の無我道を省みて銃後の赤誠に及ぶ
（続）

伊藤恵 36

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 東洋の無

我道
母に贈る言葉（二） 上村哲弥 42

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 東洋の無

我道
胎教に就て（十） 下田次郎 46

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 東洋の無

我道
右大臣源実朝公（四） 八代国治 56

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 東洋の無

我道
新いろは童話　第二回 坂野潤 60

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 吃音のお子さんは是非この夏休になほして

あげて下さい
小林宗男 62

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 先人の足

跡
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（十） 村島帰之 63

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 先人の足

跡
夏の太陽・子供を鍛へる 厚生省衛生局指導

課
68

12

第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 先人の足
跡

名作曲家の列伝（一二） ピートロ・イリイ
チ・チヤイコフスキ
イ

秋保孝蔵 69

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 恐ろしい「腸炎」とはどんな病気でせう？ 76

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 バナナで疫痢？ 77

12
第17巻第6号 1939(昭和14)06.01 五月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 夏は来れり 高木保之助 表紙

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 松田三郎 カット

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 佐野友章 カット

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 戦時下の第二国民を祝福さるゝ広瀬厚生大

臣閣下
口絵1

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 軍国母性大会に於ける永井名誉会長の獅子

吼
口絵2

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 広瀬総裁閣下人的資源強化事業を巡視さる 口絵3

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 波濤の如く押し寄せ来る興亜赤ちゃんの群

像
口絵4

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 巻頭言 戦時と出

生
広瀬厚生大臣閣下を囲みて 伊藤悌二 1

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 戦時と出

生
戦時に於ける出生率低下の影響 浦上英男 2

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 戦時と出

生
死亡率の高い「乳児腸炎」のお話 野須新一 8

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 興亜審査

会
第十一回全東京乳幼児審査会の記 伊藤悌二 10



『子供の世紀』総目次

104

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 家庭の警

鐘
学齢児童の運動衛生に就て 岡田道一 22

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 家庭の警

鐘
母と結核 村尾圭介 27

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 家庭の警

鐘
梅雨期前後の子供の衛生 一色征 31

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 家庭の警

鐘
黴毒と育児（其ニ） 宇留野勝弥 34

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 人的資源

拡充
帝都下全新聞の本聯盟審査会観 38

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 短歌 診療余暇 岡田道一 43

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 先人の足

跡
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（十一） 村島帰之 46

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 先人の足

跡
赤穂義士快挙の人柱 萱野三平略伝 戸波弁次 51

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 新母性講

座
歯槽膿漏と粧歯法 岡本清纓 57

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 新母性講

座
胎教に就て（十一） 下田次郎 65

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 新母性講

座
俳句に於ける子供の世界（一） 佐藤亜我 74

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 新母性講

座
夏の伝染病、赤痢や疫痢を予防しませう 77

12
第17巻第7号 1939(昭和14)07.01 審査会前記（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 夏は来れり 高木保之助 表紙

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 松田三郎 カット

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 佐野友章 カット

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 長期建設下の国民保健運動に光栄あれ！！ 口絵1

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 鵜飼ノ図 川合玉堂画 口絵2

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 戦線への報告書・坊も立派に殊勳甲 口絵3

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 広瀬総裁と永井名誉会長審査会場を査閲さ

る
口絵4

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 巻頭言 興亜の乳

幼児
八月の言葉 摂津太郎 1

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 興亜の乳

幼児
興亜の乳幼児を護れ！ 何を語るかこの統計 深山杲 2

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 興亜の乳

幼児
出生廾三万減少 十三年の人口動態発

表
内閣統計局 8

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 興亜の乳

幼児
徒歩運動に就て 高木力松 10

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 興亜の乳

幼児
第十一回全東京乳幼児審査会への奉仕感想 13

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 動物の愛

護
英雄はあはれむ 軍神乃木の印象 広井辰太郎 16

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 動物の愛

護
動物を愛する心 高島米峰 17

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 動物の愛

護
一等兵と愛馬 大内俊 20

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 動物の愛

護
『鯨の墓』 菅原洞禅 21

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 動物の愛

護
動物の本能にも我師あり 伊藤悌二 24

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 兎唇、多指症の遺伝 橋本矢一 30

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 盛夏の衛

生
盛夏の小児疾病に就て 一色征 31

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 盛夏の衛

生
八月に於ける赤ちやんへの注意 長浜 34

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 盛夏の衛

生
生後十二箇月の赤ちやんの育て方 野須新一 36

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 盛夏の衛

生
ヒス・マダムや幼児の海水浴は禁物です 酒井谷平 37

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 盛夏の衛

生
弱い子供には高原 増田郁郎 39

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 短歌 盛夏の衛

生
夏の歌／富士登山 納秀子 40

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 盛夏の衛

生
哭児十五首 小杉放庵 42
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12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 新母性読

本
子供の玩具と睡眠 東京市保険局 44

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 新母性読

本
胎教に就て（十二） 下田次郎 47

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 随筆 新母性読

本
幼児を耕す 塚田喜太郎 51

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 新母性読

本
保育上の体験を語る 大阪保育研究会 54

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 新母性読

本
女の栄養に必要な銅と"愛情の素" 58

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 新母性読

本
立派に役立つ労力 59

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 先人の足

跡
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（十二） 村島帰之 60

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 先人の足

跡
新川貧民窟三十年の思ひ出 賀川春子 65

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 先人の足

跡
川合玉堂先生の雅号の由来 一記者 67

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 先人の足

跡
或る感化院の生活 川口信教 68

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 軍国少年

物語
空ゆかば 金津正格 70

12
第17巻第8号 1939(昭和14)08.01 東京審査会後記（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 秋爽か 内田青薫 表紙

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 松田三郎 カット

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 佐野友章 カット

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 意義ある人的資源拡充強化運動 口絵1

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 慶長の頃の童女 山川秀峰筆 口絵2

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 戦時の三奉仕団体本聯盟を応援さる 口絵3

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 興亜の聖業に参与する審査会と母性大会 口絵4

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 巻頭言 興亜の母

親
九月の言葉 摂津太郎 1

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 興亜の母

親
秋風やむしり残りの赤い花 永井柳太郎 2

12

第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 興亜の母
親

人的資源強化に対する一提案 大阪市の出生乳児と
母性の問題に立論し
て

余田忠吾 3

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 興亜の母

親
表と裏でちがふ乳幼児死亡の原因 古屋芳雄 10

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 興亜の母

親
戦時下母親の心構へ 広瀬興 12

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 先人の足

跡
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（十三） 村島帰之 16

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 先人の足

跡
哈爾浜と伊藤公 西村誠三郎 22

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 先人の足

跡
萱野三平重実 渡辺世祐 27

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 北海道講演旅行の歌 岡田道一 35

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 主婦の講

座
子供のある俳風景 春の部 佐藤亜我 37

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 主婦の講

座
第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親
のメンタルテスト

産時のまじなひ 伊藤悌二 41

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 主婦の講

座
この母この子 川口信教 46

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 主婦の講

座
お母さんが幹事で不良魔から救ふ 幼児の家庭組合結成

へ
朝原梅一 48

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 主婦の講

座
保育上の体験を語る（二） 大阪保育研究会 49

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 主婦の講

座
賢いお母さんは子供たちにも仕事を 今村正一 52

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 青年の使

命
青年の時代的使命 平生釟三郎 54

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 短歌 青年の使

命
相模野秋思 平沢寿子 58

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 青年の使

命
職場と体力養成 梶原三郎 60
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12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 青年の使

命
余暇善用に就て 深山杲 61

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 青年の使

命
怪談は子供にどう影響する？ 大羽昇一 63

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 新母性読

本
胎教に就て（十三） 下田次郎 64

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 新母性読

本
乳児の栄養に就て 野須新一 68

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 新母性読

本
人形と子供 氏家寿子 70

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 新母性読

本
都会の野菜からは心配がない回虫 松崎義周 73

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 新母性読

本
胃袋の小さい子供におやつは食事の一種 有本邦太郎 74

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 山中湖にて歌へる 伊藤悌二 76

12
第17巻第9号 1939(昭和14)09.01 編輯後記（七、八月日記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 秋爽か 内田青薫 表紙

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 松田三郎 カット

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 佐野友章 カット

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 二十年後の日本に備ふる審査会 口絵1

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 大牛と牧童 川合玉堂筆 口絵2

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 東京審査会に於ける優良児（一、二） 口絵3・4

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 巻頭言 乳児の死

亡
十月の言葉 摂津太郎 1

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 乳児の死

亡
乳児は何で多く死ぬか？ 浦上英男 2

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 乳児の死

亡
秋は離乳に最もよい季節です 長浜宗彦 10

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 乳児の死

亡
離乳の方法 一色征 14

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 乳児の死

亡
また増えた乳幼児の死亡 桑原丙午生 16

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 祖国の精

神
国史を貫く日本精神 魚澄惣五郎 17

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 祖国の精

神
賀川豊彦氏『死線を越へるまで』（十四） 村島帰之 22

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 祖国の精

神
打つて一丸のナチ婦人団体 宮本守雄 30

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 祖国の精

神
子供のある俳風景 夏の部 佐藤亜我 31

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 統計的観

察
一年生になる児童の統計（其一） 宇留野勝弥 34

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 統計的観

察
第十七回全大阪乳幼児審査会 44

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 統計的観

察
第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親
のメンタルテスト

出産の記念事業 伊藤悌二 47

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 統計的観

察
生れる"学資年金" 奥田 50

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 統計的観

察
小波先生のことども 塚田喜太郎 51

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 育児知識 菓子の栄養と児童の衛生 岡田道一 54

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 育児知識 秋口に多い赤痢や性の悪い"眠り病" 斎藤文雄 58

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 育児知識 小児の慢性伝染病（一） 原田竜夫 59

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 育児知識 間食に就て 吉馴高明 64

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 育児知識 栄養のよいものはお腹の脂肪が厚い 立野君子 66

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 育児知識 必ず産後二ケ月は岩田帯を続ける 忽滑谷精一 67

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 育児知識 田舎は招く 塚田喜太郎 68

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 短歌 育児知識 秋田へ 岡田道一 72

12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 育児知識 秋は体力仕上げの好時季 深山杲 74
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12
第17巻第10号 1939(昭和14)10.01 九月の日記（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 秋爽か 内田青薫 表紙

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 松田三郎 カット

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 佐野友章 カット

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 坂間大阪市長代理藤原保健部長をお迎へし

て
口絵1

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 健康児の結核反応を審査して斯界に新機軸

を出す
口絵2

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 大阪府立社会衛生学院・北市民館の応援 口絵3

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 万国オリンピツク水泳軍主将の愛児も参加

した
口絵4

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 巻頭言 興亜の審

査会
十一月の言葉 摂津太郎 1

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 興亜の審

査会
幼児と病人丈には白いご飯を与へたい 斎藤文雄 2

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 興亜の審

査会
第十七回全大阪乳幼児審査会の記 伊藤悌二 3

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 興亜の審

査会
結婚は廾歳前後に生めよ！殖やせよ！早婚
推奨

高山両 10

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 育児知識 小児の慢性伝染病（二） 原田竜夫 12

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 育児知識 治り得る畸形 岡田道一 20

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 育児知識 体を強くし乍らも怠れぬ精神教育 牛島義友 27

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 育児知識 体を強くし乍らも怠れぬ精神教育 森脇要 27

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 育児知識 大きな母の愛こそ不良化を救ふもの 森健蔵 32

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 青山白雲 賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（一） 村島帰之 33

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 青山白雲 御蔵、三宅、大島の印象 中西悟堂 40

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 青山白雲 悲しむべき捨子の増加 母性愛よ！いづこ 赤松常子 48

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 青山白雲 歴史地理上より見たる吉野山（講演） 魚澄惣五郎 49

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 新母性読

本
学科偏重は有害 小山知一 56

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 新母性読

本
新婚の婦人へ（一） 木下尚江 60

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 新母性読

本
胚芽米知らぬ職業婦人 桑原丙午生 65

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 新母性読

本
少年期の偏つた運動は将来、発育を停める 東俊郎 66

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 新母性読

本
成育に最も必要な鰯の栄養を取りませう 木村金太郎 67

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 新母性読

本
生めよ殖やせよ地に充てよ（一） 木下尚江 68

12
第17巻第11号 1939(昭和14)11.01 十月の日記 伊藤悌二 78

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 吉村忠夫 題字

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 秋爽か 内田青薫 表紙

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 新関国臣 目次扉

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 松田三郎 カット

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 佐野友章 カット

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 全東京の乳幼児中より選抜の優良児代表 口絵1

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 厳粛荘重なる全東京審査会表彰式 口絵2

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 母親の母親までも御供する真剣さ 口絵3

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 祖国の保健運動に奉仕の若き女性たち 口絵4

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 子宝礼賛 全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 河原田稼吉 1
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12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 子宝礼賛 第十一回全東京乳幼児審査会表彰式告辞 小原直 2

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 子宝礼賛 子福者の家庭を優遇せよ 赤司和嘉 3

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 子宝礼賛 結核予防と療養所の使命 利斎潔 7

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 子宝礼賛 大阪市の軍事援護事業 田坂茂忠 14

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 短歌 子宝礼賛 紅葉する十和田湖 納秀子 18

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 興亜の審

査会
若き女性の審査会観 20

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 興亜の審

査会
帝都全新聞が報道する優良児表彰式 30

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 興亜の審

査会
祝辞 村松善次郎 35

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 健康報国 正しき健康道（一） 岡本清纓 36

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 健康報国 離乳期食餌を与へるに就ての注意 一色征 40

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 健康報国 小児結核の予防に就て 野須新一 48

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 健康報国 虚弱児を丈夫にするには 吉馴高明 52

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 世紀の特

輯
歴史地理上より見たる吉野山（講演） 魚澄惣五郎 54

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 世紀の特

輯
子供のゐる俳風景 秋の部 佐藤亜我 59

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 短歌 世紀の特

輯
相模抄 平沢寿子 62

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 世紀の特

輯
新いろは童話(第三回) 坂野潤 64

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 世紀の特

輯
猫を弔ふ 安達太郎 66

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 世紀の特

輯
賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（二） 村島帰之 69

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 世紀の特

輯
第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親
のメンタルテスト（三）

伊藤悌二 73

12
第17巻第12号 1939(昭和14)12.01 十一月の記（編輯後記） 伊藤悌二 78

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 吉村忠夫 題字

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 戦勝の春 高木保之助 表紙

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 新関国臣 目次扉

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 松田三郎 カット

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 佐野友章 カット

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 二十年の歴史と権威を誇る本聯盟の事業 口絵1

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 九段の父よ前線の父よ坊やは強し 口絵2

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 厚生大臣の告辞と大阪府知事の祝辞 口絵3

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 君が代の奉唱・総裁の告辞敬聴 口絵4

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 巻頭言 紀元奉祝 紀元二千六百年の春を迎へて 余田忠吾 1

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 紀元奉祝 神武天皇の御東遷を追懐し奉りて 戸波弁次 2

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 紀元奉祝 四つ児、五つ児の誕生 浦上英男 6

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 紀元奉祝 第十一回東京乳幼児審査会表彰式祝辞 永井柳太郎 10

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 紀元奉祝 第十七回全大阪乳幼児審査会表彰式名誉会

長祝辞
半井清 12

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 紀元奉祝 第十七回全大阪乳幼児審査会表彰式会長式

辞
坂間棟治 13

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 紀元奉祝 第十七回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 瀬長良直 14

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 臨牀講座 小児の慢性伝染病（三） 原田竜夫 16

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 臨牀講座 乳児人工栄養臨牀より観たるヴイタミンＣ

（一）
柿本保 27

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 臨牀講座 都会人は何故弱いか？ こうすれば必ず強く

なる！
深山杲 32

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 新春の静

思
生めよ殖やせよ地に充てよ（二） 木下尚江 42
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12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 新春の静

思
御蔵島の大小薙鳥の牧鳥 栗本惣吉 46

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 新春の静

思
初旅 佐藤亜我 50

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 新春の静

思
賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（三） 村島帰之 54

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 興亜邁進 寒期の保健衛生 広島英夫 61

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 短歌 興亜邁進 紀元二千六百年の春 納秀子 64

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 興亜邁進 逃げた家鴨（コドモの家だより） 塚田喜太郎 65

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 興亜邁進 小児結核の治療方法 釜江儀一 70

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 興亜邁進 大阪全新聞が報道する優良児表彰式 72

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 興亜邁進 第十七回全大阪乳幼児審査会最優良児中に

於ける名誉の戦死者並びに出征勇士の愛児
77

12
第18巻第1号 1940(昭和15)01.15 編輯後記 伊藤悌二 78

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 吉村忠夫 題字

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 戦勝の春 高木保之助 表紙

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 新関国臣 目次扉

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 松田三郎 カット

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 佐野友章 カット

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 第一線殊勲甲の父君に呼応して誉れの表彰 口絵1

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 九段の父に見せたい無心の可愛い顔 口絵2

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 勇士の子等文部大臣の祝辞敬聴 口絵3

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 坂間大阪市長功労者と最優良児を表彰 口絵4

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 巻頭言 子宝礼讃 二月の言葉 摂津太郎 1

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 子宝礼讃 三つ児の誕生 浦上英男 2

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 子宝礼讃 小児の健康と環境 斎藤潔 8

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 子宝礼讃 乳児人工栄養臨牀より観たるヴイタミンＣ

（二）
柿本保 12

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 八紘一宇 皇都としての大阪 斎藤藤吉 17

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 八紘一宇 神代の聖地巡拝 川口信教 22

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 八紘一宇 ハンガリーのお話 深海昇 26

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 八紘一宇 旅心湧く 塚田喜太郎 31

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 八紘一宇 新いろは童話（第四回） 坂野潤 34

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 蛍声迎春 賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（四） 村島帰之 36

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 蛍声迎春 菊五郎吉右衛門の「江戸の夢」を観る 松阪青渓 44

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 蛍声迎春 新婚の婦人へ（二） 木下尚江 46

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 蛍声迎春 第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親

のメンタルテスト（四）
伊藤悌二 52

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 蛍声迎春 子供のゐる俳風景 冬の部 佐藤亜我 56

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 蛍声迎春 「生めよ」の国策に注文 多子家庭と智能の問

題
山下俊郎 59

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 興亜健康

道
肺炎 小山義作 60

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 興亜健康

道
正しき健康道（２） 岡本清纓 64

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 興亜健康

道
合嗽・吸入・湿布の仕方 吉馴高明 68

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 興亜健康

道
感冒の予防と其の手当 長浜宗彦 69

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 興亜健康

道
赤ちやんには乾布摩擦を 一色征 72

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 興亜健康

道
感冒に罹らぬ強い身体を作りませう 広島英夫 73
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12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 興亜健康

道
去勢とは全然違ふ 遺伝の力は大きい 川上 74

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 興亜健康

道
理解ある使ひ方で馬鹿も利口に代る 生かせ人的資源 後藤岩男 75

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 興亜健康

道
戦地で馬と別れる辛さ 青柳有美 76

12
第18巻第2号 1940(昭和15)02.15 前進譜（編者行路） 伊藤悌二 78

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 吉村忠夫 題字

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 戦勝の春 高木保之助 表紙

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 新関国臣 目次扉

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 松田三郎 カット

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 佐野友章 カット

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 紀元二千六百年を寿ぎて 吉村忠夫画 口絵1

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 意義ある銃後の健康児育児運動 口絵2

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 吉村忠夫画伯と三愛児 口絵3

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 優良児は次代国家の干城 口絵4

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 題言 厚生の焦

点
三月の言葉 摂津太郎 1

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 厚生の焦

点
紀元二千六百年を迎へて 魚澄惣五郎 2

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 厚生の焦

点
乳児死亡減少策の核心を衝く 乳児死亡率の世界

的・歴史的観点より
浦上英男 4

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 厚生の焦

点
都市厚生機構の全体観的考察 森本正二 10

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 国策の重

点
人工栄養の正当な方法 原田竜夫 16

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 国策の重

点
「コナミルク」の話 国策の重点を乳幼児

愛護に置け
宇留野勝弥 22

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 国策の重

点
選奨される乳児は矢張り立派です 愛育村高部屋村の実

例より
梅沢菊枝 27

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 国策の重

点
小児結核の予防 斎藤潔 31

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 国策の重

点
結核予防は乳幼児より 西川為雄 36

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 国策の重

点
青年、学生に禁酒禁煙が必要 八つの理由をあげよ 岡田道一 38

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 国策の重

点
築き上げた更正の理想郷 愛媛県北宇和郡下郡

和村須下の実績
沖本樵児 42

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 祖国の精

神
日本神話の特質 魚澄惣五郎 46

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 祖国の精

神
賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（五） 村島帰之 51

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 祖国の精

神
浅井治を憶ふ 鷲山弟三郎 58

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 祖国の精

神
浅井治子さんを憶ふ 高木乙熊 59

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 祖国の精

神
名儒の後裔について 杉村幹 61

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 祖国の精

神
国民融和週間実施要綱 68

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 祖国の精

神
大島藤倉学園へ 伊藤悌二 70

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 祖国の精

神
如月の大島紀行 伊藤悌二 73

13
第18巻第3号 1940(昭和15)03.23 前進譜(編者行路) 伊藤悌二 78

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 吉村忠夫 題字

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 戦勝の春 高木保之助 表紙

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 新関国臣 目次扉

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 松田三郎 カット

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 佐野友章 カット

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 肇国精神の発揚 岩田正己画 口絵1

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 我等の全東京乳幼児審査会表彰式 口絵2

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 なごやかな家庭に優良児が生れ育くまれる 口絵3

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 祝福されし戦時花嫁風景 口絵4

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 題言 世紀の使

命
四月の言葉 摂津太郎 1

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 世紀の使

命
砂糖を語る 下田吉人 2
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13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 世紀の使

命
子供を元気に育てるには 今村正一 7

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 世紀の使

命
男女の生れる順序 面白い統計の話 浦上英男 12

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 世紀の使

命
幼児の玩具の選び方 加藤弘 16

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 滅私奉公 奉仕の心 宮脇富 20

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 滅私奉公 青年禁酒立法論 泉二新熊 28

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 滅私奉公 小、中学校に於ける禁酒教育の実際 ロバート・ヘルコ

ツト
32

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 滅私奉公 水戸光圀卿と動物愛護 伊藤谿泉 36

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 厚生運動 今こそ厚生運動が必要だ 深山杲 38

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 厚生運動 紀元二千六百年記念全国児童愛護運動実施

要綱
42

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 厚生運動 賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（六） 村島帰之 46

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 厚生運動 旅の思ひ出（一） 塚田喜太郎 52

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 育児宝典 初生児の育て方 一色征 57

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 育児宝典 空気と風邪の話 梅沢菊枝 62

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 育児宝典 春先の乳幼児の伝染病 吉馴高明 64

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 育児宝典 生後一年迄の育児宝典 中鉢不二郎 68

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 短歌 育児宝典 妻の独り旅 伊藤悌二 74

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 育児宝典 窓、窓、窓を開けよう 76

13
第18号第4巻 1940(昭和15)04.25 前進譜（編者行路） 伊藤悌二 78

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 吉村忠夫 題字

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 曙の富士 高木保之助 表紙

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 新関国臣 目次扉

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 松田三郎 カット

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 佐野友章 カット

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 全国に範を垂れた全東京乳幼児審査会表彰

式
口絵1

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 志賀志那人氏第三回忌追悼記念会 口絵2

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 碧潭に若鮎の躍る頃 内田青薫画 口絵3

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 父君出征のあとも母君の慈愛のもとに優良

児は新緑の森の小鳩の如く健かに育成する
口絵4

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 題言 聖業達成 五月の言葉 摂津太郎 1

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 聖業達成 中日提携真的和平来 小孩の話 岡田春樹 2

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 聖業達成 間違ひだらけの育児法 中鉢不二郎 7

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 聖業達成 外に出て働く若い母が赤ちゃんを健康優良

児に育てた苦心
氏井かつ子 12

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 聖業達成 時局と子供の問題 川口信教 16

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 夾竹桃篇 志賀志那人氏の遺稿集『社会事業随想』の

刊行について
斎藤藤吉 20

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 夾竹桃篇 『社会事業随想』刊行記念会席上諸家の追

憶談
24

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 先人の足

跡
伊達政宗公の人格と言行 伊藤悌二 40

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 先人の足

跡
坂上田村麻呂の愛児勇少年千熊丸物語 橋本賢康 47

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 先人の足

跡
賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（七） 村島帰之 52

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 先人の足

跡
旅の思ひ出（二） 塚田喜太郎 60

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 育児宝典 これから多い百日咳に気をつけませう 岡邨 64

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 育児宝典 赤ちやんを丈夫に育てるには 野須新一 66

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 育児宝典 戦時下経済的な人工乳の作り方 中鉢不二郎 70

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 育児宝典 早産がもとの死亡 乳児を失ふ四原因 72

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 育児宝典 メンタル・テストの問題 山下俊郎 73

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 育児宝典 種痘とヂフテリヤの予防注射 広島英夫 76

13
第18巻第5号 1940(昭和15)05.28 前進譜（編者行路） 伊藤悌二 78



『子供の世紀』総目次

112

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 吉村忠夫 題字

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 曙の富士 高木保之助 表紙

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 新関国臣 目次扉

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 松田三郎 カット

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 佐野友章 カット

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 畏し　賀陽宮妃殿下本会に台臨遊ばさる 口絵1

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 李鍵公妃殿下本会に御三度目の台臨を仰ぐ 口絵2

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 軍事参議官長谷川海軍大将閣下の臨場 口絵3

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 本聯盟主催戦時下育児展覧会協議会 口絵4

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 題言 母性の教

養
外米入りのご飯はウンとかんでおあがり 岸辺福雄 1

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 母性の教

養
母子保護は文化の尺度 伊福部敬子 2

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 母性の教

養
吉田松陰の女性観 新田谷透子 6

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 食糧、栄

養問題
時局下の食糧充実問題 藤原九十郎 22

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 食糧、栄

養問題
千早籠城を栄養学的に懐古す 亘繁 34

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 食糧、栄

養問題
酒と福翁 竹内正治 44

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 世紀の警

鐘
新婚の婦人に告ぐ（三） 木下尚江 48

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 世紀の警

鐘
反骨の精神 有馬頼寧 54

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 世紀の警

鐘
愛児を売る支那の女 沢村幸夫 57

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 聖業達成 「コナミルクの」話（二） 宇留野勝弥 60

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 聖業達成 青少年体力向上に関する根本的諸問題に就

て
深山杲 66

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 聖業達成 若人の犠牲心を要求する満洲 使命感に献身した昔

の医療先導団
山崎麻吉 73

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 聖業達成 働く婦人・夏の注意書 上体は特に薄着睡眠

十分とる
山口 76

13
第18巻第6号 1940(昭和15)06.29 前進譜（編者行路） 伊藤悌二 78

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 芳村忠夫 題字

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 曙の富士 高木保之助 表紙

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 新関国臣 目次扉

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 松田三郎 カット

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 佐野友章 カット

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 賀陽宮妃殿下・興亜の審査会に台臨遊ばさ

る
口絵1

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 畏し賀陽宮妃殿下三つ児に御会釈を賜ふ 口絵2

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 李鍵公妃殿下・母性の健康状態を御聴取遊

ばさる
口絵3

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 我等の総裁永井柳太郎閣下の御臨場 口絵4

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 母子の保

護
賀陽宮妃殿下を迎へ奉りて 伊藤悌二 1

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 母子の保

護
母子保護は文化の尺度（二） 伊福部敬子 2

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 母子の保

護
赤痢、疫痢の手当 中鉢不二郎 7

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 光栄・審

査会
光栄・第十二回全東京乳幼児審査会の記 伊藤悌二 12

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 新母性講

座
乳幼児腸炎に注意しませう 一色征 20

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 新母性講

座
「コナミルクの」話（三） 宇留野勝弥 22

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 新母性講

座
梅雨期の育児衛生 吉馴高明 29

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 新母性講

座
赤ちやんを丈夫に育てるには（二） 野須新一 31

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 先人未踏

境
三百年前日本から満洲に渡つた一群 福井の竹内藤右衛門

等の物語
山崎麻吉 35

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 先人未踏

境
伊達政宗公の人格と言行 伊藤悌二 38

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 先人未踏

境
賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（八） 村島帰之 46

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 先人未踏

境
旅の思ひ出（三） 塚田喜太郎 58

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 先人未踏

境
アメリカ彦造の数奇な一生 不思議な運命・第二

篇
山崎麻吉 64
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13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 人的資源

拡充
東京府に於ける乳幼児保健対策概要 桑原丙午生 67

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 人的資源

拡充
帝都下全新聞の本聯盟審査会観 70

13
第18巻第7号 1940(昭和15)07.25 東京審査会前記（編輯後記） 74

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 吉村忠夫 題字

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 曙の富士 高木保之助 表紙

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 新関国臣 目次扉

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 松田三郎 カット

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 佐野友章 カット

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 賀陽宮妃殿下より光栄の御言葉を賜へる三

つ児
口絵1

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 興亜の審査会へ総裁永井閣下の御臨場 口絵2

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 海軍省医務局長海軍軍医中将中野太郎閣下 口絵3

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 本聯盟主催戦時下の育児展覧会会場の一部 口絵4

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 巻頭言 戦時下の

育児
戦時下の育児展覧会趣旨 日本児童愛護聯盟 1

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 戦時下の

育児
戦時に於ける乳児死亡の問題 浦上英男 2

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 戦時下の

育児
母子保護は文化の尺度（三） 伊福部敬子 7

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 戦時下の

育児
乳幼児体位検診に就て 川島清 12

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 一億一心 『よく噛めよ運動』に就て 藤原九十郎 16

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 一億一心 敗戦仏蘭西が教へるもの育児方針の不徹底 森健蔵 22

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 一億一心 子供の為めに家は生命を護るうつわ 深山杲 23

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 一億一心 余は百まで生きる確信を得た 最上勇 28

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 一億一心 子供の健康の興廃は「此の一銭にあり」 高安光三 33

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 短歌 一億一心 相模の浦 平沢寿子 36

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 興亜の聖

業
東京赤ちやん審査会奉仕の感想 東洋家政女学校有

志
38

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 興亜の聖

業
戦時下の育児展覧会展示人口統計に関する
各種図表資料

44

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 興亜の聖

業
大阪の二千六百年 魚澄惣五郎 50

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 使命達成 全都下新聞紙戦時下の育児展覧会観 58

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 使命達成 私の店員時代 山崎麻吉 63

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 使命達成 これから多い二、三の皮膚病とその手当 一色征 68

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 使命達成 夏に多い子供の伝染病 川島清 70

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 使命達成 夏・妊婦のむくみ 食餌の注意が第一 柴山孝一 72

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 使命達成 年齢に応じた幼児の食物に就いて 野須新一 73

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 使命達成 崩れた態度物腰に付込む性的犯罪者 金子準二 76

13
第18巻第8号 1940(昭和15)08.29 編輯後記 伊藤悌二 78

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 吉村忠夫 題字

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 宮崎神宮より高千穂の峰を仰ぐ 吉村忠夫 表紙

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 新関国臣 目次扉

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 松田三郎 カット

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 佐野友章 カット

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 李王師団長同妃殿下台臨の栄光 口絵1

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 戦時下の育児展講演会に於ける永井会長の

獅子吼
口絵2

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 三木陸軍省医務局長・村岡女史の講演 口絵3

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 中野海軍省医務局長・柿本医学博士の講演 口絵4

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 巻頭言 育児新体

制
李王師団長同妃殿下を迎へ奉りて 1

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 育児新体

制
母子保護は文化の尺度（四） 伊福部敬子 2

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 育児新体

制
乳幼児死亡の統計的考察（八） 7
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13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 育児新体

制
子供の国の戦時体制 氏家寿子 14

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 短歌 湖畔哀歌 納秀子 18

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 聖旨奉戴 後醍醐天皇の経筵 魚澄惣五郎 20

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 聖旨奉戴 歴史の鱗片 広井辰太郎 27

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 聖旨奉戴 大阪の二千六百年（二） 魚澄惣五郎 29

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 聖旨奉戴 志賀志那人君の遺稿集を読む 大谷繁次郎 36

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 聖旨奉戴 旅の思ひ出（四） 塚田喜太郎 40

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 聖旨奉戴 気味悪がられる鬼児女児より男児に多い 三村義信 44

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 統計的観

察
戦時下の育児展覧会展示人口統計に関する
各種図表資料（二）

45

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 母性講座 女性の力 前田貞次 66

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 母性講座 『子供の世紀』いろは訓 最上勇 70

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 母性講座 何時でも失敗せぬ離乳の仕方 中鉢不二郎 72

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 母性講座 みつ豆哲学 犬儒学人 76

13
第18巻第9号 1940(昭和15)09.29 編輯後記 伊藤悌二 78

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 吉村忠夫 題字

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 宮崎神宮より高千穂の峰を仰ぐ 吉村忠夫 表紙

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 新関国臣 目次扉

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 松田三郎 カット

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 佐野友章 カット

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 李王師団長同妃殿下台臨の光栄 口絵1

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 第十二回全東京乳幼児審査会総裁永井柳太

郎閣下と優良児たち
口絵2

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 三木陸軍・中野海軍両医務局長の参観 口絵3

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 市来厚生省体力局施設課長の参観 口絵4

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 文化の尺

度
吉村画伯の渡支壮行を神戸港に歓送す 青木草仙子 1

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 文化の尺

度
聯盟廾年の光栄と功績 斎藤藤吉 2

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 文化の尺

度
乳幼児死亡の統計的考察（九） 浦上英男 5

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 文化の尺

度
満洲育児風景 氏家寿子 12

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 文化の尺

度
学童に科学する心を！ 市川教育部長 16

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 文化の尺

度
母子保護は文化の尺度 伊福部敬子 17

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 育児新体

制
秋！！離乳を初めませう 吉馴高明 22

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 育児新体

制
年齢に応じた幼児の食物に就て（其二） 野須新一 24

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 育児新体

制
育児の栞 箕田貢 30

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 祖国の精

神
山陽先生の尊王忠君其他の五条 中山久四郎 50

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 祖国の精

神
現下の非常時局と日本婦人 秋保孝蔵 54

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 祖国の精

神
朱印船貿易に就て 魚澄惣五郎 58

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 我等の育

児展
戦時下の育児展覧会 64

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 我等の育

児展
強健な国民を作る戦時下の育児知識（その
一）（『夕刊大阪新聞』より転載）

66

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 我等の育

児展
愛児の頭脳の見分け方（『大阪毎日新聞』
より転載）

73

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 我等の育

児展
日本の勝にしたらお母さんの本当のお手柄
（『大阪朝日新聞』より転載）

75

13
第18巻第10号 1940(昭和15)10.29 編輯後記 伊藤悌二 78

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 吉村忠夫 題字

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 宮崎神宮より高千穂の峰を仰ぐ 吉村忠夫 表紙

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 新関国臣 目次扉

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 松田三郎 カット

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 佐野友章 カット
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13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 橋田文部大臣・金光厚生大臣の祝辞拝受 口絵1

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 父は戦に子は栄誉の最優良児 口絵2

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 胸廓及び腹囲の測定と結核反応審査 口絵3

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 全大阪乳幼児審査会の奉仕者たち 口絵4

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 育児新体

制
全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 橋田邦彦 1

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 育児新体

制
乳幼児の衛生 柿本保 2

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 育児新体

制
乳幼児検診第一報 桑原 12

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 育児新体

制
戦時下の育児展覧会 中鉢不二郎 13

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 育児新体

制
離乳期の食餌 正木富貴子 14

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 育児新体

制
乳児食物料理法 正木富貴子 19

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 育児新体

制
脱線してきた『母の会』 増淵穣 26

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 根本の問

題
五十万無垢の死 箕田貢 29

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 根本の問

題
母子保護は文化の尺度（六） 伊福部敬子 40

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 根本の問

題
聖地高千穂行脚 島京平 44

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 根本の問

題
乳幼児死亡の統計的考察（十） 浦上英男 46

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 祖国の精

神
新葉集の精神 魚澄惣五郎 52

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 祖国の精

神
百世の師山陽先生 下田次郎 54

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 祖国の精

神
勤王譜 58

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 祖国の精

神
旅の思ひ出（五） 塚田喜太郎 60

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 祖国の精

神
『節米』を防げる子らの偏食 金子近次 68

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 我等の事

業
第十二回全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 金光庸夫 69

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 我等の事

業
第十二回全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 松村善次郎 70

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 我等の事

業
帝都全新聞が報道する優良児表彰式 71

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 我等の事

業
難しい子供の三歳 小池喜代蔵 75

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 我等の事

業
体格とその人の性質 依田新 76

13
第18巻第11号 1940(昭和15)11.29 編輯後記 伊藤悌二 78

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 吉村忠夫 題字

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 宮崎神宮より高千穂の峰を仰ぐ 吉村忠夫 表紙

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 新関国臣 目次扉

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 松田三郎 カット

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 佐野友章 カット

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 戦時下の健康児を祝福さるゝ永井総裁閣下 口絵1

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 祖国日本を護る勇士の愛児表彰さる 口絵2

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 我国最古最高の権威を誇る審査会 口絵3

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 千百の各種団体を啓蒙指導して来た審査会 口絵4

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 育児新体

制
第十二回全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 岡田周造 1

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 育児新体

制
淳仁天皇御陵を拝して 魚澄惣五郎 2

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 育児新体

制
母と子 箕田貢 4

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 育児新体

制
菓子の与へ方（間食の与へ方） 中鉢不二郎 14

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 母性へ提

唱
乳幼児死亡の統計的考察（十一） 浦上英男 18

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 母性へ提

唱
母子保護は文化の尺度（七） 伊福部敬子 24

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 母性へ提

唱
新婚の婦人へ 木下尚江 28

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 母性へ提

唱
時局下提言五題 上野真知二 35

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 母性へ提

唱
田舎者の弁 塚田喜太郎 40

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 臣道実践 若き女性の審査会観 大阪府立社会衛生

院学生諸姉
46
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13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 臣道実践 戦時下の育児展を観る 武南生 56

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 六麓史談 大阪の二千六百年（三） 魚澄惣五郎 66

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 六麓史談 賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（九） 村島帰之 72

13
第18巻第12号 1940(昭和15)12.29 編輯後記 伊藤悌二 78

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 吉村忠夫 題字

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 北条時宗公 服部有恒 表紙

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 新関国臣 目次扉

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 松田三郎 カット

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 佐野友章 カット

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 全東京乳幼児審査会の光栄 口絵1

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 文化勲章に輝く川合玉堂先生 口絵2

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 永井総裁名誉の勇士遺児を表彰さる 口絵3

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 第十八回全大阪乳幼児審査会表彰式 口絵4

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 巻頭言 挙国一致 更に非常時の新年を迎へて 余田忠吾 1

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 挙国一致 第十八回全大阪乳幼児審査会表彰式告辞 半井清 2

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 挙国一致 第十八回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 坂間棟治 3

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 挙国一致 戦時下の社会事業と婦人の任務 生江孝之 4

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 挙国一致 第十一回全東京乳幼児審査会お母さんのメ

ンタルテスト結果
伊藤悌二 8

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 挙国一致 寸言録・風月余情 青木草仙子 14

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 挙国一致 母子保護は文化の尺度（八） 伊福部敬子 15

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 国体明徴 大阪の二千六百年 斎藤藤吉 29

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 国体明徴 第十八回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 余田忠吾 38

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 国体明徴 第十八回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 瀬長良直 40

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 国体明徴 大阪の二千六百年（四） 魚澄惣五郎 41

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 母性愛 焦燥三段 氏家寿子 50

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 母性愛 冬の幼児の鍛錬 梅沢菊枝 53

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 短歌 母性愛 大洲亜細亜の暁 納秀子 56

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 母性愛 川合玉堂先生を御訪ねして 伊藤悌二 58

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 母性愛 田舎者の弁（二） 塚田喜太郎 61

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 愛郷詩篇 聖フランシスとムツソリーニ 広井辰太郎 66

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 愛郷詩篇 丹波の夢と現実 深尾須磨子 70

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 愛郷詩篇 地主神について 魚澄惣五郎 74

13
第19巻第1号 1941(昭和16)01.29 編輯後記 伊藤悌二 78

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 吉村忠夫 題字

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 北条時宗公 服部有恒 表紙

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 新関国臣 目次扉

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 松田三郎 カット

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 佐野友章 カット

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 禁閫のもと栄誉ある審査会表彰式 口絵1

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 医者仁術也の実践者伊藤源也翁 口絵2

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 大阪府知事第一線勇士の愛児を表彰さる 口絵3

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 音楽家の家庭から最優良児 口絵4

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 巻頭言 民族の天

職
如月の言葉 1

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 民族の天

職
我民族の歴史的使命 魚澄惣五郎 2

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 民族の天

職
乳幼児死亡の統計的考察（十二） 浦上英男 4
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13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 民族の天

職
母子保護は文化の尺度（九） 伊福部敬子 10

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 民族の天

職
第十一回全東京乳幼児審査会お母さんのメ
ンタルテスト結果（二）

伊藤悌二 15

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 国体明徴 北畠親房、顕家両卿 中村直勝 22

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 国体明徴 吉野朝に於ける勤王女性 魚澄惣五郎 28

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 国体明徴 寸言録（二）・風月余情 青木草仙子 30

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 国体明徴 北支戦線より帰りて 吉村忠夫 33

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 国体明徴 日本画人鑑 岡田播陽 36

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 母性の教

養
わが子に何を求めるか 上沢謙二 42

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 母性の教

養
大事な離乳の知識 吉馴高明 46

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 母性の教

養
乳児は先づ母乳で育てよ 巽稔 52

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 愛郷詩篇 田舎者の弁（三） 塚田喜太郎 58

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 愛郷詩篇 旅の思ひ出（八） 塚田喜太郎 64

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 愛郷詩篇 緑地帯金山郷に帰る 伊藤悌二 68

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 短歌 愛郷詩篇 故郷に歌ふ 伊藤悌二 76

13
第19巻第2号 1941(昭和16)02.28 編輯後記 伊藤悌二 78

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 吉村忠夫 題字

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 北条時宗公 服部有恒 表紙

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 新関国臣 目次扉

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 松田三郎 カット

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 佐野友章 カット

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 献上画「駿馬」 中村岳陵画 口絵1

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 輝く新興日本の御花圃 口絵2

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 斯界に冠絶する本聯盟の審査会 口絵3

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 島原半島原城の一角天草丸 口絵4

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 巻頭言 時局と家

庭
天草四郎の原城に立ちて 伊藤生 1

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 時局と家

庭
時局と家庭教育の問題 斎藤藤吉 2

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 時局と家

庭
科学に拓け・里子村 西川為雄 5

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 時局と家

庭
第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親
のメンタル・テスト結果（五）

伊藤悌二 10

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 時局と家

庭
佐久間象山と吉田松陰 森田芳嶺 18

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 母子保護 年々事故で一万人からの子供が死んでゐる 浦上英男 20

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 母子保護 日本的童話の提唱 小川未明 23

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 短歌 母子保護 遺稿中より 岡田多摩子 26

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 短歌 母子保護 伊藤雅契の誕生祝日に 今中楓渓 27

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 母子保護 母子保護は文化の尺度（十） 伊福部敬子 28

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 母子保護 寸言録（四）・風月余情 青木草仙子 32

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 母子保護 賀川豊彦氏『太陽を射るもの』以後（十） 村島帰之 35

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 環境感化 大楠公誕生の聖地に立ちて 魚澄惣五郎 38

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 環境感化 慶州の伝説 大阪六村 42

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 環境感化 改題郷土保育者の言葉(四） 塚田喜太郎 45

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 環境感化 岡田照子年譜 50

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 環境感化 直木三十五と火野葦平 岡田照子 51

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 環境感化 伊藤尊契に寄す（二月号読後小感） 今中楓渓 58

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 環境感化 人間を支配する大自然の偉力（一） 伊藤君の帰郷日記を

読みて
余田魁堂 60

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 環境感化 子供の世紀掲載帰郷記事 伊藤悌二 66

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 育児知識 子供の躾け方 山下俊郎 68
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13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 育児知識 大事な離乳の知識 吉馴高明 73

13
第19巻第3号 1941(昭和16)03.29 編輯後記 伊藤悌二 78

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 吉村忠夫 題字

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 北条時宗公 服部有恒 表紙

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 新関国臣 目次扉

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 松田三郎 カット

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 佐野友章 カット

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 李王同妃両殿下北市民館にならせらる 口絵1

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 天草四郎時貞の原城鳥瞰図 口絵2

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 朝野諸名士の祝辞に輝く勇士の愛児たち 口絵3

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 二十年後の日本を護る健康優良児 口絵4

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 巻頭言 母性再教

育
持主の勢威と光彩を発揮する旗印 1

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 母性再教

育
家庭婦人と戸外運動 深山杲 2

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 母性再教

育
母よ我が家にかへれ 支那を歩いて教へら

れる
前田貞次 5

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 母性再教

育
母貝の花 高尾亮雄 12

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 母性再教

育
母子保護は文化の尺度（十一） 伊福部敬子 14

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 環境感化 自然発生的から組織化へ 里子村視察記 所武雄 18

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 環境感化 郷土保育者の言葉（五） 塚田喜太郎 22

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 環境感化 教護院の少年 川口信教 27

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 環境感化 林子平「海国兵談」の教へ 30

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 環境感化 養護学級を新設 早﨑八洲 33

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 環境感化 人間を支配する大自然の偉力（二） 伊藤君の帰郷日記を

読みて
余田魁堂 34

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 詩 環境感化 国の子 池永治雄 40

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 国体明徴 北畠親房、顕家両卿（二） 中村直勝 42

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 国体明徴 楠公墓碑の建設 川島禾舟 48

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 国体明徴 赤穂義士の復讐に対する当時の世論 魚澄惣五郎 54

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 国体明徴 頼山陽と勤王論 森田芳嶺 58

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 雲霞渺々 慶州の伝説（二） 大阪六村 60

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 雲霞渺々 舜児と禹彦 伊福部敬子 65

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 随筆 雲霞渺々 九州の旅 伊藤悌二 68

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 雲霞渺々 温良恭倹譲の人伊藤源也翁弔詞 太田忠三郎 74

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 雲霞渺々 伊藤翁と一明院の追憶 三瓶泰造 75

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 雲霞渺々 気力・忍耐力を養成 強歩は強母を創る 栗本義彦 76

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 雲霞渺々 感情が昂ぶるとこれは食欲不振の傾向 77

13
第19巻第4号 1941(昭和16)04.29 三月の日記（編輯の後） 伊藤悌二 78

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 吉村忠夫 題字

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 霊峰富士 穴山勝堂 表紙

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 新関国臣 目次扉

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 松田三郎 カット

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 佐野友章 カット

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 高千穂神社と高千穂峡 口絵1

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 陸軍海軍両医務局長本聯盟の事業を支援さ

る
口絵2

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 瞳は輝くノモンハン勇士の遺児 口絵3

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 君が代奉唱・靖国の英霊に感謝黙祷 口絵4



『子供の世紀』総目次

119

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 巻頭言 長期抗戦 我等の永井翼賛会東亜局長 1

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 長期抗戦 長期戦と結核 三木良英 2

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 長期抗戦 乳製品の配給と人工栄養 中鉢不二郎 8

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 長期抗戦 夏期に多い消化器伝染病の注意（一） 原田竜夫 14

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 短歌 長期抗戦 春の月暈 納秀子 18

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 勤皇と時

局
建武中興は何故瓦解したか 魚澄惣五郎 20

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 勤皇と時

局
小楠公と御母堂 林逢春 24

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 勤皇と時

局
北畠親房、顕家両卿（三） 中村直勝 31

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 勤皇と時

局
後村上天皇と大阪地方 木村武夫 34

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 母性と反

省
母子保護は文化の尺度（十二） 伊福部敬子 38

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 母性と反

省
母性乳幼児の健康増進 厚生省 42

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 母性と反

省
第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親
のメンタル・テスト結果（六）

伊藤悌二 49

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 民族の楽

土
聖地高千穂の旅 伊藤悌二 56

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 民族の楽

土
慶州の伝説（三） 大阪六村 62

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 民族の楽

土
郷土保育者の言葉（六） 塚田喜太郎 69

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 民族の楽

土
多生児は気をつけて慎重に育てませう 74

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 民族の楽

土
"母親回覧板"を廻し育児の知識普及 75

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 短歌 民族の楽

土
天草四郎を弔ふ 伊藤悌二 76

14
第19巻第5号 1941(昭和16)05.29 編輯後記（四月の日記） 伊藤悌二 78

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 吉村忠夫 題字

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 霊峰富士 穴山勝堂 表紙

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 新関国臣 目次扉

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 松田三郎 カット

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 佐野友章 カット

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 聖上陛下　大阪市立北市民会館に御臨幸遊

ばさる
口絵1

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 故郷の雉子野尾川 口絵2

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 長谷川台湾総督の熱心なる審査会参観 口絵3

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 審査会関係各位の祝辞に輝く表彰式 口絵4

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 巻頭言 母子保護 聖上陛下行幸満十二年記念式を迎へて 悌二 1

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 母子保護 「敵国降伏」の御宸翰に就て 2

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 母子保護 母子保護は文化の尺度（十三） 伊福部敬子 4

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 母子保護 乳幼児死亡の統計的考察（十三） 浦上英男 10

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 母子保護 勉強嫌ひな子供 平沼良 17

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 祖国愛 慈雲尊者の識見と日本精神 魚澄惣五郎 18

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 祖国愛 後村上天皇聖蹟地住吉の浄土寺について 木村武夫 20

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 祖国愛 楠公父子訣別の図を拝して 高木定信 22

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 祖国愛 大楠公の用兵 渡辺喜一 24

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 祖国愛 松平春岳公と新体制 蘆田伊人 29

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 祖国愛 末吉舟（朱印船） 34

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 祖国愛 近世儒学の発展と禅宗との関係について 魚澄惣五郎 36
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14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 郷土愛 慶州の伝説（四） 大阪六村 40

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 短歌 郷土愛 朝光 平沢寿子 44

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 郷土愛 郷土保育者の言葉（七） 塚田喜太郎 46

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 郷土愛 まだ見ぬ故郷へ 伊藤順子 51

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 郷土愛 仙台のさんさ時雨 湯朝竹山人 57

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 家庭愛 泣かせるといゝこれはとんでもない誤り 井田博 66

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 家庭愛 結核の予防・先づ窓を開けよ 寺尾殿治 67

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 家庭愛 夏期に多い消化器伝染病（二） 原田竜夫 72

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 家庭愛 「母の会」をつくるより子供の生活全体を

指導せよ
堀七蔵 76

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 家庭愛 お産が重い金持ち層の婦人 糸井一良 77

14
第19巻第6号 1941(昭和16)06.29 編輯後記（五月の日記） 伊藤悌二 78

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 吉村忠夫 題字

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 霊峰富士 穴山勝堂 表紙

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 新関国臣 目次扉

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 松田三郎 カット

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 佐野友章 カット

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 二十二年の歴史に輝く我等の表彰式 口絵1

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 勝田哲画伯の心魂を注ぎし「天草四郎」 口絵2

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 永井柳太郎閣下を迎へて表彰式 口絵3

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 北市民館開館当時を偲ぶ会 口絵4

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 巻頭言 愛護と保

護
北市民館草創満二十年を迎へて 1

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 愛護と保

護
神皇正統記 魚澄惣五郎 2

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 愛護と保

護
幼児の栄養 中鉢不二郎 4

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 愛護と保

護
蠅は恐るべきもの 谷津直秀 10

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 愛護と保

護
母子保護は文化の尺度（十四） 伊福部敬子 17

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 教護と養

護
少年教護の体験 　 川口信教 22

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 教護と養

護
なつかしの母様養護学校の綴り方教室より 村島帰之 32

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 教護と養

護
郷土保育者の言葉（八） 塚田喜太郎 38

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 統計的観

察
満洲開拓地と母性の月経調査 宇留野勝弥 44

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 統計的観

察
保健婦の発達と現在の状況 井上なつゑ 50

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 統計的観

察
第十二回全東京乳幼児審査会に於ける母親
のメンタル・テスト結果（一）

伊藤悌二 59

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 史的事実 崇高なる神格楠木正成公 62

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 史的事実 御陵の御話 64

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 史的事実 大和義挙天誅組の人と歌 66

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 史的事実 原城趾の現状 浜口叶 69

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 史的事実 子供を繞る歌舞伎物語（一） 本山荻舟 72

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 史的事実 大塔宮護良親王に就て 75

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 短歌 史的事実 父母の建碑式 伊藤悌二 76

14
第19巻第7号 1941(昭和16)07.29 編輯後記（六月の日記） 伊藤悌二 78

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 吉村忠夫 題字
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14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 霊峰富士 穴山勝堂 表紙

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 新関国臣 目次扉

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 松田三郎 カット

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 佐野友章 カット

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 畏し賀陽宮敏子妃殿の台臨 口絵1

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 総裁荒木陸軍大将閣下の御臨場 口絵2

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 永井名誉会長、中野海軍軍医中将の来場 口絵3

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 海軍省兵備局長保科海軍少将の参観 口絵4

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 巻頭言 光栄・審

査会
賀陽宮、同妃両殿下の御仁慈 悌二 1

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 光栄・審

査会
中朝事実 魚澄惣五郎 2

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 光栄・審

査会
光栄・第十三回全東京乳幼児審査会の記 伊藤悌二 4

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 光栄・審

査会
東京赤ちやん審査会奉仕の感想 東洋家政女学校有

志
12

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 慈母と愛

児
日本の母 竹林照子 16

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 慈母と愛

児
子供を繞る歌舞伎物語（二） 本山荻舟 20

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 慈母と愛

児
子供 市川源三 24

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 慈母と愛

児
幼児の栄養 中鉢不二郎 38

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 両親の衛

生
胃腸の衛生と胃腸病に対する心得 山本誠一 43

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 両親の衛

生
婦人の衛生 いろいろの婦人の病

気と産前産後の心得
笠森周護 49

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 両親の衛

生
結核は斯うして妨げ 木図春之助 56

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 恒久国防 北畠親房、顕家両卿（四） 中村直勝 63

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 恒久国防 幕末国防観念の一面 有働賢造 67

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 恒久国防 郷土保育者の言葉（九） 塚田喜太郎 73

14
第19巻第8号 1941(昭和16)08.29 東京審査会前後記 伊藤悌二 78

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 吉村忠夫 題字

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 北方からの鶇 内田青薫 表紙

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 新関国臣 目次扉

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 松田三郎 カット

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 佐野友章 カット

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 畏し賀陽宮妃殿下御巡覧遊ばさる 口絵1

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 高木保之助画伯を偲ぶ 口絵2

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 我等の総裁荒木陸軍大将閣下の来場 口絵3

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 永井大政翼賛会東亜局長、中野海軍軍医中

将の視察
口絵4

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 巻頭言 母性の責

任
菊月の言葉 摂津太郎 1

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 母性の責

任
母 市川源三 2

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 母性の責

任
遺伝への挑戦 低能児にもこの努力

あり
川口信教 14

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 母性の責

任
遺伝への挑戦 一児童の進展を注視

して
妹尾富士丸 15

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 母性の責

任
遺伝への挑戦 一人前になつた低能

児
平松檀 17

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 両親の衛

生
婦人の衛生（二） いろいろの婦人の病

気と産前産後の心得
笠森周護 20

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 両親の衛

生
最も多く人命を脅す耳鼻咽喉の病気 黒須巳之吉 29
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14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 両親の衛

生
胃腸の衛生と胃腸に対する心得 山本誠一 34

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 母子保護 郷土保育者の言葉（十） 塚田喜太郎 43

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 母子保護 母子保護は文化の尺度（十五） 伊福部敬子 50

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 母子保護 子供を繞る歌舞伎物語（三） 本山荻舟 56

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 噫今光琳 今光琳と謳はれし高木保之助氏の思ひ出 伊藤悌二 60

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 噫今光琳 独自の画境を進まれた高木さんの追憶 狩野光雅 68

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 噫今光琳 友情の厚かつた高木さん 長谷川路可 71

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 母子保護 帝都下全新聞の本聯盟審査会観 73

14
第19巻第9号 1941(昭和16)09.29 編輯後記 伊藤悌二 78

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 吉村忠夫 題字

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 北方からの鶫 内田青薫 表紙

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 新関国臣 目次扉

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 松田三郎 カット

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 佐野友章 カット

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 献上画 吉村忠夫画 口絵1

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 賀陽宮妃殿下興亜の赤ちやん審査会を御巡

覧
口絵2

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 荒木大将閣下臨戦下の審査会を激励さる 口絵3

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 一路日本民族の悠久なる発展を目指して 口絵4

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 巻頭言 両親の内

省
「葉隠」の一節 1

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 両親の内

省
病気と養生 菊池米太郎 2

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 両親の内

省
幼児の栄養 中鉢不二郎 21

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 両親の内

省
生活の選択（講演） 武藤教胤 29

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 興亜の大

道
子供を繞る歌舞伎物語（四） 本山荻舟 31

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 興亜の大

道
旧友高木君を思ふ 吉村忠夫 36

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 短歌 興亜の大

道
飛び去りし鷺 高木先生を偲ぶ 納秀子 38

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 興亜の大

道
御醍醐天皇の御諡号に就て 井頭利栄 40

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 興亜の大

道
慈雲尊者と惟神の大道 魚澄惣五郎 50

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 興亜の大

道
幕末国防観念の一面（二） 有働賢造 56

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 興亜の大

道
楠公墓碑の建設（二） 川島木舟 59

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 根本の問

題
乳幼児死亡の統計的考察（十四） 浦上英男 60

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 根本の問

題
母子保護は文化の尺度（十六） 伊福部敬子 66

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 根本の問

題
戦時下ドイツの母性・乳幼児保護 遠乗寺宗則 69

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 根本の問

題
ウタトオハナシ 坂野潤 73

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 根本の問

題
叱る教育よりもほめる教育が必要 大崎サチエ 76

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 根本の問

題
調節が原因で一生、石女に 厚生省へ不妊の調査 瀬木三雄 77

14
第19巻第10号 1941(昭和16)10.29 編輯後記（大阪審査会前記） 伊藤悌二 78

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 吉村忠夫 題字

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 北方からの鶫 内田青薫 表紙

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 新関国臣 目次扉

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 松田三郎 カット
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14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 佐野友章 カット

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 畏し　賀陽宮妃殿下に拝謁を賜へる 口絵1

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 陸軍大将男爵荒木貞夫閣下戦時下の優良児

を祝福さる
口絵2

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 永井名誉会長最優良児を表彰さる 口絵3

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 大阪府立社会衛生院本科生の奉仕 口絵4

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 神国の母

性
全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 橋田邦彦 1

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 神国の母

性
現代日本の母性 母子保護は文化の尺

度（終篇）
伊福部敬子 2

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 神国の母

性
乳幼児死亡の統計的考察（十五） 浦上英男 10

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 興亜の聖

業
第十九回全大阪乳幼児審査会応援の感想 大阪府立社会衛生

院本科生
18

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 興亜の聖

業
第十九回赤ちやん審査会に出席して 33

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 育児講座 子供のしつけ方 田中芳子 36

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 祖国の精

神
孝明天皇と平安神宮 魚澄惣五郎 49

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 祖国の精

神
北畠親房、顕家両卿（五） 中村直勝 54

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 祖国の精

神
子供を繞る歌舞伎物語（五） 本山荻舟 60

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 祖国の精

神
郷土保育者の言葉（十二） 塚田喜太郎 64

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 祖国の精

神
慶州印象 富安風生 75

14
第19巻第11号 1941(昭和16)11.29 編輯後記 伊藤悌二 78

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 吉村忠夫 題字

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 北方からの鶫 内田青薫 表紙

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 新関国臣 目次扉

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 松田三郎 カット

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 佐野友章 カット

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 戦時下の優良児を表彰さるゝ本会総裁荒木

大将閣下
口絵1

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 全東京の優良児表彰式に告辞さるゝ永井名

誉会長
口絵2

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 三つ児部隊二家族晴れの対面と其審査 口絵3

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 決戦下第十九回全大阪乳幼児審査会表彰式 口絵4

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 一億進軍 全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 安藤紀三郎 1

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 一億進軍 大化改新と明治維新 魚澄惣五郎 2

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 一億進軍 かはいゝ子には旅をさせよ 第十三回全東京乳幼

児審査会表彰式祝辞
伊福部敬子 4

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 一億進軍 三ツ児部隊二家族の対面 仁志多晃彦 8

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 一億進軍 二食主義は一石三鳥 深山杲 13

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 祖国弥栄 阿波の神秘境祖谷を探る 平家の赤旗をたづね

て
旭田一男 18

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 祖国弥栄 春照る国大和の旅 岡田照子 27

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 祖国弥栄 中世の大阪（歴史講演） 魚澄惣五郎 36

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 厚生講座 子供を繞る歌舞伎物語（六） 本山荻舟 44

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 厚生講座 今沢市の開眼 平美喜子 48

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 興亜の聖

業
色盲と児童愛護 佐藤昌二 60

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 興亜の聖

業
子供と齲歯 高木圭二郎 62

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 興亜の聖

業
乳幼児死亡の統計的考察（十六） 浦上英男 63
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14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 興亜の聖

業
ウタトオハナシ(二） 坂野潤 70

14
第19巻第12号 1941(昭和16)12.29 編輯後記 伊藤悌二 78

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 吉村忠夫 題字

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 紅梅の咲く頃 吉村忠夫 表紙

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 新関国臣 目次扉

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 松田三郎 カット

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 佐野友章 カット

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 賀陽宮妃殿下本聯盟の審査会に台臨遊ばさ

る
口絵1

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 総裁荒木陸軍大将閣下臨場のもと表彰式施

行
口絵2

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 決戦下盛況なりし全東京乳幼児審査会表彰

式
口絵3

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 第十九回全大阪乳幼児審査会表彰式 口絵4

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 巻頭言 世紀の使

命
大東亜戦争の初春を迎へて 余田忠吾 1

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 世紀の使

命
第十九回全大阪乳幼児審査会表彰式告辞 三辺長治 2

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 世紀の使

命
第十九回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 坂間棟治 3

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 世紀の使

命
乳幼児死亡の統計的考察（十七） 浦上英男 4

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 世紀の使

命
決戦下のお母様方へ衛生上の諸注意 梅沢菊枝 10

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 世紀の使

命
庭のをしへ（母の随筆） 伊福部敬子 13

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 短歌 世紀の使

命
戦捷の春を寿ぐ 平沢寿子 16

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 世紀の使

命
第十九回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 増田裕治 18

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 世紀の使

命
第十九回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 瀬長良直 19

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 世紀の使

命
子供の世紀・二十年を祝しまつりて 今中楓渓 20

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 聖業達成 明治十年難波別院学業天覧について 有働賢造 31

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 聖業達成 幼稚園を耕す 塚田喜太郎 34

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 聖業達成 子供を繞る歌舞伎物語（七） 本山荻舟 38

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 創作 聖業達成 弟 戸田房子 42

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 聖業達成 コドモの楽園・泉州助松の遠州園 田中正治 46

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 祖国の精

神
明治天皇の豊公祠殿造営御沙汰書について 有働賢造 48

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 祖国の精

神
吉野山の景観 魚澄惣五郎 51

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 祖国の精

神
北畠親房、顕家両卿（六） 中村直勝 55

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 祖国の精

神
北畠顕家公 田中正治 56

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 祖国の精

神
アユチヤの日本町と山田長政 59

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 厚生講座 特に交換期に於ける乳歯の保護 大沢三武郎 62

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 厚生講座 歯刷子と口腔衛生 山崎清 67

14
第20巻第1号 1942(昭和17)01.29 編輯後記 伊藤悌二 70

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 吉村忠夫 題字

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 紅梅の咲く頃 吉村忠夫 表紙

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 新関国臣 目次扉

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 松田三郎

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 佐野友章 カット

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 畏し賀陽宮妃殿下戦時下の審査会に台臨遊

ばさる
口絵1
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14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 万葉集市原王一つ松の歌の現代的表現 口絵2

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 荒木永井両閣下決戦下の母性達を懇篤に訓

告さる
口絵3

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 宣戦の大詔を拝して日余審査会創生の地に

盛式施行さる
口絵4

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 巻頭言 勤労報国 鎌倉時代における神国思想の甦生 魚澄惣五郎 1

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 勤労報国 勤労青年の厚生教育に就て 深山杲 2

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 勤労報国 シンガポール陥落 中野繁雄 9

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 勤労報国 乳幼児死亡の統計的考察（十八） 浦上英男 10

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 勤労報国 人口問題から観た禁酒禁煙の重要性 特に開拓地と予防医

学に関して
岡田道一 16

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 祖国弥栄 吉田松陰の女性観 新田谷透子 20

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 祖国弥栄 新田義貞公の誠忠 田中正治 29

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 祖国弥栄 近世後期社会と本多利明 有働賢造 38

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 祖国弥栄 子供を繞る歌舞伎物語（八） 本山荻舟 48

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 母性読本 赤穂義士快挙の人柱（1） 萱野三平の自刃 戸波弁次 52

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 創作 母性読本 金魚 戸田房子 54

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 俳句 母性読本 季節の風 前田貞次 59

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 母性読本 敷島の大和心 62

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 短歌 母性読本 愛児出征の朝 伊藤悌二 64

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 育児知識 冬の伝染病と母親の注意 中鉢不二郎 66

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 育児知識 幼稚園を耕す（二） 塚田喜太郎 68

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 育児知識 乳児死亡率僅か三％の熊本県天草郡大道村

に就て
西東忠男 72

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 育児知識 結核 幼年期に感染して青

年期に発病する
近藤宏二 74

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 育児知識 激励し過ぎ偏つた子供にするな 三善弥寿男 75

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 育児知識 女学校に保育所を作り実地に教育 森重静夫 76

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 育児知識 歯槽膿漏の危険 杉山不二 77

14
第20巻第2号 1942(昭和17)02.28 編輯後記 伊藤悌二 78

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 吉村忠夫 題字

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 紅梅の咲く頃 吉村忠夫 表紙

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 新関国臣 目次扉

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 松田三郎 カット

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 佐野友章 カット

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 興亜の優良児母子にかこまれて莞爾とされ

る荒木総裁閣下
口絵1

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 日本画壇の最高峰川合玉堂先生の名作 口絵2

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 三千名の優良児母子表彰を前に靖国神社を

遥拝
口絵3

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 強力日本・一億人口増加翹望の秋三ツ児部

隊の表彰
口絵4

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 巻頭言 女性の歴

史
湯沢内務大臣と我等の審査会 伊藤悌二 1

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 女性の歴

史
法制史上における女子の地位（一） 稲田茂子 2

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 女性の歴

史
出雲族考 塚田喜太郎 10

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 女性の歴

史
吉田松陰の女性観（二） 新田谷透子 21

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 母性の天

職
乳幼児死亡の統計的考察（十九） 浦上英男 28
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14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 母性の天

職
健康乳児 吉馴高明 34

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 母性の天

職
生産・母性両全の道 伊福部敬子 38

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 幼児の教

養
子供を繞る歌舞伎物語（九） 本山荻舟 43

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 幼児の教

養
威厳と面目 大塚美鳥 47

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 幼児の教

養
幼稚園を耕す（三） 塚田喜太郎 50

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 幼児の教

養
子供の世紀二十年記念祝賀の歌 平沢寿子 54

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 幼児の教

養
子供風聞記（一） 浅野照三郎 56

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 尽忠の鉄

石心
赤穂義士快挙の人柱（2） 萱野三平の自刃 戸波弁次 66

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 尽忠の鉄

石心
北条時宗公と禅（一） 朝比奈宗源 70

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 尽忠の鉄

石心
生野義挙のあらまし 武田芳太郎 73

14
第20巻第3号 1942(昭和17)03.29 編輯後記 伊藤悌二 78

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 吉村忠夫 題字

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 紅梅の咲く頃 吉村忠夫 表紙

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 新関国臣 目次扉

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 松田三郎 カット

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 佐野友章 カット

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 温き子供愛護の実践者としての永井大政翼

賛会東亜局長
口絵1

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 第三回青衿会展の代表的傑作 口絵2

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 荒木・永井両閣下御参列のもと橋田文部大

臣の祝辞拝受
口絵3

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 聖寿万歳を三唱する決勝下の最優良児母子

たち
口絵4

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 巻頭言 婦人と厚

生
豊公の雄図 魚澄惣五郎 1

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 婦人と厚

生
勤労婦人と厚生問題に就て 深山杲 2

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 婦人と厚

生
時代の差 大塚美鳥 6

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 婦人と厚

生
子供を繞る歌舞伎物語（十） 本山荻舟 9

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 婦人と厚

生
北条時宗公と禅（二） 朝比奈宗源 13

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 婦人と厚

生
マレーの自然 星・蛍遥けき戦線の

夜
中村地平 18

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 正史再認

識
顕如上人とその時代 魚澄惣五郎 21

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 正史再認

識
吉野時代の落首 28

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 正史再認

識
露人ガロウニンの日本人観 有働賢造 30

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 正史再認

識
切腹物語 木宮泰彦 35

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 母性の教

養
乳幼児の栄養 中鉢不二郎 39

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 母性の教

養
輝く母の世紀 伊福部敬子 48

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 母性の教

養
法制史上における女子の地位（二） 稲田茂子 54

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 世紀の使

命
子供風聞記（二） 浅野照三郎 58

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 世紀の使

命
芥川龍之介と吉川英治と中里介山 岡田照子 68

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 世紀の使

命
父の精神を生し 遺児の母たる心構へ 青木誠四郎 74

14
第20巻第4号 1942(昭和17)04.29 編輯後記 伊藤悌二 76

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 吉村忠夫 題字

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 鯉 森月城 表紙

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 新関国臣 目次扉
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14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 松田三郎 カット

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 佐野友章 カット

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 賀陽宮妃殿下本聯盟の審査会に台臨遊ばさ

る
口絵1

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 総裁荒木大将閣下戦時下の母性を激励さる 口絵2

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 『饒速日命御帰順』と『隆盛出陣』 口絵3

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 麦稔る大和国北倭の里子村 口絵4

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 巻頭言 皇民の健

康
関ケ原大戦の教訓 伊藤悌二 1

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 皇民の健

康
子供の色神異常（色盲・色弱）に就て 佐藤昌二 2

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 皇民の健

康
百日咳の話 原田竜夫 5

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 皇民の健

康
皇民永遠の若さと健康 神谷秀夫 10

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 皇民の健

康
赤ちやんの予防医学 吉馴高明 11

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 郷土と保

育
母性愛と大地 伊福部敬子 18

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 郷土と保

育
父子二代乳幼児時代の生活記録 東綾子 26

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 郷土と保

育
子供を繞る歌舞伎物語（十一） 本山荻舟 32

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 郷土と保

育
これから多い食中毒 三雲隆三郎 36

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 郷土と保

育
里子村北倭を訪ねて 伊藤悌二 39

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 母性の教

養
人口対策としての智能水準の上昇 森脇要 45

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 母性の教

養
子供風聞記（三） 浅野照三郎 50

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 正史再認

識
わが中世の社会と文化 魚澄惣五郎 62

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 正史再認

識
法制史上における女子の地位（三） 稲田茂子 67

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 正史再認

識
ペルリの日本 日本遠征記を中心と

して
有働賢造 73

14
第20巻第5号 1942(昭和17)05.29 編輯後記 伊藤悌二 76

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 吉村忠夫 題字

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 鯉 森月城 表紙

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 新関国臣 目次扉

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 松田三郎 カット

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 佐野友章 カット

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 畏し賀陽宮妃殿下の御仁慈 口絵1

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 献上画・長江の魚舟 川合玉堂画 口絵2

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 総裁荒木陸軍大将閣下・奉仕者を激励さる 口絵3

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 決戦下東京大阪両都の健康児表彰式 口絵4

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 翼賛一路 豊太閤に見る海外発展の抱負 魚澄惣五郎 1

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 翼賛一路 人生四十七年 統計が示す赤ちやん

の寿命
浦上英男 4

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 翼賛一路 他山の石 大塚美鳥 9

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 翼賛一路 母性愛と大地 伊福部敬子 12

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 郷土と保

育
子供を繞る歌舞伎物語（十二） 本山荻舟 18

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 郷土と保

育
忠臣孝子を山間に訪ねて 塚田喜太郎 23

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 郷土と保

育
鈴鹿の古関を探る 関の地蔵尊巡拝記 伊藤悌二 30

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 郷土と保

育
父子二代の幼時生活記録（二） 東綾子 36

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 母性の教

養
法制史上における女子の地位（四） 稲田茂子 43
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14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 母性の教

養
子供風聞記（四） 浅野照三郎 50

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 一億健民 「オミキ」は酒にあらず 二木謙三 62

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 一億健民 酒と精神異常に就て 中侑三 65

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 一億健民 婦人淋疾の特殊性 安藤画一 69

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 短歌 一億健民 魚麟きらめく 平沢寿子 74

14
第20巻第6号 1942(昭和17)06.29 編輯後記 伊藤悌二 76

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 吉村忠夫 題字

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 鯉 森月城 表紙

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 新関国臣 目次扉

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 松田三郎 カット

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 佐野友章 カット

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 我等の総裁荒木大将閣下に感謝する集ひ 口絵1

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 竹取りの翁 吉村忠夫画 口絵2

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 故郷の山故郷の川 高木保之助撮影 口絵3

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 大興安嶺の原始人オロチヨン族の子等 口絵4

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 悲心悲母 七夕（星祭） 天野藤男 1

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 悲心悲母 母性愛と大地 伊福部敬子 2

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 悲心悲母 法制史上における女子の地位（五） 稲田茂子 10

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 悲心悲母 武士道と女性 高柳光寿 15

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 悲心悲母 子供の錬成に性格教育を行ふ 波多野勤子 23

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 愛郷詩篇 農村に学ぶ（師弟倶行） 大塚美鳥 24

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 愛郷詩篇 子供風聞記（五） 浅野照三郎 28

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 愛郷詩篇 忠臣孝子を山間に訪ねて（二） 塚田喜太郎 38

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 主婦講座 家庭救急療法急病とその看護法 深山杲 44

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 主婦講座 水泳する時の注意 深山杲 51

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 主婦講座 子供を繞る歌舞伎物語（十三） 本山荻舟 56

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 原始民族 北満の大自然人・オロチヨン 宮武辰夫 60

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 原始民族 峠へ登らざるの記 塚田喜太郎 68

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 原始民族 惜しんで食べるなこれから中毒季節 芹沢千代 71

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 原始民族 川柳楠公記 母袋未知庵 72

15 第20巻第7号 1942(昭和17)07.29 東京審査会前記（後期） 伊藤悌二 74

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 吉村忠夫 題字

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 鯉 森月城 表紙

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 新関国臣 目次扉

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 松田三郎 カット

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 佐野友章 カット

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 小泉厚生大臣と永井名誉会長の御臨場 口絵1

15
第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 総裁荒木陸軍大将・三木陸軍軍医中将の御

督励
口絵2

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 東条総理大臣令夫人の御視察 口絵3

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 小泉厚生大臣・田中海軍軍医中将の御参観 口絵4
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15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 巻頭言 偉大なる
建設

和氏玉を抱いて泣く 1

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 偉大なる
建設

河村瑞賢の生涯（一） 竹越与三郎 2

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 偉大なる
建設

条約改正問題 魚澄惣五郎 8

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 偉大なる
建設

子供を繞る歌舞伎物語（十四） 本山荻舟 10

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 偉大なる
建設

日本の保育所 伊福部敬子 14

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 父子二代
戦

父子二代乳幼児時代の生活記録（三） 東綾子 21

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 父子二代
戦

忠臣孝子を山間に訪ねて（三） 塚田喜太郎 28

15
第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 父子二代

戦
神秘のオロチヨン 北満の大自然人・研

究
宮武辰夫 34

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 健民祭典 "赤ちやん審査会"漫訪記 小川武 40

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 健民祭典 小泉厚相と赤ちやん審査会（絵） 小川武 43

15
第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 健民祭典 東京赤ちやん審査会奉仕の感想 東洋家政女学校有

志
44

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 興亜の後
継者

子供風聞記（六） 浅野照三郎 57

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 興亜の後
継者

水泳の医学 深山杲 68

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 歌 興亜の後
継者

関の地蔵院にて/大和の里子村 伊藤悌二 74

15 第20巻第8号 1942(昭和17)08.29 東京審査会後記（後記） 伊藤悌二 76

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 吉村忠夫 題字

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 足柄山の金太郎 岩田正巳 表紙

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 新関国臣 目次扉

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 　 松田三郎 カット

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 　 佐野友章 カット

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 小泉厚生大臣と永井本会名誉会長両閣下 口絵1

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 本聯盟総裁陸軍大将男爵荒木貞夫閣下 口絵2

15
第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 総裁荒木陸軍大将・三木陸軍軍医中将の御

臨場
口絵3

15
第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 東条総理大臣令夫人・田中海軍軍医中将の

御参観
口絵4

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 巻頭言 世紀の隣
組

赤ん坊と兵隊 伊藤悌二 1

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 世紀の隣
組

母の天職 伊福部敬子 2

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 世紀の隣
組

父子二代乳幼児時代の生活記録（四） 東綾子 10

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 世紀の隣
組

忠臣孝子を山間に訪ねて（四） 塚田喜太郎 16

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 世紀の隣
組

母親は言葉の教師です 秋田喜三郎 24

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 保健の要
諦

家庭急療法急病とその看護法（二） 深山杲 27

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 保健の要
諦

赤痢チフス菌の狙い時飲み過ぎは危険 大坪 37

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 歌 保健の要
諦

高原立秋 山中湖畔にて 納秀子 38

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 保健の要
諦

みんなで妊産婦を労はりませう 苅宿俊風 40

15
第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 健民祭典 大東亜戦争第二年第十四回全東京乳幼児審

査会の記
伊藤悌二 41

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 尊皇愛国 神武天皇聖蹟を巡る 辻善之助 51

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 尊皇愛国 我が国の家族制度 戸田貞三 54

15
第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 尊皇愛国 新国劇の『野口英世』を観て 敢て当事者の回答を

求む
塚田喜太郎 60

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 尊皇愛国 子供を繞る歌舞伎物語（十五） 本山荻舟 64

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 尊皇愛国 子供風聞記（七） 浅野照三郎 67

15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 尊皇愛国 小泉八雲 岡戸武平 72
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15 第20巻第9号 1942(昭和17)09.29 編輯後記 伊藤悌二 78

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 吉村忠夫 題字

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 足柄山の金太郎 岩田正巳 表紙

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 新関国臣 目次扉

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 松田三郎 カット

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 佐野友章 カット

15
第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 決戦下の乳幼児を祝福さるゝ荒木大将・三

木軍医中将
口絵1

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 本会副会長柳川大阪府学務部長の御督励 口絵2

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 田中海軍軍医中将・生江本会顧問の御視察 口絵3

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 大阪市立桜宮高等女学校生徒の奉仕 口絵4

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 巻頭言 必勝敢闘 女学校上級生の生きた勤労道場記 岸辺福雄 1

15
第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 必勝敢闘 聖戦完遂と国民保健の重要性 二十年後の人的資源

問題
余田忠吾 2

15
第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 必勝敢闘 時局下に於ける色盲相談所の使命 特に母子厚生施設と

しての構想
鈴木啓治 6

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 必勝敢闘 近視眼を予防撲滅せよ 深山杲 10

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 必勝敢闘 節米は銃後の戦 井野碩哉 14

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 必勝敢闘 赤ちやんの審査を語る（座談会） 15

15
第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 挙国一致 海軍病院慰問の旅 九仭の功を一簣に欠

く
大塚美馬 22

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 挙国一致 建武中興の理想 久保田収 32

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 挙国一致 父子二代乳幼児時代の生活記録（五） 東綾子 38

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 挙国一致 日本女性と実践 伊福部敬子 44

15
第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 感激の奉

仕
大東亜戦争第二年第二十回記念全大阪乳幼
児審査会の記

伊藤悌二 48

15
第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 感激の奉

仕
大阪赤ちやん審査会奉仕の感想 大阪市立桜宮高等

女学校第五学年生
56

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 苦線突破 鈴鹿峠を越ゆるの記 塚田喜太郎 69

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 苦線突破 子供風聞記（八） 浅野照三郎 72

15 第20巻第10号 1942(昭和17)10.29 編輯後記 伊藤悌二 78

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 吉村忠夫 題字

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 足柄山の金太郎 岩田正巳 表紙

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 新関国臣 目次扉

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 松田三郎 カット

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 佐野友章 カット

15
第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 賀陽宮妃殿下に拝謁を賜へる出征勇士の愛

児たち
口絵1

15
第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 荒木総裁・永井名誉会長決戦下の健康児を

祝福さる
口絵2

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 菊薫る明治節の光栄ある表彰式 口絵3

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 大阪市立桜宮高等女学校生徒の奉仕 口絵4

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 世紀の隣
組

全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 橋田邦彦 1

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 世紀の隣
組

日本女性と実践（二） 伊福部敬子 2

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 世紀の隣
組

父子二代乳幼児時代の生活記録（六） 東綾子 5

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 世紀の隣
組

鈴鹿峠を越ゆるの記（二） 塚田喜太郎 11

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 世紀の隣
組

子供を繞る歌舞伎物語（十六） 本山荻舟 16
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15
第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 世紀の隣

組
生みの親より育ての親 生駒に"里子村"を訪

ねて
錦峰生 20

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 世紀の隣
組

不妊の原因にもなる冷から体を護れ 吉田章信 22

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 肇国宏遠 河村瑞賢の生涯（二） 竹越与三郎 25

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 肇国宏遠 後鳥羽天皇の聖業 植木直一郎 32

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 肇国宏遠 小泉八雲 岡戸武平 38

15
第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 健民健兵 興亜の赤ちやん祝ふ日 第十四回全東京乳幼

児審査会表彰式にて
小川武（絵と文） 41

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 健民健兵 全東京赤ちやん審査会 紙野左馬 46

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 健民健兵 全東京乳幼児審査会表彰式各紙報道記 50

15
第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 感激の奉

仕
大阪赤ちやん審査会奉仕の感想 大阪市立桜宮高等

女学校第五学年生
54

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 苦戦突破 子供風聞記（八） 島本の日記 浅野照三郎 67

15 第20巻第11号 1942(昭和17)11.29 聯盟時報 伊藤悌二 78

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 吉村忠夫 題字

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 足柄山の金太郎 岩田正巳 表紙

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 新関国臣 目次扉

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 松田三郎 カット

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 佐野友章 カット

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 総裁荒木陸軍大将閣下の告諭 口絵1

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 第五回文部省美術展覧会出品 大矢道夫筆 口絵2

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 名誉会長永井柳太郎閣下の祝辞 口絵3

15
第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 会長三辺大阪府知事出征勇士の愛児を表彰

さる
口絵4

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 鳳雛育成 第二十回全大阪乳幼児審査会表彰式告辞 三辺長治 1

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 鳳雛育成 若桜散りぬ 大塚美鳥 2

15
第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 鳳雛育成 強兵富国銃後の基礎は優良児 第二十回全大阪乳幼

児審査会表彰式祝辞
余田忠吾 4

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 鳳雛育成 愛国百人一首 6

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 鳳雛育成 日本女性と実践（三） 伊福部敬子 12

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 鳳雛育成 旅を行く（五） 塚田喜太郎 17

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 鳳雛育成 第二十回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 坂間棟次 25

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 神国護持 後奈良天皇の御聖徳 26

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 神国護持 上代の日本女性 竹野長次 32

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 神国護持 神武天皇聖蹟を巡る（二） 辻善之助 36

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 神国護持 第二十回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 山岡富作 40

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 神国護持 護国の偉人北条時宗公 山上八郎 41

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 興亜第三
陣

子供を繞る歌舞伎物語（十七） 本山荻舟 50

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 興亜第三
陣

大阪で開かれた日独伊少国民の会 ベンチベンニー 54

15
第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 興亜第三

陣
大阪で開かれた日独伊少国民の会 インゲ・ドラカム

ブ
57

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 興亜第三
陣

遺伝学上より見たる飲酒の影響 吉益脩夫 58

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 興亜第三
陣

傷痍軍人の再起を輝かす結婚 岩崎誠亮 62

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 興亜第三
陣

よく噛むのは健康の素 63

15
第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 興亜第三

陣
消化は非常によい 玄米食へ・味覚の前

進
二木謙三 64
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15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 渓山朝靄 子供風聞記（十） 浅野照三郎 65

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 渓山朝靄 家政全体を計量化 76

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 渓山朝靄 『幼児審査』の作者大矢道夫氏の画歴 77

15 第20巻第12号 1942(昭和17)12.29 編輯後記 伊藤悌二 78

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 北条時宗公 吉村忠夫 表紙

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 新関国臣 目次扉

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 松田三郎 カット

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 佐野友章 カット

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 決戦下の乳幼児を表彰さるゝ荒木総裁閣下 口絵1

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 征く麻須良乎 岩田正巳画 口絵2

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 賀陽宮妃殿下に賜謁の最優良児たち 口絵3

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 陸海軍当局本聯盟の事業を御支援さる 口絵4

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 鳳雛育成 『農村新年』 池永治雄 1

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 鳳雛育成 戦争と教育の刷新花よりも種を 荒木貞夫 2

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 鳳雛育成 肇国宏遠樹徳深厚 紀平正美 6

15
第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 鳳雛育成 玄米飯と沢庵で母子の栄養は足りるか？ ある医師の言につい

て
尾崎清次 12

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 鳳雛育成 母子保護法の齎すもの 伊福部敬子 17

15
第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 鳳雛育成 賀陽宮妃殿下に光栄の拝謁を賜へる乳幼児

たち
出征軍人愛児拝謁名
簿

30

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 体験と奉
仕

手の取れた人形 大塚美鳥 33

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 体験と奉
仕

列聖珠藻謹解 佐佐木信綱 37

15
第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 体験と奉

仕
我が国最後の仇討に就いて 此の一文を沖野岩三

郎氏に捧ぐ
塚田喜太郎 41

15
第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 体験と奉

仕
大阪赤ちやん審査会奉仕の感想 大阪市立桜宮高等

女学校第五学生
50

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 銃後の教
養

神武天皇聖蹟を巡る（三） 辻善之助 57

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 銃後の教
養

社寺の軍事的活動 魚澄惣五郎 61

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 銃後の教
養

平野国臣（一） 岡田照子 65

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 銃後の教
養

子供を繞る歌舞伎物語（十八） 本山荻舟 68

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 漫画漫文 勝抜く生活新設計（漫画・漫文） 一、お正月の巻 小川武 72

15 第21巻第1号 1943(昭和18)01.29 編輯後記 伊藤悌二 76

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 吉村忠夫 題字

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 北条時宗公 吉村忠夫 表紙

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 新関国臣 目次扉

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 松田三郎 カット

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 佐野友章 カット

15
第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 健康児に囲まれた荒木総裁・永井名誉会長

両閣下
口絵1

15
第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 春光 本連盟の興隆を慶祝

して
内田青薫画 口絵2

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 勇士愛児を表彰さるる荒木陸軍大将閣下 口絵3

15
第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 優良児表彰式に祝辞をのべられる永井名誉

会長
口絵4

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 天業翼賛 二月と子供 池永治雄 1
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15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 天業翼賛 みかへりの塔で有名な修徳学院参観記 塚田喜太郎 2

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 天業翼賛 時局と託児所問題 伊福部敬子 10

15
第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 天業翼賛 全婦人が標準服へ・まだ余裕の出る衣料切

符
斎藤佳三 15

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 天業翼賛 乳幼児と体育 後藤美子 16

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 育英挺身 子供風聞記（十一） 国土に立つ子 浅野照三郎 20

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 育英挺身 寒さに鍛へる『子供の健康表』（絵と文） 小川武 32

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 育英挺身 子供を繞る歌舞伎物語（十九） 本山荻舟 34

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 尊皇愛国 社寺の軍事的活動（二） 魚澄惣五郎 39

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 尊皇愛国 平野国臣（二） 岡田照子 44

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 尊皇愛国 平田篤胤の思想 藤田徳太郎 51

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 尊皇愛国 就学前の愛児に・今から規則正しい生活を 大崎サチエ 57

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 尊皇愛国 玄米食の功徳 平田万次 58

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 尊皇愛国 ソロモン群島の智識 斎藤忠 60

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 尊皇愛国 チモール島の智識・珍しい風物 64

15 第21巻第2号 1943(昭和18)02.28 時宗の図に題す（編輯後記） 伊藤悌二 66

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 北条時宗公 吉村忠夫 表紙

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 新関国臣 目次扉

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 松田三郎 カット

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 佐野友章 カット

15
第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 賀陽宮妃殿下の御仁慈に浴した光栄の母子

たち
口絵1

15
第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 健かな皇国の後継者を表彰さるゝ荒木総裁

閣下
口絵2

15
第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 荒木将軍大将に健児育成を誓ふ二千の母性

たち
口絵3

15
第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 東西呼応して育児報国の羅針盤となれる審

査会
口絵4

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 百年の大
計

三月の子供と母 池永治雄 1

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 百年の大
計

結核と人の寿命 浦上英男 2

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 百年の大
計

後鳥羽天皇御製謹解 佐佐木信綱 8

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 百年の大
計

独逸文学と母性（一） 岩子良一 13

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 百年の大
計

時局と託児所問題（二） 伊福部敬子 19

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 辺境防備 平野国臣（三） 岡田照子 24

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 辺境防備 赤坂城址を踏査する 塚田喜太郎 28

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 辺境防備 幕末における辺境防備と国家意識 細川亀市 39

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 麟児鳳雛 巣立ち行く弟達に 大塚美鳥 45

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 麟児鳳雛 春ひらく家庭に潤ひを！！ 小川武（絵と文） 49

15
第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 麟児鳳雛 古事記の息吹 「やまとたましひ」

の高さ
蓮田善明 54

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 麟児鳳雛 感冒・塩湯湿布がいゝ 山田尚充 56

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 麟児鳳雛 冬に多い瘭疽や丹毒 中村敏郎 56

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 麟児鳳雛 結婚にも戦ひの体制 まづ育児知識を 吉岡弥生 57

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 麟児鳳雛 結婚にも戦ひの体制 結婚費用の切下げへ 田中孝子 57

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 日本の純
美

栖鳳と句仏師 岡田播陽 58
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15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 日本の純
美

平安時代前期の文化 坂本太郎 64

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 短歌 日本の純
美

吾子の弁当箱・早春の深日 伊藤悌二 70

15 第21巻第3号 1943(昭和18)03.29 編輯後記 伊藤悌二 72

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 北条時宗公 吉村忠夫 表紙

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 新関国臣 目次扉

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 松田三郎 カット

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 佐野友章 カット

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 献上画 山川秀峰画 口絵1

15
第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 荒木本聯盟総裁大阪市立北市民館を参観さ

る
口絵2

15
第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 東条総理大臣令夫人本聯盟の審査会を参観

さる
口絵3

15
第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 大日本計機株式会社工場を視察される荒木

大将閣下
口絵4

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時の薫
育

四月の子供達 池永治雄 1

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時の薫
育

時局と母性 新しき地平 伊福部敬子 2

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時の薫
育

幼稚園の薫育について 塚田喜太郎 8

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時の薫
育

独逸文学と母性（二） 岩子良一 18

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 勤皇殉国 御製謹解 佐佐木信綱 22

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 勤皇殉国 淡窗先生と孝悌烈女 大塚美鳥 29

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 勤皇殉国 子供を繞る歌舞伎物語（二〇） 本山荻舟 32

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 勤皇殉国 平野国臣（四） 岡田照子 36

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 東亜共栄
圏

上海雑観 松本かつ子 44

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 東亜共栄
圏

南の懐想 朝倉文夫 52

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 東亜共栄
圏

蘇州姑娘素描 多木伸 55

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時新生
活

食生活を規正し酒煙草を排せよ 石原房雄 58

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時新生
活

"戦時規格生活"早わかり（絵と文） 小川武 60

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時新生
活

調理の科学 守屋磐村 64

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時新生
活

弱い赤ちやんも母乳を分け合ひ扶け合ふ 服部勇 66

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時新生
活

胃腸を丈夫にし赤ちやんを風邪から護れ 定方亀代 67

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時新生
活

伝染する急性結膜カタル 桑原安治 67

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時新生
活

家庭でこれだけの躾けを 柳テル 68

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 戦時新生
活

近頃の急性肺炎 中島芳治郎 69

15 第21巻第4号 1943(昭和18)04.29 編輯後記 伊藤悌二 70

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 大御宝 勝田哲 表紙

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 松田三郎 カット

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 佐野友章 カット

15
第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 託児所の児童に慈愛の眼指を注がれる荒木

大将閣下
口絵1

15
第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 全東京乳幼児審査会総裁当時の山崎農林大

臣閣下
口絵2

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 木曽路の春 狩野光雅画 口絵3

15
第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 海軍省兵備局長保科海軍少将閣下の審査会

参観
口絵4



『子供の世紀』総目次

135

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 巻頭詩 育児覚醒 五月の大空 池永治雄 1

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 育児覚醒 日本の乳幼児 広島英夫 2

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 育児覚醒 門出に祈る 嫁ぐ教へ子に与ふ 大塚美鳥 5

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 育児覚醒 貧困なる育児文化 伊福部敬子 10

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 育児覚醒 独逸文学と母性（三） 岩子良一 16

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 勤皇殉国 平野国臣（五） 岡田照子 20

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 勤皇殉国 嶋一蝶 大隈三好 30

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 勤皇殉国 子供を繞る歌舞伎物語（二一） 本山荻舟 35

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 国民総進
軍

火如き固く結ひ直す（絵と文） 小川武 40

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 国民総進
軍

女性は甘かさずに真面目に導け 谷野せつ 43

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 国民総進
軍

貯金も家庭総進軍 44

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 国民総進
軍

靴下は膝上までに 佐橋 45

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 国民総進
軍

武士の心掛で酒煙草を慎め 村上雄策 46

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 薫風緑野 旅を行く（六） 塚田喜太郎 47

15 第21巻第5号 1943(昭和18)05.29 本聯盟の征戦完遂祈願祭 伊藤悌二 54

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 大御宝 吉村忠夫 表紙

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 新関国臣 目次扉

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 松田三郎 カット

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 佐野友章 カット

15
第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 神武天皇聖蹟鵄邑顕彰碑を拝さるゝ荒木陸

軍大将
口絵1

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 小泉厚生大臣と永井名誉会長の御臨場 口絵2

15
第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 若葉薫る北倭の里子達に慈愛を傾けられる

荒木閣下
口絵3

15
第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 歴史の郷土大和北倭村に民情視察をさるゝ

荒木大将
口絵4

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 新母性講
座

六月の風景 池永治雄 1

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 新母性講
座

輝く瑞穂の国と米 本山荻舟 2

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 新母性講
座

順徳天皇御製謹解 佐佐木信綱 8

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 新母性講
座

偉人教育研究発表会を観る 塚田喜太郎 14

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 新母性講
座

奇しき運命の少年 教護院に入るまで 川口信教 21

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 新母性講
座

山口、加来両将軍を悼み奉る 内野弁子 26

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 戦捷祈願 荒木陸軍大将閣下御西下中の各紙報道記 29

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 家庭戦陣
訓

神秘の宝庫（一） 余田忠吾 36

15
第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 家庭戦陣

訓
紙背の息吹を感じつゝ火野氏の「陸軍」に
就て

大塚美鳥 40

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 家庭戦陣
訓

戦時下母親の再教育 伊福部敬子 45

15
第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 家庭戦陣

訓
戦陣訓の精神を家庭へ 女性よアツツ島の勇

士に学べ
佐藤堅司 50

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 家庭戦陣
訓

一回きりで捨てずに最後まで使へ 扇田彦一 51

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 家庭戦陣
訓

血液は何型ですか 中山喜美雄 52

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 家庭戦陣
訓

過労と神経衰弱 南崎雄七 52

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 家庭戦陣
訓

玄米のビツクリ炊き 原泰一 53

15 第21巻第6号 1943(昭和18)06.29 編輯後記 伊藤悌二 54
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15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 大御宝 勝田哲 表紙

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 新関国臣 目次扉

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 松田三郎 カット

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 佐野友章 カット

15
第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 橿原神宮の征戦完遂祈願祭を御純裁の荒木

大将閣下
口絵1

15
第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 荒木総裁・大和の古邑北倭の健康村に里子

を慰撫さる
口絵2

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 霊峰富士 穴山勝堂画 口絵3

15
第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 決戦下の地方青少年を激励さるゝ荒木陸軍

大将閣下
口絵4

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 決戦態勢 七月の風 池永治雄 1

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 決戦態勢 戦時下人口増強と健母健児 田口英太郎 2

15
第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 決戦態勢 橿原神宮に聯盟必勝祈願を執り行はれる総

裁荒木陸軍大将閣下を東道して
斉藤藤吉 5

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 決戦態勢 婦人のたしなみ 大塚美鳥 8

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 決戦態勢 戦時下児童栄養食の配給に就て 伊福部敬子 12

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 決戦態勢 必勝態勢の女子勤労報国隊 石島菊枝 18

15
第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 必勝の信

念
後堀河、後嵯峨、後深草、亀山四天皇御製
謹解

佐佐木信綱 21

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 必勝の信
念

平野国臣（六） 岡田照子 26

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 必勝の信
念

征夷政策の回顧 東夷年譜 綿谷雪 32

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 国民総進
軍

神秘の宝庫（二） 余田忠吾 39

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 国民総進
軍

"一塊の石炭"を採る迄 小川武 43

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 国民総進
軍

スマトラの女 小山いと子 46

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 国民総進
軍

朝の深呼吸 南崎雄七 48

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 国民総進
軍

栄養豊富な玄米乳 小松歓絋 49

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 国民総進
軍

警報下の外出と服装 50

15
第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 国民総進

軍
燃え易い女の髪 防空決戦に万全の備

へ
熊沢雅雄 51

15
第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 国民総進

軍
神国大和に於ける我等の荒木総裁閣下
（『毎日新聞』より）

52

15 第21巻第7号 1943(昭和18)07.29 東京審査会前記 伊藤悌二 54

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 大御宝 勝田哲 表紙

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 新関国臣 目次扉

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 松田三郎 カット

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 佐野友章 カット

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 本聯盟総裁陸軍大将男爵荒木貞夫閣下 口絵1

15
第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 神国大和の模範村北倭に民情視察をさるゝ

荒木大将閣下
口絵2

15
第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 第十五回記念全東京乳幼児審査会審査医員

の陣容
口絵3

15
第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 二十年後の日本に光輝と希望をもたらする

健康な乳幼児群
口絵4

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 尊皇と殉
国

八月の健康 池永治雄 1

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 尊皇と殉
国

橘曙覧と淑妻直子の事ども 大塚美鳥 2

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 尊皇と殉
国

亀山天皇後宇多天皇御製謹解 佐佐木信綱 6
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15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 尊皇と殉
国

子供の科学心を育くむ 堀七蔵 10

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 尊皇と殉
国

子供を繞る歌舞伎物語（二二） 本山荻舟 11

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 尊皇と殉
国

食糧戦に勝て 槙一郎 15

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 尊皇と殉
国

空襲下・幼児も防空頭巾 20

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 決戦と母
性

今後の児童問題 伊福部敬子 23

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 決戦と母
性

旅を行く（七） 塚田喜太郎 27

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 決戦と母
性

暑さと勤労女性 桐原葆見 34

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 決戦と母
性

疲労を除くビタミンＣ 諸岡存 34

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 俳句 決戦と母
性

銃後抄 前田夢一 35

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 決戦と母
性

戦ふ国民の衣服・防空と勤労生活 平井恒子 37

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 決戦と母
性

なぜ母乳が不足するか・授乳は規則正しく 竹内茂代 38

15
第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 興亜後継

者
東京赤ちやん審査会奉仕の感想 東洋家政女学校有

志
39

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 興亜後継
者

何回も御礼をのべる母親 武田久子 48

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 興亜後継
者

帝都下全新聞の本聯盟審査会観 50

15 第21巻第8号 1943(昭和18)08.29 東京審査会後記 伊藤悌二 54

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 秋の川畔 内藤青薫 表紙

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 新関国臣 目次扉

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 松田三郎 カット

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 佐野友章 カット

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 陸軍大将男爵荒木貞夫閣下 口絵1

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 審査会と表彰式場に御来臨の荒木大将閣下 口絵2

15
第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 我が国育児史上に一大体系を樹立した模範

的な本審査会
口絵3

15
第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 乳幼児愛護の永き啓蒙時代を指導して来た

本聯盟の審査会
口絵4

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 健民祭典 九月の賦 池永治雄 1

15
第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 健民祭典 賀陽宮妃殿下の御仁慈を拝し奉りて　第十

五回記念全東京乳幼児審査会の記
伊藤悌二 2

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 健民祭典 赤ちやん審査会漫文訪問記（絵と文） 小川武 13

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 国体護持 広宣流布の苦衷を慕ふ人々 大塚美鳥 18

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 国体護持 亀山天皇御製謹解 佐佐木信綱 22

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 国体護持 山本元帥の面影 反町栄一 28

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 国体護持 旅を行く（八） 塚田喜太郎 31

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 戦時と母
性

時局と少年労働者 伊福部敬子 36

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 戦時と母
性

戦は育児にも 三枝よしの 39

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 戦時と母
性

日本は強し 竹内茂代 42

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 戦時と母
性

嫁入り道具の一に 戦ふ「健母」への道 瀬尾実 44

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 戦時と母
性

偏食は子供のわがまゝから 母親が食事教育を 長松二郎 45

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 戦時と母
性

食卓は健康と慰安の集い 一戸伊勢子 46

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 戦時と母
性

子弟を預けた学校 熊野絢太 47

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 戦時と母
性

野菜果物はぜひ生のまゝ喰べませう 亘繁 48

15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 日本児童愛護聯盟定款 49
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15 第21巻第9号 1943(昭和18)09.29 編輯後記 伊藤悌二 54

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 秋の川畔 内田青薫 表紙

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 新関国臣 目次扉

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 松田三郎 カット

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 佐野友章 カット

15
第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 次代の健かな大東亜建設の戦士を祝福され

る荒木総裁閣下
口絵1

15
第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 第二十一回全大阪乳幼児審査会の完璧せる

審査陣営
口絵2

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 巻頭詩 祖国弥栄 十月の声 池永治雄 1

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 祖国弥栄 子心親心 大塚美鳥 2

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 祖国弥栄 偉人の幼年少年時代 森繁夫 6

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 祖国弥栄 後宇多天皇御製謹解 佐佐木信綱 9

15
第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 健民健兵 大阪赤ちやん審査会奉仕の感想 大阪市立桜宮高等

女学校生徒
13

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 戦時と母
性

独逸文学と女性（四） 岩子良一 23

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 短歌 戦時と母
性

日本の母と子 納秀子 26

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 戦時と母
性

大きくなれなれ 興亜の母として 田中紀美子 28

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 指導評 戦時と母
性

無理と行き過ぎについて 竹内茂代 32

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 戦時と母
性

旅を行く（九） 塚田喜太郎 35

15 第21巻第10号 1943(昭和18)10.29 戦時と母
性

聯盟時報（編輯後記） 伊藤悌二 40

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 吉村忠夫 題字

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 秋の川畔 内田青薫 表紙

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 新関国臣 目次扉

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 松田三郎 カット

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 佐野友章 カット

15
第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 懇篤周到なる育児指導をされる総評担当の

三博士
口絵1

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 大阪市立桜宮高等女学校生徒の審査会奉仕 口絵2

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 日日決戦 全東京乳幼児審査会表彰式祝辞 岡部長景 1

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 日日決戦 母性の歴史 伊福部敬子 2

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 日日決戦 生活は一変しつゝある 槙一郎 7

15
第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 健民健兵 赤ちやん審査会奉仕の感想 大阪市立桜宮高等

女学校五年生
12

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 殉国非歌 平野国臣（七） 岡田照子 24

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 幼児の防
護

子供には必ず名札を 山室民子 32

15
第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 幼児の防

護
まづ家庭の待避壕へ入れ 頭巾や名札を忘れる

な
内務省防空局 33

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 幼児の防
護

躊躇なく調べよう・血液型 竹村文祥 36

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 幼児の防
護

長袖を献納しませう 中村光甫 37

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 幼児の防
護

土手に野菜を作れ 待機豪の利用 山本実 38

15 第21巻第11号 1943(昭和18)11.29 編輯後記（東京の表彰式） 伊藤悌二 40

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 吉村忠夫 題字

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 川畔 内田青薫 表紙

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 新関国臣 目次扉
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15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 松田三郎 カット

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 佐野友章 カット

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 神国弥栄 第二十一回全大阪乳幼児審査会表彰式式辞 河原田稼吉 1

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 神国弥栄 勅題に寄せて 池永治雄 2

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 神国弥栄 伏見天皇御製謹解 佐佐木信綱 3

15
第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 神国弥栄 賀陽宮妃殿下の御仁慈・誉れの優良児を御

殿に御召（『朝日新聞』より）
8

15
第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 神国弥栄 この笑顔！征野のお父さん見て下さい

（『読売報知』より）
8

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 神国弥栄 大阪乳幼児審査会功労者顕彰 9

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 神国弥栄 本聯盟功労者表彰 9

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 神国弥栄 芭蕉を横から観る 大塚美鳥 10

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 健民健兵 第二十一回全大阪乳幼児審査会表彰式祝辞 坂間棟治 14

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 健民健兵 第二十一回全大阪乳幼児審査会表彰式祝詞 三田淳 15

15
第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 健民健兵 大阪赤ちやん審査会奉仕の感想 大阪市立桜宮高等

女学校生徒
16

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 戦時と母
性

職業婦人の育児 山田光子 32

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 指導評 戦時と母
性

妊娠中の労働 竹内茂代 34

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 戦時と母
性

母性補導委員に就て 青柳忠 36

15
第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 戦時と母

性
風邪なんか吹き飛ばせ 敵米英では泣き面に

蜂の騒ぎ
南崎唯七 39

15
第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 戦時と母

性
赤ちやんとおむつ 便器使用のよき習慣

を
定方亀代 40

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 戦時と母
性

体が温まる薬草・一片の燃料も戦力増強へ 伊沢凡人 41

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 戦時と母
性

みかんの皮をすり卸してお汁に 外岡和雄 41

15 第22巻第1号 1944(昭和19)01.29 聯盟時報（後記） 伊藤悌二 42

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 吉村忠夫 題字

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 川畔 内田青薫 表紙

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 新関国臣 目次扉

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 松田三郎 カット

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 佐野友章 カット

15
第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 総裁荒木陸軍大将・会長河原田大阪府知事

の表彰をうく
口絵1

15
第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 大東亜建設の後継者なる全日本の最優良児

たち
口絵2

15
第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 荒木陸軍大将・保科海軍中将両閣下の激励

をうく
口絵3

15
第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 未曽有の盛観を極めた全大阪乳幼児審査会

表彰式
口絵4

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 巻頭詩 決戦二月譜 池永治雄 1

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 天日昭昭 母性文化の建設 伊福部敬子 2

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 天日昭昭 伏見天皇御製謹解 佐佐木信綱 8

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 天日昭昭 子孫に残す家計簿 戸田貞三 15

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 麟児楽土 小林一茶とその妻子 大塚美鳥 16

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 麟児楽土 寒天村を行く 青木草仙子 20

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 麟児楽土 大和北倭村に茶筅を求めて 塚田喜太郎 22

15
第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 勤労殉国 大阪赤ちやん審査会奉仕の感想 大阪市立桜宮高等

女学院生徒
26

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 勤労殉国 毎年反応を調べるとよいヂフテリーが多い 森重静夫 34
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15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 勤労殉国 常に張り切つて働けば風邪も寄りつかぬ 長塚高島 35

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 勤労殉国 あぶないしきみ、毒うつぎ 朝比奈泰彦 36

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 勤労殉国 母の科学的躾から 幼児の数学 藤森良蔵 37

15 第22巻第2号 1944(昭和19)02.29 編輯後記 伊藤悌二 38

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 吉村忠夫 題字

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 早春 田中案山子 表紙

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 新関国臣 目次扉

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 松田三郎 カット

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 佐野友章 カット

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 天日昭昭 終刊の辞 伊藤悌二 1

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 天日昭昭 伏見天皇後伏見天皇御製謹解 佐佐木信綱 2

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 天日昭昭 藤原定家と猫 市村宏 8

15
第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 薫風緑雨 晩春の帰郷日記 五月八日より五月二

十一日まで
伊藤悌二 10

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 薫風緑雨 旅を行く（十） 塚田喜太郎 18

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 国史の再
吟味

南方発展と鎖国 岡田章雄 24

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 国史の再
吟味

鎌倉武士の思想に就て 奥田真啓 30

15 第22巻第4号 1944(昭和19)04.29 本誌終刊に当りて 伊藤悌二 36


